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〈はじめに〉

飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

分
ぶん

野
や

の特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

２号
ごう

在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

者
しゃ

（以
い

下
か

「特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

2 号
ごう

」

と略
りゃく

称
しょう

します。下
した

にある略
りゃく

称
しょう

一
いち

覧
らん

表
ひょう

を参
さん

照
しょう

）には「職
しょく

長
ちょう

」またはそれ以
い

上
じょう

の役
やく

割
わり

を果
は

たせる知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

・リーダーシップが求
もと

められます。ここが、

特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

（下
した

にある略
りゃく

称
しょう

一
いち

覧
らん

表
ひょう

を参
さん

照
しょう

）との基
き

本
ほん

的
てき

な違
ちが

いです。

「職
しょく

長
ちょう

」とは、工
こう

場
じょう

の製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

において作
さ

業
ぎょう

員
いん

の指
し

導
どう

監
かん

督
とく

をする者
もの

のこと

です。会
かい

社
しゃ

によって職
しょく

長
ちょう

、班
はん

長
ちょう

、リーダーなど様
さま

々
ざま

な名
めい

称
しょう

で呼
よ

ばれています。

（次
つぎ

ページの組
そ

織
しき

図
ず

を確
かく

認
にん

ください。）

この学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストで学
まな

ぶ方
かた

々
がた

は、特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキスト（下
した

にあ

る略
りゃく

称
しょう

一
いち

覧
らん

表
ひょう

を参
さん

照
しょう

）の内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

・習
しゅう

得
とく

していなければなりません。

特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

２号
ごう

で必
ひつ

要
よう

とされる知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

を学
まな

ぶために、この学
がく

習
しゅう

テキストに

は、特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストになかった章
しょう

が加
くわ

わっています。第
だい

１ 章
しょう

「職
しょく

長
ちょう

として働
はたら

くための基
き

本
ほん

」、第
だい

３章
しょう

「品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

」、第
だい

４章
しょう

「生
せい

産
さん

管
かん

理
り

」、

第
だい

6 章
しょう

「社
しゃ

会
かい

の変
へん

化
か

と会
かい

社
しゃ

の方
ほう

針
しん

」です。

第
だい

２章
しょう

「食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

」、第
だい

５章
しょう

「労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

」には、特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキ

ストの内
ない

容
よう

が理
り

解
かい

されていることを前
ぜん

提
てい

に、特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

２号
ごう

で必
ひつ

要
よう

とされる知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

が書
か

き加
くわ

えられています。

この学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストを学
まな

ぶときは、特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストと一
いっ

緒
しょ

に

学
まな

ぶことを推
すい

奨
しょう

します。地
ち

域
いき

や職
しょく

場
ば

によっては、用
よう

語
ご

や仕
し

事
ごと

の仕
し

方
かた

などが、

この学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストと違
ちが

うかもしれませんが、考
かんが

え方
かた

は同
おな

じなので、その場
ば

合
あい

は、職
しょく

場
ば

の方
ほう

針
しん

にしたがって下
くだ

さい。

このテキストを活
かつ

用
よう

して、特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

2 号
ごう

に必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

や技
ぎ

能
のう

について学
がく

習
しゅう

してください。

また、専
せん

門
もん

用
よう

語
ご

は索
さく

引
いん

を参
さん

照
しょう

して、学
がく

習
しゅう

してください。

（この学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストで用
もち

いる特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

関
かん

係
けい

用
よう

語
ご

の略
りゃく

称
しょう

一
いち

覧
らん

）

正
せい

式
しき

名
めい

称
しょう

略
りゃく

称
しょう

＊飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

1 号
ごう

在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

者
しゃ

→特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

1 号
ごう

＊飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

2 号
ごう

在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

者
しゃ

→特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

2 号
ごう

の
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特
とく

定
てい ぎ

技能
のう

1 号
ごう

＊飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう か し

価試験
けん

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキスト

→特
とく

定
てい ぎ

技能
のう

1 号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキスト

評
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（職
しょく

長
ちょう

の位
い

置
ち

づけについて）

職
しょく

長
ちょう

の位
い

置
ち

づけは、会
かい

社
しゃ

の大
おお

きさや仕
し

事
ごと

の種
しゅ

類
るい

によって違
ちが

いますが、複
ふく

数
すう

の

パターンがあります。

下
した

の図
ず

の例
れい

のように、職
しょく

長
ちょう

の位
い

置
ち

づけは、現
げん

場
ば

の規
き

模
ぼ

などにより様
さま

々
ざま

です。

［小
しょう
規
き
模
ぼ
現
げん
場
ば
のイメージ］

［大
だい
規
き
模
ぼ
現
げん
場
ば
のイメージ］

［中
ちゅう
規
き
模
ぼ
現
げん
場
ば
のイメージ］

職
しょく
長
ちょう
・班

はん
長
ちょう
の位

い
置
ち
づけ

班
はん
長
ちょう

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

職
しょく
長
ちょう

班長

班
はん
長
ちょう

班
はん
長
ちょう

班
はん
長
ちょう

班
はん
長
ちょう

班
はん
長
ちょう

班
はん
長
ちょう

班
はん
長
ちょう

班
はん
長
ちょう

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

作
さ
業
ぎょう
者
しゃ

職
しょく
長
ちょう

職
しょく
長
ちょう

職
しょく
長
ちょう

班
はん
長
ちょう

班
はん
長
ちょう

職
しょく
長
ちょう

職
しょく
長
ちょう

職
しょく
長
ちょう

職
しょく
長
ちょう



©OTAFF

目
も く

　次
じ

〈はじめに〉

１. 日
に

本
ほん

に住
す

み続
つづ

けるために大
たい

切
せつ

なこと… …………………………………  2

（１）継
けい

続
ぞく

した日
に

本
ほん

語
ご

の学
がく

習
しゅう

… ……………………………………………  2

（２）日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

の習
しゅう

得
とく

… ……………………………………………  3

２. 会
かい

社
しゃ

の職
しょく

長
ちょう

への期
き

待
たい

… …………………………………………………  8

（１）職
しょく

長
ちょう

は職
しょく

場
ば

のモデル…………………………………………………  9

（２）職
しょく

長
ちょう

は会
かい

社
しゃ

で中
ちゅう

間
かん

のリーダー………………………………………  9

３. 職
しょく

長
ちょう

としての日
にち

常
じょう

の業
ぎょう

務
む

… …………………………………………… 11

（１）監
かん

督
とく

・指
し

示
じ

……………………………………………………………… 11

（２）日
にち

常
じょう

業
ぎょう

務
む

での監
かん

督
とく

… ………………………………………………… 12

（３）指
し

導
どう

・教
きょう

育
いく

… ………………………………………………………… 12

４. 職
しょく

長
ちょう

としてのコミュニケーション……………………………………… 14

（１）ていねいな情
じょう

報
ほう

伝
でん

達
たつ

… ……………………………………………… 14

（２）注
ちゅう

意
い

・指
し

示
じ

… ………………………………………………………… 15

（３）自
じ

分
ぶん

のコミュニケーション…………………………………………… 16

５. ハラスメントを理
り

解
かい

して防
ふせ

ぐ… ………………………………………… 16

（１）職
しょく

場
ば

のハラスメントが問
もん

題
だい

になりにくい理
り

由
ゆう

… ………………… 17

（２）ハラスメントを防
ふせ

ぐための政
せい

府
ふ

と企
き

業
ぎょう

の取
と

り組
く

み… …………… 17

（３）ハラスメントに対
たい

する日
にち

常
じょう

の配
はい

慮
りょ

… ……………………………… 18

（４）職
しょく

長
ちょう

としての対
たい

応
おう

… ………………………………………………… 19

第
だい

１章
しょう

職
しょく

長
ちょう

として働
はたら

くための基
き

本
ほん

………………………………………  1



©OTAFF

１．食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

… ……………………………………………………………… 22

（１）「食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

」「危
き

害
がい

要
よう

因
いん

」「衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」（復
ふく

習
しゅう

）… ………………… 22

（２）職
しょく

長
ちょう

に必
ひつ

要
よう

な「食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

」の知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

………………………… 22

２．危
き

害
がい

要
よう

因
いん

…………………………………………………………………… 23

（１）危
き

害
がい

要
よう

因
いん

とは何
なに

か（復
ふく

習
しゅう

）…………………………………………… 23

（２）職
しょく

長
ちょう

に必
ひつ

要
よう

な「危
き

害
がい

要
よう

因
いん

」の知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

… ……………………… 24

３．一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

……………………………………………………………… 25

（１）一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

とは何
なに

か（復
ふく

習
しゅう

）……………………………………… 25

（２）職
しょく

長
ちょう

に必
ひつ

要
よう

な「一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」の知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

… ………………… 27

４．H
ハ サ ッ プ

ACCP による衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

………………………………………………… 36

（１）重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の管
かん

理
り

と一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

（復
ふく

習
しゅう

）………………………… 36

（２）職
しょく

長
ちょう

に必
ひつ

要
よう

な「H
ハ サ ッ プ

ACCP による衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」の知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

… …… 36

（３）H
ハ サ ッ プ

ACCP による衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の 12 手
て

順
じゅん

………………………………… 39

（４）「H
ハ サ ッ プ

ACCP に基
もと

づく衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」と

　　　「H
ハ サ ッ プ

ACCP の考
かんが

え方
かた

を取
と

り入
い

れた衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」… …………………… 51

５．H
ハ サ ッ プ

ACCP による衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

と一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

……………………………… 52

１．ＰＤＣＡサイクルと数
すう

値
ち

管
かん

理
り

…………………………………………… 54

（１）ＰＤＣＡサイクル……………………………………………………… 54

（２）定
てい

量
りょう

的
てき

な情
じょう

報
ほう

と定
てい

性
せい

的
てき

な情
じょう

報
ほう

……………………………………… 56

２．品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

の全
ぜん

体
たい

像
ぞう

………………………………………………………… 57

（１）品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

の目
もく

的
てき

………………………………………………………… 57

第
だい

２章
しょう

食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

… ………………………………………………………… 21

第
だい

３章
しょう

　品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

… ………………………………………………………… 53



©OTAFF

（２）食
しょく

品
ひん

に関
かん

する重
じゅう

要
よう

な法
ほう

律
りつ

や制
せい

度
ど

… ………………………………… 58

（３）品
ひん

質
しつ

保
ほ

証
しょう

と品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

… ……………………………………………… 60

３．品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

を支
ささ

える仕
し

組
く

み………………………………………………… 61

（１）検
けん

査
さ

……………………………………………………………………… 61

（２）清
せい

掃
そう

……………………………………………………………………… 63

（３）トレーサビリティ……………………………………………………… 67

４．統
とう

計
けい

的
てき

品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

の基
き

礎
そ

…………………………………………………… 68

（１）統
とう

計
けい

の基
き

本
ほん

的
てき

な考
かんが

え方
かた

と数
すう

値
ち

管
かん

理
り

の基
き

本
ほん

… ……………………… 68

（２）3 σ（スリーシグマ）の管
かん

理
り

………………………………………… 72

（３）統
とう

計
けい

手
しゅ

法
ほう

の道
どう

具
ぐ

　ＱＣ７つ道
どう

具
ぐ

……………………………………… 73

１．生
せい

産
さん

管
かん

理
り

とは……………………………………………………………… 86

（１）生
せい

産
さん

活
かつ

動
どう

と生
せい

産
さん

管
かん

理
り

…………………………………………………… 86

（２）生
せい

産
さん

管
かん

理
り

の中
なか

の原
げん

価
か

管
かん

理
り

……………………………………………… 86

（３）生
せい

産
さん

管
かん

理
り

の中
なか

の納
のう

期
き

管
かん

理
り

……………………………………………… 86

（４）生
せい

産
さん

管
かん

理
り

と生
せい

産
さん

計
けい

画
かく

…………………………………………………… 87

（５）生
せい

産
さん

性
せい

と原
げん

単
たん

位
い

………………………………………………………… 87

（６）標
ひょう

準
じゅん

時
じ

間
かん

による進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

と工
こう

数
すう

管
かん

理
り

……………………………… 89

（７）ラインの生
せい

産
さん

性
せい

と作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の生
せい

産
さん

性
せい

… ……………………………… 90

２．現
げん

場
ば

で実
じっ

施
し

する生
せい

産
さん

管
かん

理
り

………………………………………………… 91

（１）作
さ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

と進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

… ……………………………………………… 91

（２）歩
ぶ

留
どま

りの管
かん

理
り

…………………………………………………………… 93

（３）稼
か

働
どう

率
りつ

と生
せい

産
さん

性
せい

………………………………………………………… 99

（４）設
せつ

備
び

管
かん

理
り

………………………………………………………………  104

第
だい

４章
しょう

　生
せい

産
さん

管
かん

理
り

… ………………………………………………………… 85



©OTAFF

３. 会
かい

社
しゃ

全
ぜん

体
たい

で取
と

り組
く

む生
せい

産
さん

管
かん

理
り

… ………………………………………  105

（１）環
かん

境
きょう

対
たい

策
さく

… …………………………………………………………  105

（２）工
こう

場
じょう

全
ぜん

体
たい

の生
せい

産
さん

性
せい

向
こう

上
じょう

… …………………………………………  107

１．職
しょく

長
ちょう

の労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

業
ぎょう

務
む

…………………………………………………  112

（１）職
しょく

長
ちょう

に期
き

待
たい

される役
やく

割
わり

… …………………………………………  112

（２）職
しょく

長
ちょう

の主
しゅ

要
よう

な労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

業
ぎょう

務
む

………………………………………  113

２．安
あん

全
ぜん

な職
しょく

場
ば

を保
たも

つための基
き

本
ほん

的
てき

な管
かん

理
り

… …………………………  116

（１）整
せい

理
り

整
せい

頓
とん

・５S の推
すい

進
しん

………………………………………………  116

（２）設
せつ

備
び

点
てん

検
けん

………………………………………………………………  116

３. 労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

防
ぼう

止
し

のための職
しょく

場
ば

での活
かつ

動
どう

…………………………………  117

（１）危
き

険
けん

予
よ

知
ち

（ＫＹ）活
かつ

動
どう

………………………………………………  117

（２）ヒヤリ・ハット活
かつ

動
どう

…………………………………………………  118

（３）ヒューマンエラーとその対
たい

策
さく

………………………………………  119

４．改
かい

善
ぜん

への取
と

り組
く

み………………………………………………………  121

（１）作
さ

業
ぎょう

の改
かい

善
ぜん

… ………………………………………………………  121

（２）設
せつ

備
び

の改
かい

善
ぜん

……………………………………………………………  122

（３）作
さ

業
ぎょう

環
かん

境
きょう

の改
かい

善
ぜん

… …………………………………………………  122

５．リスクアセスメントを通
つう

じた災
さい

害
がい

防
ぼう

止
し

………………………………  123

（１）リスクアセスメントを行
おこな

う場
ば

面
めん

… ………………………………  123

（２）リスクアセスメントの手
て

順
じゅん

… ……………………………………  124

６．異
い

常
じょう

時
じ

・災
さい

害
がい

発
はっ

生
せい

時
じ

の職
しょく

長
ちょう

の責
せき

務
む

…………………………………  128

（１）異
い

常
じょう

時
じ

… ……………………………………………………………  128

（２）災
さい

害
がい

・事
じ

故
こ

発
はっ

生
せい

時
じ

……………………………………………………  129

第
だい

5 章
しょう

　労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

… ………………………………………………………  111



©OTAFF

７．健
けん

康
こう

の保
ほ

持
じ

増
ぞう

進
しん

…………………………………………………………  130

（１）日
にち

常
じょう

の健
けん

康
こう

管
かん

理
り

… …………………………………………………  130

（２）メンタルヘルスケア…………………………………………………  131

１．飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

の会
かい

社
しゃ

と社
しゃ

会
かい

の変
へん

化
か

………………………………  134

２．会
かい

社
しゃ

の方
ほう

針
しん

と職
しょく

長
ちょう

の役
やく

割
わり

… …………………………………………  134

３．食
しょく

品
ひん

の意
い

図
と

的
てき

な異
い

物
ぶつ

混
こん

入
にゅう

とフードディフェンス… ………………  135

４．持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な社
しゃ

会
かい

の構
こう

築
ちく

に向
む

けた取
と

り組
く

みと人
じん

権
けん

問
もん

題
だい

への対
たい

応
おう

……  136

（１）持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

（ＳＤＧｓ）の策
さく

定
てい

… ……………………  136

（２）ＥＳＧ投
とう

資
し

と人
じん

権
けん

デューデリジェンス……………………………  137

５．女
じょ

性
せい

の活
かつ

躍
やく

推
すい

進
しん

…………………………………………………………  137

　

〈注
ちゅう

意
い

事
じ

項
こう

〉………………………………………………………………… 156

第
だい

６章
しょう

　社
しゃ

会
かい

の変
へん

化
か

と会
かい

社
しゃ

の方
ほう

針
しん

… ……………………………………  133

リファレンス（参
さん

照
しょう

事
じ

項
こう

）………………………………………………… 139

索
さく

　引
いん

………………………………………………………………………… 144



－ 1－©OTAFF

　第
だ い
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しょう

　職
しょく

長
ちょう

として働
はたら

くための基
き

本
ほ ん
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このテキストでは、あなたが特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

２号
ごう

の在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

を持
も

つ人
ひと

として、ま

た、あなたが職
しょく

長
ちょう

に向
む

かって成
せい

長
ちょう

していくためにも必
ひつ

要
よう

なことを説
せつ

明
めい

しま

す。組
そ

織
しき

の中
なか

で活
かつ

躍
やく

を期
き

待
たい

される人
じん

材
ざい

として、意
い

識
しき

を高
たか

く持
も

って、学
まな

び、人
ひと

と

関
かか

わり、仕
し

事
ごと

をすることを学
まな

びます。

１. 日
に

本
ほん

に住
す

み続
つづ

けるために大
たい

切
せつ

なこと

（１）継
けい

続
ぞく

した日
に

本
ほん

語
ご

の学
がく

習
しゅう

特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

２号
ごう

の資
し

格
かく

を得
え

ると、あなたの国
くに

から配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

（妻
つま

または夫
おっと

）と子
こ

供
ども

を日
に

本
ほん

に連
つ

れてくることができます。また、日
に

本
ほん

に長
なが

く住
す

むことができ、特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

２号
ごう

で５年
ねん

以
い

上
じょう

就
しゅう

労
ろう

して、10 年
ねん

の在
ざい

留
りゅう

期
き

間
かん

を過
す

ぎると、日
に

本
ほん

に住
す

み続
つづ

けられる永
えい

住
じゅう

権
けん

を得
え

る手
て

続
つづ

きができるようになります。

しかし、永
えい

住
じゅう

権
けん

を得
え

るためには、複
ふく

数
すう

の要
よう

件
けん

を満
み

たす必
ひつ

要
よう

があります。

例
たと

えば、以
い

下
か

のようなものです。

・素
そ

行
こう

が善
ぜん

良
りょう

であること

・独
どく

立
りつ

した生
せい

計
けい

を営
いとな

む資
し

産
さん

または技
ぎ

能
のう

があること

・あなたの永
えい

住
じゅう

が日
に

本
ほん

の利
り

益
えき

になること

詳
くわ

しくは次
つぎ

のガイドラインを確
かく

認
にん

してください。

●�永
えい

住
じゅう

許
きょ

可
か

に関
かん

するガイドライン（令
れい

和
わ

7 年
ねん

10 月
がつ

30 日
にち

改
かい

訂
てい

）| 出
しゅつ

入
にゅう

国
こく

在
ざい

留
りゅう

管
かん

理
り

庁
ちょう

永
えい

住
じゅう

権
けん

を得
え

ることができたら、日
に

本
ほん

人
じん

と同
おな

じように働
はたら

き、いつまでも生
せい

活
かつ

す

ることができるようになります。日
に

本
ほん

に住
す

み続
つづ

けるためには次
つぎ

のような理
り

由
ゆう

で、日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

び続
つづ

けることが大
たい

切
せつ

になります。

①日
に

本
ほん

語
ご

で生
い

きていく

これからも日
に

本
ほん

で働
はたら

いて生
せい

活
かつ

するためには、日
に

本
ほん

語
ご

を正
ただ

しく使
つか

える人
ひと

に

なることが大
たい

切
せつ

です。日
に

本
ほん

語
ご

は、難
むずか

しい言
こと

葉
ば

です。正
ただ

しい日
に

本
ほん

語
ご

を話
はな

せて、

書
か

けることは、仕
し

事
ごと

でも普
ふ

段
だん

の生
せい

活
かつ

でもとても大
たい

切
せつ

なことです。
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②日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

し、わかり合
あ

える

日
に

本
ほん

人
じん

といっしょに働
はたら

き、お互
たが

いに理
り

解
かい

し合
あ

えるためにも、日
に

本
ほん

人
じん

とは

日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

しましょう。日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

すことによって、自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちや考
かんが

え

を伝
つた

えることができるようになります。日
に

本
ほん

人
じん

の気
き

持
も

ちや、日
に

本
ほん

人
じん

の考
かんが

え

方
かた

も理
り

解
かい

できるようになります。

（２）日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

の習
しゅう

得
とく

日
に

本
ほん

には長
なが

い歴
れき

史
し

の中
なか

でつくられた文
ぶん

化
か

や習
しゅう

慣
かん

があります。日
に

本
ほん

人
じん

はその

多
おお

くを、子
こ

供
ども

の頃
ころ

から教
おし

えられ、身
み

につけています。あなたは、日
に

本
ほん

のこのよ

うな文
ぶん

化
か

や習
しゅう

慣
かん

を理
り

解
かい

して、親
した

しみをもって生
せい

活
かつ

してください。

①生
せい

活
かつ

のしかたを知
し

り、行
こう

動
どう

する

日
に

本
ほん

での生
せい

活
かつ

のしかたを身
み

につけて、周
まわ

りの人
ひと

たちと同
おな

じように行
こう

動
どう

する

ことはとても大
たい

切
せつ

です。あなたが日
に

本
ほん

で暮
く

らすために必
ひつ

要
よう

なことを学
まな

ぶこと

ができる情
じょう

報
ほう

があります。日
に

本
ほん

で生
せい

活
かつ

する外
がい

国
こく

人
じん

が、日
に

本
ほん

語
ご

でコミュニケー

ションをとり、生
せい

活
かつ

できるようになるためのウェブサイトです。

●「つながるひろがるにほんごでのくらし」

https://tsunagarujp.mext.go.jp/

②日
に

本
ほん

と自
じ

分
ぶん

の国
くに

との習
しゅう

慣
かん

が違
ちが

うことも理
り

解
かい

して行
こう

動
どう

する

あなたの国
くに

の文
ぶん

化
か

や習
しゅう

慣
かん

も、あなたの国
くに

で生
せい

活
かつ

する上
うえ

では大
たい

切
せつ

にするも

のです。

しかし、あなたの国
くに

の習
しゅう

慣
かん

が日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

に適
てき

していないこともあります。

日
に

本
ほん

での生
せい

活
かつ

の習
しゅう

慣
かん

、ルールをよく知
し

り、身
み

につけることが大
たい

切
せつ

です。

会
かい

社
しゃ

や毎
まい

日
にち

の生
せい

活
かつ

で、日
に

本
ほん

人
じん

のルールと違
ちが

う行
こう

動
どう

を取
と

ると、周
まわ

りの人
ひと

があ

なたを良
よ

く思
おも

わなくなります。気
き

を付
つ

けて行
こう

動
どう

してください。

下
した

のテキストからも学
まな

ぶことができます。

●日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

案
あん

内
ない

https://www.jitco.or.jp/ja/service/material/article/12294/



－ 4－ ©OTAFF

ア．生
せい

活
かつ

のルールを知
し

り身
み

につける

日
に

本
ほん

人
じん

は、人
ひと

に迷
めい

惑
わく

をかけると思
おも

うことはやりません。「人
ひと

に迷
めい

惑
わく

をか

けたくない」という考
かんが

え方
かた

が強
つよ

く、行
こう

動
どう

の基
き

本
ほん

になっていると思
おも

ってく

ださい。生
せい

活
かつ

のルールを守
まも

って皆
みな

と一
いっ

緒
しょ

に気
き

持
も

ちよく生
せい

活
かつ

しましょう。

次
つぎ

のような生
せい

活
かつ

のルールを理
り

解
かい

してください。

・時
じ

間
かん

日
に

本
ほん

では、電
でん

車
しゃ

やバスの時
じ

間
かん

がとても正
せい

確
かく

なことを知
し

っていますか。

日
に

本
ほん

人
じん

は、決
き

められた時
じ

間
かん

を守
まも

ることを大
たい

切
せつ

にします。会
かい

社
しゃ

が決
き

めた時
じ

間
かん

に仕
し

事
ごと

を始
はじ

めるようにします。人
ひと

と会
あ

うための約
やく

束
そく

の時
じ

間
かん

には遅
おく

れない

ようにします。約
やく

束
そく

の時
じ

間
かん

に遅
おく

れることは、周
まわ

りの人
ひと

に迷
めい

惑
わく

をかけるだけ

でなく、あなた自
じ

身
しん

が信
しん

用
よう

してもらえないことにもなります。もし、決
き

め

られた時
じ

間
かん

に遅
おく

れるような場
ば

合
あい

は、必
かなら

ず相
あい

手
て

に遅
おく

れることを連
れん

絡
らく

するこ

とを忘
わす

れてはいけません。

・ゴミ

住
す

んでいる地
ち

域
いき

ごとに、ゴミの出
だ

し方
かた

（ゴミを出
だ

すルール）が決
き

まって

います。住
す

んでいる地
ち

域
いき

ごとに、ゴミの種
しゅ

類
るい

別
べつ

に、ゴミを出
だ

す場
ば

所
しょ

と曜
よう

日
び

が決
き

まっています。ゴミを種
しゅ

類
るい

別
べつ

に分
わ

けて袋
ふくろ

に入
い

れること、ゴミを決
き

め

られた場
ば

所
しょ

に正
ただ

しく出
だ

すこと、決
き

められた曜
よう

日
び

にゴミを出
だ

すことを守
まも

って

ください。

アパートの廊
ろう

下
か

に捨
す

てたり、ゴミを種
しゅ

類
るい

別
べつ

に分
わ

けないで出
だ

したり、決
き

め

られていない曜
よう

日
び

や夜
よ

中
なか

にゴミを出
だ

してはいけません。アパートや地
ち

域
いき

の

人
ひと

に嫌
きら

われることになります。ゴ

ミの出
だ

し方
かた

がわからないときは、

同
おな

じアパートに住
す

む日
に

本
ほん

人
じん

に相
そう

談
だん

するのもよいでしょう。

・道
どう

路
ろ

や公
こう

共
きょう

の場
ば

所
しょ

道
どう

路
ろ

でつばや痰
たん

をはくことや、歩
ある

きながらたばこを吸
す

ったり、たばこの

吸
す

い殻
がら

を投
な

げ捨
す

てることなどをしてはいけません。たばこを吸
す

うときは、
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決
き

められた場
ば

所
しょ

で吸
す

います。ゴミなどを道
どう

路
ろ

に捨
す

ててはいけません。生
せい

活
かつ

をする人
ひと

たちのこのような行
こう

動
どう

を通
つう

じて、道
どう

路
ろ

や外
そと

の場
ば

所
しょ

は汚
きたな

くならず

に保
たも

たれています。

・騒
そう

音
おん

アパートの中
なか

で大
おお

きな声
こえ

や音
おと

を出
だ

すと他
ほか

の人
ひと

の部
へ

屋
や

に音
おと

が響
ひび

きます。日
に

本
ほん

人
じん

は周
まわ

りのうるさい音
おと

が嫌
きら

いです。特
とく

に夜
よる

は静
しず

かなので、音
おと

が周
まわ

りに響
ひび

きます。

次
つぎ

のようなことに気
き

を付
つ

けてください。

　�夜
よる

遅
おそ

い時
じ

間
かん

に、大
おお

きな音
おと

で音
おん

楽
がく

をきく

こと。

　友
ゆう

人
じん

と大
おお

きな声
こえ

で話
はな

すこと。

　�洗
せん

濯
たく

機
き

など大
おお

きな音
おと

の出
で

る機
き

械
かい

を夜
よる

に

使
つか

うこと。

・自
じ

転
てん

車
しゃ

自
じ

転
てん

車
しゃ

は、日
に

本
ほん

の法
ほう

律
りつ

では軽
けい

車
しゃ

両
りょう

として分
ぶん

類
るい

されています。自
じ

転
てん

車
しゃ

も自
じ

動
どう

車
しゃ

と同
おな

じように交
こう

通
つう

ルールを守
まも

って走
はし

らなければなりません。交
こう

通
つう

ルー

ルを守
まも

らないと、警
けい

察
さつ

官
かん

に注
ちゅう

意
い

されて、反
はん

則
そく

金
きん

（違
い

反
はん

に対
たい

してお金
かね

）を

払
はら

うことにもなります。また、交
こう

通
つう

ルールを守
まも

らない自
じ

転
てん

車
しゃ

によって、

交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

が多
おお

く発
はっ

生
せい

しています。事
じ

故
こ

の程
てい

度
ど

によっては賠
ばい

償
しょう

金
きん

を請
せい

求
きゅう

さ

れることもあります。住
す

んでいる

地
ち

域
いき

によっては、自
じ

転
てん

車
しゃ

保
ほ

険
けん

に入
はい

ることが義
ぎ

務
む

化
か

されているところ

もあります。自
じ

転
てん

車
しゃ

を乗
の

るうえで

は、交
こう

通
つう

ルールを必
かなら

ず守
まも

り、自
じ

転
てん

車
しゃ

保
ほ

険
けん

に入
はい

ることを推
すい

奨
しょう

します。

主
おも

なルールを示
しめ

します。

車
しゃ

道
どう

と歩
ほ

道
どう

が区
く

別
べつ

されているところでは、自
じ

転
てん

車
しゃ

は車
しゃ

道
どう

を走
はし

る。
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車
しゃ

道
どう

は左
ひだり

側
がわ

を走
はし

る。

�歩
ほ

道
どう

に自
じ

転
てん

車
しゃ

が走
はし

っても良
よ

い標
ひょう

識
しき

が立
た

っているときは歩
ほ

道
どう

を走
はし

ること

ができる。

歩
ほ

道
どう

では歩
ある

いている人
ひと

が優
ゆう

先
せん

、自
じ

転
てん

車
しゃ

は人
ひと

が歩
ある

くのを邪
じゃ

魔
ま

しない。

夜
よる

には必
かなら

ずライトをつけて走
はし

る。

お酒
さけ

を飲
の

んでから自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

ることは禁
きん

止
し

。

�スマートフォンなどで話
はな

したり、画
が

面
めん

を注
ちゅう

視
し

したりしながら自
じ

転
てん

車
しゃ

で

走
はし

ることは禁
きん

止
し

。

安
あん

全
ぜん

のためにヘルメットを着
ちゃく

用
よう

する。

・電
でん

車
しゃ

やバスの中
なか

電
でん

車
しゃ

やバスには、いろいろな表
ひょう

示
じ

があるので、表
ひょう

示
じ

を理
り

解
かい

して乗
の

って

ください。多
おお

くの電
でん

車
しゃ

やバスには“優
ゆう

先
せん

席
せき

”があります。お年
とし

寄
よ

りや妊
にん

娠
しん

している（お腹
なか

に赤
あか

ちゃんがいる）女
じょ

性
せい

、身
しん

体
たい

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

がいたら、優
ゆう

先
せん

席
せき

に座
すわ

らせてあげます。

電
でん

車
しゃ

やバスに乗
の

るために待
ま

つときは、待
ま

っている人
ひと

の列
れつ

に並
なら

んで待
ま

ちま

す。乗
の

った後
あと

は、すいている場
ば

所
しょ

を見
み

つけて奥
おく

に入
はい

ります。入
い

り口
ぐち

や出
で

口
ぐち

に立
た

って、乗
の

る人
ひと

や降
お

りる人
ひと

の

邪
じゃ

魔
ま

になってはいけません。

電
でん

車
しゃ

やバスの中
なか

で大
おお

きな声
こえ

で

話
はな

したり、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

で話
はな

したり

してはいけません。

・食
しょく

事
じ

のときのマナー

日
に

本
ほん

の食
しょく

事
じ

では主
おも

に箸
はし

を使
つか

います。日
に

本
ほん

以
い

外
がい

でも箸
はし

を使
つか

う国
くに

は多
おお

くあ

りますが、箸
はし

を使
つか

って食
た

べるときのマナーは違
ちが

います。日
に

本
ほん

人
じん

と一
いっ

緒
しょ

に

食
しょく

事
じ

するときは、日
に

本
ほん

人
じん

と同
おな

じマナーで食
しょく

事
じ

をしましょう。例
たと

えば、箸
はし

で皿
さら

を自
じ

分
ぶん

の近
ちか

くに寄
よ

せる、箸
はし

で食
た

べ物
もの

を突
つ

き刺
さ

す、箸
はし

を口
くち

に入
い

れたまま

でいる、などは良
よ

くないマナーですので気
き

をつけましょう。

米
こめ

を食
た

べる茶
ちゃ

碗
わん

や、みそ汁
しる

を食
た

べるお椀
わん

などは、箸
はし

を持
も

つ手
て

と反
はん

対
たい

の手
て
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で持
も

って食
た

べます。テーブルの上
うえ

の茶
ちゃ

碗
わん

やお椀
わん

に直
ちょく

接
せつ

口
くち

をつけて食
た

べる

こともしません。

食
しょく

事
じ

のときのあいさつも、できるようになってください。食
た

べはじめ

る前
まえ

に「いただきます」、食
た

べ終
お

わったときには「ごちそうさま」と言
い

い

ます。

イ．衛
えい

生
せい

的
てき

な生
せい

活
かつ

と感
かん

染
せん

症
しょう

予
よ

防
ぼう

・風
ふ

呂
ろ

日
に

本
ほん

の風
ふ

呂
ろ

には、湯
ゆ

船
ぶね

（バスタブ）とシャワーなどがあります。風
ふ

呂
ろ

は

日
に

本
ほん

人
じん

にとって健
けん

康
こう

のため、よく眠
ねむ

るために役
やく

立
だ

つものと考
かんが

えられてい

ます。自
じ

分
ぶん

のアパートだけでなく、銭
せん

湯
とう

・温
おん

泉
せん

などで風
ふ

呂
ろ

に入
はい

ることがあ

ります。このような場
ば

所
しょ

では、風
ふ

呂
ろ

の入
はい

り方
かた

のマナーがありますので、気
き

を付
つ

けて入
はい

ってください。

最
さい

初
しょ

にシャワーなどのお湯
ゆ

で体
からだ

全
ぜん

体
たい

の汚
よご

れや汗
あせ

を流
なが

します。その後
あと

で

湯
ゆ

船
ぶね

に入
はい

ります。体
からだ

の汚
よご

れを流
なが

さないで湯
ゆ

船
ぶね

に入
はい

ってはいけません。ま

た、湯
ゆ

船
ぶね

に飛
と

び込
こ

んだり、シャワーを強
つよ

く出
だ

しすぎたりしないなど周
まわ

りの

人
ひと

にお湯
ゆ

がかからないように気
き

をつけます。

・トイレ

トイレには、和
わ

式
しき

と洋
よう

式
しき

の種
しゅ

類
るい

があります。和
わ

式
しき

と洋
よう

式
しき

では、使
つか

い方
かた

や

座
すわ

り方
かた

が違
ちが

いますので、間
ま

違
ちが

わないように使
つか

います。日
に

本
ほん

では、トイレッ

トペーパーでお尻
しり

をふき、そのままトイレに流
なが

します。トイレットペーパー

以
い

外
がい

の紙
かみ

を使
つか

い、トイレに流
なが

すと、トイレが詰
つ

まって水
みず

が流
なが

れなくなるの

で、必
かなら

ずトイレットペーパーを使
つか

います。

トイレは、自
じ

分
ぶん

だけでなく他
ほか

の人
ひと

も使
つか

います。自
じ

分
ぶん

がトイレを汚
よご

したと

きは必
かなら

ず紙
かみ

できれいにして、その紙
かみ

を流
なが

して終
お

わらせます。

自
じ

分
ぶん

がトイレを掃
そう

除
じ

するときは、他
ほか

の人
ひと

が気
き

持
も

ちよく使
つか

えるように、き

れいに掃
そう

除
じ

してください。皆
みな

と一
いっ

緒
しょ

に気
き

持
も

ちよく生
せい

活
かつ

しましょう。

特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキスト２章
しょう

－３．－（３）－④では、トイレの

後
あと

に、手
て

袋
ぶくろ

、エプロンの着
ちゃく

用
よう

と交
こう

換
かん

について触
ふ

れています。



－ 8－ ©OTAFF

・手
て

洗
あら

い

会
かい

社
しゃ

での生
せい

活
かつ

、アパートや寮
りょう

などの生
せい

活
かつ

で、いつも正
ただ

しく手
て

洗
あら

いができ

る習
しゅう

慣
かん

を身
み

につけることはとても大
たい

切
せつ

です。また、工
こう

場
じょう

の製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

に入
はい

るとき、自
じ

分
ぶん

の家
いえ

に帰
かえ

ったとき、会
かい

社
しゃ

や家
いえ

でトイレを使
つか

った後
あと

には手
て

洗
あら

い

をします。

手
て

洗
あら

いは、工
こう

場
じょう

で決
き

められている方
ほう

法
ほう

で行
おこな

います。いつも正
ただ

しく手
て

を

洗
あら

うことで、感
かん

染
せん

症
しょう

の原
げん

因
いん

となるコロナウイルス、食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

の原
げん

因
いん

となる

ノロウイルスや黄
おう

色
しょく

ブドウ球
きゅう

菌
きん

などを消
しょう

毒
どく

します。

また、手
て

洗
あら

いの後
あと

は、ペーパーやタオルでしっかり手
て

を拭
ふ

いて手
て

を乾
かわ

か

します。ぬれたままの手
て

を勢
いき

いよく振
ふ

って、床
ゆか

や周
まわ

りの人
ひと

に水
みず

をつけたり、

洗
あら

った手
て

を自
じ

分
ぶん

の服
ふく

で拭
ふ

いたりしてはいけません。普
ふ

段
だん

の生
せい

活
かつ

では、ハン

カチを使
つか

って手
て

を拭
ふ

きます。

・咳
せき

エチケット

体
たい

調
ちょう

が良
よ

くなかったり風
か

邪
ぜ

をひいたりしたときには咳
せき

が出
で

ます。コロナ

ウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

やインフルエンザウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

を防
ぼう

止
し

する、広
ひろ

げない

ためにも、咳
せき

のエチケットを守
まも

ってください。咳
せき

がよく出
で

るときは、必
かなら

ずマスクをします。急
きゅう

に咳
せき

やくしゃみが出
で

るときは、タオル、ハンカチ、

自
じ

分
ぶん

の腕
うで

のひじを曲
ま

げて口
くち

にあてます。周
まわ

りの人
ひと

に咳
せき

やくしゃみがかかる

と、ウイルスがなくてもいやな思
おも

いをさせるからです。

２. 会
かい

社
しゃ

の職
しょく

長
ちょう

への期
き

待
たい

特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

２号
ごう

の在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

を持
も

って職
しょく

場
ば

で働
はたら

くようになった後
あと

でも、あなた自
じ

身
しん

が成
せい

長
ちょう

を続
つづ

けることがとても重
じゅう

要
よう

です。あなた自
じ

身
しん

の成
せい

長
ちょう

によって、周
まわ

り

から頼
たよ

られ、職
しょく

場
ば

全
ぜん

体
たい

の働
はたら

き方
かた

が良
よ

くなり、成
せい

果
か

を出
だ

すことにもつながります。

会
かい

社
しゃ

は、あなたに職
しょく

長
ちょう

という立
たち

場
ば

になってもらうことで自
じ

分
ぶん

の周
まわ

りの人
ひと

を

まとめ、その人
ひと

たちが気
き

持
も

ちよく仕
し

事
ごと

をすることを通
つう

じて、チームとして成
せい

果
か

を出
だ

すことを期
き

待
たい

しています。その期
き

待
たい

にこたえるため、以
い

下
か

のような心
こころ

の

準
じゅん

備
び

をして仕
し

事
ごと

をする必
ひつ

要
よう

があります。
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（１）職
しょく

長
ちょう

は職
しょく

場
ば

のモデル

周
まわ

りの人
ひと

は、職
しょく

長
ちょう

であるあなたの仕
し

事
ごと

のやりかたを見
み

ています。いつも見
み

られていると思
おも

って仕
し

事
ごと

をしてください。

①会
かい

社
しゃ

のルールを理
り

解
かい

させる、守
まも

らせる

会
かい

社
しゃ

、製
せい

造
ぞう

の現
げん

場
ば

には多
おお

くのルールがあります。働
はたら

くためのルール、製
せい

品
ひん

の品
ひん

質
しつ

を守
まも

るためのルール、命
いのち

と健
けん

康
こう

を守
まも

るためのルールなどがあります。

１
ひと

つ１
ひと

つのルールには、それを行
おこな

う目
もく

的
てき

があり、そのルールの通
とお

りにや

らなければ問
もん

題
だい

が起
お

こることにもつながります。

職
しょく

場
ば

の部
ぶ

下
か

に対
たい

しては、ルールの目
もく

的
てき

、ルール通
どお

りに作
さ

業
ぎょう

する意
い

味
み

を理
り

解
かい

させる必
ひつ

要
よう

があります。あなたは、部
ぶ

下
か

がルールを理
り

解
かい

できるように指
し

導
どう

したり、教
おし

えたりします。そして、職
しょく

場
ば

の全
ぜん

員
いん

が正
ただ

しく、ルール通
どお

りに作
さ

業
ぎょう

ができるようにすることがあなたの役
やく

割
わり

です。

②自
じ

分
ぶん

が見
み

本
ほん

、率
そっ

先
せん

垂
すい

範
はん

仕
し

事
ごと

のしかた、人
ひと

との話
はな

し方
かた

、判
はん

断
だん

のしかたは、人
ひと

によって違
ちが

いがありま

す。あなた自
じ

身
しん

の行
こう

動
どう

が、モデル、見
み

本
ほん

になります。

日
に

本
ほん

には、「率
そっ

先
せん

垂
すい

範
はん

」という言
こと

葉
ば

があります。自
じ

分
ぶん

が先
せん

頭
とう

に立
た

って積
せっ

極
きょく

的
てき

に仕
し

事
ごと

に取
と

り組
く

み、周
まわ

りの人
ひと

にその姿
し

勢
せい

を見
み

せて、周
まわ

りの人
ひと

のモデルにな

ることをあらわしています。

１
ひと

つ１
ひと

つの仕
し

事
ごと

は、簡
かん

単
たん

なものではありません。どんな人
ひと

でも仕
し

事
ごと

に取
と

り

組
く

むための意
い

志
し

と、誰
だれ

も周
まわ

りでやっていないときに自
じ

分
ぶん

がやって見
み

せる勇
ゆう

気
き

も必
ひつ

要
よう

です。あなた自
じ

身
しん

が、気
き

持
も

ちを強
つよ

く持
も

って仕
し

事
ごと

に取
と

り組
く

むことが、周
まわ

りの人
ひと

へ元
げん

気
き

を与
あた

えて、皆
みな

の仕
し

事
ごと

がやりやすくなります。そのような職
しょく

場
ば

を目
め

指
ざ

します。

（２）職
しょく

長
ちょう

は会
かい

社
しゃ

で中
ちゅう

間
かん

のリーダー

職
しょく

長
ちょう

は、１
ひ と り

人で仕
し

事
ごと

をして成
せい

果
か

を出
だ

す立
たち

場
ば

ではありません。あなたには、上
じょう

司
し

がいます。上
じょう

司
し

の考
かんが

えや指
し

示
じ

を理
り

解
かい

して、行
こう

動
どう

することが大
たい

切
せつ

です。あな

たには仲
なか

間
ま

であり部
ぶ

下
か

でもある人
ひと

たちがいます。この仲
なか

間
ま

が安
あん

全
ぜん

で気
き

持
も

ちよく
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働
はたら

ける状
じょう

態
たい

を作
つく

り、保
たも

つことが大
たい

切
せつ

です。

①上
じょう

司
し

との報
ほう

連
れん

相
そう

工
こう

場
じょう

の仕
し

事
ごと

には、いつも行
おこな

っている仕
し

事
ごと

（定
てい

常
じょう

作
さ

業
ぎょう

）と普
ふ

段
だん

は行
おこな

わな

いが時
とき

々
どき

行
おこな

う仕
し

事
ごと

（非
ひ

定
てい

常
じょう

作
さ

業
ぎょう

）があります。どちらの仕
し

事
ごと

でも、あなた

に経
けい

験
けん

がある仕
し

事
ごと

は、あなたが判
はん

断
だん

をして進
すす

めます。

しかし、あなたが経
けい

験
けん

していない仕
し

事
ごと

のときは、自
じ

分
ぶん

だけで判
はん

断
だん

してはい

けません。そのときは、上
じょう

司
し

に詳
くわ

しい状
じょう

態
たい

を伝
つた

えて（報
ほう

告
こく

・連
れん

絡
らく

）、どの

ようにすべきかを相
そう

談
だん

します。

日
に

本
ほん

の 職
しょく

場
ば

では、そのような上
じょう

司
し

と部
ぶ

下
か

のコミュニケーションの方
ほう

法
ほう

を、報
ほう

告
こく

・連
れん

絡
らく

・相
そう

談
だん

最初
さいしょ

文
も じ

字をとって「報
ほう

連
れん

相
そう

」と呼
よ

んでいます。

相
そう

談
だん

するときには、あなた自
じ

身
しん

がどのように判
はん

断
だん

するかを考
かんが

えて、その

判
はん

断
だん

で進
すす

めてよいかという内
ない

容
よう

を相
そう

談
だん

します。上
じょう

司
し

に報
ほう

告
こく

をして、わから

ないからどうしたらよいかを聞
き

くことは、相
そう

談
だん

ではありません。自
じ

分
ぶん

の 考
かんが

えを持
も

って上
じょう

司
し

と話
はな

すことが大
たい

切
せつ

です。

また、あなたに経
けい

験
けん

がある仕
し

事
ごと

は、あなたが判
はん

断
だん

をして進
すす

めますが、上
じょう

司
し

にその内
ない

容
よう

を報
ほう

告
こく

することを忘
わす

れてはいけません。毎
まい

日
にち

の上
じょう

司
し

との報
ほう

連
れん

相
そう

を大
たい

切
せつ

にして仕
し

事
ごと

を進
すす

めます。

②職
しょく

場
ば

の仲
なか

間
ま

との報
ほう

連
れん

相
そう

あなたはいつも職
しょく

場
ば

の仲
なか

間
ま

と仕
し

事
ごと

をしています。仲
なか

間
ま

との報
ほう

連
れん

相
そう

も大
たい

切
せつ

です。また、自
じ

分
ぶん

に職
しょく

場
ば

の仲
なか

間
ま

から報
ほう

連
れん

相
そう

が来
く

るようにします。

そのため、自
じ

分
ぶん

からも仲
なか

間
ま

に仕
し

事
ごと

の状
じょう

況
きょう

を知
し

らせ、職
しょく

場
ば

の仲
なか

間
ま

の仕
し

事
ごと

の

様
よう

子
す

を確
かく

認
にん

します。自
じ

分
ぶん

は職
しょく

長
ちょう

だから、「報
ほう

連
れん

相
そう

は職
しょく

場
ば

の仲
なか

間
ま

から自
じ

分
ぶん

に

向
む

かってされるもの」と思
おも

ってはいけません。自
じ

分
ぶん

からも声
こえ

をかけて、お互
たが

いに報
ほう

連
れん

相
そう

をします。

③職
しょく

場
ば

の改
かい

善
ぜん

のきっかけを作
つく

る

会
かい

社
しゃ

のルール通
どお

りに進
すす

まない作
さ

業
ぎょう

や仕
し

事
ごと

が出
で

てくることがあります。職
しょく

場
ば

の仲
なか

間
ま

の仕
し

事
ごと

の様
よう

子
す

をよく見
み

て進
すす

まない原
げん

因
いん

をみつけ、より良
よ

い作
さ

業
ぎょう

や

の の
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仕
し

事
ごと

の方
ほう

法
ほう

を考
かんが

えたり、見
み

つけたりします。職
しょく

場
ば

の仲
なか

間
ま

と話
はな

して、改
かい

善
ぜん

が

できそうなことを相
そう

談
だん

します。上
じょう

司
し

とも改
かい

善
ぜん

の考
かんが

えを相
そう

談
だん

します。これも

職
しょく

長
ちょう

としての役
やく

目
め

です。

３. 職
しょく

長
ちょう

としての日
にち

常
じょう

の業
ぎょう

務
む

職
しょく

長
ちょう

は、工
こう

場
じょう

の中
なか

での作
さ

業
ぎょう

だけではなく「監
かん

督
とく

・指
し

示
じ

」、「指
し

導
どう

・教
きょう

育
いく

」を

毎
まい

日
にち

の仕
し

事
ごと

として行
おこな

うことが求
もと

められます。

（１）監
かん

督
とく

・指
し

示
じ

職
しょく

長
ちょう

の役
やく

割
わり

は、「人
ひと

」「物
もの

」「作
さ

業
ぎょう

」を適
てき

切
せつ

に管
かん

理
り

することです。作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の安
あん

全
ぜん

を確
かく

保
ほ

して、定
さだ

められた期
き

限
げん

内
ない

に、定
さだ

められた品
ひん

質
しつ

のものを、定
さだ

められたコ

ストで生
せい

産
さん

することが求
もと

められます。これを「マネジメント能
のう

力
りょく

」というこ

とがあります。

そのために、現
げん

場
ば

を監
かん

督
とく

・指
し

示
じ

する者
もの

としての能
のう

力
りょく

を身
み

につけていなけれ

ばなりません。具
ぐ

体
たい

的
てき

な能
のう

力
りょく

を次
つぎ

に示
しめ

します。

ア．技
ぎ

能
のう

・技
ぎ

術
じゅつ

的
てき

能
のう

力
りょく

現
げん

場
ば

で行
おこな

う作
さ

業
ぎょう

に熟
じゅく

練
れん

していることを「技
ぎ

能
のう

力
りょく

」と言
い

います。また、

作
さ

業
ぎょう

場
じょう

で必
ひつ

要
よう

な専
せん

門
もん

的
てき

な知
ち

識
しき

を持
も

ち、その知
ち

識
しき

を応
おう

用
よう

できる能
のう

力
りょく

を「技
ぎ

術
じゅつ

的
てき

能
のう

力
りょく

」と言
い

います。

イ．リーダーシップ能
のう

力
りょく

同
おな

じ職
しょく

場
ば

で働
はたら

く仲
なか

間
ま

をチームとしてまとめて仕
し

事
ごと

を進
すす

める能
のう

力
りょく

です。

作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の仲
なか

間
ま

のモチベーションを高
たか

め、自
じ

発
はつ

的
てき

な行
こう

動
どう

ができるよう支
し

援
えん

します。仲
なか

間
ま

の能
のう

力
りょく

を最
さい

大
だい

限
げん

に引
ひ

き出
だ

して、成
せい

果
か

を出
だ

すことが大
たい

切
せつ

です。

ウ．コーチング能
のう

力
りょく

作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の仲
なか

間
ま

の能
のう

力
りょく

を引
ひ

き出
だ

し、それぞれの人
ひと

の目
もく

標
ひょう

の達
たっ

成
せい

や問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

を支
し

援
えん

する能
のう

力
りょく

です。コーチングを行
おこな

うときは、相
あい

手
て

の考
かんが

えや気
き

持
も

ち

の状
じょう

況
きょう

をよく理
り

解
かい

したうえで支
し

援
えん

します。

エ．コミュニケーション能
のう

力
りょく

自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えが相
あい

手
て

に正
ただ

しく伝
つた

わるように話
はな

し、相
あい

手
て

の言
い

っていること
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を正
ただ

しく受
う

け止
と

めて、お互
たが

いのことが理
り

解
かい

できる能
のう

力
りょく

のことです。コミュ

ニケーション能
のう

力
りょく

は、作
さ

業
ぎょう

場
じょう

のチームワークを強
つよ

くすること、また効
こう

果
か

的
てき

に仲
なか

間
ま

に助
じょ

言
げん

ができることのために大
たい

切
せつ

な能
のう

力
りょく

で、職
しょく

長
ちょう

にとって必
ひっ

須
す

の能
のう

力
りょく

です。

オ．問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

能
のう

力
りょく

作
さ

業
ぎょう

場
じょう

では、様
さま

々
ざま

な要
よう

因
いん

によって、目
もく

標
ひょう

にむかって予
よ

定
てい

通
どお

りに進
すす

まな

いことがあります。そのときに、うまく進
すす

まない原
げん

因
いん

をはっきりとさせ、

解
かい

決
けつ

策
さく

を見
み

つけ出
だ

す能
のう

力
りょく

が「問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

能
のう

力
りょく

」です。

（２）日
にち

常
じょう

業
ぎょう

務
む

での監
かん

督
とく

①作
さ

業
ぎょう

前
まえ

作
さ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

、作
さ

業
ぎょう

指
し

示
じ

書
しょ

の内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

して、無
む

理
り

のない作
さ

業
ぎょう

ができるか考
かんが

えます。

当
とう

日
じつ

の作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

や、設
せつ

備
び

、原
げん

材
ざい

料
りょう

の状
じょう

態
たい

などから通
つう

常
じょう

の作
さ

業
ぎょう

ができるか

考
かんが

えます。

作
さ

業
ぎょう

前
まえ

の安
あん

全
ぜん

確
かく

認
にん

として、危
き

険
けん

予
よ

知
ち

トレーニング（ＫＹＴ）を行
おこな

います。

作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の安
あん

全
ぜん

への意
い

識
しき

を高
たか

めることができ、より安
あん

全
ぜん

な作
さ

業
ぎょう

に繋
つな

がります。

②作
さ

業
ぎょう

中
ちゅう

自
じ

分
ぶん

の作
さ

業
ぎょう

を進
すす

めることに加
くわ

えて、時
じ

間
かん

があれば現
げん

場
ば

をパトロールしま

す。予
よ

定
てい

通
どお

りに、安
あん

全
ぜん

に仕
し

事
ごと

が進
すす

んでいるか、作
さ

業
ぎょう

や設
せつ

備
び

に不
ふ

安
あん

全
ぜん

な状
じょう

態
たい

がないかを確
かく

認
にん

します。

③作
さ

業
ぎょう

後
ご

部
ぶ

下
か

に、作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の設
せつ

備
び

や作
さ

業
ぎょう

に問
もん

題
だい

がなかったかを確
かく

認
にん

します。

作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の整
せい

理
り

整
せい

頓
とん

の状
じょう

況
きょう

をみて、次
つぎ

の仕
し

事
ごと

・作
さ

業
ぎょう

に問
もん

題
だい

がないかを確
かく

認
にん

します。

（３）指
し

導
どう

・教
きょう

育
いく

職
しょく

長
ちょう

は、職
しょく

場
ば

の部
ぶ

下
か

全
ぜん

員
いん

の適
てき

切
せつ

な働
はたら

きを通
つう

じて仕
し

事
ごと

の成
せい

果
か

を上
あ

げること
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を期
き

待
たい

されています。そのために、部
ぶ

下
か

の指
し

導
どう

・教
きょう

育
いく

を適
てき

切
せつ

に行
おこな

うことが

大
たい

切
せつ

です。

指
し

導
どう

・教
きょう

育
いく

の目
もく

的
てき

は、職
しょく

場
ば

の作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

を育
そだ

てることです。指
し

導
どう

・教
きょう

育
いく

を

通
つう

じて、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が職
しょく

場
ば

のルールを守
まも

り、計
けい

画
かく

通
どお

りに生
せい

産
さん

活
かつ

動
どう

ができるよう

にすることが大
たい

切
せつ

です。

①指
し

導
どう

・教
きょう

育
いく

の目
もく

的
てき

と意
い

義
ぎ

職
しょく

場
ば

で見
み

られた部
ぶ

下
か

の行
こう

動
どう

の内
ない

容
よう

によって、必
ひつ

要
よう

な教
きょう

育
いく

の種
しゅ

類
るい

が異
こと

なり

ます。

ア．知
し

らなかった

知
ち

識
しき

教
きょう

育
いく

：�機
き

械
かい

の構
こう

造
ぞう

や性
せい

能
のう

、原
げん

材
ざい

料
りょう

の特
とく

徴
ちょう

を教
おし

えて、正
ただ

しい作
さ

業
ぎょう

を

させる。

イ．できなかった

技
ぎ

能
のう

教
きょう

育
いく

：�作
さ

業
ぎょう

の方
ほう

法
ほう

や機
き

械
かい

の操
そう

作
さ

方
ほう

法
ほう

、点
てん

検
けん

の方
ほう

法
ほう

を教
おし

えて、技
ぎ

能
のう

を向
こう

上
じょう

させる。

ウ．やらなかった

態
たい

度
ど

教
きょう

育
いく

：�職
しょく

場
ば

の仕
し

事
ごと

の重
じゅう

要
よう

性
せい

を教
おし

えて作
さ

業
ぎょう

への意
い

欲
よく

や心
こころ

の準
じゅん

備
び

を

させる。

②効
こう

果
か

的
てき

な指
し

導
どう

・教
きょう

育
いく

のための手
て

順
じゅん

ア .�必
ひつ

要
よう

性
せい

の把
は

握
あく

：資
し

格
かく

を取
と

った後
のち

、仕
し

事
ごと

の担
たん

当
とう

変
へん

更
こう

後
ご

の新
あたら

しい仕
し

事
ごと

、

新
あたら

しい設
せつ

備
び

や工
こう

程
てい

を取
と

り入
い

れたときに行
おこな

う。

イ . 目
もく

的
てき

・目
もく

標
ひょう

の明
めい

確
かく

化
か

：どのレベルまで育
そだ

てるかを明
めい

確
かく

にする。

ウ . 計
けい

画
かく

立
りつ

案
あん

：５W １H に沿
そ

った内
ない

容
よう

で組
く

み立
た

てる。

エ .�準
じゅん

備
び

：教
おし

える立
たち

場
ば

として教
きょう

育
いく

する内
ない

容
よう

をよく知
し

り、適
てき

切
せつ

に、熱
ねっ

心
しん

に

教
おし

える。

オ .�教
きょう

育
いく

の実
じっ

施
し

：教
おし

える内
ない

容
よう

の説
せつ

明
めい

から始
はじ

め、大
たい

切
せつ

な点
てん

を深
ふか

く理
り

解
かい

させる、

具
ぐ

体
たい

的
てき

な事
じ

例
れい

に沿
そ

って意
い

見
けん

を出
だ

し合
あ

って検
けん

討
とう

する、講
こう

義
ぎ

内
ない

容
よう

をまとめ

るという手
て

順
じゅん

で教
きょう

育
いく

する。

カ .�評
ひょう

価
か

・改
かい

善
ぜん

：目
もく

的
てき

に合
あ

い、目
もく

標
ひょう

通
どお

りに育
そだ

てることができたかを評
ひょう

価
か
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する。アンケート、レポート、現
げん

場
ば

での作
さ

業
ぎょう

確
かく

認
にん

により確
かく

認
にん

する。

③ＯＪＴの活
かつ

用
よう

を通
つう

じた技
ぎ

能
のう

の習
しゅう

得
とく

特
とく

定
てい

の個
こ

人
じん

についたり、グループに入
はい

って、現
げん

場
ば

の実
じっ

際
さい

の作
さ

業
ぎょう

の中
なか

で個
こ

別
べつ

に指
し

導
どう

を行
おこな

って、技
ぎ

能
のう

を習
しゅう

得
とく

させます。

ア．ＯＪＴの特
とく

徴
ちょう

・日
にち

常
じょう

のいろいろな機
き

会
かい

を活
かつ

用
よう

して指
し

導
どう

できる。

・個
こ

人
じん

の能
のう

力
りょく

に応
おう

じて指
し

導
どう

できる。

・教
きょう

育
いく

効
こう

果
か

を把
は

握
あく

できる。

イ．ＯＪＴの機
き

会
かい

・始
し

業
ぎょう

時
じ

、仕
し

事
ごと

が変
か

わる時
とき

・時
じ

間
かん

に余
よ

裕
ゆう

ができたとき（作
さ

業
ぎょう

と作
さ

業
ぎょう

の間
あいだ

の待
ま

ち時
じ

間
かん

など）

・指
し

示
じ

を与
あた

えるとき、報
ほう

告
こく

を受
う

けるとき

・職
しょく

場
ば

の会
かい

議
ぎ

やグループの活
かつ

動
どう

のとき

・仕
し

事
ごと

について質
しつ

問
もん

してきたとき

・いっしょに仕
し

事
ごと

するとき

４. 職
しょく

長
ちょう

としてのコミュニケーション

職
しょく

長
ちょう

としてのコミュニケーションでは、情
じょう

報
ほう

を伝
つた

えることだけではなく、そ

の目
もく

的
てき

や意
い

味
み

を説
せつ

明
めい

してお互
たが

いが理
り

解
かい

し合
あ

えることが大
たい

切
せつ

です。とても大
たい

切
せつ

で

すが、とても難
むずか

しいことでもあります。

（１）ていねいな情
じょう

報
ほう

伝
でん

達
たつ

教
きょう

育
いく

をするときや、会
かい

社
しゃ

からのお知
し

らせを伝
つた

えるときなど、情
じょう

報
ほう

を伝
つた

える

ときがあります。同
おな

じ情
じょう

報
ほう

を伝
つた

えても、受
う

け取
と

る人
ひと

によって、理
り

解
かい

できる人
ひと

と十
じゅう

分
ぶん

に理
り

解
かい

できない人
ひと

がいます。

職
しょく

場
ば

には、いろいろな人
ひと

がいます。情
じょう

報
ほう

は、日
に

本
ほん

語
ご

で伝
つた

えることが多
おお

いで

す。情
じょう

報
ほう

を聞
き

いたそれぞれの人
ひと

は、言
こと

葉
ば

の使
つか

い方
かた

や言
こと

葉
ば

の難
むずか

しさによって、

理
り

解
かい

できない場
ば

合
あい

があります。

日
に

本
ほん

語
ご

がまだ十
じゅう

分
ぶん

に理
り

解
かい

できない仲
なか

間
ま

もいますから、気
き

をつけて、正
ただ

しく
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理
り

解
かい

できているか確
かく

認
にん

しながら伝
つた

えて下
くだ

さい。

皆
みな

の前
まえ

で「わかりましたか」と聞
き

いて「はい」と返
へん

事
じ

があったとしても、本
ほん

当
とう

はわかっていないことがあります。日
に

本
ほん

語
ご

がまだよくわかっていない人
ひと

に

は、ていねいに教
おし

えてあげてください。

そうすると、相
あい

手
て

も、わからないときに質
しつ

問
もん

してきます。そのような対
たい

話
わ

が

できるていねいな情
じょう

報
ほう

伝
でん

達
たつ

をしてください。

（２）注
ちゅう

意
い

・指
し

示
じ

①正
ただ

しくない行
こう

動
どう

ははっきりと注
ちゅう

意
い

する

製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

での仕
し

事
ごと

には、危
き

険
けん

な作
さ

業
ぎょう

が多
おお

くあります。正
ただ

しい作
さ

業
ぎょう

をす

る、作
さ

業
ぎょう

のルールを守
まも

ることが大
たい

切
せつ

です。間
ま

違
ちが

った作
さ

業
ぎょう

をすると、作
さ

業
ぎょう

している人
ひと

がケガをするだけでなく、他
ほか

の人
ひと

がケガをすることもありま

す。次
つぎ

のことに気
き

を付
つ

けて注
ちゅう

意
い

します。

ア . 正
ただ

しい作
さ

業
ぎょう

をしていない人
ひと

に注
ちゅう

意
い

する

イ . 危
き

険
けん

な行
こう

動
どう

はすぐその場
ば

で注
ちゅう

意
い

する、周
まわ

りの人
ひと

の前
まえ

でも注
ちゅう

意
い

する

ウ . 別
べつ

の場
ば

所
しょ

で改
あらた

めて説
せつ

明
めい

する

②指
し

示
じ

することははっきり示
しめ

す

毎
まい

日
にち

の仕
し

事
ごと

では、生
せい

産
さん

する量
りょう

などの目
もく

標
ひょう

を達
たっ

成
せい

するために、作
さ

業
ぎょう

につ

いて指
し

示
じ

することが多
おお

くあります。指
し

示
じ

するときは、普
ふ

段
だん

の話
はな

している言
こと

葉
ば

や話
はな

し方
かた

と区
く

別
べつ

して、はっきりとその内
ない

容
よう

を伝
つた

えることが大
たい

切
せつ

です。

あいまいな言
い

い方
かた

をすると、それが指
し

示
じ

なのか、相
そう

談
だん

なのかわからない

からです。

例
たと

えば「今
きょ

日
う

の指
し

示
じ

事
じ

項
こう

は○○です。しっかりと協
きょう

力
りょく

し合
あ

って予
よ

定
てい

を

達
たっ

成
せい

しましょう」など、指
し

示
じ

とわかる言
こと

葉
ば

を使
つか

いましょう。

③ほめることの大
たい

切
せつ

さを知
し

る

仕
し

事
ごと

の仲
なか

間
ま

をほめることはとても大
たい

切
せつ

です。例
たと

えば、工
く

夫
ふう

して良
よ

い仕
し

事
ごと

をした人
ひと

、仕
し

事
ごと

が良
よ

くなる提
てい

案
あん

をしてくれた人
ひと

などは、皆
みな

の前
まえ

でほめてあ
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げます。２
ふ た り

人になったときにお礼
れい

を言
い

うのもよいでしょう。

ほめることは、その人
ひと

の仕
し

事
ごと

へのモチベーションを強
つよ

くさせて、周
まわ

りの

人
ひと

にも同
おな

じような仕
し

事
ごと

をやりたい気
き

持
も

ちにさせるという良
よ

い影
えい

響
きょう

があり

ます。

その人
ひと

の努
ど

力
りょく

や工
く

夫
ふう

をしっかりと見
み

つけて、ほめてあげるようにしま

しょう。

（３）自
じ

分
ぶん

のコミュニケーション

あなた自
じ

身
しん

がいつも完
かん

全
ぜん

な状
じょう

態
たい

ではないことも知
し

りましょう。仕
し

事
ごと

の仲
なか

間
ま

は、あなたの話
はな

し方
かた

をいつも見
み

ています。気
き

を付
つ

けて話
はな

しましょう。

①良
よ

いコミュニケーションの例
れい

事
じ

前
ぜん

に 注
ちゅう

意
い

する。部
ぶ

下
か

がわからないことがあれば早
はや

めに説
せつ

明
めい

して、

放
ほう

っておかない。

普
ふ

段
だん

から話
はな

しやすい関
かん

係
けい

を作
つく

り、相
あい

手
て

から遠
えん

慮
りょ

しないで話
はな

しかけてもら

える。

②悪
わる

いコミュニケーションの例
れい

自
じ

分
ぶん

の体
からだ

の調
ちょう

子
し

や気
き

持
も

ちで話
はな

し方
かた

が違
ちが

う。

相
あい

手
て

によって話
はな

し方
かた

が違
ちが

う。相
あい

手
て

のことの好
す

き・嫌
きら

いが話
はな

し方
かた

や表
ひょう

情
じょう

からわかるような態
たい

度
ど

、言
こと

葉
ば

遣
づか

い。多
おお

くの人
ひと

の前
まえ

でしかる、怒
おこ

りながら話
はな

す。

５. ハラスメントを理
り

解
かい

して防
ふせ

ぐ

ハラスメントとは、相
あい

手
て

に対
たい

して精
せい

神
しん

的
てき

・身
しん

体
たい

的
てき

な苦
く

痛
つう

や不
ふ

快
かい

感
かん

を与
あた

える行
こう

為
い

のことを言
い

います。行
こう

為
い

をした人
ひと

がわざと行
おこな

ったかどうかは関
かん

係
けい

なく、相
あい

手
て

が不
ふ

快
かい

と感
かん

じ、苦
く

痛
つう

だと思
おも

えばハラスメントになります。ハラスメントを受
う

けた人
ひと

は、心
こころ

が傷
きず

ついたり、体
たい

調
ちょう

まで悪
わる

くなって、会
かい

社
しゃ

に来
こ

られなくなるこ

ともあります。

主
おも

なハラスメントの種
しゅ

類
るい

は、パワーハラスメントやセクシュアルハラスメン

ト、妊
にん

娠
しん

・出
しゅっ

産
さん

等
とう

に関
かん

するハラスメントや育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

休
きゅう

業
ぎょう

等
とう

に関
かん

するハラス
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メントです。

また、会
かい

社
しゃ

には障
しょう

がいのある人
ひと

も一
いっ

緒
しょ

に働
はたら

いています。知
ち

的
てき

障
しょう

がい者
しゃ

や身
しん

体
たい

障
しょう

がい者
しゃ

などの人
ひと

たちです。このような人
ひと

たちへのいじめもハラスメント

の１
ひと

つです。

厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

が企
き

業
ぎょう

を対
たい

象
しょう

に行
おこな

ったハラスメントに関
かん

する調
ちょう

査
さ

では、パワー

ハラスメントの相
そう

談
だん

事
じ

例
れい

が多
おお

いことが分
わ

かっています。

（１）職
しょく

場
ば

のハラスメントが問
もん

題
だい

になりにくい理
り

由
ゆう

ハラスメントが、会
かい

社
しゃ

や組
そ

織
しき

の中
なか

で問
もん

題
だい

として明
あき

らかになるのが難
むずか

しいの

には、次
つぎ

のような理
り

由
ゆう

があります。

①�ハラスメントをしている人
ひと

は、その言
げん

動
どう

（行
こう

動
どう

と話
はな

し方
かた

）がハラスメント

になると思
おも

っていない。

②�ハラスメントを受
う

けている人
ひと

が、そのことを他
ほか

の人
ひと

に話
はな

してわかってもら

うことが難
むずか

しい。会
かい

社
しゃ

や組
そ

織
しき

がハラスメントの発
はっ

生
せい

している状
じょう

況
きょう

を把
は

握
あく

することが難
むずか

しい。

③�会
かい

社
しゃ

や組
そ

織
しき

が、ハラスメントに関
かん

する事
じ

実
じつ

を聞
き

いたり見
み

たりして把
は

握
あく

した

場
ば

合
あい

でも、その事
じ

実
じつ

がハラスメントかどうかの判
はん

断
だん

が難
むずか

しい。

（２）ハラスメントを防
ふせ

ぐための政
せい

府
ふ

と企
き

業
ぎょう

の取
と

り組
く

み

日
に

本
ほん

では、政
せい

府
ふ

が法
ほう

律
りつ

でハラスメントを防
ぼう

止
し

する対
たい

策
さく

を会
かい

社
しゃ

に義
ぎ

務
む

化
か

してい

ます。

また、会
かい

社
しゃ

は、教
きょう

育
いく

を通
つう

じて、社
しゃ

員
いん

にハラスメントを理
り

解
かい

させて、職
しょく

場
ば

で

ハラスメントが起
お

きないように皆
みな

で注
ちゅう

意
い

をする取
と

り組
く

みが増
ふ

えています。

①日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

の取
と

り組
く

み

ア．�2019 年
ねん

の第
だい

198 回
かい

通
つう

常
じょう

国
こっ

会
かい

において「女
じょ

性
せい

の職
しょく

業
ぎょう

生
せい

活
かつ

における

活
かつ

躍
やく

の推
すい

進
しん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

等
とう

の一
いち

部
ぶ

を改
かい

正
せい

する法
ほう

律
りつ

」が成
せい

立
りつ

するととも

に、関
かん

連
れん

する法
ほう

律
りつ

が改
かい

正
せい

され、職
しょく

場
ば

におけるパワーハラスメント防
ぼう
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止
し

対
たい

策
さく

が事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

に義
ぎ

務
む

化
か

されました。

イ．�2022 年
ねん

４月
がつ

１日
にち

から、事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

がパワーハラスメント防
ぼう

止
し

対
たい

策
さく

を明
めい

確
かく

化
か

し、これを周
しゅう

知
ち

、啓
けい

発
はつ

することが、中
ちゅう

小
しょう

事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

にも義
ぎ

務
む

化
か

さ

れました。

ウ．�2023 年
ねん

度
ど

に厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

が実
じっ

施
し

した「職
しょく

場
ば

のハラスメントに関
かん

する

実
じっ

態
たい

調
ちょう

査
さ

」によると、過
か

去
こ

３年
ねん

以
い

内
ない

にパワーハラスメントを受
う

けた

ことがあると回
かい

答
とう

した者
もの

は 19.3％でした。また、2023 年
ねん

度
ど

の都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

労
ろう

働
どう

局
きょく

における「パワーハラスメント」の相
そう

談
だん

件
けん

数
すう

が６万
まん

件
けん

を

超
こ

える等
とう

、ハラスメントへの対
たい

策
さく

は急
いそ

いで取
と

り組
く

むべき課
か

題
だい

となって

います。

②会
かい

社
しゃ

の取
と

り組
く

み

会
かい

社
しゃ

でも、法
ほう

律
りつ

に基
もと

づき以
い

下
か

のような取
と

り組
く

みがされています。

ア．�職
しょく

場
ば

でハラスメントを行
おこな

ってはならないこと、その他
ほか

職
しょく

場
ば

における

ハラスメントになるような問
もん

題
だい

に対
たい

する社
しゃ

内
ない

の労
ろう

働
どう

者
しゃ

の関
かん

心
しん

と理
り

解
かい

を

深
ふか

めること。

イ．�自
じ

社
しゃ

の労
ろう

働
どう

者
しゃ

が、社
しゃ

内
ない

や社
しゃ

外
がい

で関
かん

係
けい

する労
ろう

働
どう

者
しゃ

に対
たい

する言
こと

葉
ば

づかいや

行
こう

動
どう

に必
ひつ

要
よう

な注
ちゅう

意
い

を払
はら

うよう、研
けん

修
しゅう

などを通
つう

じて教
きょう

育
いく

すること。

ウ．�会
かい

社
しゃ

の役
やく

員
いん

が、ハラスメント問
もん

題
だい

に関
かん

する理
り

解
かい

と関
かん

心
しん

を深
ふか

め、労
ろう

働
どう

者
しゃ

に対
たい

する言
こと

葉
ば

や行
こう

動
どう

に必
ひつ

要
よう

な注
ちゅう

意
い

を払
はら

うこと。

（３）ハラスメントに対
たい

する日
にち

常
じょう

の配
はい

慮
りょ

ハラスメントの状
じょう

況
きょう

は、わかりにくいものです。まず、ハラスメントをし

ない、ハラスメントを受
う

けない関
かん

係
けい

を作
つく

ることが大
たい

切
せつ

です。

次
つぎ

のような取
と

り組
く

みが大
たい

切
せつ

です。

・毎
まい

日
にち

のていねいなコミュニケーション

・１
ひと

人
り

１
ひと

人
り

に気
き

を配
くば

る気
き

持
も

ち

・相
そう

談
だん

しやすい職
しょく

場
ば

の状
じょう

況
きょう

（雰
ふん

囲
い

気
き

、文
ぶん

化
か

）を作
つく

る、保
たも

つ
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（４）職
しょく

長
ちょう

としての対
たい

応
おう

ハラスメントへの対
たい

応
おう

は、会
かい

社
しゃ

・組
そ

織
しき

が責
せき

任
にん

をもって行
おこな

う必
ひつ

要
よう

があります。

職
しょく

長
ちょう

は、ハラスメントに関
かん

する情
じょう

報
ほう

や相
そう

談
だん

を受
う

けたときに、必
かなら

ず上
じょう

司
し

に伝
つた

えてください。個
こ

人
じん

的
てき

に相
そう

談
だん

を受
う

けるときは、相
そう

談
だん

している人
ひと

のプライバシー

もよく考
かんが

えて行
こう

動
どう

します。

また、あなたと上
じょう

司
し

の間
あいだ

も、相
そう

談
だん

しやすい、話
はな

しやすい関
かん

係
けい

を作
つく

り、保
たも

つ

ことが大
たい

切
せつ

です。
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　～コラム～　様
さま

々
ざま

なハラスメントと会
かい

社
しゃ

の対
たい

応
おう

ハラスメントには様
さま

々
ざま

な種
しゅ

類
るい

があります。パワーハラスメント（パワハ

ラ）、セクシャルハラスメント（セクハラ）、妊
にん

娠
しん

・出
しゅっ

産
さん

・育
いく

児
じ

休
きゅう

業
ぎょう

等
とう

ハ

ラスメント（マタハラ、パタハラ）、介
かい

護
ご

休
きゅう

業
ぎょう

等
とう

ハラスメント（ケアハラ）、

顧
こ

客
きゃく

などからの 著
いちじる

しい迷
めい

惑
わく

行
こう

為
い

（カスハラ）、就
しゅう

活
かつ

等
とう

セクハラなどです。

ハラスメントは、被
ひ

害
がい

者
しゃ

の精
せい

神
しん

的
てき

・身
しん

体
たい

的
てき

健
けん

康
こう

に悪
わる

い影
えい

響
きょう

を与
あた

えるだけ

ではありません。職
しょく

場
ば

の雰
ふん

囲
い

気
き

を悪
わる

くしたり、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の能
のう

力
りょく

の低
てい

下
か

、離
り

職
しょく

などを起
お

こすこともあります。

このため、パワハラ、セクハラに加
くわ

えて妊
にん

娠
しん

や出
しゅっ

産
さん

・育
いく

児
じ

のときのハ

ラスメントなどは法
ほう

律
りつ

により会
かい

社
しゃ

の対
たい

応
おう

が強
きょう

化
か

されています。

出
しゅっ

典
てん

：厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

調
ちょう

査
さ

（実
じっ

施
し

：令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

）

図
ず
表
ひょう
6　�過

か
去
こ
3 年

ねん
間
かん
のハラスメント該

がい
当
とう
事
じ
例
れい
の有

う
無
む
�

（ハラスメントの種
しゅ
類
るい
別
べつ
）

パワハラ
（n=4,985）

�（�対
たい
象
しょう
：過

か
去
こ
3年
ねん
間
かん
にハラスメントに関

かん
する相

そう
談
だん
があった企

き
業
ぎょう
�

パワハラ：n=4,985、セクハラ：n=3,075、妊
にん
娠
しん
・出
しゅっ
産
さん
・育
いく
児
じ
休
きゅう
業
ぎょう
等
とう
ハラスメント：n=794、

介
かい
護
ご
休
きゅう
業
ぎょう
等
とう
ハラスメント：n=301、顧

こ
客
きゃく
等
とう
からの 著

いちじる
しい迷

めい
惑
わく
行
こう
為
い
：n=2,167、就

しゅう
活
かつ
等
とう
�

セクハラ：n=54）

該
がい
当
とう
すると判

はん
断
だん
した事

じ
例
れい
がある 該

がい
当
とう
すると判

はん
断
だん
した事

じ
例
れい
はない

73.0

80.9

50.1

55.5

86.8

37.0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

19.1

27.0

49.9

44.5

13.2

63.0

セクハラ
（n=3,075）

妊
にん
娠
しん
・出
しゅっ
産
さん
・育
いく
児
じ
休
きゅう
業
ぎょう
等
とう

ハラスメント（n=794）

介
かい
護
ご
休
きゅう
業
ぎょう
等
とう

ハラスメント（n=301）

顧
こ
客
きゃく
等
とう
からの 著

いちじる
しい迷

めい
惑
わく
行
こう
為
い

（n=2,167）

就
しゅう
活
かつ
等
とう
セクハラ
（n=54）
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　第
だ い

２章
しょう

　食
しょく

品
ひ ん

衛
え い

生
せ い
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１．食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

（１）「食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

」「危
き

害
がい

要
よう

因
いん

」「衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」（復
ふく

習
しゅう

）

特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストで以
い

下
か

のことを学
まな

びました。

・�「食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

」とは、食
しょく

品
ひん

を食
た

べて、人
ひと

が病
びょう

気
き

にならないこと、ケガを

しないこと。

・�食
た

べた人
ひと

が病
びょう

気
き

になったりケガをしたりしないように食
しょく

品
ひん

を作
つく

る（管
かん

理
り

する）ことが食
しょく

品
ひん

製
せい

造
ぞう

の「衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」。

・�人
ひと

が病
びょう

気
き

になったりケガをしたりする原
げん

因
いん

を「危
き

害
がい

要
よう

因
いん

（ハザード）」

と呼
よ

ぶこと。

・�「一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」も「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」も、食
しょく

品
ひん

に危
き

害
がい

要
よう

因
いん

が含
ふく

まれないようにするための活
かつ

動
どう

であること。

（２）職
しょく

長
ちょう

に必
ひつ

要
よう

な「食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

」の知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

職
しょく

長
ちょう

には、「危
き

害
がい

要
よう

因
いん

」「一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」とは

何
なに

かを知
し

っている（知
ち

識
しき

）だけでなく、

・「自
じ

分
ぶん

の職
しょく

場
ば

で製
せい

造
ぞう

している飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

における危
き

害
がい

要
よう

因
いん

は何
なに

か」

・�「その危
き

害
がい

要
よう

因
いん

を除
じょ

去
きょ

するために自
じ

分
ぶん

の職
しょく

場
ば

ではどのような一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

が必
ひつ

要
よう

か」

・「どのようなＨ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰプランが必
ひつ

要
よう

か」

を自
じ

分
ぶん

で考
かんが

える力
ちから

が必
ひつ

要
よう

です。

また、自
じ

分
ぶん

の職
しょく

場
ば

で必
ひつ

要
よう

な「一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」や「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰプラン」が確
かく

一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

重重
じゅうじゅう

要要
ようよう

管管
かんかん

理理
りり

点点
てんてん

のの管管
かんかん

理理
りり

  （  （HH
ハ サ ッ プハ サ ッ プ

ACCPACCP プラン）プラン）

ＨＨ
ハ サ ッ プハ サ ッ プ

ＡＣＣＰＡＣＣＰによるによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

（イメージ（イメージ図図
ずず

））
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実
じつ

に実
じっ

施
し

されるよう、職
しょく

長
ちょう

やグループ長
ちょう

としてリーダーシップを発
はっ

揮
き

しなけ

ればなりません。

定
さだ

められた手
て

順
じゅん

を確
かく

実
じつ

に実
じっ

行
こう

したり実
じっ

行
こう

させたりするだけでなく、自
じ

分
ぶん

で

手
て

順
じゅん

書
しょ

を作
さく

成
せい

する知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

も必
ひつ

要
よう

です。さらに、実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

（記
き

録
ろく

）を振
ふ

り

返
かえ

って手
て

順
じゅん

書
しょ

をより良
よ

いものにする（改
かい

善
ぜん

する）知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

も、必
ひつ

要
よう

です。

２．危
き

害
がい

要
よう

因
いん

（１）危
き

害
がい

要
よう

因
いん

とは何
なに

か（復
ふく

習
しゅう

）

特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストでは、「危
き

害
がい

要
よう

因
いん

」について以
い

下
か

のことを学
まな

びま

した。

・�危
き

害
がい

要
よう

因
いん

には「物
ぶつ

理
り

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

」「化
か

学
がく

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

」「生
せい

物
ぶつ

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

」

があること。

・�どんな異
い

物
ぶつ

も混
こん

入
にゅう

させてはいけないが、「物
ぶつ

理
り

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

」になるのは

硬
こう

質
しつ

異
い

物
ぶつ

であること。

・�「化
か

学
がく

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

」には、アレルギー物
ぶっ

質
しつ

、ヒスタミン、ソラニンなど

があること。

・�「生
せい

物
ぶつ

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

」には細
さい

菌
きん

（食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

）、ウイルス、カビ、寄
き

生
せい

虫
ちゅう

な

どがあること。

・細
さい

菌
きん

（食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

）による食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

予
よ

防
ぼう

の３原
げん

則
そく

。

・ノロウイルスが原
げん

因
いん

の食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

を予
よ

防
ぼう

するための４原
げん

則
そく

。

厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

の最
さい

近
きん

の統
とう

計
けい

では、食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

の病
びょう

因
いん

物
ぶっ

質
しつ

は、年
ねん

間
かん

の事
じ

件
けん

数
すう

では

アニサキスが増
ぞう

加
か

しており、カンピロバクターが２位
い

、第
だい

３位
い

はサルモネラ属
ぞく

菌
きん

です。
ねん

他方で、年間
かん

の患
かん

者
じゃ

数
た ほう

で最
もっと

も多
おお

いのはノロウイルス、２位
い

がカンピロバク

ター、３位
い

がサルモネラ属
ぞく

菌
きん

です。

2023 年
ねん

は、患
かん

者
じゃ

数
すう

500 人
にん

以
い

上
じょう

の食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

が２件
けん

ありました。このうちの

１
ひと

つは、ブドウ球
きゅう

菌
きん

とウェルシュ菌
きん

が汚
お

染
せん

した弁
べん

当
とう

が原
げん

因
いん

でした。

すう



－ 24－ ©OTAFF

（２）職
しょく

長
ちょう

に必
ひつ

要
よう

な「危
き

害
がい

要
よう

因
いん

」の知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

物
ぶつ

理
り

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

、化
か

学
がく

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

、生
せい

物
ぶつ

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

は、飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

のどの

業
ぎょう

種
しゅ

でも注
ちゅう

意
い

しなければなりません。

しかし、製
せい

造
ぞう

する飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

の種
しゅ

類
るい

によって、特
とく

にどの危
き

害
がい

要
よう

因
いん

に注
ちゅう

意
い

しな

ければならないかが異
こと

なってくる場
ば

合
あい

があります。

例
たと

えば、卵
たまご

を原
げん

料
りょう

とする飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

の製
せい

造
ぞう

では、卵
たまご

を汚
お

染
せん

しているかもし

れないサルモネラ属
ぞく

菌
きん

に特
とく

に注
ちゅう

意
い

する必
ひつ

要
よう

があります。鶏
とり

肉
にく

を原
げん

料
りょう

とする飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

では、サルモネラ属
ぞく

菌
きん

にも、カンピロバクター属
ぞく

菌
きん

にも注
ちゅう

意
い

しなけれ

ばなりません。（特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキスト第
だい

２章
しょう

－２．（３）の表
ひょう

「代
だい

表
ひょう

的
てき

な食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

とその症
しょう

状
じょう

」参
さん

照
しょう

）。

同
おな

じ原
げん

材
ざい

料
りょう

を使
し

用
よう

する飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

でも、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

が異
こと

なることで、特
とく

に 注
ちゅう

意
い

すべき危
き

害
がい

要
よう

因
いん

が異
こと

なってくる場
ば

合
あい

もあります。

例
たと

えば、「乾
かん

めん」も「茹
ゆ

でめん」も原
げん

料
りょう

の小
こ

麦
むぎ

粉
こ

やそば粉
こ

に由
ゆ

来
らい

する異
い

物
ぶつ

が重
じゅう

要
よう

な危
き

害
がい

要
よう

因
いん

になり得
え

る点
てん

は同
おな

じですが、「茹
ゆ

でめん」では、茹
ゆ

でる工
こう

程
てい

の後
のち

で食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

（生
せい

物
ぶつ

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

）に汚
お

染
せん

されてしまうおそれがあります。

生
せい

物
ぶつ

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

は、殺
さっ

菌
きん

によって食
しょく

品
ひん

から取
と

り除
のぞ

くことができるのに対
たい

し、

化
か

学
がく

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

、物
ぶつ

理
り

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

にはそのような、食
しょく

品
ひん

からその危
き

害
がい

を取
と

り除
のぞ

く方
ほう

策
さく

がありません。

不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

な前
まえ

処
しょ

理
り

や交
こう

差
さ

接
せっ

触
しょく

によって化
か

学
がく

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

、物
ぶつ

理
り

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

が

入
はい

ってしまった食
しょく

品
ひん

は、その食
しょく

品
ひん

を廃
はい

棄
き

することによってしか、食
しょく

品
ひん

安
あん

全
ぜん

を

確
かく

保
ほ

することができません。

意
い

図
と

していなかったアレルギー物
ぶっ

質
しつ

が含
ふく

まれている可
か

能
のう

性
せい

のある食
しょく

品
ひん

は、

そのまま廃
はい

棄
き

するしかありません。金
きん

属
ぞく

性
せい

の硬
こう

質
しつ

異
い

物
ぶつ

が含
ふく

まれている可
か

能
のう

性
せい

の

ある食
しょく

品
ひん

を１
ひと

つずつ見
み

つけだして食
しょく

品
ひん

からその金
きん

属
ぞく

を取
と

り出
だ

すことはできな

いので、その食
しょく

品
ひん

を廃
はい

棄
き

しなければなりません。

職
しょく

長
ちょう

には、「危
き

害
がい

要
よう

因
いん

」とは何
なに

か、という一
いっ

般
ぱん

的
てき

な知
ち

識
しき

だけでなく、「自
じ

分
ぶん

の



－ 25－©OTAFF

職
しょく

場
ば

で製
せい

造
ぞう

している飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

における危
き

害
がい

要
よう

因
いん

は何
なに

か」を自
じ

分
ぶん

で考
かんが

える能
のう

力
りょく

が必
ひつ

要
よう

です。

そのためには、自
じ

分
ぶん

の 職
しょく

場
ば

で製
せい

造
ぞう

している飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

の、原
げん

料
りょう

、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

、最
さい

終
しゅう

製
せい

品
ひん

の物
ぶつ

理
り

・化
か

学
がく

的
てき

特
とく

徴
ちょう

をよく知
し

る必
ひつ

要
よう

があります。具
ぐ

体
たい

的
てき

には、

原
げん

料
りょう

は肉
にく

なのか野
や

菜
さい

なのか卵
たまご

なのか、加
か

熱
ねつ

調
ちょう

理
り

する工
こう

程
てい

はあるのかないの

か、最
さい

終
しゅう

製
せい

品
ひん

はどんな人
ひと

が食
た

べるのか、容
よう

器
き

に包
ほう

装
そう

されるのかされないのか、

固
こ

体
たい

なのか液
えき

体
たい

なのか、水
すい

分
ぶん

含
がん

量
りょう

や pH はどうなのか、常
じょう

温
おん

で輸
ゆ

送
そう

・販
はん

売
ばい

・

保
ほ

管
かん

されるのか冷
れい

蔵
ぞう

なのか冷
れい

凍
とう

なのか、などです。

このことは、「４．Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」の「（３）Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の 12 手
て

順
じゅん

」の「手
て

順
じゅん

２　製
せい

品
ひん

説
せつ

明
めい

書
しょ

の作
さく

成
せい

」でも学
がく

習
しゅう

します。

３．一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

（１）一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

とは何
なに

か（復
ふく

習
しゅう

）

特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストでは、「一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」について次
つぎ

のことを学
まな

び

ました。

・一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の基
き

本
ほん

は「５Ｓ」である。

・�一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

は「施
し

設
せつ

、設
せつ

備
び

、器
き

具
ぐ

などの衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」「作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」「原
げん

材
ざい

料
りょう

・食
しょく

品
ひん

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」の３つで考
かんが

える。

・�「施
し

設
せつ

、設
せつ

備
び

、器
き

具
ぐ

などの衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」として、「区
く

分
ぶん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」、「清
せい

掃
そう

・

洗
せん

浄
じょう

・消
しょう

毒
どく

」、「薬
やく

剤
ざい

の管
かん

理
り

」などがある。

・�「作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」として、「健
けん

康
こう

チェック」、「作
さ

業
ぎょう

服
ふく

」、「手
て

洗
あら

い」、

「手
て

袋
ぶくろ

、エプロンの着
ちゃく

用
よう

と交
こう

換
かん

」、「作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が守
まも

らなければならないこ

と」などがある。

・�「原
げん

材
ざい

料
りょう

・食
しょく

品
ひん

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」として、「原
げん

材
ざい

料
りょう

の受
うけ

入
い

れ・保
ほ

管
かん

」、「原
げん

材
ざい

料
りょう

の開
かい

封
ふう

、下
した

処
しょ

理
り

」、「製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」、「充
じゅう

填
てん

、包
ほう

装
そう

、検
けん

査
さ

」、

「保
ほ

管
かん

、出
しゅっ

荷
か

、配
はい

送
そう

」などがある。
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　～コラム～　〈５S〉について

「整
せい

理
り

」「整
せい

頓
とん

」「清
せい

掃
そう

」「清
せい

潔
けつ

」「習
しゅう

慣
かん

付
づ

けまたはしつけ」を、職
しょく

場
ば

（会
かい

社
しゃ

、製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

）で実
じっ

行
こう

しなければならない面
めん

倒
どう

な決
き

まりだと思
おも

ってい

る間
あいだ

は、職
しょく

場
ば

で「５S」は実
じっ

行
こう

できません。

職
しょく

場
ば

だけではなく、職
しょく

場
ば

以
い

外
がい

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

でいつも、「整
せい

理
り

」「整
せい

頓
とん

」

「清
せい

掃
そう

」「清
せい

潔
けつ

」「習
しゅう

慣
かん

付
づ

けまたはしつけ」を意
い

識
しき

し、実
じっ

行
こう

しなければな

りません。例
たと

えば、

〈やること〉

外
がい

出
しゅつ

から戻
もど

ったら手
て

洗
あら

いをして、うがいをする。

トイレの後
のち

、手
て

を洗
あら

う。

（自
じ

分
ぶん

の）部
へ

屋
や

の掃
そう

除
じ

。

使
つか

い終
お

わった調
ちょう

理
り

器
き

具
ぐ

や、食
た

べ終
お

わった食
しょ

器
っき

は、すぐ洗
あら

う。

食
しょく

品
ひん

の消
しょう

費
ひ

期
き

限
げん

を確
かく

認
にん

する。

〈やらないこと〉

トイレや洗
せん

面
めん

所
じょ

以
い

外
がい

の場
ば

所
しょ

ではつばや痰
たん

を吐
は

かない。

地
じ

面
めん

に座
すわ

らない。

食
しょく

品
ひん

を入
い

れた袋
ふくろ

を地
じ

面
めん

や電
でん

車
しゃ

・バスの床
ゆか

に置
お

かない。

作
さ

業
ぎょう

服
ふく

で手
て

を拭
ふ

かない。

作
さ

業
ぎょう

服
ふく

を地
じ

面
めん

におかない。

自
じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

のゴミを置
お

いたままにしない。

冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

に物
もの

を入
い

れすぎない。

これらを日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

で意
い

識
しき

して実
じっ

行
こう

し続
つづ

けることで、意
い

識
しき

しなくても職
しょく

場
ば

で「整
せい

理
り

」「整
せい

頓
とん

」「清
せい

掃
そう

」「清
せい

潔
けつ

」「習
しゅう

慣
かん

付
づ

けまたはしつけ」が実
じっ

行
こう

で

きるようになります。

「職
しょく

長
ちょう

」としては、まず自
じ

分
ぶん

が日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

で「５Ｓ」を実
じっ

行
こう

するとともに、

自
じ

分
ぶん

の職
しょく

場
ば

のメンバー全
ぜん

員
いん

が同
おな

じように日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

で「５S」を意
い

識
しき

して

実
じっ

行
こう

するよう助
じょ

言
げん

する、そんなリーダーシップを発
はっ

揮
き

してください。
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（２）職
しょく

長
ちょう

に必
ひつ

要
よう

な「一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」の知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

以
い

下
か

４つの知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

が必
ひつ

要
よう

です。

①「どのような一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を行
おこな

わなければならないか」を自
じ

分
ぶん

で考
かんが

える。

②一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の手
て

順
じゅん

を確
かく

実
じつ

に実
じっ

施
し

する、実
じっ

施
し

させる。手
て

順
じゅん

を改
かい

善
ぜん

する。

③「作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」でリーダーシップを発
はっ

揮
き

する。

④緊
きん

急
きゅう

時
じ

に対
たい

応
おう

する。

以
い

下
か

順
じゅん

番
ばん

に説
せつ

明
めい

します。

①「どのような一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を行
おこな

わなければならないか」を自
じ

分
ぶん

で考
かんが

える。

「５Ｓ」、「施
し

設
せつ

、設
せつ

備
び

、器
き

具
ぐ

などの衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」「作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」「原
げん

材
ざい

料
りょう

・食
しょく

品
ひん

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」は、どんな食
しょく

品
ひん

を作
つく

るときも、どこの作
さ

業
ぎょう

場
じょう

でも共
きょう

通
つう

して行
おこな

われる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

です（特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキスト２章
しょう

－３参
さん

照
しょう

）。

しかし、製
せい

造
ぞう

する飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

の種
しゅ

類
るい

によって、これら一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の具
ぐ

体
たい

的
てき

な方
ほう

法
ほう

・手
て

順
じゅん

が異
こと

なってくる場
ば

合
あい

があります。

「職
しょく

長
ちょう

」には、「一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」とは何
なに

か、という一
いっ

般
ぱん

的
てき

な知
ち

識
しき

だけでな

く、「自
じ

分
ぶん

の職
しょく

場
ば

で製
せい

造
ぞう

している飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

ではどのような一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を

行
おこな

わなければならないか」を自
じ

分
ぶん

で考
かんが

える能
のう

力
りょく

が必
ひつ

要
よう

です。

そのためには、自
じ

分
ぶん

の職
しょく

場
ば

で製
せい

造
ぞう

している飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

の、原
げん

料
りょう

、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

、最
さい

終
しゅう

製
せい

品
ひん

の物
ぶつ

理
り

・化
か

学
がく

的
てき

特
とく

徴
ちょう

をよく知
し

る必
ひつ

要
よう

があります。

一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の具
ぐ

体
たい

的
てき

な方
ほう

法
ほう

・手
て

順
じゅん

が異
こと

なる事
じ

例
れい

ア．�「乾
かん

めん」の製
せい

造
ぞう

場
じょう

と「食
しょく

肉
にく

加
か

工
こう

品
ひん

」の製
せい

造
ぞう

場
じょう

の、清
せい

掃
そう

・洗
せん

浄
じょう

「乾
かん

めん」の製
せい

造
ぞう

場
じょう

では、原
げん

材
ざい

料
りょう

の小
こ

麦
むぎ

粉
こ

が製
せい

造
ぞう

場
じょう

内
ない

の床
ゆか

や配
はい

管
かん

、製
せい

造
ぞう

機
き

械
かい

に残
のこ

らないように清
せい

掃
そう

しなければなりません。

小
こ

麦
むぎ

粉
こ

は空
くう

中
ちゅう

に舞
ま

うため、計
けい

量
りょう

室
しつ

の換
かん

気
き

扇
せん

や空
くう

調
ちょう

設
せつ

備
び

に小
こ

麦
むぎ

粉
こ

が付
ふ

着
ちゃく

したままにならないよう、適
てき

切
せつ

な頻
ひん

度
ど

で換
かん

気
き

扇
せん

や空
くう

調
ちょう

設
せつ

備
び

を清
せい

掃
そう

しなけ

ればなりません。

製
せい

造
ぞう

機
き

械
かい

の清
せい

掃
そう

では、細
こま

かい隙
すき

間
ま

に入
はい

り込
こ

んだ小
こ

麦
むぎ

粉
こ

を除
じょ

去
きょ

するために
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掃
そう

除
じ

機
き

で吸
す

い取
と

ったり刷
は

毛
け

（小
ちい

さいブラシ）で掃
は

き出
だ

したりします。

製
せい

造
ぞう

が終
しゅう

了
りょう

するたびに水
みず

で洗
あら

い流
なが

したりブラシでこすり洗
あら

いしたりす

るのではなく、アルコールを噴
ふん

霧
む

したのち専
せん

用
よう

の布
ふ

巾
きん

（不
ふ

織
しょく

布
ふ

）で拭
ふ

き

取
と

るといった方
ほう

法
ほう

で清
せい

掃
そう

することが多
おお

いようです。

「食
しょく

肉
にく

加
か

工
こう

品
ひん

」の製
せい

造
ぞう

場
じょう

のスライサーやコンベアは、付
ふ

着
ちゃく

した肉
にく

片
へん

な

ど（脂
し

肪
ぼう

組
そ

織
しき

、血
ち

）を取
と

り除
のぞ

いてから温
おん

水
すい

をかけます。次
つぎ

に中
ちゅう

性
せい

洗
せん

剤
ざい

を

付
つ

けてこすり洗
あら

いして温
おん

水
すい

ですすぎます。最
さい

後
ご

に水
みず

を切
き

って乾
かん

燥
そう

させます。

中
ちゅう

性
せい

洗
せん

剤
ざい

だけでなく弱
じゃく

アルカリ性
せい

洗
せん

剤
ざい

を付
つ

けたスポンジでこすり洗
あら

い

することもあります。弱
じゃく

アルカリ性
せい

洗
せん

剤
ざい

を使
つか

うのは、たんぱく質
しつ

を取
と

り

除
のぞ

きやすくするためです。

イ．惣
そう

菜
ざい

工
こう

場
じょう

のカット野
や

菜
さい

ラインの清
せい

掃
そう

と揚
あ

げ物
もの

ラインの清
せい

掃
そう

・洗
せん

浄
じょう

惣
そう

菜
ざい

工
こう

場
じょう

のカット野
や

菜
さい

ラインの清
せい

掃
そう

は、水
みず

で野
や

菜
さい

の破
は

片
へん

を洗
あら

い流
なが

しま
た  ほう もの

す。他方で、揚げ物ライン横
よこ

のグリストラップは、水
みず

で洗
あら

い流
なが

すのではな
ゆ

く、トラップした油分
ぶん

をすくいとったり拭
ぬぐ

い取
と

って清
せい

掃
そう

します。

②一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の手
て

順
じゅん

を確
かく

実
じつ

に実
じっ

施
し

する、実
じっ

施
し

させる。手
て

順
じゅん

を改
かい

善
ぜん

する。

職
しょく

長
ちょう

は、自
じ

分
ぶん

の職
しょく

場
ば

で必
ひつ

要
よう

な「一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」が確
かく

実
じつ

に実
じっ

施
し

されるよう、

リーダーシップを発
はっ

揮
き

しなければなりません。

そのためには、有
ゆう

効
こう

な手
て

順
じゅん

を、どの作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

も間
ま

違
ちが

えないで確
かく

実
じつ

に実
じっ

行
こう

で

きるようにするための、「手
て

順
じゅん

書
しょ

」を用
よう

意
い

しなければなりません。

飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

の製
せい

造
ぞう

工
こう

場
じょう

での作
さ

業
ぎょう

の手
て

順
じゅん

書
しょ

を「 標
ひょう

準
じゅん

作
さ

業
ぎょう

手
て

順
じゅん

」「ＳＯ

Ｐ」（Standard Operating Procedures）と呼
よ

びます。このうち衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の手
て

順
じゅん

書
しょ

のことを、「衛
えい

生
せい

標
ひょう

準
じゅん

作
さ

業
ぎょう

手
て

順
じゅん

」「ＳＳＯＰ」（Sanitation 

Standard Operating Procedures）と呼
よ

ぶことがあります。

あ
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（ＳＳＯＰの事
じ

例
れい

※：食
しょく

肉
にく

処
しょ

理
り

業
ぎょう

）

（※令
れい

和
わ

３年
ねん

７月
がつ

　食
しょく

肉
にく

流
りゅう

通
つう

Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰ手
て

引
びき

書
しょ

作
さく

成
せい

委
い

員
いん

会
かい

資
し

料
りょう

を改
かい

変
へん

）

このＳＳＯＰは、食
しょく

肉
にく

処
しょ

理
り

業
ぎょう

におけるスライサーの洗
せん

浄
じょう

方
ほう

法
ほう

の事
じ

例
れい

です。

そのまま自
じ

分
ぶん

の職
しょく

場
ば

に導
どう

入
にゅう

するのではなく、この手
て

順
じゅん

が自
じ

分
ぶん

の職
しょく

場
ば

でも有
ゆう

スライサー洗
せん

浄
じょう

手
て

順
じゅん

書
しょ

作
さく

成
せい

：2025年
ねん

３月
がつ

１日
にち

改
かい

定
てい

：2025年
ねん

９月
がつ

１日
にち

起
き

案
あん

：佐
さ

藤
とう

一
いち

郎
ろう

承
しょう

認
にん

：鈴
すず

木
き

太
た

郎
ろう

１．適
てき

用
よう

範
はん

囲
い

食
しょく

肉
にく

加
か

工
こう

室
しつ

内
ない

で使
し

用
よう

するスライサーの洗
せん

浄
じょう

２．使
し

用
よう

薬
やく

剤
ざい

中
ちゅう

性
せい

洗
せん

剤
ざい

（XX-999）：20倍
ばい

希
き

釈
しゃく

弱
じゃく

アルカリ性
せい

洗
せん

剤
ざい

（YY-333）：10倍
ばい

希
き

釈
しゃく

３．使
し

用
よう

器
き

具
ぐ

ブラシ、水
みず

切
き

り、バケツ、安
あん

全
ぜん

手
て

袋
ぶくろ

、布
ふ

巾
きん

（不
ふ

織
しょく

布
ふ

）、移
い

動
どう

式
しき

コンテナ（洗
せん

浄
じょう

に使
し

用
よう

する45～60℃

の温
おん

水
すい

を貯
た

めたもの）

４．頻
ひん

度
ど

毎
まい

日
にち

のスライス作
さ

業
ぎょう

終
しゅう

了
りょう

後
ご

５．手
て

順
じゅん

スライサー

スライサーの洗
せん

浄
じょう

では安
あん

全
ぜん

手
て

袋
ぶくろ

を着
ちゃく

用
よう

する

①カバー、ベルトを取
と

り外
はず

す　

②�付
ふ

着
ちゃく

した肉
にく

片
へん

や残
ざん

渣
さ

を取
と

り除
のぞ

き、廃
はい

棄
き

物
ぶつ

容
よう

器
き

に

収
しゅう

納
のう

する

③温
おん

水
すい

をかける

④中
ちゅう

性
せい

洗
せん

剤
ざい

を付
つ

けたブラシでこすり洗
あら

いをする

⑤温
おん

水
すい

ですすぐ

⑥�弱
じゃく

アルカリ性
せい

洗
せん

剤
ざい

を付
つ

けたブラシでこすり洗
あら

いを

する

⑦温
おん

水
すい

ですすぐ

⑧布
ふ

巾
きん

（不
ふ

織
しょく

布
ふ

）で水
みず き

を切る

６．実
じっ

施
し

者
しゃ

スライス作
さ

業
ぎょう

担
たん

当
とう

者
しゃ

７．管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

洗
せん

浄
じょう

後
ご

、肉
にく

片
へん

や汚
よご

れが残
のこ

っていないこと

８．点
てん

検
けん

工
こう

場
じょう

長
ちょう

が点
てん

検
けん

する

９．異
い

常
じょう

時
じ

の措
そ

置
ち

管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

を満
み

たしていない場
ば

合
あい

、再
さい

洗
せん

浄
じょう

10．記
き

録
ろく

「薬
やく

剤
ざい

受
うけ

払
はらい

記
き

録
ろく

」「機
き

器
き

類
るい

洗
せん

浄
じょう

管
かん

理
り

記
き

録
ろく

表
ひょう

」
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効
こう

であることを検
けん

証
しょう

してから、導
どう

入
にゅう

すべきです。検
けん

証
しょう

は、以
い

下
か

のような視
し

点
てん

で行
おこな

います。

・自
じ

分
ぶん

の職
しょく

場
ば

の施
し

設
せつ

、設
せつ

備
び

にあてはめることはできるか。

・自
じ

分
ぶん

の職
しょく

場
ば

でも意
い

図
と

された通
とお

りの結
けっ

果
か

（例
れい

：洗
せん

浄
じょう

効
こう

果
か

）を得
え

られるか。

・�誰
だれ

がやっても同
おな

じ結
けっ

果
か

が得
え

られるように手
て

順
じゅん

が示
しめ

されているか（例
たと

え

ば、熱
ねっ

水
すい

の温
おん

度
ど

や量
りょう

が指
し

定
てい

してあるか）。

・忙
いそが

しいときでも無
む

理
り

なく実
じっ

行
こう

できる手
て

順
じゅん

か。

・実
じっ

行
こう

した結
けっ

果
か

を正
ただ

しく記
き

録
ろく

できるか。

・記
き

録
ろく

は、異
い

常
じょう

にすぐ気
き

が付
つ

くことができる様
よう

式
しき

か。

などです。

なお「清
せい

掃
そう

・洗
せん

浄
じょう

・消
しょう

毒
どく

」では、設
せつ

備
び

によって、日
にち

常
じょう

的
てき

な清
せい

掃
そう

・洗
せん

浄
じょう

・消
しょう

毒
どく

と、

一
いっ

定
てい

期
き

間
かん

経
けい

過
か

するたびに行
おこな

う特
とく

別
べつ

な清
せい

掃
そう

・洗
せん

浄
じょう

・消
しょう

毒
どく

に区
く

別
べつ

する場
ば

合
あい

や、そ

れらを組
く

み合
あ

わせて実
じっ

行
こう

する場
ば

合
あい

があります。手
て

順
じゅん

書
しょ

は、それぞれごとに用
よう

意
い

することになります。

ある施
し

設
せつ

や設
せつ

備
び

、器
き

具
ぐ

を清
せい

掃
そう

または洗
せん

浄
じょう

、消
しょう

毒
どく

することによって、汚
お

染
せん

物
ぶつ

がその周
しゅう

囲
い

に拡
かく

散
さん

してしまうことは避
さ

けなければなりません。しかし、どれ

だけ気
き

をつけても、周
しゅう

囲
い

の施
し

設
せつ

や設
せつ

備
び

、器
き

具
ぐ

が、汚
お

染
せん

物
ぶつ

に含
ふく

まれる危
き

害
がい

物
ぶっ

質
しつ

に交
こう

差
さ

汚
お

染
せん

されてしまう可
か

能
のう

性
せい

をなくすことはできません。

したがって、清
せい

掃
そう

、洗
せん

浄
じょう

・ 消
しょう

毒
どく

の手
て

順
じゅん

は、清
せい

掃
そう

や洗
せん

浄
じょう

、 消
しょう

毒
どく

したい施
し

設
せつ

、設
せつ

備
び

、器
き

具
ぐ

の清
せい

潔
けつ

さだけでなく、清
せい

掃
そう

や洗
せん

浄
じょう

、消
しょう

毒
どく

したことで周
しゅう

囲
い

の施
し

設
せつ

、設
せつ

備
び

・器
き

具
ぐ

を汚
お

染
せん

させないものでなければなりません。

実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

（記
き

録
ろく

）を観
かん

察
さつ

して、手
て

順
じゅん

通
どお

りに作
さ

業
ぎょう

が行
おこな

われていない場
ば

合
あい

や、

手
て

順
じゅん

通
どお

りの作
さ

業
ぎょう

が行
おこな

われたかどうかがわからないときは、手
て

順
じゅん

そのものま

たは手
て

順
じゅん

書
しょ

を改
かい

善
ぜん

して、誰
だれ

もが間
ま

違
ちが

いなく実
じっ

行
こう

できる手
て

順
じゅん

または手
て

順
じゅん

書
しょ

にし

なければなりません。

これも、職
しょく

長
ちょう

に期
き

待
たい

される知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

です。
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③「作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」でリーダーシップを発
はっ

揮
き

する

「作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」も、「どんな  食
しょく

品
ひん

を作
つく さ

るときも、どこの作 業
ぎょうじょう

も

共
きょう

通
つう

して行
おこな

われる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」です。販
はん

売
ばい

された後
のち

お客
きゃく

様
さま

がそのまま食
た

べ

る食
しょく

品
ひん

例
たと

えば弁
べん

当
とう

や惣
そう

菜
ざい

の盛
も

り付
つ

けを行
おこな

う作
さ

業
ぎょう

では、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

は特
とく

に重
じゅう

要
よう

です。

そのような職
しょく

場
ば

では、「健
けん

康
こう

チェック」、「作
さ

業
ぎょう

服
ふく

」、「手
て

洗
あら

い」、「手
て

袋
ぶくろ

、エ

プロンの着
ちゃく

用
よう

と交
こう

換
かん

」、「持
も

ち物
もの

の制
せい

限
げん

などの作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が守
まも

らなければならない

こと」など、特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストで学
まな

んだことだけでなく、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

自
じ

身
しん

が危
き

害
がい

要
よう

因
いん

を持
も

ち込
こ

む原
げん

因
いん

にならないよう、それぞれの職
しょく

場
ば

に合
あ

った衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を行
おこな

わなければなりません。

作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

自
じ

身
しん

が危
き

害
がい

要
よう

因
いん

を持
も

ち込
こ

むかもしれない事
じ

例
れい

ア．�設
せつ

備
び

・機
き

械
かい

のメンテナンスを行
おこな

っている作
さ

業
ぎょう

員
いん

と、廃
はい

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

の運
うん

転
てん

を行
おこな

っている作
さ

業
ぎょう

員
いん

と、弁
べん

当
とう

や惣
そう

菜
ざい

の盛
も

り付
つ

けを行
おこな

う作
さ

業
ぎょう

員
いん

が、工
こう

場
じょう

内
ない

の同
おな

じ食
しょく

堂
どう

で一
いっ

緒
しょ

に昼
ちゅう

食
しょく

を食
た

べることで、人
ひと

から人
ひと

へ食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

やアレルギー物
ぶっ

質
しつ

が受
う

け渡
わた

されるかもしれません。

�食
しょく

堂
どう

を分
わ

けることができない場
ば

合
あい

でも、食
しょく

堂
どう

を利
り

用
よう

する時
じ

間
かん

を分
わ

けた

方
ほう

が良
よ

いかもしれません。

イ．�魚
ぎょ

介
かい

類
るい

の加
か

工
こう

場
じょう

で魚
さかな

の頭
あたま

と内
ない

臓
ぞう

を除
じょ

去
きょ

するラインで、作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の床
ゆか

に

魚
さかな

の内
ない

臓
ぞう

が落
お

ちているような場
ば

合
あい

、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の長
なが

靴
ぐつ

の底
そこ

に、魚
さかな

の内
ない

臓
ぞう

が

はさまってしまうことがあるかもしれません。

�その作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が他
ほか

の区
く

画
かく

に移
い

動
どう

するとき、また、他
ほか

の区
く

画
かく

の作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

がそ

の床
ゆか

を通
とお

って移
い

動
どう

するときに、長
なが

靴
ぐつ

の裏
うら

にはさまった魚
さかな

の内
ない

臓
ぞう

が他
ほか

の

区
く

画
かく

に持
も

ち込
こ

まれてしまうかもしれません。

�持
も

ち込
こ

まれた魚
さかな

の内
ない

臓
ぞう

は、生
せい

物
ぶつ

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

（例
れい

：食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

、アニサキ

ス）または化
か

学
がく

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

（例
れい

：ヒスタミン、食
しょく

物
もつ

アレルギー）にな

るかもしれません。

このような、「自
じ

分
ぶん

の職
しょく

場
ば

で製
せい

造
ぞう

している作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

として、何
なに

を、

場 で

に
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どのような方
ほう

法
ほう

・手
て

順
じゅん

で行
おこな

うのが適
てき

切
せつ

か」（上
うえ

の例
れい

では、食
しょく

堂
どう

の利
り

用
よう

のルー

ルをどうしたらよいか、長
なが

靴
ぐつ

の汚
よご

れについてどう対
たい

応
おう

したらよいか）を自
じ

分
ぶん

で

考
かんが

えて衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の手
て

順
じゅん

をつくること、つくった方
ほう

法
ほう

・手
て

順
じゅん

が適
てき

切
せつ

かどうかを

検
けん

証
しょう

することが必
ひつ

要
よう

です。

さらに、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

が危
き

害
がい

要
よう

因
いん

を持
も

ち込
こ

む原
げん

因
いん

になってしまう可
か

能
のう

性
せい

があるこ

とを作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が理
り

解
かい

し、そうならないようにするために自
じ

分
ぶん

は何
なに

をしなければ

ならないか、何
なに

をしてはいけないかを、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の１
ひと

人
り

１
ひと

人
り

が自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えるこ

とが必
ひつ

要
よう

です。

作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

がそのような行
こう

動
どう

を取
と

るように教
きょう

育
いく

・指
し

導
どう

することが、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

における職
しょく

長
ちょう

の、大
たい

切
せつ

な役
やく

割
わり

です。

　～コラム～　メンバーの健
けん

康
こう

管
かん

理
り

と職
しょく

長
ちょう

の役
やく

割
わり

あなたは惣
そう

菜
ざい

工
こう

場
じょう

の盛
も

り付
つ

けラインのライン長
ちょう

です。

あなたと同
おな

じラインで作
さ

業
ぎょう

している作
さ

業
ぎょう

員
いん

が、工
こう

場
じょう

に向
む

かうバスの中
なか

で、お腹
なか

に手
て

を当
あ

てていました。

一
いっ

緒
しょ

に健
けん

康
こう

チェックと着
き

替
が

え、手
て

洗
あら

いを済
す

ませましたがどうも元
げん

気
き

がな

さそうなので聞
き

いてみると、朝
あさ

からお腹
なか

が痛
いた

くて下
げ

痢
り

をしていたとのこ

と。でも今
いま

は我
が

慢
まん

できるし仕
し

事
ごと

はしたいので、健
けん

康
こう

チェックの記
き

録
ろく

には

「体
たい

調
ちょう

に異
い

常
じょう

なし」と記
き

入
にゅう

して作
さ

業
ぎょう

場
じょう

に入
にゅう

場
じょう

したとのことだった。

あなたはどうしますか。

１．�休
やす

みを取
と

らせる。タクシーか電
でん

車
しゃ

またはバスで宿
しゅく

舎
しゃ

（寮
りょう

）に帰
かえ

らせる。

２．�またお腹
なか

が痛
いた

くなったり、下
げ

痢
り

したり、熱
ねつ

が出
で

たりしたらすぐ仕
し

事
ごと

を止
と

めて、家
いえ

に帰
かえ

ることを約
やく

束
そく

させて、盛
も

り付
つ

けラインの仕
し

事
ごと

をさせる。

３．�盛
も

り付
つ

けラインの仕
し

事
ごと

はさせないで、加
か

熱
ねつ

殺
さっ

菌
きん

工
こう

程
てい

のある焼
や

き鳥
とり

ライ

ンのライン長
ちょう

に頼
たの

んで、焼
や

き鳥
とり

を串
くし

に刺
さ

す作
さ

業
ぎょう

をさせる。

１．２．３．のどれが正
ただ

しいかということは簡
かん

単
たん

に決
き

められません。１．
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２．３．以
い

外
がい

の対
たい

応
おう

もあるかもしれません。あなたの職
しょく

場
ば

のルールに従
したが

っ

て判
はん

断
だん

することになります。

このケースで問
もん

題
だい

なのは、お腹
なか

が痛
いた

くて、下
げ

痢
り

をしている作
さ

業
ぎょう

員
いん

が、そ

のことを隠
かく

していたことです。健
けん

康
こう

チェックの記
き

録
ろく

に正
しょう

直
じき

に記
き

入
にゅう

しなかっ

たことです。

もし、この作
さ

業
ぎょう

員
いん

が食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

に感
かん

染
せん

していて、それがあなたの職
しょく

場
ば

の

製
せい

品
ひん

を汚
お

染
せん

して、お客
きゃく

様
さま

が食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

になった場
ば

合
あい

、それによって生
しょう

じる会
かい

社
しゃ

の損
そん

害
がい

は非
ひ

常
じょう

に大
おお

きいです。

作
さ

業
ぎょう

員
いん

自
じ

身
しん

も、これまでと同
おな

じようには仕
し

事
ごと

ができなくなってしまう

かもしれません。

職
しょく

長
ちょう

は、体
たい

調
ちょう

が良
よ

くないときは、隠
かく

さず正
しょう

直
じき

にそのことを上
じょう

司
し

に報
ほう

告
こく

するよう、日
ひ

頃
ごろ

から作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

に教
きょう

育
いく

し、理
り

解
かい

させておく必
ひつ

要
よう

があります。

④緊
きん

急
きゅう

時
じ

の対
たい

応
おう

職
しょく

長
ちょう

は、さらに、一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

が管
かん

理
り

状
じょう

態
たい

から逸
いつ

脱
だつ

してい

ることを知
し

ったとき、すぐに責
せき

任
にん

者
しゃ

に報
ほう

告
こく

するだけではなく、製
せい

造
ぞう

ラインを

どうすべきか、それまでに製
せい

造
ぞう

した食
しょく

品
ひん

をどうすべきか（どこからどこま

での食
しょく

品
ひん

に対
たい

して処
しょ

置
ち

すべきか）、判
はん

断
だん

できる必
ひつ

要
よう

があります。

そのためには、一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

が、正
ただ

しく記
き

録
ろく

され、すぐに監
かん

視
し

できるチェックシートが必
ひつ

要
よう

です。
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（記
き

録
ろく

の様
よう

式
しき

、チェックシートの事
じ

例
れい

）

上
うえ

の事
じ

例
れい

のように、チェックシートでは、それが決
き

められた時
じ

間
かん

帯
たい

に観
かん

測
そく

さ

れた結
けっ

果
か

なのかが正
せい

確
かく

に記
き

録
ろく

されることと、その観
かん

測
そく

結
けっ

果
か

が管
かん

理
り

状
じょう

態
たい

かどう

かを判
はん

断
だん

できる明
めい

確
かく

な基
き

準
じゅん

（上
うえ

の例
れい

では「基
き

準
じゅん

温
おん

度
ど

」）が示
しめ

されていること

が重
じゅう

要
よう

です。

例
たと

えば「冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

に物
もの

を入
い

れすぎていない」という基
き

準
じゅん

しか書
か

かれていない

のは悪
わる

いチェックシートです。どういう状
じょう

態
たい

が「入
い

れすぎ」なのか、明
めい

確
かく

で

ないからです。

観
かん

測
そく

するべき時
じ

刻
こく

が明
めい

示
じ

されていても、それが作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が無
む

理
り

なく温
おん

度
ど

計
けい

を

見
み

て記
き

録
ろく

することができる余
よ

裕
ゆう

のある時
じ

間
かん

帯
たい

でなければ、それも悪
わる

いチェック

シートです。

原
げん

料
りょう

保
ほ

管
かん

庫
こ

温
おん

度
ど

計
けい

記
き

録
ろく

表
ひょう 制

せい

定
てい

：

2024.9.1

改
かい

定
てい

：

2025.3.1

原
げん

料
りょう

保
ほ

管
かん

庫
こ

No.

温
おん

度
ど

計
けい

No.

基
き

準
じゅん

温
おん

度
ど

：

0.0～3.0℃

基
き

準
じゅん

温
おん

度
ど

を逸
いつ

脱
だつ

していた場
ば

合
あい

、ただち

に班
はん

長
ちょう

に報
ほう

告
こく

すること

日
ひ

付
づけ

年
ねん

　月
がつ

　日
ひ

計
けい

画
かく

時
じ

刻
こく

実
じっ

施
し

時
じ

刻
こく

温
おん

度
ど

計
けい

示
し

度
ど

判
はん

定
てい

記
き

録
ろく

者
しゃ

備
び

考
こう

（※）

７:00 　： 　．　℃ 適
てき

・否
ひ

11:00 　： 　．　℃ 適
てき

・否
ひ

15:00 　： 　．　℃ 適
てき

・否
ひ

19:00 　： 　．　℃ 適
てき

・否
ひ

21:00 　： 　．　℃ 適
てき

・否
ひ

記
き

録
ろく

の点
てん

検
けん

点
てん

検
けん

日
び

点
てん

検
けん

時
じ

刻
こく

判
はん

定
てい

点
てん

検
けん

者
しゃ

備
び

考
こう

（※）�温
おん

度
ど

計
けい

を確
かく

認
にん

する直
ちょく

前
ぜん

に原
げん

材
ざい

料
りょう

の受
うけ

払
はら

いが行
おこな

われていたかどうかや、

記
き

録
ろく

ののち何
なに

か処
しょ

置
ち

を行
おこな

った場
ば

合
あい

、その処
しょ

置
ち

を記
き

録
ろく

する。
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　～コラム～　食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

の事
じ

故
こ

例
れい

惣
そう

菜
ざい

が、サルモネラ属
ぞく

細
さい

菌
きん

に汚
お

染
せん

されて発
はっ

生
せい

した 食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

の事
じ

故
こ

例
れい

（2019 年
ねん

）を紹
しょう

介
かい

します。

この事
じ

故
こ

では、この惣
そう

菜
ざい

を食
た

べた 5,949 人
にん

のうち 116 人
にん

が発
はっ

症
しょう

しま

した。病
びょう

院
いん

、特
とく

別
べつ

養
よう

護
ご

老
ろう

人
じん

ホームその他
ほか

の福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

の方
かた

々
がた

でした。発
はっ

症
しょう

者
しゃ

の多
おお

くは高
こう

齢
れい

者
しゃ

で、年
ねん

齢
れい

別
べつ

では 90 代
だい

が 33 人
にん

、80 代
だい

が 30 人
にん

、70 代
だい

が 21 人
にん

でした。患
かん

者
じゃ

からはサルモネラ属
ぞく

菌
きん

が検
けん

出
しゅつ

されました。

この食
しょく

品
ひん

の主
おも

な原
げん

材
ざい

料
りょう

は、人
にん

参
じん

・ごぼう・里
さと

芋
いも

でした。サルモネラ属
ぞく

菌
きん

が付
ふ

着
ちゃく

していることがある鶏
けい

卵
らん

は、使
し

用
よう

していませんでした。製
せい

造
ぞう

方
ほう

法
ほう

は、野
や

菜
さい

類
るい

を下
した

茹
ゆ

でして調
ちょう

味
み

料
りょう

等
とう

と混
こん

合
ごう

し、合
ごう

成
せい

樹
じゅ

脂
し

の袋
ふくろ

に充
じゅう

填
てん

して

真
しん

空
くう

包
ほう

装
そう

し、冷
れい

凍
とう

庫
こ

で凍
とう

結
けつ

するというものでした。

この、野
や

菜
さい

類
るい

の下
した

茹
ゆ

でを行
おこな

ったすぐ隣
となり

で、「卵
たまご

とじ」の製
せい

造
ぞう

が行
おこな

われ

ていました。「卵
たまご

とじ」には未
み

殺
さっ

菌
きん

液
えき

卵
らん

が使
し

用
よう

されていました。「卵
たまご

とじ」

に使
し

用
よう

された未
み

殺
さっ

菌
きん

液
えき

卵
らん

がサルモネラ属
ぞく

細
さい

菌
きん

に汚
お

染
せん

されていて、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の手
て

指
ゆび

やエプロン、器
き

具
ぐ

等
とう

を介
かい

した交
こう

差
さ

汚
お

染
せん

により、惣
そう

菜
ざい

がサルモネラ属
ぞく

細
さい

菌
きん

に汚
お

染
せん

した可
か

能
のう

性
せい

が示
しめ

されています。

この食
しょく

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

・販
はん

売
ばい

した会
かい

社
しゃ

は、社
しゃ

告
こく

を発
はっ

表
ぴょう

して自
じ

主
しゅ

回
かい

収
しゅう

を始
はじ

めてい

ましたが、行
ぎょう

政
せい

から回
かい

収
しゅう

命
めい

令
れい

を受
う

け、改
あらた

めてお詫
わ

びの社
しゃ

告
こく

を発
はっ

表
ぴょう

しました。

この惣
そう

菜
ざい

の製
せい

造
ぞう

工
こう

場
じょう

がＨ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を行
おこな

っていたかどう

かは明
あき

らかではありません。行
おこな

っていたとしても、この惣
そう

菜
ざい

の「危
き

害
がい

要
よう

因
いん

分
ぶん

析
せき

」では、サルモネラ属
ぞく

細
さい

菌
きん

は危
き

害
がい

要
よう

因
いん

として認
にん

識
しき

されていなかった

かもしれません。

しかし、もし「製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

一
いち

覧
らん

図
ず

（フローダイアグラム）の現
げん

場
ば

確
かく

認
にん

」を

行
おこな

ったとき（「製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

一
いち

覧
らん

図
ず

（フローダイアグラム）の現
げん

場
ば

確
かく

認
にん

」は「４．

Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」の「（３）Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の 12

手
て

順
じゅん

」の「手
て

順
じゅん

５」で学
まな

びます。）、下
した

茹
ゆ

で工
こう

程
てい

のすぐ隣
となり

で「卵
たまご

とじ」が

製
せい

造
ぞう

されていたら、未
み

殺
さっ

菌
きん

液
えき

卵
らん

からのサルモネラ属
ぞく

細
さい

菌
きん

の交
こう

差
さ

汚
お

染
せん

の可
か

能
のう

性
せい

に気
き

づくことができていたかもしれません。
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隣
となり

の製
せい

造
ぞう

ラインの未
み

殺
さっ

菌
きん

液
えき

卵
らん

からのサルモネラ属
ぞく

細
さい

菌
きん

の交
こう

差
さ

汚
お

染
せん

の可
か

能
のう

性
せい

に気
き

づくことができていなかったときでも、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

自
じ

身
しん

（作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の

手
て

指
ゆび

や作
さ

業
ぎょう

服
ふく

、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が使
し

用
よう

する器
き

具
ぐ

等
とう

）が危
き

害
がい

要
よう

因
いん

を持
も

ち込
こ

んでしま

うことがあるということをしっかり理
り

解
かい

していたら、隣
となり

の製
せい

造
ぞう

ラインで

「卵
たまご

とじ」を製
せい

造
ぞう

するときは、野
や

菜
さい

類
るい

の下
した

茹
ゆ

ではしない（時
じ

間
かん

帯
たい

による

区
く

分
ぶん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

）という衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

ができていたかもしれません。

「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」、「一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」、どちらも危
き

害
がい

要
よう

因
いん

が

食
しょく

品
ひん

に含
ふく

まれないようにするための管
かん

理
り

ですが、どちらも、「一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」が大
だい

前
ぜん

提
てい

です。

４．Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

（１）重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の管
かん

理
り

と一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

（復
ふく

習
しゅう

）

特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストでは、「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」について以
い

下
か

のことを学
まな

びました。

・�一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

だけでなく、重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の管
かん

理
り

（Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰプラン）を組
く

み

合
あ

わせて行
おこな

う衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

（特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキスト２章
しょう

－１．参
さん

照
しょう

）

・�一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

と重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の管
かん

理
り

が正
ただ

しく実
じっ

行
こう

されていることを監
かん

視
し

（モニタリング）して、正
ただ

しく実
じっ

行
こう

されなかった場
ば

合
あい

は、その食
しょく

品
ひん

を出
しゅっ

荷
か

させないしくみ（特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキスト２章
しょう

４．参
さん

照
しょう

）

・�一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

でも、重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の管
かん

理
り

でも、「いつ」「誰
だれ

が」「どのよう

に記
き

録
ろく

するのか」の手
て

順
じゅん

を 予
あらかじ

め決
き

めなければならない。（特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキスト２章
しょう

－４．－（５）参
さん

照
しょう

）

（２）職
しょく

長
ちょう

に必
ひつ

要
よう

な「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」の知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

職
しょく

長
ちょう

には、

①自
じ

分
ぶん

の職
しょく

場
ば

で製
せい

造
ぞう

している飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

における危
き

害
がい

要
よう

因
いん

は何
なに

か

②�それぞれの危
き

害
がい

要
よう

因
いん

を除
じょ

去
きょ

するためにはどのような一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

とどのよう

なＨ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰプランが効
こう

果
か

的
てき

か

を自
じ

分
ぶん

で考
かんが

える知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

が必
ひつ

要
よう

です。
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例
たと

えば白
はく

飯
はん

（お米
こめ

を炊
た

いたもの）の製
せい

造
ぞう

では、炊
すい

飯
はん

前
まえ

のお米
こめ

と水
みず

に含
ふく

まれて

いるかもしれない食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

と、炊
すい

飯
はん

した後
のち

の白
はく

飯
はん

を汚
お

染
せん

してしまう食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

が、危
き

害
がい

要
よう

因
いん

として考
かんが

えられます。

炊
すい

飯
はん

前
まえ

のお米
こめ

と水
みず

に含
ふく

まれているかもしれない食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

は、普
ふ

通
つう

にお米
こめ

を

炊
た

く工
こう

程
てい

（加
か

熱
ねつ

による炊
すい

飯
はん

）で殺
さっ

菌
きん

されてしまうので、炊
すい

飯
はん

工
こう

程
てい

を重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

（ＣＣＰ）とする必
ひつ

要
よう

はありません。

炊
すい

飯
はん

した後
のち

の白
はく

飯
はん

が食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

で汚
お

染
せん

されないようにするのは一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

です。したがって、白
はく

飯
はん

は、重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の管
かん

理
り

（Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰプラン）ではなく、

一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

によって危
き

害
がい

要
よう

因
いん

が含
ふく

まれないようにすることになります。

これに対
たい

し、例
たと

えば牡
か

蠣
き

フライの製
せい

造
ぞう

では、一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

によって異
い

物
ぶつ

の混
こん

入
にゅう

などを防
ふせ

ぐだけでなく、フライを揚
あ

げるときの中
ちゅう

心
しん

温
おん

度
ど

が 85℃以
い

上
じょう

で 90

秒
びょう

以
い

上
じょう

保
たも

たれるようにしてノロウイルスをやっつけることを重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

とす

るＨ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰプランを組
く

み合
あ

わせるのが効
こう

果
か

的
てき

です。（特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テ

キスト２章
しょう

－２．－（３）－②参
さん

照
しょう

）

このように、「危
き

害
がい

要
よう

因
いん

は何
なに

か、その危
き

害
がい

要
よう

因
いん

を除
じょ

去
きょ

するためにはどのよう

な一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

とどのようなＨ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰプランが効
こう

果
か

的
てき

か」は、飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

の

種
しゅ

類
るい

によって異
こと

なります。

このうち生
せい

物
ぶつ

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

に対
たい

する管
かん

理
り

の方
ほう

法
ほう

は、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

に加
か

熱
ねつ

調
ちょう

理
り

があ

るかないかによって、異
こと

なってきます。惣
そう

菜
ざい

を例
れい

に考
かんが

えてみましょう。

ア．加
か

熱
ねつ

しない惣
そう

菜
ざい

（刺
さし

身
み

盛
も

り合
あ

わせ、野
や

菜
さい

サラダなど）

イ．加
か

熱
ねつ

する惣
そう

菜
ざい

（煮
に

物
もの

、コロッケ、焼
や

き魚
ざかな

、卵
たまご

焼
や

き、ハンバーグなど）

ウ．�加
か

熱
ねつ

したのちさらに調
ちょう

理
り

する惣
そう

菜
ざい

（ポテトサラダ、タルタルソース

付
つき

の白
しろ

身
み

フライなど）

ア．�加
か

熱
ねつ

しない惣
そう

菜
ざい

では、生
せい

物
ぶつ

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

（食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

やウイルス）に対
たい

しては「付
つ

けない」「増
ふ

やさない」ために、手
て

洗
あら

いや温
おん

度
ど

管
かん

理
り

などの

一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

が重
じゅう

要
よう

です。原
げん

材
ざい

料
りょう

の受
うけ

入
いれ

から保
ほ

管
かん

、下
した

処
しょ

理
り

、調
ちょう

理
り

、

盛
も

り付
つ

け、すべての工
こう

程
てい

で一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を徹
てっ

底
てい

しなければなりませ
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ん。原
げん

材
ざい

料
りょう

の野
や

菜
さい

を殺
さっ

菌
きん

液
えき

で殺
さっ

菌
きん

する（やっつける）工
こう

程
てい

を重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

とすることもあります。そのときの管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

は、殺
さっ

菌
きん

液
えき

の濃
のう

度
ど

と殺
さっ

菌
きん

時
じ

間
かん

です。

イ．�加
か

熱
ねつ

する惣
そう

菜
ざい

では、加
か

熱
ねつ

調
ちょう

理
り

の工
こう

程
てい

で生
せい

物
ぶつ

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

（食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

や

ウイルス）を殺
さっ

菌
きん

する（やっつける）ことが重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

となります。

管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

は、加
か

熱
ねつ

の温
おん

度
ど

と時
じ

間
かん

で、食
しょく

品
ひん

の中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

が、基
き

準
じゅん

通
どお

りの

温
おん

度
ど

で基
き

準
じゅん

通
どお

りの時
じ

間
かん

で加
か

熱
ねつ

されなければなりません。ただし、殺
さっ

菌
きん

工
こう

程
てい

までの一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

で食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

が増
ふ

えていると、

定
さだ

められた基
き

準
じゅん

で殺
さっ

菌
きん

しても食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

が残
のこ

ってしまうことがありま

す。一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

は、重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の管
かん

理
り

の大
だい

前
ぜん

提
てい

です。

ウ．�加
か

熱
ねつ

したのちさらに調
ちょう

理
り

する惣
そう

菜
ざい

、例
たと

えば茹
ゆ

でたじゃがいもにハム

などを加
くわ

えたポテトサラダを作
つく

るとき、茹
ゆ

で卵
たまご

を使
つか

ってタルタルソー

スにするとき、食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

が繁
はん

殖
しょく

しないよう、じゃがいもや茹
ゆ

で 卵
たまご

は、すぐに冷
れい

却
きゃく

して調
ちょう

理
り

しなければなりません。このような加
か

熱
ねつ

し

た後
のち

の調
ちょう

理
り

の工
こう

程
てい

の温
おん

度
ど

管
かん

理
り

も、調
ちょう

理
り

する作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

も、

重
じゅう

要
よう

な一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

です。

他方で、物
た  ほう

理
り

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

（硬
こう

質
しつ

異
い

物
ぶつ

など）や化
か

学
がく

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

（アレルギー

物
ぶっ

質
しつ

の交
こう

差
さ

汚
お

染
せん

）に対
たい

しては、原
げん

材
ざい

料
りょう

の受
うけ

入
いれ

から保
ほ

管
かん

、下
した

処
しょ

理
り

、調
ちょう

理
り

、

盛
も

り付
つ

け、すべての工
こう

程
てい

で一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を徹
てっ

底
てい

しなければなりません。そ

のうえで、包
ほう

装
そう

後
ご

の製
せい

品
ひん

の全
ぜん

数
すう

を金
きん

属
ぞく

探
たん

知
ち

機
き

に通
とお

し、管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

を逸
いつ

脱
だつ

し

た製
せい

品
ひん

（一
いっ

定
てい

の大
おお

きさの金
きん

属
ぞく

が探
たん

知
ち

された製
せい

品
ひん

）を取
と

り除
のぞ

く工
こう

程
てい

を、重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

とするときがあります。

職
しょく

長
ちょう

には、このように、

①自
じ

分
ぶん

の職
しょく

場
ば

で製
せい

造
ぞう

している飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

における危
き

害
がい

要
よう

因
いん

は何
なに

と何
なに

か

②�それぞれの危
き

害
がい

要
よう

因
いん

を除
じょ

去
きょ

するためにはどのような一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

が必
ひつ

要
よう

か、どのようなＨ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰプランが効
こう

果
か

的
てき

か

を自
じ

分
ぶん

で考
かんが

える力
ちから

が必
ひつ

要
よう

です。

ぶつ
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（３）Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の 12 手
て

順
じゅん

Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

では、このような検
けん

討
とう

を、以
い

下
か

の 12 手
て

順
じゅん

で行
おこな

い

ます。

手
て

順
じゅん

６～手
て

順
じゅん

12 は、「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の７原
げん

則
そく

」です。

Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の７原
げん

則
そく

は特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストでも学
がく

習
しゅう

しました（特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキスト２章
しょう

－４．－（１）参
さん

照
しょう

）。手
て

順
じゅん

１

～手
て

順
じゅん

５は、Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の７原
げん

則
そく

を実
じっ

行
こう

するための準
じゅん

備
び

の手
て

順
じゅん

ということになります。

日
に

本
ほん

では、全
すべ

ての食
しょく

品
ひん

関
かん

連
れん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

（食
しょく

品
ひん

の製
せい

造
ぞう

加
か

工
こう

、調
ちょう

理
り

、販
はん

売
ばい

を行
おこな

う事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

）が「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰに基
もと

づく衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

（Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰの７原
げん

則
そく

に基
もと

づく

アプローチ）」または「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰの考
かんが

え方
かた

を取
と

り入
い

れた衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

（手
て

引
びき

書
しょ

を参
さん

考
こう

に、簡
かん

略
りゃく

化
か

されたアプローチ）」を行
おこな

うことが食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

法
ほう

で義
ぎ

務
む

化
か

されています。職
しょく

長
ちょう

は、自
じ

分
ぶん

の職
しょく

場
ば

がどちらなのかを理
り

解
かい

するとともに、

Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の７原
げん

則
そく

だけでなく、12 手
て

順
じゅん

を理
り

解
かい

しなければな

りません。

手
て

順
じゅん

１ H
ハ サ ッ プ

ACCPチームの編
へん

成
せい

手
て

順
じゅん

２ 製
せい

品
ひん

説
せつ

明
めい

書
しょ

の作
さく

成
せい

手
て

順
じゅん

３ 意
い

図
と

する用
よう

途
と

及
およ

び対
たい

象
しょう

となる消
しょう

費
ひ

者
しゃ

の確
かく

認
にん

手
て

順
じゅん

４ 製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

一
いち

覧
らん

図
ず

（フローダイアグラム）の作
さく

成
せい

手
て

順
じゅん

５ 製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

一
いち

覧
らん

図
ず

（フローダイアグラム）の現
げん

場
ば

確
かく

認
にん

手
て

順
じゅん

６（原
げん

則
そく

１） 危
き

害
がい

要
よう

因
いん

の分
ぶん

析
せき

手
て

順
じゅん

７（原
げん

則
そく

２） 重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の決
けっ

定
てい

手
て

順
じゅん

８（原
げん

則
そく

３） 管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

の決
けっ

定
てい

手
て

順
じゅん

９（原
げん

則
そく

４） 監
かん

視
し

（モニタリング）方
ほう

法
ほう

の設
せっ

定
てい

手
て

順
じゅん

10（原
げん

則
そく

５） 改
かい

善
ぜん

措
そ

置
ち

の設
せっ

定
てい

手
て

順
じゅん

11（原
げん

則
そく

６） 検
けん

証
しょう

方
ほう

法
ほう

の設
せっ

定
てい

手
て

順
じゅん

12（原
げん

則
そく

７） 記
き

録
ろく

と保
ほ

存
ぞん

方
ほう

法
ほう

の設
せっ

定
てい
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以
い

下
か

、12 手
て

順
じゅん

について順
じゅん

番
ばん

に説
せつ

明
めい

します。

　手
て

順
じゅん

１　Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰチームの編
へん

成
せい

Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰに基
もと

づく衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を行
おこな

うためには、製
せい

造
ぞう

する食
しょく

品
ひん

の原
げん

料
りょう

、

製
せい

造
ぞう

方
ほう

法
ほう

、規
き

格
かく

などの知
ち

識
しき

や、危
き

害
がい

要
よう

因
いん

に関
かん

する専
せん

門
もん

知
ち

識
しき

、工
こう

程
てい

管
かん

理
り

など

の専
せん

門
もん

知
ち

識
しき

や技
ぎ

能
のう

、製
せい

造
ぞう

計
けい

画
かく

や人
じん

員
いん

配
はい

置
ち

を決
き

める責
せき

任
にん

・権
けん

限
げん

がある人
じん

物
ぶつ

が

必
ひつ

要
よう

です。

そのような知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

、責
せき

任
にん

・権
けん

限
げん

がある人
ひと

々
びと

から構
こう

成
せい

されるチームを

編
へん

成
せい

することが、Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰの最
さい

初
しょ

の手
て

順
じゅん

（手
て

順
じゅん

１）です。

それらの専
せん

門
もん

知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

と責
せき

任
にん

・権
けん

限
げん

を持
も

つチームでなければ、以
い

下
か

の

手
て

順
じゅん

（手
て

順
じゅん

２～ 12）を最
さい

後
ご

までやることはできません。

　手
て

順
じゅん

２　製
せい

品
ひん

説
せつ

明
めい

書
しょ

の作
さく

成
せい

Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰに基
もと

づく衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を行
おこな

う対
たい

象
しょう

の製
せい

品
ひん

（飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

）の概
がい

要
よう

・

特
とく

徴
ちょう

を説
せつ

明
めい

する「製
せい

品
ひん

説
せつ

明
めい

書
しょ

」を作
さく

成
せい

します。例
たと

えば物
ぶつ

理
り

的
てき

・化
か

学
がく

的
てき

特
とく

徴
ちょう

（例
れい

：形
かたち

、硬
かた

さ、水
すい

分
ぶん

活
かっ

性
せい

（Aw）、水
すい

素
そ

イオン濃
のう

度
ど

（pH）、色
いろ

、におい）、

組
そ

成
せい

、原
げん

材
ざい

料
りょう

、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

（例
れい

：熱
ねつ

処
しょ

理
り

、冷
れい

凍
とう

、塩
えん

蔵
ぞう

、燻
くん

製
せい

）、包
ほう

装
そう

形
けい

態
たい

、

保
ほ

存
ぞん

性
せい

、保
ほ

存
ぞん

条
じょう

件
けん

、配
はい

送
そう

方
ほう

法
ほう

などの説
せつ

明
めい

です。

缶
かん

詰
づめ

、レトルト食
しょく

品
ひん

、カップ麺
めん

、包
ほう

装
そう

されたパン、そのまま食
た

べられ

る惣
そう

菜
ざい

・弁
べん

当
とう

、など、飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

の概
がい

要
よう

・特
とく

徴
ちょう

によって、何
なに

が危
き

害
がい

要
よう

因
いん

に

なるかが、異
こと

なってきます。

製
せい

品
ひん

説
せつ

明
めい

書
しょ

（手
て

順
じゅん

２）は、危
き

害
がい

要
よう

因
いん

の分
ぶん

析
せき

（手
て

順
じゅん

６（原
げん

則
そく

１））で使
し

用
よう

します。

　手
て

順
じゅん

３　意
い

図
と

する用
よう

途
と

及
およ

び対
たい

象
しょう

となる消
しょう

費
ひ

者
しゃ

の確
かく

認
にん

どのような目
もく

的
てき

で、誰
だれ

が消
しょう

費
ひ

するのかを確
かく

認
にん

します。どのように消
しょう

費
ひ

されるのか

（そのまま食
た

べられたり飲
の

まれたりするのか、加
か

熱
ねつ

されてから、または
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調
ちょう

理
り

されてから消
しょう

費
ひ

されるのか、開
かい

封
ふう

後
ご

何
なん

回
かい

かに分
わ

けて消
しょう

費
ひ

されるの

か）も確
かく

認
にん

します。

乳
にゅう

幼
よう

児
じ

も消
しょう

費
ひ

する可
か

能
のう

性
せい

があるのか、病
びょう

気
き

の人
ひと

や高
こう

齢
れい

者
しゃ

も食
た

べている

のかによって、考
こう

慮
りょ

すべき危
き

害
がい

要
よう

因
いん

が異
こと

なってくることがあります。

意
い

図
と

する用
よう

途
と

及
およ

び対
たい

象
しょう

となる消
しょう

費
ひ

者
しゃ

の確
かく

認
にん

の結
けっ

果
か

は、危
き

害
がい

要
よう

因
いん

の分
ぶん

析
せき

（手
て

順
じゅん

６（原
げん

則
そく

１））で使
し

用
よう

します。

　手
て

順
じゅん

４　製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

一
いち

覧
らん

図
ず

（フローダイアグラム）の作
さく

成
せい

製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

一
いち

覧
らん

表
ひょう

（フローダイアグラム。以
い

下
か

「フローダイアグラム」と

いいます。）は、横
よこ

軸
じく

に全
すべ

ての原
げん

材
ざい

料
りょう

や包
ほう

装
そう

資
し

材
ざい

、縦
たて

軸
じく

に全
すべ

ての製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

を並
なら

べたものです。

全
すべ

ての製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

を対
たい

象
しょう

に、以
い

下
か

の考
かんが

え方
かた

でどの製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

にどのような

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

があるかを分
ぶん

析
せき

します。

インプット→プロセス→アウトプット

例
たと

えば「原
げん

材
ざい

料
りょう

の受
うけ

入
いれ

」のプロセスでは、

インプットは、①ダンボール箱
ばこ

に入
い

れられてトラックに積
つ

まれている原
げん

材
ざい

料
りょう

と②まだその原
げん

材
ざい

料
りょう

を受
う

け入
い

れていない原
げん

料
りょう

保
ほ

管
かん

庫
こ

、

アウトプットは、③ダンボール箱
ばこ

から取
と

り出
だ

されて原
げん

料
りょう

保
ほ

管
かん

庫
こ

に入
い

れ

られた原
げん

材
ざい

料
りょう

と④空
から

になったダンボール箱
ばこ

になります。

①②③④それぞれについて、危
き

害
がい

要
よう

因
いん

分
ぶん

析
せき

（手
て

順
じゅん

６（原
げん

則
そく

１））が行
おこな

わ

れることになります。

「野
や

菜
さい

の根
ね

切
き

り」というプロセスでは、

インプットは切
き

られる前
まえ

の野
や

菜
さい

のほか、清
せい

潔
けつ

な包
ほう

丁
ちょう

と、まな板
いた

、

アウトプットは、根
ね

が切
き

られた野
や

菜
さい

だけでなく、切
き

られた根
ね

、こぼれた
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野
や

菜
さい

片
へん

、汚
よご

れた包
ほう

丁
ちょう

、まな板
いた

、まな板
いた

を拭
ふ

いた布
ふ

巾
きん

（不
ふ

織
しょく

布
ふ

）になります。

野
や

菜
さい

の根
ね

切
き

りをする前
まえ

の作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

をインプット、野
や

菜
さい

の根
ね

切
き

りをした後
のち

の作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

をアウトプットと考
かんが

えることもできます。

アウトプットの作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の手
て

袋
ぶくろ

や作
さ

業
ぎょう

服
ふく

には、野
や

菜
さい

の根
ね

についていた土
つち

が付
つ

いているかもしれません。

「殺
さっ

菌
きん

液
えき

によるカット野
や

菜
さい

の殺
さっ

菌
きん

」というプロセスでは、

インプットは、①容
よう

器
き

または包
ほう

装
そう

に入
い

れられた殺
さっ

菌
きん

前
まえ

のカット野
や

菜
さい

のほ

か、②調
ちょう

製
せい

された殺
さっ

菌
きん

液
えき

、③殺
さっ

菌
きん

後
ご

のカット野
や

菜
さい

を入
い

れるために準
じゅん

備
び

さ

れた容
よう

器
き

または包
ほう

装
そう

などです。

アウトプットは、④新
あたら

しい容
よう

器
き

または包
ほう

装
そう

に入
い

れられた殺
さっ

菌
きん

後
ご

のカット

野
や

菜
さい

のほか、⑤殺
さっ

菌
きん

前
まえ

のカット野
や

菜
さい

を入
い

れていて今
いま

は空
から

になった容
よう

器
き

また

は包
ほう

装
そう

、汚
よご

れた殺
さっ

菌
きん

液
えき

、殺
さっ

菌
きん

槽
そう

を洗
あら

い流
なが

すときは、⑥洗
あら

い流
なが

した排
はい

水
すい

やそ

こに含
ふく

まれている野
や

菜
さい

片
へん

などです。

ある食
しょく

品
ひん

を蒸
じょう

気
き

で調
ちょう

理
り

する場
ば

合
あい

、調
ちょう

理
り

前
まえ

の食
しょく

品
ひん

だけでなく蒸
じょう

気
き

もイ

ンプットです。調
ちょう

理
り

後
ご

の食
しょく

品
ひん

だけでなく、排
はい

出
しゅつ

された蒸
じょう

気
き

や蒸
じょう

気
き

が凝
ぎょう

縮
しゅく

して水
みず

になった排
はい

水
すい

もアウトプットです。

製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

一
いち

覧
らん

図
ず

（フローダイアグラム）は、どの製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

にどのような

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

があるのかを分
ぶん

析
せき

する（危
き

害
がい

要
よう

因
いん

の分
ぶん

析
せき

（手
て

順
じゅん

６（原
げん

則
そく

１））た

めになくてはならないものです。

手
て

順
じゅん

４で作
さく

成
せい

された製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

一
いち

覧
らん

図
ず

（フローダイアグラム）は、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

一
いち

覧
らん

図
ず

（フローダイアグラム）の現
げん

場
ば

確
かく

認
にん

（手
て

順
じゅん

５）で検
けん

証
しょう

し、必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

には修
しゅう

正
せい

したうえで、危
き

害
がい

要
よう

因
いん

の分
ぶん

析
せき

（手
て

順
じゅん

６（原
げん

則
そく

１））で使
し

用
よう

します。
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製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

一
いち

覧
らん

図
ず

（フローダイアグラム）の事
じ

例
れい

出
しゅっ

典
てん

：冷
れい

凍
とう

食
しょく

品
ひん

協
きょう

会
かい

「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰに基
もと

づく衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

のための手
て

引
びき

書
しょ

」平
へい

成
せい

30 年
ねん

12 月
がつ

（第
だい

２版
はん

：令
れい

和
わ

３年
ねん

６月
がつ

）

汚
お

染
せん

作
さ

業
ぎょう

区
く

域
いき

準
じゅん

清
せい

潔
けつ

作
さ

業
ぎょう

区
く

域
いき

準
じゅん

清
せい

潔
けつ

作
さ

業
ぎょう

区
く

域
いき

清
せい

潔
けつ

作
さ

業
ぎょう

区
く

域
いき

汚
お

染
せん

作
さ

業
ぎょう

区
く

域
いき

2

15

22

24

9

3

16

10

4

17

11

5

18

12

6 7

19

25

13

設
せっ

定
てい

温
おん

度
ど

-20°C 以
い

下
か

設
せっ

定
てい

温
おん

度
ど

10°C 以
い

下
か

CCP1 焼
しょう

成
せい

機
き

設
せっ

定
てい

温
おん

度
ど

：205°C、通
つう

過
か

時
じ

間
かん

：180 秒
びょう

設
せっ

定
てい

CCP2 Fe 球
きゅう

：φ1.0mm,Sus 球
きゅう

：φ2.0mm

ジャケットタンク：10°C 以
い

下
か

風
ふう

袋
たい

込
こ

み 重
じゅう

量
りょう

:610g 以
い

上
じょう

／ 袋
ふくろ

出
しゅっ

荷
か

時
じ

の製
せい

品
ひん

温
おん

度
ど

：-18°C 以
い

下
か

設
せっ

定
てい

温
おん

度
ど
：-35°C、連

れん
続
ぞく

式
しき

フリーザーで40分
ぷん

凍
とう

結
けつ

、凍
とう

結
けつ

後
ご

品
ひん

温
おん

：-18°C以
い

下
か

出
しゅっ

典
てん

：冷
れい

凍
とう

食
しょく

品
ひん

協
きょう

会
かい

「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰに基
もと

づく衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

のための手
て

引
びき

書
しょ

」平
へい

成
せい

30 年
ねん

12 月
がつ

 （第
だい

2 版
はん

：令
れい

和
わ

3 年
ねん

6 月
がつ

）

設
せっ

定
てい

温
おん

度
ど

5°C 以
い

下
か

終
しゅう

了
りょう

時
じ

温
おん

度
ど

0〜5°C

工
こう
程
てい
フロー図

ず
（本

ほん
格
かく
グリルハンバーグ）

1
冷
れい

凍
とう

畜
ちく

肉
にく

14
冷
れい

凍
とう

保
ほ

管
かん

21
解
かい

凍
とう

28
焼

しょう
成
せい

34
箱
はこ

詰
づ

め

36
冷
れい

凍
とう

保
ほ

管
かん

26
計
けい

量
りょう

・混
こん

合
ごう

32
金
きん

属
ぞく

検
けん

出
しゅつ

機
き

30
急

きゅう
速
そく

凍
とう

結
けつ

23
細
さい

断
だん

29
放
ほう

冷
れい

35
パレタイズ

37
出

しゅっ
荷
か

27
成
せい

型
けい

33
ウェイトチェック

31
ピロー包

ほう
装
そう

8
受
うけ

入
いれ

冷
れい

蔵
ぞう

液
えき

卵
らん

冷
れい

蔵
ぞう

保
ほ

管
かん

受
うけ

入
いれ

粉
ふん

末
まつ

調
ちょう

味
み

料
りょう

受
うけ

入
いれ

玉
たま

ネギ

常
じょう

温
おん

保
ほ

管
かん

常
じょう

温
おん

保
ほ

管
かん

常
じょう

温
おん

保
ほ

管
かん

常
じょう

温
おん

保
ほ

管
かん

洗
せん

浄
じょう

細
さい

断
だん

20
皮
かわ

剥
む

き

受
うけ

入
いれ

パン粉
こ

受
うけ

入
いれ

水
すい

道
どう

水
すい

包
ほう

装
そう

資
し

材
ざい

冷
れい

却
きゃく

平
へい

成
せい

○年
ねん

○月
がつ

○日
にち

○○（株
かぶ

）　○○工
こう

場
じょう
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手
て

順
じゅん

５　製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

一
いち

覧
らん

図
ず

（フローダイアグラム）の現
げん

場
ば

確
かく

認
にん

手
て

順
じゅん

４で作
さく

成
せい

した製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

一
いち

覧
らん

図
ず

（フローダイアグラム）を現
げん

場
ば

で確
かく

認
にん

します。

現
げん

場
ば

で確
かく

認
にん

することによって、フローダイアグラムを作
さく

成
せい

した段
だん

階
かい

では

気
き

づけなかった様
さま

々
ざま

なインプットやアウトプット、それらによって生
しょう

じ

る危
き

害
がい

要
よう

因
いん

に気
き

づくことができます。

現
げん

場
ば

確
かく

認
にん

していないフローダイアグラムでは、危
き

害
がい

要
よう

因
いん

分
ぶん

析
せき

しても、重
じゅう

要
よう

な危
き

害
がい

要
よう

因
いん

を見
み

落
お

としてしまうことになります。

例
たと

えば、殺
さっ

菌
きん

液
えき

による殺
さっ

菌
きん

前
まえ

のカット野
や

菜
さい

が入
はい

っていたビニール袋
ぶくろ

の口
くち

が粘
ねん

着
ちゃく

性
せい

のある青
あお

いテープで縛
しば

られていることが現
げん

場
ば

で確
かく

認
にん

されたとき

は、アウトプットが、「ビニール袋
ぶくろ

」ではなく、「青
あお

いテープが貼
は

りつい

ていて、カッターで切
き

り裂
さ

かれたビニール袋
ぶくろ

」、に修
しゅう

正
せい

されることになり

ます。

別
べつ

の例
れい

では、「さば」の頭
あたま

と内
ない

臓
ぞう

を除
じょ

去
きょ

する工
こう

程
てい

のアウトプットのうち、

除
じょ

去
きょ

された頭
あたま

と内
ない

臓
ぞう

の大
たい

半
はん

は廃
はい

棄
き

物
ぶつ

ラインに入
はい

りますが、一
いち

部
ぶ

は床
ゆか

に落
お

ちることがあります。（２章
しょう

３．－（２）－③「作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」でリー

ダーシップを発
はっ

揮
き

する　の、イ参
さん

照
しょう

）

床
ゆか

に、さばの前
まえ

に行
おこな

われた「イカ」から除
じょ

去
きょ

された内
ない

臓
ぞう

も落
お

ちているこ

とが確
かく

認
にん

されたときは、アウトプットの「作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の床
ゆか

に落
お

ちたさばの内
ない

臓
ぞう

」に「（イカの内
ない

臓
ぞう

が混
ま

じる場
ば

合
あい

あり）」が追
つい

加
か

して書
か

かれることになり

ます。

「野
や

菜
さい

の根
ね

切
き

り」というプロセスでインプットとしていた「清
せい

潔
けつ

な包
ほう

丁
ちょう

、まな板
いた

」が、実
じっ

際
さい

には複
ふく

数
すう

回
かい

の野
や

菜
さい

の根
ね

切
き

りで繰
く

り返
かえ

し使
し

用
よう

されて

いることが現
げん

場
ば

確
かく

認
にん

されたとき、フローダイアグラムにもそのことを記
き

載
さい

しなければなりません。

包
ほう

丁
ちょう

や、調
ちょう

味
み

料
りょう

やトング、スコップの繰
く

り返
かえ

し使
し

用
よう

、フライヤーの

油
あぶら

、殺
さっ

菌
きん

前
まえ

のカット野
や

菜
さい

と殺
さっ

菌
きん

し終
お

わったカット野
や

菜
さい

を同
おな

じ作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が取
と
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り扱
あつか

うときなど、アウトプットがもう一
いち

度
ど

インプットされるプロセスは、

特
とく

に注
ちゅう

意
い

して、フローダイアグラムに反
はん

映
えい

させなければなりません。

弁
べん

当
とう

の盛
も

り付
つ

けの工
こう

程
てい

では、盛
も

り付
つ

けに用
よう

意
い

された具
ぐ

材
ざい

（材
ざいり

料
ょう

）がどの

ように用
よう

意
い

され（インプット）、完
かん

成
せい

した弁
べん

当
とう

がどうなるのか（アウトプッ

ト）だけでなく盛
も

り付
つ

け作
さ

業
ぎょう

が終
お

わったとき余
あま

った具
ぐ

材
ざい

（アウトプット）

がどうなるのかも、確
かく

認
にん

しなければなりません。

フローダイアグラムの現
げん

場
ば

確
かく

認
にん

では、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

と区
く

分
ぶん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

（ゾーニ

ング）の関
かん

係
けい

も確
かく

認
にん

します。蒸
じょう

煮
しゃ

（高
こう

温
おん

の蒸
じょう

気
き

で加
か

熱
ねつ

する）工
こう

程
てい

の蒸
じょう

気
き

やフライヤーの油
ゆ

煙
えん

や油
ゆ

滴
てき

（煙
けむり

になったり周
まわ

りに飛
と

び散
ち

った油
あぶら

）が区
く

分
ぶん

を

越
こ

えて移
い

動
どう

していないか、野
や

菜
さい

の根
ね

切
き

り工
こう

程
てい

でトラブルが生
しょう

じた場
ば

合
あい

、殺
さっ

菌
きん

液
えき

による殺
さっ

菌
きん

を終
お

えたカット野
や

菜
さい

を扱
あつか

う作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が根
ね

切
き

り工
こう

程
てい

まで行
い

っ

てそのまま戻
もど

ることはないのか、トイレに行
い

くときはどうか、などです。

蒸
じょう

気
き

や油
ゆ

煙
えん

、殺
さっ

菌
きん

液
えき

や洗
せん

浄
じょう

水
すい

の飛
ひ

散
さん

、別
べつ

のラインの作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

とその製
せい

造
ぞう

ラインの作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の接
せっ

触
しょく

の可
か

能
のう

性
せい

など、製
せい

造
ぞう

ラインの工
こう

程
てい

だけでなく、そ

の製
せい

造
ぞう

ラインの周
しゅう

囲
い

の状
じょう

況
きょう

からも、危
き

害
がい

要
よう

因
いん

分
ぶん

析
せき

で考
こう

慮
りょ

すべき情
じょう

報
ほう

を取
と

り入
い

れることは、フローダイアグラムの現
げん

場
ば

確
かく

認
にん

の、重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

です。

　手
て

順
じゅん

６（原
げん

則
そく

１）　危
き

害
がい

要
よう

因
いん

の分
ぶん

析
せき

製
せい

品
ひん

説
せつ

明
めい

書
しょ

（手
て

順
じゅん

２）、意
い

図
と

する用
よう

途
と

及
およ

び対
たい

象
しょう

となる消
しょう

費
ひ

者
しゃ

の確
かく

認
にん

（手
て

順
じゅん

３）、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

一
いち

覧
らん

図
ず

（フローダイアグラム）の作
さく

成
せい

（手
て

順
じゅん

４）、

製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

一
いち

覧
らん

図
ず

（フローダイアグラム）の現
げん

場
ば

確
かく

認
にん

（手
て

順
じゅん

５）の結
けっ

果
か

に

基
もと

づいて、製
せい

造
ぞう

しようとしている食
しょく

品
ひん

にはどのような危
き

害
がい

要
よう

因
いん

が含
ふく

まれ

る可
か

能
のう

性
せい

があるのかを、チーム（手
て

順
じゅん

１）で分
ぶん

析
せき

します。

缶
かん

詰
づめ

、レトルト食
しょく

品
ひん

、カップ麺
めん

、包
ほう

装
そう

されたパン、そのまま食
た

べられ

る惣
そう

菜
ざい

・弁
べん

当
とう

など、飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

の概
がい

要
よう

・特
とく

徴
ちょう

によって、何
なに

が危
き

害
がい

要
よう

因
いん

にな

るかが異
こと

なってきます（手
て

順
じゅん

２参
さん

照
しょう

）。
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乳
にゅう

幼
よう

児
じ

も消
しょう

費
ひ

する可
か

能
のう

性
せい

があるのか、病
びょう

気
き

の人
ひと

や高
こう

齢
れい

者
しゃ

も食
た

べるかに

よって、考
こう

慮
りょ

すべき危
き

害
がい

要
よう

因
いん

が異
こと

なってくることがあります（手
て

順
じゅん

３参
さん

照
しょう

）。

「影
えい

響
きょう

の重
じゅう

大
だい

性
せい

」と「発
はっ

生
せい

の可
か

能
のう

性
せい

」の両
りょう

方
ほう

から危
き

害
がい

要
よう

因
いん

を評
ひょう

価
か

して、

どの危
き

害
がい

要
よう

因
いん

に対
たい

処
しょ

しなければならないのかを決
けっ

定
てい

します。

そのうえで、製
せい

品
ひん

に関
かか

わる全
すべ

ての工
こう

程
てい

（プロセス）のどこにどのような

管
かん

理
り

を行
おこな

えば、それらの危
き

害
がい

要
よう

因
いん

が除
じょ

去
きょ

できるかを、１
ひと

つずつ、決
き

めて

いきます。

　手
て

順
じゅん

７（原
げん

則
そく

２）　重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の決
けっ

定
てい

（２）職
しょく

長
ちょう

に必
ひつ

要
よう

な「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」の知
ち

識
しき

、技
ぎ

能
のう

に書
か

いたように、飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

の種
しゅ

類
るい

によっては、重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の管
かん

理
り

ではなく、

一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を確
かく

実
じつ

に行
おこな

う事
こと

で危
き

害
がい

要
よう

因
いん

が含
ふく

まれないようにすることが

できます。

手
て

順
じゅん

６（原
げん

則
そく

１）で行
おこな

った危
き

害
がい

要
よう

因
いん

分
ぶん

析
せき

の結
けっ

果
か

、一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

だけで

は含
ふく

まないようにすることができない危
き

害
がい

要
よう

因
いん

がある場
ば

合
あい

、その危
き

害
がい

要
よう

因
いん

を取
と

り除
のぞ

くための重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

（Critical Control Point CCP）を決
き

めま

す。

以
い

下
か

３つの要
よう

件
けん

を満
み

たす工
こう

程
てい

（プロセス）が重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

になります。

１．この工
こう

程
てい

を管
かん

理
り

しないと危
き

害
がい

要
よう

因
いん

を取
と

り除
のぞ

くことができない。

２．�この工
こう

程
てい

の管
かん

理
り

状
じょう

況
きょう

を連
れん

続
ぞく

して、または適
てき

切
せつ

な頻
ひん

度
ど

で監
かん

視
し

でき、

その結
けっ

果
か

を記
き

録
ろく

できる。

３．この工
こう

程
てい

を管
かん

理
り

することができる。

同
どう

一
いつ

の 食
しょく

品
ひん

に含
ふく

まれる可
か

能
のう

性
せい

がある複
ふく

数
すう

の危
き

害
がい

要
よう

因
いん

に対
たい

応
おう

するため

に、同
どう

一
いつ

の食
しょく

品
ひん

に対
たい

して複
ふく

数
すう

の重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

が決
けっ

定
てい

されることがあります。
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　手
て

順
じゅん

８（原
げん

則
そく

３）　管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

の決
けっ

定
てい

重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

ごとに、管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

を決
けっ

定
てい

します。

食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

菌
きん

をやっつけるために、ある食
しょく

品
ひん

を 75℃以
い

上
じょう

で１分
ぷん

間
かん

以
い

上
じょう

加
か

熱
ねつ

する工
こう

程
てい

（加
か

熱
ねつ

殺
さっ

菌
きん

）を重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

にしたとき、この 75℃と１分
ぷん

間
かん

を、

「許
きょ

容
よう

限
げん

界
かい

」（Critical Limit CL）と呼
よ

びます。

それ以
い

上
じょう

は大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

だが、どちらか一
いっ

方
ぽう

でも未
み

満
まん

だと許
きょ

容
よう

できない（やっ

つけることができない）、という意
い

味
み

です。

温
おん

度
ど

計
けい

や時
と

計
けい

の精
せい

度
ど

も考
こう

慮
りょ

し、絶
ぜっ

対
たい

に許
きょ

容
よう

限
げん

界
かい

を逸
いつ

脱
だつ

しないよう、許
きょ

容
よう

限
げん

界
かい

に達
たっ

するまえに改
かい

善
ぜん

措
そ

置
ち

が行
おこな

えるように設
せっ

定
てい

する基
き

準
じゅん

を「管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

」（Operational Limit OL）と呼
よ

びます。上
うえ

の例
れい

なら、例
たと

えば「75.5℃

以
い

上
じょう

で 62 秒
びょう

間
かん

以
い

上
じょう

」です。

ただし、製
せい

造
ぞう

場
じょう

によっては、許
きょ

容
よう

限
げん

界
かい

（CL）と管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

（OL）を区
く

別
べつ

せず、「管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

」という用
よう

語
ご

だけを用
もち

いている場
ば

合
あい

があります。

加
か

熱
ねつ

温
おん

度
ど

、加
か

熱
ねつ

時
じ

間
かん

のほか、冷
れい

却
きゃく

温
おん

度
ど

、冷
れい

却
きゃく

までの時
じ

間
かん

、水
すい

素
そ

イオン濃
のう

度
ど

（pH）、水
すい

分
ぶん

活
かっ

性
せい

（Aw）、有
ゆう

効
こう

塩
えん

素
そ

濃
のう

度
ど

、などを管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

に設
せっ

定
てい

するこ

とがあります。

指
し

定
てい

された大
おお

きさのテストピースを検
けん

出
しゅつ

できる金
きん

属
ぞく

探
たん

知
ち

機
き

を最
さい

終
しゅう

製
せい

品
ひん

が通
つう

過
か

することを許
きょ

容
よう

限
げん

界
かい

（管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

）とする場
ば

合
あい

もあります。

手
て

順
じゅん

９（原
げん

則
そく

４）　監
かん

視
し

（モニタリング）方
ほう

法
ほう

の設
せっ

定
てい

管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

が維
い

持
じ

されていることを監
かん

視
し

する方
ほう

法
ほう

を設
せっ

定
てい

します。

例
たと

えば鶏
とり

唐
から

揚
あ

げの加
か

熱
ねつ

殺
さっ

菌
きん

において、中
ちゅう

心
しん

温
おん

度
ど

が 75℃以
い

上
じょう

で１分
ぷん

間
かん

以
い

上
じょう

維
い

持
じ

されていることが許
きょ

容
よう

限
げん

界
かい

のとき、揚
あ

げている鶏
とり

唐
から

揚
あ

げそれぞれ

の中
ちゅう

心
しん

温
おん

度
ど

が 75℃以
い

上
じょう

で１分
ぷん

間
かん

維
い

持
じ

されているかどうかを連
れん

続
ぞく

して監
かん

視
し

（モニタリング）することはできません。

このようなとき、この工
こう

程
てい

で考
かんが

えられる最
もっと

も大
おお

きな鶏
とり

唐
から

揚
あ

げの中
ちゅう

心
しん
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温
おん

度
ど

が、確
かく

実
じつ

に 75℃で１分
ぷん

間
かん

維
い

持
じ

されるフライヤーの油
あぶら

の温
おん

度
ど

（例
れい

：

180℃）と揚
あ

げ時
じ

間
かん

（例
れい

：５分
ふん

間
かん

）を管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

として設
せっ

定
てい

して、全
すべ

ての

鶏
とり

唐
から

揚
あ

げがその管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

を守
まも

った揚
あ

げ方
かた

をされていることを連
れん

続
ぞく

して監
かん

視
し

（モニタリング）します。

鶏
とり

唐
から

揚
あ

げをフライヤーに入
い

れてから取
と

り出
だ

すまでの時
じ

間
かん

と、その間
かん

のフ

ライヤーの油
あぶら

の温
おん

度
ど

計
けい

の値
あたい

を、すべての鶏
とり

唐
から

揚
あ

げについてモニタリング

することになります。このモニタリングの方
ほう

法
ほう

と頻
ひん

度
ど

を、 予
あらかじ

め設
せっ

定
てい

して

おきます。

温
おん

度
ど

計
けい

や時
と

計
けい

、流
りゅう

量
りょう

計
けい

など、モニタリングに用
もち

いる測
そく

定
てい

機
き

器
き

等
とう

はリス

ト化
か

し、校
こう

正
せい

（※）の方
ほう

法
ほう

と頻
ひん

度
ど

を 予
あらかじ

め設
せっ

定
てい

しておきます。

指
し

定
てい

された大
おお

きさのテストピースを検
けん

出
しゅつ

できる金
きん

属
ぞく

探
たん

知
ち

機
き

を最
さい

終
しゅう

製
せい

品
ひん

が通
つう

過
か

することを許
きょ

容
よう

限
げん

界
かい

（管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

）とするとき、金
きん

属
ぞく

探
たん

知
ち

機
き

が正
せい

常
じょう

に動
うご

いていること（指
し

定
てい

された大
おお

きさのテストピースを検
けん

出
しゅつ

できること）

を一
いっ

定
てい

の頻
ひん

度
ど

で確
かく

認
にん

する必
ひつ

要
よう

があります。どの頻
ひん

度
ど

で確
かく

認
にん

するかも、 予
あらかじ

め設
せっ

定
てい

しておきます。

（※測
そく

定
てい

機
き

器
き

が正
ただ

しく測
そく

定
てい

できているかを確
かく

認
にん

すること）

　手
て

順
じゅん

10（原
げん

則
そく

５）　改
かい

善
ぜん

措
そ

置
ち

の設
せっ

定
てい

以
い

下
か

に示
しめ

す２種
しゅ

類
るい

の改
かい

善
ぜん

措
そ

置
ち

を、予
あらかじ

め設
せっ

定
てい

しておかなければなりません。

①�重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

が管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

を逸
いつ

脱
だつ

した場
ば

合
あい

、逸
いつ

脱
だつ

しないようにプロセスを

修
しゅう

正
せい

する改
かい

善
ぜん

措
そ

置
ち

例
たと

えば、連
れん

続
ぞく

式
しき

のフライヤーの油
ゆ

温
おん

が徐
じょ

々
じょ

に低
てい

下
か

して管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

から外
はず

れて

しまったとき、油
ゆ

温
おん

を上
あ

げて管
かん

理
り

状
じょう

態
たい

に戻
もど

すためにどのような措
そ

置
ち

を行
おこな

うか。
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②�重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

が管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

を逸
いつ

脱
だつ

した状
じょう

態
たい

で製
せい

造
ぞう

された食
しょく

品
ひん

に対
たい

する適
てき

切
せつ

な措
そ

置
ち

。

その食
しょく

品
ひん

は安
あん

全
ぜん

でないかもしれないので、逸
いつ

脱
だつ

した状
じょう

態
たい

で製
せい

造
ぞう

された食
しょく

品
ひん

の範
はん

囲
い

を特
とく

定
てい

してそのまま出
しゅっ

荷
か

されないようにしなければなりません。

何
なに

かの方
ほう

法
ほう

で評
ひょう

価
か

されて問
もん

題
だい

がないことが確
かく

認
にん

されない限
かぎ

り、その食
しょく

品
ひん

をそのまま出
しゅっ

荷
か

してはいけません。

上
うえ

のフライヤーの例
れい

で言
い

えば、油
ゆ

温
おん

が管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

から外
はず

れているときに揚
あ

げた食
しょく

品
ひん

を特
とく

定
てい

して、出
しゅっ

荷
か

されないようにしなければなりません。

金
きん

属
ぞく

探
たん

知
ち

機
き

がテストピースを検
けん

知
ち

しなかったとき、それまでに金
きん

属
ぞく

探
たん

知
ち

機
き

を通
つう

過
か

した食
しょく

品
ひん

をどうするのか、その手
て

順
じゅん

を 予
あらかじ

め決
き

めておかなけれ

ばなりません。どこまで 遡
さかのぼ

って確
かく

保
ほ

するのか、正
せい

常
じょう

に検
けん

知
ち

できる金
きん

属
ぞく

探
たん

知
ち

機
き

で、もう一
いち

度
ど

検
けん

査
さ

して合
ごう

格
かく

したら出
しゅっ

荷
か

できると判
はん

定
てい

するのかどうか、

などの手
て

順
じゅん

です。

職
しょく

長
ちょう

には、工
こう

程
てい

が管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

から逸
いつ

脱
だつ

していることを知
し

ったとき、すぐ

に責
せき

任
にん

者
しゃ

に報
ほう

告
こく

するだけではなく、製
せい

造
ぞう

ラインをどうすべきか、それまで

に製
せい

造
ぞう

した食
しょく

品
ひん

をどうすべきか（どこからどこまでの食
しょく

品
ひん

に対
たい

して処
しょ

置
ち

すべきか）、判
はん

断
だん

できるようになる知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

が必
ひつ

要
よう

です。

この点
てん

は、３．一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の（２）の④緊
きん

急
きゅう

時
じ

の対
たい

応
おう

も、Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰ

の改
かい

善
ぜん

措
そ

置
ち

も、同
おな

じです。

なお①の、プロセスを管
かん

理
り

状
じょう

態
たい

に戻
もど

す措
そ

置
ち

（改
かい

善
ぜん

措
そ

置
ち

）を、「 修
しゅう

正
せい

（correction）」と言
い

うことがあります。これに対
たい

し、プロセスが管
かん

理
り

状
じょう

態
たい

でなくなってしまった根
こん

本
ぽん

原
げん

因
いん

を明
あき

らかにし、根
こん

本
ぽん

原
げん

因
いん

を取
と

り除
のぞ

くこと

によって同
おな

じような不
ふ

適
てき

合
ごう

を再
さい

発
はつ

させないようにすることを、「是
ぜ

正
せい

処
しょ

置
ち

（correctiveaction）」と言
い

います。
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　手
て

順
じゅん

11（原
げん

則
そく

６）　検
けん

証
しょう

方
ほう

法
ほう

の設
せっ

定
てい

以
い

下
か

の２種
しゅ

類
るい

の検
けん

証
しょう

方
ほう

法
ほう

を、 予
あらかじ

め設
せっ

定
てい

しておかなければなりません。

①�原
げん

則
そく

１から原
げん

則
そく

５までに決
き

めた管
かん

理
り

方
ほう

法
ほう

が、危
き

害
がい

要
よう

因
いん

の除
じょ

去
きょ

や低
てい

減
げん

に有
ゆう

効
こう

であることの検
けん

証
しょう

（これを「妥
だ

当
とう

性
せい

確
かく

認
にん

（Validation）」と言
い

います。）

�　原
げん

則
そく

４（監
かん

視
し

方
ほう

法
ほう

の設
せっ

定
てい

）で例
れい

示
じ

した、フライヤーの油
あぶら

の温
おん

度
ど

を

180℃に設
せっ

定
てい

して一
いっ

定
てい

時
じ

間
かん

揚
あ

げれば、最
もっと

も大
おお

きな鶏
とり

唐
から

揚
あ

げの中
ちゅう

心
しん

温
おん

度
ど

も確
かく

実
じつ

に 75℃で１分
ぷん

間
かん

維
い

持
じ

されるはずという考
かんが

えが、本
ほん

当
とう

に正
ただ

しいの

かを確
かく

認
にん

するのが、妥
だ

当
とう

性
せい

確
かく

認
にん

（Validation）の一
いち

例
れい

です。

②�原
げん

則
そく

１から原
げん

則
そく

５までに決
き

めた管
かん

理
り

方
ほう

法
ほう

が、決
き

められた通
とお

りに実
じっ

施
し

され

ているかどうかの検
けん

証
しょう

（これを「検
けん

証
しょう

（Verification）」と言
い

います。）

重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

が管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

を逸
いつ

脱
だつ

していなかったことの検
けん

証
しょう

、管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

を

逸
いつ

脱
だつ

した状
じょう

態
たい

で製
せい

造
ぞう

された食
しょく

品
ひん

に対
たい

する処
しょ

置
ち

が適
てき

切
せつ

だったことの検
けん

証
しょう

、

などです。

手
て

順
じゅん

６（原
げん

則
そく

１）で、重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の管
かん

理
り

でなく一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

で管
かん

理
り

す

るとされた危
き

害
がい

要
よう

因
いん

が、適
てき

切
せつ

に管
かん

理
り

されていることをいつ誰
だれ

が検
けん

証
しょう

する

のかも、 予
あらかじ

め設
せっ

定
てい

しておかなければなりません。

　手
て

順
じゅん

12（原
げん

則
そく

７）　記
き

録
ろく

原
げん

則
そく

１から原
げん

則
そく

６までの手
て

順
じゅん

と、それぞれの手
て

順
じゅん

で用
もち

いた文
ぶん

書
しょ

、それ

ぞれの手
て

順
じゅん

の結
けっ

果
か

を、記
き

録
ろく

します。以
い

下
か

は例
れい

示
じ

です。

（原
げん

則
そく

１）�危
き

害
がい

要
よう

因
いん

分
ぶん

析
せき

の結
けっ

果
か

、危
き

害
がい

要
よう

因
いん

分
ぶん

析
せき

に用
もち

いた専
せん

門
もん

書
しょ

や業
ぎょう

界
かい

団
だん

体
たい

の手
て

引
びき

書
しょ

、など。

（原
げん

則
そく

２）�重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

、重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

と判
はん

定
てい

した根
こん

拠
きょ

、許
きょ

容
よう

限
げん

界
かい

、許
きょ

容
よう

限
げん

界
かい

の根
こん

拠
きょ

とした専
せん

門
もん

書
しょ

や学
がく

術
じゅつ

書
しょ

、など。

（原
げん

則
そく

３）�重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

、管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

の設
せっ

定
てい

根
こん

拠
きょ

、など。

（原
げん

則
そく

４）�重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の監
かん

視
し

方
ほう

法
ほう

、監
かん

視
し

に用
もち

いる測
そく

定
てい

器
き

具
ぐ

・観
かん

測
そく

装
そう

置
ち

、

測
そく

定
てい

器
き

具
ぐ

・観
かん

測
そく

装
そう

置
ち

の校
こう

正
せい

の記
き

録
ろく

、など。



－ 51－©OTAFF

（原
げん

則
そく

５）�チェックリストなど管
かん

理
り

状
じょう

態
たい

の記
き

録
ろく

、管
かん

理
り

状
じょう

態
たい

からの逸
いつ

脱
だつ

の記
き

録
ろく

、プロセスに対
たい

する改
かい

善
ぜん

措
そ

置
ち

（修
しゅう

正
せい

）の記
き

録
ろく

、製
せい

品
ひん

に対
たい

する改
かい

善
ぜん

措
そ

置
ち

の記
き

録
ろく

、是
ぜ

正
せい

処
しょ

置
ち

が行
おこな

われた場
ば

合
あい

、その記
き

録
ろく

、など。

（原
げん

則
そく

６）�予
あらかじ

め定
さだ

められた検
けん

証
しょう

、実
じっ

施
し

された検
けん

証
しょう

の記
き

録
ろく

、など。

以
い

上
じょう

、Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の 12 手
て

順
じゅん

について説
せつ

明
めい

しました。

（４）�「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰに基
もと

づく衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」と「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰの考
かんが

え方
かた

を取
と

り入
い

れた

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」

日
に

本
ほん

では原
げん

則
そく

、全
すべ

ての食
しょく

品
ひん

関
かん

連
れん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

（食
しょく

品
ひん

の製
せい

造
ぞう

・加
か

工
こう

、調
ちょう

理
り

、販
はん

売
ばい

を行
おこな

う事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

）が、「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰに基
もと

づく衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」または「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰの

考
かんが

え方
かた

を取
と

り入
い

れた衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」を行
おこな

わなければなりません（食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

法
ほう

）。

このうち「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰに基
もと

づく衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」は、（３）で学
まな

んだＨ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰの

12 の手
て

順
じゅん

の全
すべ

てに従
したが

って行
おこな

う衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

です。これに対
たい

し「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰの考
かんが

え方
かた

を取
と

り入
い

れた衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」は、同
おな

じような飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

に対
たい

して 予
あらかじ

め専
せん

門
もん

家
か

が立
りつ

案
あん

した「一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

計
けい

画
かく

」と「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰプラン」を参
さん

考
こう

にしながら管
かん

理
り

し、記
き

録
ろく

を残
のこ

す衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

です。

Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰの７原
げん

則
そく

（12 手
て

順
じゅん

の手
て

順
じゅん

６～手
て

順
じゅん

12）に従
したが

いますが、手
て

順
じゅん

１（Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰチームの編
へん

成
せい

）から手
て

順
じゅん

５（製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

一
いち

覧
らん

図
ず

（フローダイア

グラム）の現
げん

場
ば

確
かく

認
にん

）までは義
ぎ

務
む

化
か

されていません。

つまり、日
に

本
ほん

の全
すべ

ての食
しょく

品
ひん

関
かん

連
れん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が、Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の

12 手
て

順
じゅん

を全
すべ

て実
じっ

施
し

しているわけではありません。

皆
みな

さんが働
はたら

く飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

の製
せい

造
ぞう

場
じょう

がどちらの衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を行
おこな

っている

かに関
かか

わらず、職
しょく

長
ちょう

は、Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の 12 手
て

順
じゅん

がどのような

ものか、学
まな

んでおく必
ひつ

要
よう

があります。
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５．Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

と一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

最
さい

後
ご

に「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」と「一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」について復
ふく

習
しゅう

します。

「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」は、「一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」と「重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の管
かん

理
り

」の組
くみ

合
あわ

せであり、「一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」が適
てき

切
せつ

に行
おこな

われることが大
だい

前
ぜん

提
てい

です。

どちらも危
き

害
がい

要
よう

因
いん

が食
しょく

品
ひん

に含
ふく

まれないようにするための管
かん

理
り

であり、その食
しょく

品
ひん

に含
ふく

まれるかもしれない危
き

害
がい

要
よう

因
いん

の１
ひと

つ１
ひと

つに対
たい

して、どちらで管
かん

理
り

すれば

よいかを決
き

めるのが危
き

害
がい

要
よう

因
いん

分
ぶん

析
せき

です。

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

分
ぶん

析
せき

の結
けっ

果
か

、その食
しょく

品
ひん

のある危
き

害
がい

要
よう

因
いん

に対
たい

して重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の管
かん

理
り

を行
おこな

うときも、重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

による管
かん

理
り

を組
く

み合
あ

わせないときも、どちらも、

一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

が適
てき

切
せつ

に行
おこな

われることが、大
だい

前
ぜん

提
てい

です。

そしてどちらのときであっても、それらの衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の結
けっ

果
か

を記
き

録
ろく

し、記
き

録
ろく

を

保
ほ

存
ぞん

しなければなりません。
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　第
だ い

３章
しょう

　品
ひ ん

質
し つ

管
か ん

理
り
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製
せい

造
ぞう

会
がい

社
しゃ

の活
かつ

動
どう

では英
えい

語
ご

の最
さい

初
しょ

の文
も

字
じ

を取
と

って「ＱＣＤ」と呼
よ

ばれる重
じゅう

要
よう

な管
かん

理
り

の要
よう

素
そ

があります。

Q は Quality で「品
ひん

質
しつ

（商
しょう

品
ひん

の質
しつ

）」、C は Cost で「原
げん

価
か

（商
しょう

品
ひん

を作
つく

るた

めの費
ひ

用
よう

）」、D は Delivery で「納
のう

期
き

（商
しょう

品
ひん

を納
おさ

めると約
やく

束
そく

した日
ひ

）」を表
あらわ

し

ます。

「品
ひん

質
しつ

の良
よ

い商
しょう

品
ひん

を、適
てき

切
せつ

な価
か

格
かく

で、お客
きゃく

様
さま

が必
ひつ

要
よう

な時
とき

に届
とど

け、利
り

益
えき

を出
だ

す」

ことが会
かい

社
しゃ

の生
せい

産
さん

活
かつ

動
どう

の本
ほん

質
しつ

ということになります。このＱＣＤという要
よう

素
そ

を

管
かん

理
り

して適
てき

切
せつ

な結
けっ

果
か

を出
だ

すための活
かつ

動
どう

が管
かん

理
り

活
かつ

動
どう

です。大
おお

きく品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

と生
せい

産
さん

管
かん

理
り

に分
わ

けられます。

このテキストでは

Q：「品
ひん

質
しつ

の管
かん

理
り

である品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

」を第
だい

３章
しょう

C：「原
げん

価
か

」と D：「納
のう

期
き

の管
かん

理
り

」である生
せい

産
さん

管
かん

理
り

を第
だい

４章
しょう

で説
せつ

明
めい

します。

品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

と生
せい

産
さん

管
かん

理
り

には密
みっ

接
せつ

な関
かん

係
けい

があります。両
りょう

方
ほう

とも重
じゅう

要
よう

なことで、１
ひと

つに力
ちから

を入
い

れて、もう１
ひと

つがおろそかにならないようバランスの取
と

れた管
かん

理
り

が必
ひつ

要
よう

です。

第
だい

２章
しょう

では、衛
えい

生
せい

的
てき

な製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

で安
あん

全
ぜん

な食
しょく

品
ひん

を作
つく

ることを学
まな

びました。安
あん

全
ぜん

は絶
ぜっ

対
たい

的
てき

に必
ひつ

要
よう

な要
よう

素
そ

ですが、食
しょく

品
ひん

には、栄
えい

養
よう

、おいしさ、楽
たの

しさなどの

本
ほん

来
らい

必
ひつ

要
よう

とされている機
き

能
のう

があります。食
しょく

品
ひん

の設
せっ

計
けい

図
ず

といえる配
はい

合
ごう

や製
せい

造
ぞう

方
ほう

法
ほう

の規
き

格
かく

は、開
かい

発
はつ

部
ぶ

門
もん

や技
ぎ

術
じゅつ

部
ぶ

門
もん

が作
さく

成
せい

しますが、これを現
げん

実
じつ

の食
しょく

品
ひん

に作
つく

り

上
あ

げるのは職
しょく

長
ちょう

を中
ちゅう

心
しん

とした製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

です。

食
しょく

品
ひん

会
がい

社
しゃ

は、自
みずか

らの製
せい

品
ひん

をいつ食
た

べても、だれが食
た

べても、どこで食
た

べて

も同
おな

じ規
き

格
かく

でおいしいように製
せい

造
ぞう

する責
せき

任
にん

があります。その責
せき

任
にん

を果
は

たせるよ

うに、ここでは職
しょく

長
ちょう

にとって必
ひつ

要
よう

な品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

について学
まな

びます。

１．ＰＤＣＡサイクルと数
すう

値
ち

管
かん

理
り

（１）ＰＤＣＡサイクル

①ＳＤＣＡ

現
げん

場
ば

で製
せい

造
ぞう

に携
たずさ

わる作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

は、定
さだ

められた手
て

順
じゅん

に従
したが

って作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

い、
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その結
けっ

果
か

を確
かく

認
にん

し、異
い

常
じょう

があれば修
しゅう

正
せい

するあるいは上
じょう

司
し

に報
ほう

告
こく

することが

要
よう

求
きゅう

されます。これを「ＳＤＣＡ」ということがあります。S（Standard）

は標
ひょう

準
じゅん

・基
き

準
じゅん

、D（Do）は実
じっ

施
し

・実
じっ

行
こう

、C（Check）は確
かく

認
にん

、A（Act）

は処
しょ

置
ち

・対
たい

応
おう

を意
い

味
み

します。

②ＰＤＣＡサイクル

一
いっ

方
ぽう

で、職
しょく

長
ちょう

は、職
しょく

場
ば

の課
か

題
だい

を「自
みずか

ら発
はっ

見
けん

し、考
かんが

え、周
しゅう

囲
い

の人
ひと

々
びと

と一
いっ

緒
しょ

に実
じっ

行
こう

する」ことが要
よう

求
きゅう

されます。そのための行
こう

動
どう

様
よう

式
しき

を「ＰＤＣＡサ

イクル」といいます。

P（Plan）は計
けい

画
かく

を立
た

てることを意
い

味
み

します。ＤＣＡは、①のＳＤＣＡの

ＤＣＡと同
おな

じ言
こと

葉
ば

で D と A は意
い

味
み

も同
おな

じですが、C の意
い

味
み

はより重
じゅう

要
よう

にな

ります。

C は、確
かく

認
にん

するだけではなく「見
み

直
なお

し」をすることです。成
せい

功
こう

しても失
しっ

敗
ぱい

してもその要
よう

因
いん

を調
ちょう

査
さ

して、もっと良
よ

いやり方
かた

はなかったかを検
けん

討
とう

します。

今
こん

回
かい

のやり方
かた

が満
まん

点
てん

であれば、次
じ

回
かい

は今
こん

回
かい

と同
どう

様
よう

に、さらに改
かい

善
ぜん

点
てん

があれば

それを加
くわ

えて計
けい

画
かく

を立
りつ

案
あん

します。

ＰＤＣＡサイクルとは、「計
けい

画
かく

を立
た

て実
じっ

行
こう

して、その結
けっ

果
か

を見
み

て改
かい

善
ぜん

すべ

き点
てん

を検
けん

討
とう

し、今
こん

回
かい

の結
けっ

果
か

に必
ひつ

要
よう

な処
しょ

置
ち

を行
おこな

い、改
かい

善
ぜん

点
てん

を加
くわ

えて次
じ

回
かい

の計
けい

画
かく

を立
りつ

案
あん

する」ことを継
けい

続
ぞく

して実
じっ

施
し

することです。

③サイクルを回
まわ

す

ＳＤＣＡもＰＤＣＡも、適
てき

切
せつ

に実
じっ

施
し

することを「サイクルを回
まわ

す」といい

ます。

現
げん

場
ば

で行
おこな

う品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

は、特
とく

に難
むずか

しいことではありません。決
き

められた手
て

順
じゅん

を正
ただ

しく実
じっ

施
し

するようにＳＤＣＡサイクルを回
まわ

せばよいのです。

職
しょく

長
ちょう

は、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

がＳＤＣＡサイクルを適
てき

切
せつ

に回
まわ

すように指
し

導
どう

と監
かん

督
とく

を行
おこな

うことが求
もと

められています。ところが、現
げん

場
ば

のＳＤＣＡサイクルがうまく回
まわ

らなかったり、ときには回
まわ

すために困
こん

難
なん

な課
か

題
だい

が発
はっ

生
せい

することもあります。

そのときの職
しょく

長
ちょう

の重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

は、ＰＤＣＡサイクルを回
まわ

して課
か

題
だい

と改
かい

善
ぜん

点
てん

を見
み

つけることです。そして計
けい

画
かく

を立
りつ

案
あん

し実
じっ

施
し

するときは、職
しょく

場
ば

のメン
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バーの意
い

見
けん

を聞
き

き、上
じょう

司
し

の了
りょう

解
かい

を取
と

って関
かん

係
けい

者
しゃ

と一
いっ

緒
しょ

に改
かい

善
ぜん

を行
おこな

います。

このときに決
けっ

して自
じ

分
ぶん

のやり方
かた

を押
お

し付
つ

けたり、標
ひょう

準
じゅん

作
さ

業
ぎょう

を自
じ

分
ぶん

の判
はん

断
だん

で

変
へん

更
こう

してはいけません。

（２）定
てい

量
りょう

的
てき

な情
じょう

報
ほう

と定
てい

性
せい

的
てき

な情
じょう

報
ほう

①定
てい

量
りょう

的
てき

な情
じょう

報
ほう

と定
てい

性
せい

的
てき

な情
じょう

報
ほう

職
しょく

場
ば

で利
り

用
よう

される情
じょう

報
ほう

は、定
てい

量
りょう

的
てき

な情
じょう

報
ほう

と定
てい

性
せい

的
てき

な情
じょう

報
ほう

の２つに分
わ

け

ることができます。

定
てい

量
りょう

的
てき

な情
じょう

報
ほう

とは、「数
すう

量
りょう

や数
すう

値
ち

で表
あらわ

す情
じょう

報
ほう

」で、重
じゅう

量
りょう

や温
おん

度
ど

、歩
ぶ

留
どま

り

などが代
だい

表
ひょう

的
てき

なものです。定
てい

性
せい

的
てき

な情
じょう

報
ほう

とは、「数
すう

値
ち

で表
あらわ

せない情
じょう

報
ほう

」で、

例
たと

えば製
せい

品
ひん

の色
いろ

や食
しょっ

感
かん

などが当
あ

てはまります。

定
てい

量
りょう

的
てき

な情
じょう

報
ほう

は、具
ぐ

体
たい

的
てき

で誰
だれ

が聞
き

いてもその内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

することができ

ます。

定
てい

性
せい

的
てき

な情
じょう

報
ほう

は、受
う

け取
と

る人
ひと

によってそのイメージが違
ちが

うことがよくあり

ます。例
たと

えば「大
おお

きな人
ひと

」と言
い

われても正
ただ

しくイメージできませんが、身
しん

長
ちょう

や体
たい

重
じゅう

という定
てい

量
りょう

的
てき

情
じょう

報
ほう

があると明
めい

確
かく

なイメージを持
も

つことができます。

②定
てい

量
りょう

的
てき

な情
じょう

報
ほう

の重
じゅう

要
よう

性
せい

職
しょく

場
ば

で管
かん

理
り

すべき項
こう

目
もく

の実
じっ

態
たい

を把
は

握
あく

するには、どのような情
じょう

報
ほう

が適
てき

切
せつ

で

しょうか。

一
いっ

般
ぱん

には、定
てい

量
りょう

的
てき

な数
すう

値
ち

で管
かん

理
り

・報
ほう

告
こく

します。「多
おお

い・少
すく

ない、高
たか

い・低
ひく

い、

大
おお

きい・小
ちい

さい」などの定
てい

性
せい

的
てき

な情
じょう

報
ほう

では、客
きゃっ

観
かん

性
せい

のある情
じょう

報
ほう

にはならな

いため、数
すう

値
ち

を使
し

用
よう

して定
てい

量
りょう

的
てき

に管
かん

理
り

したり報
ほう

告
こく

をします。

特
とく

に指
し

示
じ

や報
ほう

告
こく

をする場
ば

合
あい

には、相
あい

手
て

の理
り

解
かい

が明
めい

確
かく

になるように定
てい

量
りょう

的
てき

な数
すう

値
ち

を使
つか

ってすることが必
ひつ

要
よう

です。

③定
てい

性
せい

的
てき

な情
じょう

報
ほう

の数
すう

値
ち

化
か

（数
すう

字
じ

にすること）

食
しょく

品
ひん

に求
もと

められる「おいしさ」の判
はん

断
だん

には、人
にん

間
げん

の感
かん

覚
かく

が重
じゅう

要
よう

なため、

管
かん

理
り

すべき項
こう

目
もく

に色
いろ

、味
あじ

、食
しょっ

感
かん

など定
てい

性
せい

的
てき

な感
かん

覚
かく

情
じょう

報
ほう

が含
ふく

まれます。

定
てい

性
せい

的
てき

な情
じょう

報
ほう

では事
じ

実
じつ

を確
かく

認
にん

して記
き

録
ろく

することはできますが、この情
じょう

報
ほう
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だけでは工
こう

程
てい

の課
か

題
だい

は把
は

握
あく

できません。そのため、例
たと

えば色
いろ

であればカラー

チャート、味
あじ

であれば糖
とう

度
ど

計
けい

などを使
つか

って定
てい

性
せい

的
てき

情
じょう

報
ほう

を定
てい

量
りょう

的
てき

な数
すう

値
ち

に置
お

き換
か

えて、工
こう

程
てい

管
かん

理
り

を行
おこな

います。

④データの統
とう

計
けい

処
しょ

理
り

の必
ひつ

要
よう

性
せい

数
すう

値
ち

管
かん

理
り

を適
てき

切
せつ

に実
じっ

施
し

するためには、現
げん

場
ば

のデータから正
ただ

しい情
じょう

報
ほう

を得
え

ることが必
ひつ

要
よう

です。そのためには、正
ただ

しくデータを集
あつ

めて解
かい

析
せき

処
しょ

理
り

しなけれ

ばなりません。間
ま

違
ちが

えた解
かい

析
せき

処
しょ

理
り

で得
え

た情
じょう

報
ほう

では、判
はん

断
だん

を大
おお

きく間
ま

違
ちが

える

結
けっ

果
か

になります。このため、統
とう

計
けい

処
しょ

理
り

という正
ただ

しい手
しゅ

法
ほう

でデータを集
あつ

めて解
かい

析
せき

することが必
ひつ

要
よう

です。また、解
かい

析
せき

処
しょ

理
り

して得
え

た数
すう

値
ち

の意
い

味
み

を正
せい

確
かく

に理
り

解
かい

し

て使
し

用
よう

することが重
じゅう

要
よう

です。

２．品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

の全
ぜん

体
たい

像
ぞう

（１）品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

の目
もく

的
てき

品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

を行
おこな

う目
もく

的
てき

は、大
おお

きく次
つぎ

の３つに分
わ

けられます。

・安
あん

全
ぜん

で衛
えい

生
せい

的
てき

な食
しょく

品
ひん

を作
つく

ること

・おいしくて、お客
きゃく

様
さま

に喜
よろこ

んでもらえる良
りょう

質
しつ

な食
しょく

品
ひん

を作
つく

ること

・�原
げん

料
りょう

を無
む

駄
だ

にせず、ロスがないように製
せい

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

して、会
かい

社
しゃ

の利
り

益
えき

を

上
あ

げること

３つの目
もく

的
てき

は、別
べつ

々
べつ

に実
じつ

現
げん

するのではなく、適
てき

切
せつ

な品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

を行
おこな

うこと

で同
どう

時
じ

に実
じつ

現
げん

できます。

①安
あん

全
ぜん

で衛
えい

生
せい

的
てき

な食
しょく

品
ひん

を作
つく

ること

安
あん

全
ぜん

で衛
えい

生
せい

的
てき

な食
しょく

品
ひん

を作
つく

ることについては、第
だい

２章
しょう

で学
まな

んだ通
とお

りです。

一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を大
だい

前
ぜん

提
てい

に重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の管
かん

理
り

を組
く

み合
あ

わせてＨ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによ

る衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を行
おこな

うことが基
き

本
ほん

です。

②おいしくて、お客
きゃく

様
さま

に喜
よろこ

んでもらえる良
りょう

質
しつ

な食
しょく

品
ひん

を作
つく

ること

安
あん

全
ぜん

に加
くわ

えて、おいしくて人
ひと

の健
けん

康
こう

に寄
き

与
よ

できる良
りょう

質
しつ

な食
しょく

品
ひん

を作
つく

ること

も必
ひつ

要
よう

です。そのためには、作
さ

業
ぎょう

手
て

順
じゅん

に基
もと

づいて製
せい

造
ぞう

して、製
せい

品
ひん

規
き

格
かく

を基
き
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準
じゅん

内
ない

に収
おさ

めることが必
ひつ

要
よう

です。作
さ

業
ぎょう

手
て

順
じゅん

は、開
かい

発
はつ

部
ぶ

門
もん

が開
かい

発
はつ

します。作
さ

業
ぎょう

手
て

順
じゅん

は、目
め

指
ざ

した製
せい

品
ひん

品
ひん

質
しつ

を実
じつ

現
げん

するために生
せい

産
さん

技
ぎ

術
じゅつ

部
ぶ

門
もん

が生
せい

産
さん

工
こう

程
てい

で

実
じっ

施
し

すべき内
ない

容
よう

を定
さだ

めています。

③�原
げん

料
りょう

を無
む

駄
だ

にせず、ロスがないように製
せい

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

して会
かい

社
しゃ

の利
り

益
えき

を上
あ

げ

ること

①②を実
じつ

現
げん

すれば、安
あん

全
ぜん

でおいしい食
しょく

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

することはできますが、

これだけでは十
じゅう

分
ぶん

ではありません。会
かい

社
しゃ

は、この食
しょく

品
ひん

を製
せい

品
ひん

として販
はん

売
ばい

して利
り

益
えき

を上
あ

げて従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

に給
きゅう

与
よ

を支
し

払
はら

います。もし、原
げん

料
りょう

を無
む

駄
だ

に使
し

用
よう

したり、不
ふ

良
りょう

品
ひん

を数
かず

多
おお

く作
つく

ったりしたら大
おお

きな損
そん

失
しつ

が発
はっ

生
せい

します。その結
けっ

果
か

、従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

に十
じゅう

分
ぶん

な給
きゅう

与
よ

が支
し

払
はら

えなくなったり、最
さい

悪
あく

の場
ば

合
あい

は企
き

業
ぎょう

が倒
とう

産
さん

することもあります。

このため、原
げん

材
ざい

料
りょう

を無
む

駄
だ

に使
し

用
よう

しない、製
せい

造
ぞう

するときには不
ふ

良
りょう

品
ひん

を出
だ

さ

ない管
かん

理
り

が必
ひつ

要
よう

です。原
げん

材
ざい

料
りょう

の受
うけ

入
いれ

基
き

準
じゅん

や受
うけ

入
いれ

検
けん

査
さ

と保
ほ

管
かん

管
かん

理
り

、製
せい

造
ぞう

中
ちゅう

の

工
こう

程
てい

管
かん

理
り

や作
さ

業
ぎょう

手
て

順
じゅん

を定
さだ

めるのは、この目
もく

的
てき

のためです。

（２）食
しょく

品
ひん

に関
かん

する重
じゅう

要
よう

な法
ほう

律
りつ

や制
せい

度
ど

食
しょく

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

するためには多
おお

くの法
ほう

律
りつ

や規
き

制
せい

を守
まも

らなければなりません。

食
しょく

品
ひん

製
せい

造
ぞう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

や規
き

制
せい

では、「安
あん

全
ぜん

で衛
えい

生
せい

的
てき

で良
りょう

質
しつ

な食
しょく

品
ひん

を、消
しょう

費
ひ

者
しゃ

が自
じ

分
ぶん

で選
せん

択
たく

して購
こう

入
にゅう

できる」ことを重
じゅう

要
よう

な目
もく

的
てき

としています。

これらの法
ほう

律
りつ

は、基
き

本
ほん

的
てき

に消
しょう

費
ひ

者
しゃ

を守
まも

るためのものです。法
ほう

律
りつ

に違
い

反
はん

して

製
せい

造
ぞう

された食
しょく

品
ひん

を販
はん

売
ばい

すると、会
かい

社
しゃ

には行
ぎょう

政
せい

から商
しょう

品
ひん

回
かい

収
しゅう

が命
めい

令
れい

されます。

また、違
い

反
はん

の程
てい

度
ど

により、会
かい

社
しゃ

には、営
えい

業
ぎょう

停
てい

止
し

や最
さい

悪
あく

の場
ば

合
あい

に営
えい

業
ぎょう

許
きょ

可
か

が取
と

り消
け

されます。なお、軽
かる

い違
い

反
はん

に気
き

付
づ

いた会
かい

社
しゃ

が関
かん

係
けい

行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

に報
ほう

告
こく

して自
じ

主
しゅ

的
てき

に商
しょう

品
ひん

回
かい

収
しゅう

を行
おこな

うときもあります。

法
ほう

律
りつ

とは異
こと

なりますが、会
かい

社
しゃ

は国
こく

際
さい

的
てき

に認
みと

められている民
みん

間
かん

の第
だい

三
さん

者
しゃ

認
にん

証
しょう

規
き

格
かく

を取
しゅ

得
とく

することがあります。その目
もく

的
てき

は、会
かい

社
しゃ

の管
かん

理
り

体
たい

制
せい

が適
てき

切
せつ

であるこ

とを確
かく

認
にん

すること、その成
せい

果
か

を外
がい

部
ぶ

に公
こう

表
ひょう

して社
しゃ

会
かい

的
てき

に評
ひょう

価
か

されることです。

ここでは職
しょく

長
ちょう

に必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

として、３つの法
ほう

律
りつ

と国
こく

際
さい

規
き

格
かく

について簡
かん

単
たん

に
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解
かい

説
せつ

します。

①食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

法
ほう

消
しょう

費
ひ

者
しゃ

に安
あん

全
ぜん

で衛
えい

生
せい

的
てき

な食
しょく

品
ひん

を供
きょう

給
きゅう

するために、食
しょく

品
ひん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が守
まも

ら

なければならない法
ほう

律
りつ

です。幅
はば

広
ひろ

い内
ない

容
よう

が含
ふく

まれていますが、以
い

下
か

の３点
てん

は理
り

解
かい

しておきましょう。

・製
せい

造
ぞう

または販
はん

売
ばい

してはいけない食
しょく

品
ひん

を定
さだ

めています。

腐
ふ

敗
はい

している、または未
み

熟
じゅく

な食
しょく

品
ひん

。有
ゆう

害
がい

または有
ゆう

毒
どく

な物
ぶっ

質
しつ

が入
はい

っている

食
しょく

品
ひん

。病
びょう

原
げん

性
せい

微
び

生
せい

物
ぶつ

に汚
お

染
せん

された食
しょく

品
ひん

。不
ふ

潔
けつ

または異
い

物
ぶつ

混
こん

入
にゅう

により人
ひと

の

健
けん

康
こう

を害
がい

する食
しょく

品
ひん

。これらは、その可
か

能
のう

性
せい

がある（入
はい

っているかもしれない）

場
ば

合
あい

も含
ふく

みます。

・食
しょく

品
ひん

の規
き

格
かく

基
き

準
じゅん

を定
さだ

めています。

食
しょく

品
ひん

区
く

分
ぶん

ごとに、その食
しょく

品
ひん

が守
まも

るべき成
せい

分
ぶん

規
き

格
かく

（主
おも

に微
び

生
せい

物
ぶつ

基
き

準
じゅん

）、製
せい

造
ぞう

基
き

準
じゅん

、保
ほ

存
ぞん

基
き

準
じゅん

を定
さだ

めています。

・�原
げん

則
そく

、全
すべ

ての食
しょく

品
ひん

関
かん

連
れん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

がＨ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰに沿
そ

った衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を行
おこな

うこと

を定
さだ

めています。

基
き

本
ほん

的
てき

に製
せい

造
ぞう

者
しゃ

は、第
だい

２章
しょう

で学
まな

んだＨ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰに基
もと

づく衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を実
じっ

施
し

しなければなりません。ただし、小
しょう

規
き

模
ぼ

な会
かい

社
しゃ

には簡
かん

易
い

的
てき

な「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰ

の考
かんが

え方
かた

を取
と

り入
い

れた衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」を行
おこな

うことも認
みと

めています（第
だい

２章
しょう

の４

の（４）参
さん

照
しょう

）。

②食
しょく

品
ひん

表
ひょう

示
じ

法
ほう

消
しょう

費
ひ

者
しゃ

が、自
じ

分
ぶん

の判
はん

断
だん

で適
てき

切
せつ

な商
しょう

品
ひん

選
せん

択
たく

ができるようにするための法
ほう

律
りつ

です。食
しょく

品
ひん

の製
せい

造
ぞう

者
しゃ

に、規
き

格
かく

（重
じゅう

量
りょう

・個
こ

数
すう

）、原
げん

材
ざい

料
りょう

名
めい

と主
しゅ

要
よう

原
げん

材
ざい

料
りょう

の原
げん

産
さん

地
ち

、賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

、保
ほ

存
ぞん

方
ほう

法
ほう

、使
し

用
よう

方
ほう

法
ほう

、アレルゲン、栄
えい

養
よう

成
せい

分
ぶん

などの情
じょう

報
ほう

を、食
しょく

品
ひん

の容
よう

器
き

包
ほう

装
そう

に表
ひょう

示
じ

する義
ぎ

務
む

を定
さだ

めています。表
ひょう

示
じ

と実
じっ

際
さい

の内
ない

容
よう

が

異
こと

なっているときは、その商
しょう

品
ひん

の回
かい

収
しゅう

などの措
そ

置
ち

を取
と

ります。
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製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

で別
べつ

の製
せい

品
ひん

に使
つか

う原
げん

材
ざい

料
りょう

や包
ほう

装
そう

資
しざ

材
い

と間
ま

違
ちが

えると、表
ひょう

示
じ

と実
じっ

際
さい

の内
ない

容
よう

が違
ちが

うことになります。特
とく

にアレルゲン情
じょう

報
ほう

は、人
ひと

の健
けん

康
こう

を害
がい

する

おそれが高
たか

いので、現
げん

場
ば

でのアレルゲン管
かん

理
り

に加
くわ

えて包
ほう

装
そう

資
しざ

材
い

の管
かん

理
り

が重
じゅう

要
よう

です。

③計
けい

量
りょう

法
ほう

重
おも

さをはかるときに正
せい

確
かく

な秤
はかり

を使
し

用
よう

することと、製
せい

品
ひん

重
じゅう

量
りょう

と表
ひょう

示
じ

重
じゅう

量
りょう

の誤
ご

差
さ

の許
きょ

容
よう

範
はん

囲
い

を定
さだ

めています。最
さい

終
しゅう

製
せい

品
ひん

の重
おも

さを量
はか

る秤
はかり

は、重
じゅう

量
りょう

を

正
せい

確
かく

に計
けい

測
そく

できるようにするため、適
てき

切
せつ

に校
こう

正
せい

して精
せい

度
ど

を維
い

持
じ

しなければな

りません。

校
こう

正
せい

は、第
だい

三
さん

者
しゃ

（外
がい

部
ぶ

の）機
き

関
かん

が工
こう

場
じょう

に来
き

て実
じっ

施
し

しますが、校
こう

正
せい

済
ずみ

シー

ルや校
こう

正
せい

記
き

録
ろく

などを適
てき

切
せつ

に貼
は

り付
つ

けて管
かん

理
り

する必
ひつ

要
よう

があります。

なお、計
けい

量
りょう

法
ほう

による義
ぎ

務
む

がない秤
ひょう

量
りょう

器
き

であっても、原
げん

材
ざい

料
りょう

の秤
ひょう

量
りょう

や検
けん

査
さ

に使
し

用
よう

するものには、精
せい

度
ど

を維
い

持
じ

するために、定
てい

期
き

的
てき

に自
じ

主
しゅ

的
てき

な校
こう

正
せい

を実
じっ

施
し

します。現
げん

場
ば

では、校
こう

正
せい

された正
せい

確
かく

な秤
ひょう

量
りょう

器
き

を使
つか

って適
てき

切
せつ

に工
こう

程
てい

管
かん

理
り

を

行
おこな

うことが重
じゅう

要
よう

です。

④第
だい

三
さん

者
しゃ

認
にん

証
しょう

規
き

格
かく

第
だい

三
さん

者
しゃ

認
にん

証
しょう

規
き

格
かく

で代
だい

表
ひょう

的
てき

なものは、食
しょく

品
ひん

安
あん

全
ぜん

規
き

格
かく

ではＩＳＯ 9000 と

Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰを元
もと

にしたものが多
おお

く、ＩＳＯ 22000、ＦＳＳＣ 22000、Ｓ

ＱＦおよびＪＦＳ－Ｃなどが代
だい

表
ひょう

的
てき

です。また、環
かん

境
きょう

規
き

格
かく

としてはＩＳＯ

14000 があります。いずれも手
て

順
じゅん

を文
ぶん

書
しょ

化
か

して正
ただ

しく実
じっ

施
し

していること、

記
き

録
ろく

することを求
もと

めています。製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

では、日
にち

常
じょう

のＳＤＣＡや記
き

録
ろく

を適
てき

切
せつ

に実
じっ

施
し

していれば特
とく

に気
き

を付
つ

けることはありません。

規
き

格
かく

を取
しゅ

得
とく

する時
とき

の初
しょ

回
かい

審
しん

査
さ

や中
ちゅう

間
かん

調
ちょう

査
さ

、更
こう

新
しん

審
しん

査
さ

のときに現
げん

場
ば

インタ

ビューが実
じっ

施
し

されることがあります。そのときに適
てき

切
せつ

に対
たい

応
おう

するため、取
しゅ

得
とく

している規
き

格
かく

を理
り

解
かい

しておきましょう。

（３）品
ひん

質
しつ

保
ほ

証
しょう

と品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

会
かい

社
しゃ

は、お客
きゃく

様
さま

に対
たい

して「品
ひん

質
しつ

保
ほ

証
しょう

」という言
こと

葉
ば

を使
つか

います。品
ひん

質
しつ

保
ほ

証
しょう

は、
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品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

とどう違
ちが

うのでしょうか。品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

は、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

を適
てき

切
せつ

に管
かん

理
り

して継
けい

続
ぞく

的
てき

に良
りょう

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

し続
つづ

けるための管
かん

理
り

です。管
かん

理
り

する対
たい

象
しょう

は、製
せい

造
ぞう

工
こう

場
じょう

や冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

などの保
ほ

管
かん

施
し

設
せつ

です。担
たん

当
とう

するのは、製
せい

品
ひん

の製
せい

造
ぞう

、保
ほ

管
かん

や配
はい

送
そう

に直
ちょく

接
せつ

関
かん

係
けい

している部
ぶ

門
もん

になります。

品
ひん

質
しつ

保
ほ

証
しょう

は、会
かい

社
しゃ

が社
しゃ

会
かい

やお客
きゃく

様
さま

に向
む

けて自
じ

社
しゃ

の製
せい

品
ひん

品
ひん

質
しつ

が完
かん

全
ぜん

であるとい

うことを約
やく

束
そく

（保
ほ

証
しょう

）することです。お客
きゃく

様
さま

に対
たい

する約
やく

束
そく

なので、破
やぶ

ったら

お客
きゃく

様
さま

の信
しん

頼
らい

を失
うしな

います。

そのため、会
かい

社
しゃ

では、商
しょう

品
ひん

の企
き

画
かく

・開
かい

発
はつ

から営
えい

業
ぎょう

までほとんどの部
ぶ

門
もん

が関
かん

係
けい

して品
ひん

質
しつ

保
ほ

証
しょう

を行
おこな

います。品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

は、品
ひん

質
しつ

保
ほ

証
しょう

を行
おこな

うための前
ぜん

提
てい

条
じょう

件
けん

であり、手
しゅ

段
だん

の１
ひと

つともいえます。お客
きゃく

様
さま

に自
じ

信
しん

をもって食
た

べていただけな

い商
しょう

品
ひん

は出
しゅっ

荷
か

しないという姿
し

勢
せい

が必
ひつ

要
よう

になります。

３．品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

を支
ささ

える仕
し

組
く

み

第
だい

２章
しょう

で品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

は、一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

とＨ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の実
じっ

施
し

が

重
じゅう

要
よう

であることを学
まな

びました。品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

は、直
ちょく

接
せつ

的
てき

には製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

を対
たい

象
しょう

とし

て製
せい

品
ひん

品
ひん

質
しつ

に責
せき

任
にん

を持
も

つための管
かん

理
り

ですが、製
せい

造
ぞう

時
じ

の製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

を管
かん

理
り

するだけ

では十
じゅう

分
ぶん

ではありません。ここでは品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

を支
ささ

える仕
し

組
く

みとして、以
い

下
か

の

３項
こう

目
もく

について説
せつ

明
めい

します。

・工
こう

程
てい

や製
せい

品
ひん

の状
じょう

態
たい

が適
てき

正
せい

で異
い

常
じょう

がないことを確
かく

認
にん

するための検
けん

査
さ

・製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

を清
せい

潔
けつ

で衛
えい

生
せい

的
てき

に保
たも

つための清
せい

掃
そう

・�製
せい

品
ひん

事
じ

故
こ

が起
お

きたときにお客
きゃく

様
さま

の被
ひ

害
がい

を最
さい

小
しょう

にするためのトレーサビリ

ティ

（１）検
けん

査
さ

検
けん

査
さ

は、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

や製
せい

品
ひん

の状
じょう

態
たい

を確
かく

認
にん

し、異
い

常
じょう

があればただちに是
ぜ

正
せい

する

ために実
じっ

施
し

します。

また、製
せい

品
ひん

事
じ

故
こ

が発
はっ

生
せい

したときには原
げん

因
いん

を探
さぐ

るための検
けん

査
さ

の結
けっ

果
か

が重
じゅう

要
よう

に

なります。

正
せい

確
かく

な検
けん

査
さ

結
けっ

果
か

を得
え

て、その結
けっ

果
か

から製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

または製
せい

品
ひん

の状
じょう

態
たい

を正
ただ

しく把
は

握
あく

することが重
じゅう

要
よう

です。このため、適
てき

切
せつ

な検
けん

査
さ

機
き

器
き

を使
し

用
よう

して、訓
くん

練
れん

された担
たん



－ 62－ ©OTAFF

当
とう

者
しゃ

が適
てき

切
せつ

に検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

して、管
かん

理
り

者
しゃ

がその結
けっ

果
か

を判
はん

断
だん

することが必
ひつ

要
よう

です。

①検
けん

査
さ

機
き

器
き

と校
こう

正
せい

検
けん

査
さ

機
き

器
き

は、検
けん

査
さ

の目
もく

的
てき

を達
たっ

成
せい

するために必
ひつ

要
よう

な精
せい

度
ど

があり、適
てき

切
せつ

に校
こう

正
せい

されているものを使
し

用
よう

します。本章の２の（２）の③で、重
じゅう

量
りょう

について述
の

べましたが、食
しょく

品
ひん

の品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

では温
おん

度
ど

や時
じ

間
かん

は重
じゅう

要
よう

な要
よう

因
いん

です。

そのため、温
おん

度
ど

計
けい

やタイマー等
とう

も定
てい

期
き

的
てき

に校
こう

正
せい

します。通
つう

常
じょう

、このよう

な検
けん

査
さ

機
き

器
き

の校
こう

正
せい

は訓
くん

練
れん

された担
たん

当
とう

者
しゃ

が行
おこな

います。現
げん

場
ば

で測
そく

定
てい

や検
けん

査
さ

を行
おこな

うときには、必
かなら

ず指
し

定
てい

された校
こう

正
せい

済
ず

みの検
けん

査
さ

機
き

器
き

を使
し

用
よう

しなければなりま

せん。

②検
けん

査
さ

の実
じっ

施
し

検
けん

査
さ

は、品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

に必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を正
ただ

しく得
え

るために計
けい

画
かく

されます。この

ため、定
さだ

められた時
じ

刻
こく

、手
て

順
じゅん

で実
じっ

施
し

しなければなりません。検
けん

査
さ

は、品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

部
ぶ

門
もん

などの部
ぶ

門
もん

が実
じっ

施
し

することもありますが、現
げん

場
ば

に実
じっ

施
し

を任
まか

されてい

るものもあります。

なお、何
なに

かの理
り

由
ゆう

により決
き

められた時
じ

刻
こく

、手
て

順
じゅん

で検
けん

査
さ

を行
おこな

うことができ

なかったときには、必
かなら

ず上
じょう

司
し

に報
ほう

告
こく

します。実
じっ

施
し

する検
けん

査
さ

はその対
たい

象
しょう

によっ

て２つに分
わ

けることができます。

ア．食
しょく

品
ひん

に関
かん

する検
けん

査
さ

原
げん

料
りょう

から製
せい

品
ひん

に至
いた

るまでの製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

で、食
しょく

品
ひん

としての品
ひん

質
しつ

を確
かく

認
にん

するた

めに行
おこな

います。原
げん

料
りょう

受
うけ

入
いれ

検
けん

査
さ

、工
こう

程
てい

内
ない

の仕
し

掛
かかり

品
ひん

（製
せい

造
ぞう かん

品
ひん

）検
けん

査
さ

、製
せい

品
ひん

検
けん

査
さ

等
とう

があります。

検
けん

査
さ

項
こう

目
もく

は、細
さい

菌
きん

検
けん

査
さ

だけではなく、官
かん

能
のう

検
けん

査
さ

（匂
にお

い、色
しき

調
ちょう

、食
しょっ

感
かん

、総
そう

合
ごう

的
てき

な食
しょく

味
み

の検
けん

査
さ

）を行
おこな

い、目
もく

標
ひょう

の品
ひん

質
しつ

範
はん

囲
い

にあるかを確
かく

認
にん

します。

イ．工
こう

程
てい

に関
かん

する検
けん

査
さ

工
こう

程
てい

が、適
てき

切
せつ

に機
き

能
のう

しているかを確
かく

認
にん

するために行
おこな

います。最
もっと

も重
じゅう

要
よう

な

検
けん

査
さ

は、ＣＣＰ（重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

）の監
かん

視
し

のために実
じっ

施
し

する検
けん

査
さ

です。一
いっ

般
ぱん

に、

ＣＣＰでは、代
だい

理
り

特
とく

性
せい

を使
し

用
よう

して（※）全
ぜん

数
すう

検
けん

査
さ

を行
おこな

います。また、検
けん

証
しょう

途中の未完成
と ちゅう せいみ



－ 63－©OTAFF

として、一
いっ

定
てい

時
じ

間
かん

ごとに製
せい

品
ひん

の抜
ぬき

取
と

りを行
おこな

って、加
か

熱
ねつ

後
ご

の製
せい

品
ひん

の中
ちゅう

心
しん

温
おん

度
ど

などの管
かん

理
り

項
こう

目
もく

を検
けん

査
さ

します。

（※）�ＣＣＰで全
ぜん

数
すう

検
けん

査
さ

を行
おこな

うことが不
ふ

可
か

能
のう

なときには、科
か

学
がく

的
てき

に同
おな

じ意
い

味
み

を持
も

つ要
よう

素
そ

を利
り

用
よう

して管
かん

理
り

状
じょう

態
たい

を把
は

握
あく

します。例
たと

えば、唐
から

揚
あ

げのＣＣ

Ｐの管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

を製
せい

品
ひん

の品
ひん

温
おん

（製
せい

品
ひん

の温
おん

度
ど

）としたときは、フライヤー

温
おん

度
ど

と揚
あ

げる時
じ

間
かん

を代
だい

理
り

特
とく

性
せい

として管
かん

理
り

します。なお、代
だい

理
り

特
とく

性
せい

で管
かん

理
り

したときは、その代
だい

理
り

特
とく

性
せい

の条
じょう

件
けん

で製
せい

造
ぞう

した製
せい

品
ひん

が管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

を満
み

た

しているかを検
けん

証
しょう

することが必
ひつ

要
よう

です。

これ以
い

外
がい

に、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

の汚
お

染
せん

状
じょう

況
きょう

を把
は

握
あく

するための拭
ふき

取
と

り検
けん

査
さ

や、空
くう

中
ちゅう

の

カビなどを調
ちょう

査
さ

する落
らっ

下
か

菌
きん

検
けん

査
さ

などがあります。一
いっ

般
ぱん

に工
こう

程
てい

検
けん

査
さ

では細
さい

菌
きん

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

しますが、検
けん

査
さ

結
けっ

果
か

が出
で

るまでに時
じ

間
かん

がかかります。そのため、清
せい

掃
そう

後
ご

の清
せい

潔
けつ

状
じょう

態
たい

の確
かく

認
にん

など、早
はや

く結
けっ

果
か

を出
だ

したいときはＡＴＰ検
けん

査
さ

（※）も行
おこな

うときもあります。

（※）�生
い

き物
もの

を含
ふく

む多
おお

くの有
ゆう

機
き

物
ぶつ

に含
ふく

まれるＡＴＰ（アデノシン三
さん

リン酸
さん

）

を汚
よご

れの指
し

標
ひょう

とした検
けん

査
さ

方
ほう

法
ほう

です。

③検
けん

査
さ

結
けっ

果
か

の評
ひょう

価
か

と判
はん

断
だん

検
けん

査
さ

結
けっ

果
か

は、管
かん

理
り

者
しゃ

が評
ひょう

価
か

を行
おこな

い措
そ

置
ち

を決
けっ

定
てい

することが基
き

本
ほん

です。しか

し、実
じつ

務
む

的
てき

には検
けん

査
さ

結
けっ

果
か

に対
たい

応
おう

する手
て

順
じゅん

が決
き

められています。合
ごう

格
かく

・不
ふ

合
ごう

格
かく

の基
き

準
じゅん

を明
めい

確
かく

にし、異
い

常
じょう

があった場
ば

合
あい

の手
て

順
じゅん

を定
さだ

め、その上
うえ

で管
かん

理
り

者
しゃ

に

評
ひょう

価
か

・判
はん

断
だん

を求
もと

めます。

なお、検
けん

査
さ

結
けっ

果
か

が合
ごう

格
かく

範
はん

囲
い

であっても、工
こう

程
てい

内
ない

に異
い

常
じょう

が起
お

きそうなとき

があります。例
たと

えば、細
さい

菌
きん

検
けん

査
さ

で菌
きん

の数
かず

が徐
じょ

々
じょ

に上
あ

がってきているときは、

製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

内
ない

に何
なに

かの異
い

常
じょう

がある可
か

能
のう

性
せい

があります。

検
けん

査
さ

では単
たん

に合
ごう

格
かく

・不
ふ

合
ごう

格
かく

を判
はん

断
だん

するだけでなく、結
けっ

果
か

に何
なに

かの傾
けい

向
こう

や異
い

常
じょう

につながる動
うご

きがないかを確
かく

認
にん

して、評
ひょう

価
か

することが重
じゅう

要
よう

です。

（２）清
せい

掃
そう

一
いっ

般
ぱん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

では製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

や作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の環
かん

境
きょう

を衛
えい

生
せい

的
てき

に保
たも

つことが、非
ひ

常
じょう

に
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重
じゅう

要
よう

です。清
せい

掃
そう

作
さ

業
ぎょう

には、環
かん

境
きょう

維
い

持
じ

だけでなく重
じゅう

要
よう

な目
もく

的
てき

があります。こ

こでは、作
さ

業
ぎょう

終
しゅう

了
りょう

後
ご

の清
せい

掃
そう

作
さ

業
ぎょう

について説
せつ

明
めい

します。

①終
しゅう

了
りょう

時
じ

清
せい

掃
そう

の目
もく

的
てき

「稼
か

働
どう

時
じ

に原
げん

材
ざい

料
りょう

で汚
よご

れた製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

の施
し

設
せつ

や設
せつ

備
び

を洗
あら

ってきれいにす

る」ことだけが清
せい

掃
そう

の目
もく

的
てき

ではありません。これは洗
せん

浄
じょう

作
さ

業
ぎょう

の目
もく

的
てき

です。

終
しゅう

了
りょう

時
じ

清
せい

掃
そう

は、大
おお

きく３つの目
もく

的
てき

・作
さ

業
ぎょう

に分
ぶん

類
るい

することができます。

・終
しゅう

了
りょう

時
じ

点
てん

検
けん

　�製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

の施
し

設
せつ

や設
せつ

備
び

に異
い

常
じょう

や破
は

損
そん

がなかったかを確
かく

認
にん

する

・�洗
せん

浄
じょう

作
さ

業
ぎょう

　�製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

の施
し

設
せつ

や設
せつ

備
び

が稼
か

働
どう

中
ちゅう

に付
ふ

着
ちゃく

した原
げん

材
ざい

料
りょう

由
ゆ

来
らい

の汚
よご

れ

を除
じょ

去
きょ

する

・殺
さっ

菌
きん

作
さ

業
ぎょう

　�製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

の施
し

設
せつ

や設
せつ

備
び

に残
ざん

存
ぞん

する細
さい

菌
きん

を除
じょ

去
きょ

する

　�になります。さらに、これに「次
つぎ

の日
ひ

の準
じゅん

備
び

を行
おこな

う」を付
つ

け加
くわ

えることも

あります。

②終
しゅう

了
りょう

時
じ

点
てん

検
けん

稼
か

働
どう

中
ちゅう

に設
せつ

備
び

に異
い

常
じょう

が生
しょう

じて不
ふ

良
りょう

品
ひん

が発
はっ

生
せい

したり、設
せつ

備
び

が破
は

損
そん

して破
は

片
へん

の一
いち

部
ぶ

が製
せい

品
ひん

に混
こん

入
にゅう

する可
か

能
のう

性
せい

があります。終
しゅう

了
りょう

時
じ

点
てん

検
けん

は、そのような事
じ

故
こ

の発
はっ

生
せい

の有
う

無
む

を確
かく

認
にん

して、異
い

常
じょう

があればただちに措
そ

置
ち

を行
おこな

って異
い

物
ぶつ

混
こん

入
にゅう

のおそれのある製
せい

品
ひん

を出
しゅっ

荷
か

、販
はん

売
ばい

することを防
ふせ

ぎます。清
せい

掃
そう

作
さ

業
ぎょう

では、設
せつ

備
び

を分
ぶん

解
かい

して洗
せん

浄
じょう

するため、異
い

常
じょう

の発
はっ

見
けん

が容
よう

易
い

です。

作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

には、単
たん

なる清
せい

掃
そう

作
さ

業
ぎょう

ではなく、終
しゅう

了
りょう

時
じ

点
てん

検
けん

を実
じっ

施
し

していると

いうことを意
い

識
しき

させて、異
い

常
じょう

があればただちに報
ほう

告
こく

するように指
し

導
どう

するこ

とが必
ひつ

要
よう

です。

③洗
せん

浄
じょう

作
さ

業
ぎょう

洗
せん

浄
じょう

作
さ

業
ぎょう

は、製
せい

品
ひん

の衛
えい

生
せい

性
せい

や安
あん

全
ぜん

性
せい

に重
じゅう

要
よう

な影
えい

響
きょう

を与
あた

える作
さ

業
ぎょう

ですが、

何
なに

も付
ふ

加
か

価
か

値
ち

（４章
しょう

－３．－（２）の「〜コラム〜　付
ふ

加
か

価
か

値
ち

」参
さん

照
しょう

）を

生
う

まない作
さ

業
ぎょう

です。多
おお

くの作
さ

業
ぎょう

工
こう

数
すう

（４章
しょう

－１．－（６）参
さん

照
しょう

）が必
ひつ

要
よう

であり、大
たい

量
りょう

の水
みず

を使
し

用
よう

して、食
しょく

品
ひん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

も発
はっ

生
せい

します。また、排
はい

水
すい

処
しょ

理
り

に最
もっと

も負
ふ

荷
か

を与
あた

える作
さ

業
ぎょう

です。そのため、衛
えい

生
せい

性
せい

を確
かく

保
ほ

したうえで、作
さ

業
ぎょう
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工
こう

数
すう

と使
し

用
よう

水
すい

と食
しょく

品
ひん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

を削
さく

減
げん

する、同
どう

時
じ

に排
はい

水
すい

負
ふ

荷
か

を軽
けい

減
げん

するという

複
ふく

雑
ざつ

な課
か

題
だい

の解
かい

決
けつ

が必
ひつ

要
よう

になります。

まず、洗
せん

浄
じょう

作
さ

業
ぎょう

を管
かん

理
り

監
かん

督
とく

する管
かん

理
り

者
しゃ

や職
しょく

長
ちょう

が、効
こう

率
りつ

的
てき

な洗
せん

浄
じょう

作
さ

業
ぎょう

方
ほう

法
ほう

と手
て

順
じゅん

を確
かく

立
りつ

することが重
じゅう

要
よう

です。確
かく

立
りつ

された手
て

順
じゅん

を作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

に教
きょう

育
いく

訓
くん

練
れん

し、作
さ

業
ぎょう

時
じ

に職
しょく

長
ちょう

が指
し

導
どう

監
かん

督
とく

するという仕
し

組
く

みをきちんと構
こう

築
ちく

すること

が必
ひつ

要
よう

です。

ア．洗
せん

浄
じょう

作
さ

業
ぎょう

の流
なが

れ

製
せい

造
ぞう

が終
しゅう

了
りょう

した時
とき

には、工
こう

程
てい

内
ない

に原
げん

材
ざい

料
りょう

や仕
し

掛
かかり

品
ひん

が残
のこ

っています。これ

らを衛
えい

生
せい

的
てき

に回
かい

収
しゅう

します。ミキサーやホッパー表
ひょう

面
めん

に付
ふ

着
ちゃく

している残
ざん

渣
さ

も、スクレーパーできれいに掻
か

き取
と

ります。

これにより、その後
ご

の洗
せん

浄
じょう

作
さ

業
ぎょう

が軽
けい

減
げん

されます。また残
ざん

渣
さ

は衛
えい

生
せい

的
てき

に回
かい

収
しゅう

すれば原
げん

料
りょう

として再
さい

利
り

用
よう

できるときがあります。再
さい

利
り

用
よう

しないで食
しょく

品
ひん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

として廃
はい

棄
き

するときも、排
はい

水
すい

処
しょ

理
り

の負
ふ

荷
か

を低
てい

減
げん

することが可
か

能
のう

になります。

次
つぎ

に設
せつ

備
び

を分
ぶん

解
かい

し、水
みず

をかけて汚
よご

れを落
お

ちやすくします。油
ゆ

脂
し

による汚
よご

れは湯
ゆ

をかけると効
こう

果
か

的
てき

に落
お

ちます。その後
ご

、洗
せん

剤
ざい

を使
つか

った洗
せん

浄
じょう

、すすぎ

（洗
せん

剤
ざい

を水
みず

で流
なが

すこと）、乾
かん

燥
そう

、組
く

み立
た

てとなります。

配
はい

管
かん

やタンク等
とう

の閉
へい

鎖
さ

系
けい

の設
せつ

備
び

の洗
せん

浄
じょう

には、設
せつ

備
び

を分
ぶん

解
かい

しないＣＩＰ

（Cleaning In Place）洗
せん

浄
じょう

が行
おこな

われることが一
いっ

般
ぱん

的
てき

です。

洗
せん

浄
じょう

は、作
さ

業
ぎょう

マニュアル（手
て

順
じゅん

書
しょ

）に従
したが

って行
おこな

います。効
こう

率
りつ

よく洗
せん

浄
じょう

作
さ

業
ぎょう

を実
じっ

施
し

するためには、残
ざん

渣
さ

をきれいに取
と

り除
のぞ

くこと、作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

と作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の担
たん

当
とう

を明
めい

確
かく

に決
き

めることが必
ひつ

要
よう

です。洗
せん

浄
じょう

するエリアも、例
たと

えば製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

の初
はじ

めの方
ほう

から終わ
お

りの方
ほう

へ 順
じゅん

番
ばん

に実
じっ し

施
さ

して、作 業
ぎょう

が重
かさ

ならないよう

することが有
ゆう

効
こう

です。

イ．洗
せん

剤
ざい

の種
しゅ

類
るい

洗
せん

剤
ざい

は、その水
すい

溶
よう

液
えき

の pH により、酸
さん

性
せい

洗
せん

剤
ざい

、中
ちゅう

性
せい

洗
せん

剤
ざい

、アルカリ性洗剤に
せいせんざい

分
わ

かれます。それぞれに適
てき

した汚
よご

れがあります。

・�中
ちゅう

性
せい

洗
せん

剤
ざい

　�pH ６～８程
てい

度
ど

で、日
にち

常
じょう

的
てき

によく使
し

用
よう

される洗
せん

剤
ざい

です。他
ほか

の洗
せん

剤
ざい

と比
くら

べて、比
ひ

較
かく

的
てき

安
あん

全
ぜん

性
せい

が高
たか

く、軽
かる

い食
しょく

品
ひん

汚
よご

れを洗
せん

浄
じょう

する

に
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のに適
てき

しています。

・�アルカリ性
せい

洗
せん

剤
ざい

　�pH ８以
い

上
じょう

で、たんぱく質
しつ

や油
ゆ

脂
し

を分
ぶん

解
かい

して洗
せん

浄
じょう

しま

す。肉
にく

類
るい

の処
しょ

理
り

や加
か

熱
ねつ

混
こん

合
ごう

する設
せつ

備
び

・機
き

器
き

の洗
せん

浄
じょう

に適
てき

しています。特
とく

に pH11 以
い

上
じょう きょう

の 強 アルカリ性洗剤の洗浄
せいせんざい せんじょう

力
りょく

は強
きょう

力
りょく

ですが、間
ま

違
ちが

って皮
ひ

膚
ふ

に付
つ

けるとひどいやけ

どなどのケガをするので、使
し

用
よう

するときは必
かなら

ず保
ほ

護
ご

具
ぐ

を

着
ちゃく

用
よう

して気
き

を付
つ

けて使
し

用
よう

します。

・�酸
さん

性
せい

洗
せん

剤
ざい

　�pH ６以
い

下
か

で、無
む

機
き

質
しつ

の洗
せん

浄
じょう

に適
てき

しています。設
せつ

備
び

表
ひょう

面
めん

や配
はい

管
かん

内
ない

に付
ふ

着
ちゃく

したカルシウムやマグネシウム等
とう

の無
む

機
き

質
しつ

の 塊
かたまり

を「ス

ケール」といいます。このスケールの洗
せん

浄
じょう

、除
じょ

去
きょ

に適
てき

していま

す。人
ひと

の体
からだ

に対
たい

する危
き

険
けん

性
せい

はアルカリ性洗剤と同じですので、使
せいせんざい おな し

用
よう

するときは必
かなら

ず保
ほ

護
ご

具
ぐ

を着
ちゃく

用
よう

します。

ウ．洗
せん

剤
ざい

と温
おん

度
ど

の影
えい

響
きょう

一
いっ

般
ぱん

に洗
せん

剤
ざい

は、水
すい

溶
よう

液
えき

の温
おん

度
ど

が高
たか

い方
ほう

が洗
せん

浄
じょう

効
こう

果
か

が高
たか

くなります。油
ゆ

脂
し

の汚
よご

れも落
お

ちやすくなります。そのため、湯
ゆ

を使
つか

って洗
せん

浄
じょう

することがよく

ありますが、たんぱく質
しつ

は 60℃以
い

上
じょう

で固
かた

まるので、温
おん

度
ど

によっては洗
せん

浄
じょう

が

難
むずか

しくなることがあります。

また、あまり高
こう

温
おん

になると作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

がやけどをする危
き

険
けん

性
せい

が増
ま

すので、汚
よご

れに合
あ

った適
てき

切
せつ

な温
おん

度
ど

の湯
ゆ

を使
し

用
よう

します。

エ . 洗
せん

剤
ざい

の使
し

用
よう

法
ほう

に沿
そ

った作
さ

業
ぎょう

が必
ひつ

要
よう

洗
せん

剤
ざい

は、技
ぎ

術
じゅつ

進
しん

歩
ぽ

により、効
こう

果
か

が高
たか

いだけでなく、除
じょ

菌
きん

洗
せん

浄
じょう

剤
ざい

など新
あたら

し

い機
き

能
のう

を持
も

つものも多
おお

く開
かい

発
はつ

されています。洗
せん

剤
ざい

の使
し

用
よう

は、メーカーが推
すい

奨
しょう

する使
し

用
よう

方
ほう

法
ほう

が最
もっと

も安
あん

全
ぜん

で効
こう

果
か

が高
たか

いので、必
かなら

ずその内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

して、

作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

うようにしましょう。また、自
じ

分
ぶん

の判
はん

断
だん

で混
ま

ぜたり、不
ふ

適
てき

切
せつ

な容
よう

器
き

に保
ほ

存
ぞん

するなど、扱
あつか

いを間
ま

違
ちが

えると人
ひと

の体
からだ

に害
がい

を与
あた

えることがあるので、

注
ちゅう

意
い

書
が

きに従
したが

って適
てき

切
せつ

な保
ほ

護
ご

具
ぐ

を着
ちゃく

用
よう

して使
し

用
よう

します。



－ 67－©OTAFF

④殺
さっ

菌
きん

作
さ

業
ぎょう

洗
せん

浄
じょう

作
さ

業
ぎょう

が終
しゅう

了
りょう

すると、水
みず

切
き

りを行
おこな

います。水
みず

切
き

りを行
おこな

った後
のち

、さら

に殺
さっ

菌
きん

作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

うときがあります。殺
さっ

菌
きん

作
さ

業
ぎょう

は、部
ぶ

品
ひん

・器
き

具
ぐ

、設
せつ

備
び

、床
ゆか

、

壁
かべ

に対
たい

して、それぞれに適
てき

した薬
やく

剤
ざい

・方
ほう

法
ほう

で実
じっ

施
し

します。

部
ぶ

品
ひん

の殺
さっ

菌
きん

には、次
じ

亜
あ

塩
えん

素
そ

酸
さん

ナトリウムや過
か

酢
さく

酸
さん

製
せい

剤
ざい

の希
き

釈
しゃく

液
えき

に浸
ひた

す浸
しん

漬
せき

殺
さっ

菌
きん

、蒸
じょう

煮
しゃ

器
き

に入
い

れて加
か

熱
ねつ

する加
か

熱
ねつ

殺
さっ

菌
きん

、紫
し

外
がい

線
せん

ボックスに入
い

れる紫
し

外
がい

線
せん

殺
さっ

菌
きん

などの方
ほう

法
ほう

があります。部
ぶ

品
ひん

の薬
やく

剤
ざい

への強
つよ

さ、熱
ねつ

への強
つよ

さ、形
かたち

など

により適
てき

切
せつ

な方
ほう

法
ほう

を選
せん

択
たく

します。なお、ＣＩＰ洗
せん

浄
じょう

のときは、洗
せん

浄
じょう

プログ

ラムの中
なか

に殺
さっ

菌
きん

・すすぎまで含
ふく

まれています。

設
せつ

備
び

本
ほん

体
たい

や床
ゆか

面
めん

・壁
へき

面
めん

の殺
さっ

菌
きん

作
さ

業
ぎょう

のときは対
たい

象
しょう

が大
おお

きいため、殺
さっ

菌
きん

剤
ざい

を

噴
ふん

霧
む

して作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

います。

噴
ふん

霧
む

殺
さっ

菌
きん

剤
ざい

には、一
いっ

般
ぱん

に次
じ

亜
あ

塩
えん

素
そ

酸
さん

ナトリウムや、過
か

酢
さく

酸
さん

製
せい

剤
ざい

の希
き

釈
しゃく

液
えき

、エチルアルコールを使
し

用
よう

します。噴
ふん

霧
む

作
さ

業
ぎょう

では、手
て

袋
ぶくろ

や保
ほ

護
ご

メガネな

どの保
ほ

護
ご

具
ぐ

の着
ちゃく

用
よう

が必
ひつ

要
よう

です。

殺
さっ

菌
きん

作
さ

業
ぎょう

を終
お

えた後
のち

、洗
せん

浄
じょう

効
こう

果
か

を確
かく

認
にん

するためにＡＴＰ試
し

薬
やく

で汚
よご

れが

残
のこ

っていないか確
かく

認
にん

することが一
いっ

般
ぱん

的
てき

になってきました。ＡＴＰ試
し

薬
やく

は、殺
さっ

菌
きん

効
こう

果
か

の評
ひょう

価
か

には向
む

かないため、定
てい

期
き

的
てき

に拭
ふ

き取
と

りによる細
さい

菌
きん

検
けん

査
さ

も行
おこな

う

と効
こう

果
か

的
てき

です。

（３）トレーサビリティ

「トレーサビリティ」とは、追
つい

跡
せき

可
か

能
のう

性
せい

という意
い

味
み

です。トレーサビリティ

には、２種
しゅ

類
るい

あります。「トレースバック」と「トレースフォワード」です。

①トレースバック

お客
きゃく

様
さま

が購
こう

入
にゅう

した製
せい

品
ひん

に事
じ

故
こ

が発
はっ

生
せい

したときに、製
せい

品
ひん

のロットから製
せい

造
ぞう

情
じょう

報
ほう

と原
げん

料
りょう

情
じょう

報
ほう

を 遡
さかのぼ

り、事
じ

故
こ

を起
お

こした製
せい

造
ぞう

時
じ

の状
じょう

況
きょう

と原
げん

料
りょう

のロット

を特
とく

定
てい

します。

②トレースフォワード

原
げん

料
りょう

に事
じ

故
こ

の原
げん

因
いん

の可
か

能
のう

性
せい

があるときに、その原
げん

料
りょう

ロットを使
し

用
よう

した製
せい
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品
ひん

ロットをどこへ販
はん

売
ばい

したかを確
かく

認
にん

し、事
じ

故
こ

の可
か

能
のう

性
せい

がある製
せい

品
ひん

を特
とく

定
てい

しま

す。設
せつ

備
び

事
じ

故
こ

のときも同
どう

様
よう

です。製
せい

品
ひん

を特
とく

定
てい

できれば、出
しゅっ

荷
か

停
てい

止
し

や製
せい

品
ひん

回
かい

収
しゅう

などを行
おこな

って事
じ

故
こ

の拡
かく

大
だい

を防
ふせ

ぐことができます。

迅
じん

速
そく

にトレースバック、トレースフォワードが実
じっ

行
こう

できれば、事
じ

故
こ

の被
ひ

害
がい

を最
さい

小
しょう

に抑
おさ

えることができるかもしれません。この仕
し

組
く

みをトレーサビリ

ティシステムといいます。

③トレースバックのための原
げん

材
ざい

料
りょう

管
かん

理
り

トレースフォワードの仕
し

組
く

みは会
かい

社
しゃ

の物
ぶつ

流
りゅう

部
ぶ

門
もん

が担
たん

当
とう

することが一
いっ

般
ぱん

的
てき

ですが、トレースバックの仕
し

組
く

みを有
ゆう

効
こう

にするのは工
こう

場
じょう

の製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

の責
せき

任
にん

になります。トレースバックを有
ゆう

効
こう

にするためには、トレースバックのシス

テムが整
せい

備
び

されていることが前
ぜん

提
てい

になります。工
こう

場
じょう

や製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

では、以
い

下
か

の原
げん

料
りょう

管
かん

理
り

を対
たい

象
しょう

に実
じっ

施
し

する必
ひつ

要
よう

があります。

・原
げん

材
ざい

料
りょう

をロットごとに受
うけ

入
いれ

・記
き

録
ろく

して、ロット別
べつ

に保
ほ

管
かん

する。

・�原
げん

材
ざい

料
りょう

の先
さき

入
いれ

先
さき

出
だし

管
かん

理
り

を徹
てっ

底
てい

する。原
げん

材
ざい

料
りょう

の使
し

用
よう

はロット単
たん

位
い

で管
かん

理
り

する。

・製
せい

品
ひん

の製
せい

造
ぞう

記
き

録
ろく

に原
げん

料
りょう

ロットを正
せい

確
かく

に記
き

載
さい

する。

工
こう

場
じょう

や製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

で製
せい

造
ぞう

記
き

録
ろく

と製
せい

造
ぞう

の実
じっ

態
たい

が異
こと

なると、どんなに立
りっ

派
ぱ

な仕
し

組
く

みがあっても役
やく

に立
た

たないトレーサビリティになります。原
げん

材
ざい

料
りょう

につい

ては、良
りょう

質
しつ

な食
しょく

品
ひん

を作
つく

るために必
ひつ

要
よう

な品
ひん

質
しつ

を守
まも

るための原
げん

材
ざい

料
りょう

管
かん

理
り

と、製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

での原
げん

材
ざい

料
りょう

使
し

用
よう

履
り

歴
れき

の管
かん

理
り

が非
ひ

常
じょう

に重
じゅう

要
よう

になります。

４．統
とう

計
けい

的
てき

品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

の基
き

礎
そ

正
ただ

しい解
かい

析
せき

処
しょ

理
り

を行
おこな

うためには、基
き

本
ほん

的
てき

な統
とう

計
けい

の知
ち

識
しき

が必
ひつ

要
よう

です。統
とう

計
けい

の

手
しゅ

法
ほう

を使
つか

って、科
か

学
がく

的
てき

な数
すう

値
ち

分
ぶん

析
せき

を行
おこな

う品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

を統
とう

計
けい

的
てき

品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

といいま

す。ここでは基
き

礎
そ

的
てき

な統
とう

計
けい

手
しゅ

法
ほう

を使
つか

った数
すう

値
ち

分
ぶん

析
せき

を具
ぐ

体
たい

的
てき

に説
せつ

明
めい

します。ま

た、用
よう

語
ご

や指
し

標
ひょう

数
すう

値
ち

の意
い

味
み

に加
くわ

えて、現
げん

場
ば

でもできる分
ぶん

析
せき

手
しゅ

法
ほう

を説
せつ

明
めい

します。

（１）統
とう

計
けい

の基
き

本
ほん

的
てき

な考
かんが

え方
かた

と数
すう

値
ち

管
かん

理
り

の基
き

本
ほん

統
とう

計
けい

の基
き

本
ほん

的
てき

な考
かんが

え方
かた

を理
り

解
かい

するために、データ（測
そく

定
てい

値
ち

）から統
とう

計
けい

的
てき

に
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ラインの状
じょう

態
たい

を観
かん

察
さつ

して改
かい

善
ぜん

を行
おこな

う様
よう

子
す

を、事
じ

例
れい

で説
せつ

明
めい

します。

①用
よう

語
ご

ア．�母
ぼ

集
しゅう

団
だん

　調
ちょう

査
さ

対
たい

象
しょう

となる集
しゅう

団
だん

をいいます。母
ぼ

集
しゅう

団
だん

を層
そう

別
べつ

（※）するこ

とで、さらに小
ちい

さな母
ぼ

集
しゅう

団
だん

に分
わ

けて分
ぶん

析
せき

することができます。

※�「層
そう

別
べつ

する」とは、集
しゅう

団
だん

のデータを属
ぞく

性
せい

（例
たと

えば「男
だん

性
せい

と女
じょ

性
せい

」）で分
ぶん

類
るい

したグループに分
わ

けて分
ぶん

析
せき

することをいいます。

イ．�サンプリング　母
ぼ

集
しゅう

団
だん

をすべて調
ちょう

査
さ

する代
か

わりに一
いち

部
ぶ

のデータを取
と

る

ことです。分
ぶん

布
ぷ

のばらつきを正
せい

確
かく

に把
は

握
あく

するために、乱
らん

数
すう

表
ひょう

などを用
もち

いた「ランダムサンプリング」という手
しゅ

法
ほう

が用
もち

いられます。

ウ．�分
ぶん

布
ぷ

　データの「ばらつき」の状
じょう

態
たい

です。重
じゅう

量
りょう

や長
なが

さなどの測
そく

定
てい

値
ち

は

自
し

然
ぜん

にばらつきますが、「ばらつきの姿
すがた

」はデータの特
とく

性
せい

によって異
こと

な

ります。

エ．�範
はん

囲
い

　最
さい

大
だい

値
ち

と最
さい

小
しょう

値
ち

の幅
はば

のことで、「範
はん

囲
い

」といい、ばらつきの大
おお

き

さを表
あらわ

しています。範
はん

囲
い

は「R」と表
あらわ

します。

オ．�正
せい

規
き

分
ぶん

布
ぷ

食
しょく

品
ひん

製
せい

造
ぞう

で

調
ちょう

査
さ

の対
たい

象
しょう

となる母
ぼ

集
しゅう

団
だん

の特
とく

性
せい

は、重
おも

さ、

長
なが

さ、温
おん

度
ど

等
とう

を測
そく

定
てい

器
き

で測
はか

ったデータ（測
そく

定
てい

値
ち

）で示
しめ

されます。デー

タの典
てん

型
けい

的
てき

な「ばらつ

きの姿
すがた

」は図
ず

のように

中
ちゅう

心
しん

にデータが最
もっと

も多
おお

く集
あつ

まり、中
ちゅう

心
しん

から離
はな

れると左
さ

右
ゆう

対
たい

称
しょう

に減
へ

っ

ていく「正
せい

規
き

分
ぶん

布
ぷ

」です。正
せい

規
き

分
ぶん

布
ぷ

では、ばらつきは平
へい

均
きん ち

値（x：̅エッ
スバー）を中

ちゅう

心
しん

に対
たい

称
しょう

な形
かたち

になります。

カ．�標
ひょう

準
じゅん

偏
へん

差
さ

（σ：シグマ）　データのばらつきを統
とう

計
けい

的
てき

に示
しめ

したもので

「σ」で表
あらわ

します。この数
すう

字
じ

が小
ちい

さいほどばらつきが小
ちい

さいことを意
い

味
み

します。正
せい

規
き

分
ぶん

布
ぷ

では、x̅ ±σの分
ぶん

布
ぷ

の中
なか

にデータの 68.3％、±２

σで 95.4％、±３σで 99.7％が含
ふく

まれます。標
ひょう

準
じゅん

偏
へん

差
さ

は、データを

入
にゅう

力
りょく

すれば PC や関
かん

数
すう

電
でん

卓
たく

で簡
かん

単
たん

に算
さん

出
しゅつ

できます。

-3σ -2σ -1σ

68.3％
95.4％
99.7％

平
へい
均
きん

1σ 2σ 3σ

ク
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②事
じ

例
れい

と解
かい

説
せつ

（成
せい

型
けい

機
き

と製
せい

品
ひん

重
じゅう

量
りょう

の例
れい

）

一
いっ

般
ぱん

に、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

の管
かん

理
り

では、製
せい

品
ひん

の 重
じゅう

量
りょう

などについて、規
き

格
かく

を定
さだ

め

ています。規
き

格
かく

には上
じょう

限
げん

値
ち

と下
か

限
げん

値
ち

があります。また、この規
き

格
かく

から逸
いつ

脱
だつ

しないように、規
き

格
かく

の範
はん

囲
い

の中
なか

で管
かん

理
り

するための上
じょう

限
げん

値
ち

と下
か

限
げん

値
ち

（管
かん

理
り

限
げん

界
かい

）を定
さだ

めます。その中
ちゅう

心
しん

値
ち

を管
かん

理
り

中
ちゅう

心
しん

値
ち

とします。

　事
じ

例
れい

３－１

ある工
こう

場
じょう

の製
せい

品
ひん

の重
じゅう

量
りょう

の規
き

格
かく

は「23.0g 以
い

上
じょう

27.0g 以
い

下
か

であること」

です。この場
ば

合
あい

の規
き

格
かく

の下
か

限
げん

値
ち

は 23.0g、上
じょう

限
げん

値
ち

は 27.0g、規
き

格
かく

の 中
ちゅう

心
しん

値
ち

は 25.0g、規
き

格
かく

の幅
はば

は 4.0g です。「重
じゅう

量
りょう

の規
き

格
かく

：25.0 ± 2.0g」

と表
あらわ

す場
ば

合
あい

もあります。

この製
せい

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

するのに２台
だい

の成
せい

型
けい

機
き

A、B を使
つか

っています。ある日
ひ

こ

のライン全
ぜん

体
たい

で 18,000 個
こ

の製
せい

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

しました。18,000 個
こ

の製
せい

品
ひん

の

重
じゅう

量
りょう

の平
へい

均
きん

は 23.8g、最
さい

小
しょう

値
ち

は 21.5g、最
さい

大
だい

値
ち

は 27.0g でした。 重
じゅう

量
りょう

は「23.0g 以
い

上
じょう

27.0g 以
い

下
か

であること」なので、重
じゅう

量
りょう

23.0g 未
み

満
まん

（規
き

格
かく

外
がい

）の不
ふ

良
りょう

品
ひん

が含
ふく

まれています。

ばらつきの大
おお

きさ（範
はん

囲
い

：R）は 27.0-21.5=5.5g で、規
き

格
かく

の幅
はば

4.0g

より大
おお

きくなっていました。

　事
じ

例
れい

３－２　

18,000 個
こ

の製
せい

品
ひん

のうち、10,000 個
こ

は成
せい

型
けい

機
き

A で製
せい

造
ぞう

したもので、こ

の 10,000 個
こ

の製
せい

品
ひん

の重
じゅう

量
りょう

の平
へい

均
きん

は 25.5g、最
さい

小
しょう

値
ち

は 23.5g、最
さい

大
だい

値
ち

は 27.0g でした。

「重
じゅう

量
りょう

は 23.0g 以
い

上
じょう

27.0g 以
い

下
か

であること」なので、重
じゅう

量
りょう

が規
き

格
かく

外
がい

の不
ふ

良
りょう

品
ひん

は含
ふく

まれていません。ばらつきの大
おお

きさ（範
はん

囲
い

：R）は 27.0-

23.5=3.5g で、規
き

格
かく

の幅
はば

4.0g よりも小
ちい

さくなっています。

18,000個
こ

の製
せい

品
ひん

のうち残
のこ

りの8,000個
こ

は成
せい

型
けい

機
き

Bで製
せい

造
ぞう

したもので、

この 8,000 個
こ

の製
せい

品
ひん

の重
じゅう

量
りょう

の平
へい

均
きん

は 24.0g、最
さい

小
しょう

値
ち

は 21.5g、最
さい

大
だい

値
ち
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は 26.5g でした。

「重
じゅう

量
りょう

は 23.0g 以
い

上
じょう

27.0g 以
い

下
か

であること」なので、重
じゅう

量
りょう

23.0g

未
み

満
まん

（規
き

格
かく

外
がい

）の不
ふ

良
りょう

品
ひん

が含
ふく

まれています。ばらつきの大
おお

きさ（範
はん

囲
い

：R）

は 26.5-21.5=5.0g で、規
き

格
かく

の幅
はば

4.0g よりも大
おお

きくなっています。

　解
かい

説
せつ

３－１、３－２　

事
じ

例
れい

３－２では、18,000 個
こ

の製
せい

品
ひん

の重
じゅう

量
りょう

のデータを、成
せい

型
けい

機
き

別
べつ

に分
わ

け

て調
しら

べました（これが「層
そう

別
べつ

」（3 章
しょう

－ 4．－（1）－①―ア．）です）。そ

の結
けっ

果
か

、規
き

格
かく

外
がい

の不
ふ

良
りょう

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

しているのは成
せい

型
けい

機
き

B で、成
せい

型
けい

機
き

A は不
ふ

良
りょう

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

していないことが分
わ

かりました。したがって、不
ふ

良
りょう

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

し

ないようにするためには、成
せい

型
けい

機
き

Ｂに何
なに

かの対
たい

策
さく

をする必
ひつ

要
よう

があります。

まず、成
せい

型
けい

機
き

Ｂで製
せい

造
ぞう

した製
せい

品
ひん

8,000 個
こ

の製
せい

品
ひん

の 重
じゅう

量
りょう

の平
へい

均
きん

が

24.0g でしたので、重
じゅう

量
りょう

が 1.0g 多
おお

くなるよう、成
せい

型
けい

機
き

の重
じゅう

量
りょう

設
せっ

定
てい

を

調
ちょう

整
せい

しました。これにより重
じゅう

量
りょう

の平
へい

均
きん

が規
き

格
かく

の中
ちゅう

心
しん

値
ち

の 25.0 ｇになる

ようにします。

ただ、これだけでは、ばらつきの大
おお

きさがそのままの場
ば

合
あい

、最
さい

小
しょう

値
ち

と

最
さい

大
だい

値
ち

も 1.0g 増
ふ

えて、最
さい

小
しょう

値
ち

が 22.5g、最
さい

大
だい

値
ち

が 27.5g になってしま

います。今
こん

度
ど

は規
き

格
かく

値
ち

の上
じょう

限
げん

（27.0g）を上
うわ

回
まわ

る製
せい

品
ひん

ができてしまいます。

そのため、さらに、ばらつきの大
おお

きさが 5.0g ではなく成
せい

型
けい

機
き

A と同
おな

じ

3.5g になるよう、成
せい

型
けい

機
き

のある部
ぶ

品
ひん

を成
せい

型
けい

機
き

A と同
おな

じ品
ひん

番
ばん

のものに交
こう

換
かん

しました。

その結
けっ

果
か

、成
せい

型
けい

機
き

Ｂも、製
せい

品
ひん

の 重
じゅう

量
りょう

の平
へい

均
きん

が 25.0 ｇ、最
さい

小
しょう

値
ち

が
さい

大
だい

値
ち

が 26.5g と、不
ふ

良
りょう

品
ひん

が出
で

ない製
せい

造
ぞう

ができるようになりま23.0g、最

した。

この事
じ

例
れい

では、設
せつ

備
び

を調
ちょう

整
せい

・修
しゅう

理
り

して、ばらつきを小
ちい

さくすることで、不
ふ

良
りょう

品
ひん

をなくすことができました。
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　（数
すう

値
ち

管
かん

理
り

の基
き

本
ほん

）

一
いっ

般
ぱん

に、設
せつ

備
び

で製
せい

造
ぞう

する製
せい

品
ひん

の特
とく

性
せい

である重
じゅう

量
りょう

などを工
こう

場
じょう

で定
さだ

めた規
き

格
かく

の範
はん

囲
い

内
ない

に収
おさ

めるためには、

①�製
せい

造
ぞう

される製
せい

品
ひん

の重
じゅう

量
りょう

などの平
へい

均
きん

値
ち

（x̅）が製
せい

品
ひん

の規
き

格
かく

の中
ちゅう

心
しん

値
ち

にな

るように設
せつ

備
び

の設
せっ

定
てい

を調
ちょう

整
せい

すること

②�設
せつ

備
び

精
せい

度
ど

の不
ふ

足
そく

を原
げん

因
いん

とする「ばらつき」（R）が最
さい

小
しょう

となるよう、そ

れぞれの設
せつ

備
び

を調
ちょう

整
せい

・修
しゅう

理
り

すること

が重
じゅう

要
よう

です。

通
つう

常
じょう

、生
せい

産
さん

ラインは管
かん

理
り

されていてデータも安
あん

定
てい

しています。後
こう

述
じゅつ

す

る管
かん

理
り

図
ず

などを用
もち

いて、その日
ひ

の平
へい

均
きん

値
ち

やばらつき（範
はん

囲
い

や標
ひょう

準
じゅん

偏
へん

差
さ

）

が異
い

常
じょう

なく管
かん

理
り

範
はん

囲
い

に入
はい

っていることを確
かく

認
にん

すれば大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

です。

異
い

常
じょう

があるときは、是
ぜ

正
せい

措
そ

置
ち

が手
て

順
じゅん

化
か

されていれば、それに従
したが

って是
ぜ

正
せい

します。手
て

順
じゅん

外
がい

のときは、品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

や生
せい

産
さん

管
かん

理
り

の担
たん

当
とう

者
しゃ

に相
そう

談
だん

して、

調
ちょう

査
さ

解
かい

析
せき

を行
おこな

います。調
ちょう

整
せい

・修
しゅう

理
り

や改
かい

善
ぜん

の方
ほう

向
こう

性
せい

は、解
かい

析
せき

結
けっ

果
か

から判
はん

断
だん

します。

（２）3 σ（スリーシグマ）の管
かん

理
り

一
いっ

般
ぱん

に製
せい

品
ひん

の特
とく

性
せい

を表
あらわ

す重
じゅう

量
りょう

や長
なが

さなどのデータは、正
せい

規
き

分
ぶん

布
ぷ

を示
しめ

しま

す。正
せい

規
き

分
ぶん

布
ぷ

では、前
ぜん

述
じゅつ

の用
よう

語
ご

説
せつ

明
めい

で図
ず

示
し

しているように、平
へい

均
きん

値
ち

（x̅：エッ

クスバー）を中
ちゅう

心
しん

に標
ひょう

準
じゅん

偏
へん

差
さ

（σ）の± 3 倍
ばい

の幅
はば

の中
なか

であれば、99.7％の

データが含
ふく

まれます。このことを根
こん

拠
きょ

にして、上
じょう

下
げ

の管
かん

理
り

限
げん

界
かい

の中
なか

に３σの

幅
はば

（平
へい

均
きん

値
ち

±標
ひょう

準
じゅん

偏
へん

差
さ

の 3 倍
ばい

）が収
おさ

まるような管
かん

理
り

をすることを３σ（スリー

シグマ）の管
かん

理
り

といいます。

上
じょう

下
げ

の管
かん

理
り

限
げん

界
かい

は製
せい

品
ひん

の規
き

格
かく

の上
じょう

限
げん

値
ち

と下
か

限
げん

値
ち

の中
なか

に設
せっ

定
てい

されています。

製
せい

品
ひん

の規
き

格
かく

幅
はば

は管
かん

理
り

限
げん

界
かい

の外
そと

側
がわ

にあるので、製
せい

品
ひん

の規
き

格
かく

幅
はば

で考
かんが

えると±３σ

より大
おお

きくなり、3 σの管
かん

理
り

よりさらに余
よ

裕
ゆう

がある管
かん

理
り

ができていることにな

ります。つまり 99.7％以
い

上
じょう

の製
せい

品
ひん

が良
りょう

品
ひん

であり、不
ふ

良
りょう

品
ひん

は 0.3％よりさら

に少
すく

ないことになります。この管
かん

理
り

レベルで一
いっ

般
ぱん

の食
しょく

品
ひん

製
せい

造
ぞう

管
かん

理
り

では十
じゅう

分
ぶん

と

されています。
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　事
じ

例
れい

３－３

製
せい

品
ひん

A の重
じゅう

量
りょう

の規
き

格
かく

上
じょう

限
げん

値
ち

は 31.0g、下
か

限
げん

値
ち

は 25.0g に設
せっ

定
てい

され、

工
こう

程
てい

は安
あん

定
てい

して管
かん

理
り

されています。最
さい

近
きん

１週
しゅう

間
かん

の製
せい

品
ひん

A の重
じゅう

量
りょう

データ

は、平
へい

均
きん

重
じゅう

量
りょう

28.0g、標
ひょう

準
じゅん

偏
へん

差
さ

（σ）は 0.7g でした。この工
こう

場
じょう

では、

3 σの管
かん

理
り

を行
おこな

っていて、管
かん

理
り

限
げん

界
かい

は 28.0g ± 3 × 0.7 ｇ（平
へい

均
きん

値
ち

± 3

σ）であるとします。

３σの管
かん

理
り

の考
かんが

えを使
つか

って何
なに

か改
かい

善
ぜん

できるでしょうか。

　解
かい

説
せつ

３－３

３σの管
かん

理
り

を行
おこな

っているので、管
かん

理
り

限
げん

界
かい

28.0g± 3× 0.7gの重
じゅう

量
りょう

範
はん

囲
い

の中
なか

に 99.7％の製
せい

品
ひん

があります。3σ管
かん

理
り

の管
かん

理
り

下
か

限
げん

値
ち

は 28g－ 2.1g

＝ 25.9ｇになるので、重
じゅう

量
りょう

の下
か

限
げん

規
き

格
かく

25.0ｇに比
くら

べ 0.9ｇの十
じゅう

分
ぶん

な余
よ

裕
ゆう

があります。そのため、製
せい

品
ひん

重
じゅう

量
りょう

の管
かん

理
り

中
ちゅう

心
しん

値
ち

を 0.9ｇを超
こ

えない範
はん

囲
い

で、重
じゅう

量
りょう

を軽
かる

く設
せっ

定
てい

して歩
ぶ

留
どま

り（第
だい

4章
しょう

）を改
かい

善
ぜん

することができます。

例
たと

えば、量
りょう

を 0.5ｇ軽
かる

く設
せっ

定
てい

すると、３σの範
はん

囲
い

は 27.5ｇ± 3× 0.7g

で 3σの下
か

限
げん

は 25.4gになります。以
い

前
ぜん

の管
かん

理
り

下
か

限
げん

値
ち

より低
ひく

くなっていま

すが、規
き

格
かく

の下
か

限
げん

値
ち

以
い　じょう

上なので良
りょう

品
ひん

にできます。管
かん

理
り

基
き　じゅん

準を 27.5g± 2.1

ｇに改
あらた

めて管
かん

理
り

すれば 1個
こ

当
あ

たり 0.5ｇの歩
ぶ

留
どま

り改
かい

善
ぜん

ができます。

なお、解
かい

説
せつ

３－１，２にあるように 3 σの管
かん

理
り

に加
くわ

えて、工
こう

程
てい

の設
せつ

備
び

などを

改
かい

善
ぜん

して標
ひょう

準
じゅん

偏
へん

差
さ

をさらに小
ちい

さくできれば、改
かい

善
ぜん

後
ご

の 3 σ管
かん

理
り

の管
かん

理
り

幅
はば

は一
いっ

層
そう

小
ちい

さくなり、製
せい

品
ひん

の管
かん

理
り

中
ちゅう

心
しん

値
ち

を軽
かる

くする重
じゅう

量
りょう

調
ちょう

整
せい

を行
おこな

って、より大
おお

き

な歩
ぶ

留
どま

りの改
かい

善
ぜん

を行
おこな

うことができます。

（３）統
とう

計
けい

手
しゅ

法
ほう

の道
どう

具
ぐ

　ＱＣ７つ道
どう

具
ぐ

統
とう

計
けい

的
てき

手
しゅ

法
ほう

は、工
こう

程
てい

改
かい

善
ぜん

や問
もん

題
だい

の把
は

握
あく

に非
ひ

常
じょう

に役
やく

に立
た

ちます。しかし、正
ただ

しくこの手
しゅ

法
ほう

を使
つか

うには専
せん

門
もん

的
てき

な知
ち

識
しき

と手
て

間
ま

が必
ひつ

要
よう

となるので、日
にち

常
じょう

的
てき

な現
げん

場
ば

の管
かん

理
り

には適
てき

していません。そのため、現
げん

場
ば

の管
かん

理
り

に使
し

用
よう

できる簡
かん

易
い

的
てき

な手
しゅ

法
ほう

が色
いろ

々
いろ

と開
かい

発
はつ

されてきました。
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ここでは、その代
だい

表
ひょう

例
れい

である「ＱＣ７つ道
どう

具
ぐ

」を紹
しょう

介
かい

します。この７つの

手
しゅ

法
ほう

を活
かつ

用
よう

する職
しょく

長
ちょう

には、（１）、（２）の基
き

礎
そ

知
ち

識
しき

が必
ひつ

要
よう

ですが、統
とう

計
けい

の知
ち

識
しき

がない人
ひと

でも理
り

解
かい

できるように「見
み

てわかる」ように工
く

夫
ふう

されています。

①グラフ

数
すう

量
りょう

との関
かん

係
けい

を図
ず

形
けい

で表
あらわ

したものです。自
じ

分
ぶん

で作
さく

成
せい

してデータを分
ぶん

析
せき

す

ることにも役
やく

立
だ

ちますが、むしろ自
じ

分
ぶん

以
い

外
がい

の関
かん

係
けい

者
しゃ

に状
じょう

況
きょう

を説
せつ

明
めい

して理
り

解
かい

してもらうのに役
やく

に立
た

ちます。ここでは現
げん

場
ば

のデータを表
あらわ

すのに便
べん

利
り

な、

代
だい

表
ひょう

的
てき

な５つのグラフを紹
しょう

介
かい

します。

ア．�棒
ぼう

グラフ　横
よこ

軸
じく

にデータの項
こう

目
もく

、縦
たて

軸
じく

に数
すう

値
ち

を並
なら

べ、棒
ぼう

の長
なが

さでデータ

の値
あたい

を表
あらわ

します。データの並
なら

べ方
かた

には特
とく

にルールはないので、作
さく

成
せい

者
しゃ

が自
じ

由
ゆう

に決
き

められます。データの大
だい

小
しょう

を棒
ぼう

の長
なが

さで単
たん

純
じゅん

に比
ひ

較
かく

するこ

とができます。例
たと

えば、ある事
じ

象
しょう

に対
たい

する原
げん

因
いん

を横
よこ

軸
じく

にすると原
げん

因
いん

分
ぶん

析
せき

に役
やく

立
だ

ちます。

要
よう
因
いん
別
べつ
の不

ふ
良
りょう
数
すう

傷
きず

反
そ
り 欠

か
け 膨

ふく
れ へこみ その他

た
0

5

10

15

20

25

30

35

40
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イ．�折
お

れ線
せん

グラフ　横
よこ

軸
じく

に時
じ

系
けい

列
れつ

等
とう

の連
れん

続
ぞく

的
てき

な指
し

標
ひょう

、縦
たて

軸
じく

に数
すう

値
ち

を並
なら

べ、デー

タを点
てん

で示
しめ

し、点
てん

を繋
つな

いだグラフです。時
じ

間
かん

の推
すい

移
い

に応
おう

じたデータの変
へん

化
か

がわかります。

ウ．�円
えん

グラフ　データの構
こう

成
せい

比
ひ

率
りつ

を円
えん

の中
なか

の扇
おうぎ

形
がた

の角
かく

度
ど

で表
あらわ

したグラフ

で、内
うち

訳
わけ

や構
こう

成
せい

比
ひ

率
りつ

を表
あらわ

すときに使
つか

います。例
たと

えば、構
こう

成
せい

比
ひ

率
りつ

が 25％

であれば 360°× 0.25 ＝ 90°の角
かく

度
ど

で表
あらわ

します。

月
つき
別
べつ
の不

ふ
良
りょう
品
ひん
数
すう
の推

すい
移
い

1 月
がつ

不
ふ
良
りょう
品
ひん
数
すう
（個

こ
）

2月
がつ

3 月
がつ

4 月
がつ

5 月
がつ

6 月
がつ

7 月
がつ

8 月
がつ

9 月
がつ
10 月

がつ
11 月

がつ
12 月

がつ0

5

10

15

20

25

30

35

40

不
ふ
良
りょう
要
よう
因
いん
の内

うち
訳
わけ

傷
きず

反
そ
り

欠
か
け

膨
ふく
れ

へこみ

その他
た

19％

25％

9％

29％

13％

5％
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エ．�帯
おび

グラフ　円
えん

グラフを帯
おび

の形
かたち

（長
ちょう

方
ほう

形
けい

）にしたもので、構
こう

成
せい

比
ひ

率
りつ

を表
あらわ

すときに使
つか

います。他
ほか

の帯
おび

と比
ひ

較
かく

して構
こう

成
せい

比
ひ

率
りつ

の違
ちが

いを調
しら

べたり、時
じ

系
けい

列
れつ

に並
なら

べて構
こう

成
せい

比
ひ

率
りつ

の変
へん

化
か

を調
しら

べるのに役
やく

立
だ

ちます。

オ．�レーダーチャート　中
ちゅう

心
しん

から外
そと

側
がわ

に伸
の

びる軸
じく

ごとに特
とく

性
せい

（指
し

標
ひょう

）を置
お

き、各
かく

特
とく

性
せい

（指
し

標
ひょう

）の値
あたい

をプロットして線
せん

で結
むす

んだものです。五
ご

角
かく

形
けい

や六
ろっ

角
かく

形
けい

等
とう

で表
あらわ

します。複
ふく

数
すう

の特
とく

性
せい

を同
どう

時
じ

に評
ひょう

価
か

できるので、評
ひょう

価
か

対
たい

象
しょう

の苦
にが

手
て

・得
とく

意
い

を理
り

解
かい

したり、異
こと

なった対
たい

象
しょう

を同
おな

じチャートに載
の

せて

個
こ

性
せい

の違
ちが

いを理
り

解
かい

することができます。

従
じゅう
業
ぎょう
員
いん
の年

ねん
齢
れい
構
こう
成
せい
比
ひ

工
こう
場
じょう
A 工

こう
場
じょう
B 工

こう
場
じょう
C

0

20

40

60

80

100

120

20 代
だい
以
い
下
か

30 代
だい

40 代
だい

50代
だい
以
い
上
じょう

競
きょう
合
ごう
他
た
社
しゃ
との実

じつ
力
りょく
比
ひ
較
かく

販
はん
売
ばい

品
ひん
質
しつ
管
かん
理
り

0

1

2

3

4

5

製
せい
造
ぞう

設
せっ
計
けい

研
けん
究
きゅう

企
き
画
かく

他
た
社
しゃ

自
じ
社
しゃ
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②パレート図
ず

棒
ぼう

グラフと折
お

れ線
せん

グラフを組
く

み合
あ

わせたものです。棒
ぼう

グラフは、項
こう

目
もく

別
べつ

に

層
そう

別
べつ

して、大
おお

きさの順
じゅん

に左
ひだり

から並
なら

べ、折
お

れ線
せん

グラフは、棒
ぼう

グラフの項
こう

目
もく

別
べつ

の構
こう

成
せい

比
ひ

を累
るい

計
けい

して線
せん

でこれを結
むす

んでいきます。この図
ず

では、問
もん

題
だい

点
てん

の把
は

握
あく

とその問
もん

題
だい

の影
えい

響
きょう

の大
おお

きさがすぐにわかります。例
たと

えば、現
げん

場
ば

での不
ふ

良
りょう

項
こう

目
もく

と不
ふ

良
りょう

件
けん

数
すう

をパレート図
ず

に表
あらわ

すと、改
かい

善
ぜん

の優
ゆう

先
せん

順
じゅん

位
い

を検
けん

討
とう

するために役
やく

立
だ

ちます。

③散
さん

布
ぷ

図
ず

２つの要
よう

素
そ

に相
そう

関
かん

があるかを確
たし

かめるための手
しゅ

法
ほう

です。相
そう

関
かん

とは２つの要
よう

素
そ

の間
あいだ

の関
かん

係
けい

のことです。例
たと

えば加
か

工
こう

温
おん

度
ど

と不
ふ

良
りょう

率
りつ

に関
かん

係
けい

があるのかを知
し

りたいときは、横
よこ

軸
じく

に加
か

工
こう

温
おん

度
ど

、縦
たて

軸
じく

に不
ふ

良
りょう

率
りつ

を取
と

ります。加
か

工
こう

温
おん

度
ど

ごと

の不
ふ

良
りょう

率
りつ

を図
ず

の中
なか

に点
てん

としてプロットしていきます。多
おお

くのデータを取
と

る

と、相
そう

関
かん

があるときにはデータは直
ちょく

線
せん

の状
じょう

態
たい

に並
なら

びます。相
そう

関
かん

がないとき

は、データは規
き

則
そく

性
せい

なく分
ぶん

布
ぷ

します。相
そう

関
かん

があるときはさらに詳
しょう

細
さい

に調
ちょう

査
さ

します。

不
ふ
良
りょう
要
よう
因
いん
（パレート図

ず
）

傷
きず

反
そ
り 欠

か
け汚

よご
れ膨

ふく
れ へこみ重

じゅう
量
りょう
不
ふ
良
りょう

異
い
物
ぶつ
混
こん
入
にゅう
その他

た
0 0%

5

10
20%

100%

80%

90%

70%

60%

50%

40%

30%

10%

15

20

25

30

35

40
件
けん
数
すう

累
るい
積
せき
比
ひ
（％）
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④ヒストグラム

現
げん

場
ば

でサンプルを取
と

って行
おこな

う簡
かん

易
い

な現
げん

状
じょう

調
ちょう

査
さ

に有
ゆう

効
こう

な統
とう

計
けい

グラフです。

縦
たて

軸
じく

を頻
ひん

度
ど

（当
あ

てはまるデータの数
かず

）、横
よこ

軸
じく

を階
かい

級
きゅう

（測
そく

定
てい

値
ち

の範
はん

囲
い

を分
わ

け

たもの）にします。階
かい

級
きゅう

の数
かず

は、一
いっ

般
ぱん

に√n（ｎはデータ数
すう

）程
てい

度
ど

が見
み

やす

いとされています。

階
かい

級
きゅう

の数
かず

が多
おお

い（階
かい

級
きゅう

の幅
はば

が狭
せま

い）と平
たい

らでピークが見
み

にくい形
かたち

に、逆
ぎゃく

に階
かい

級
きゅう

の数
かず

が少
すく

ない（階
かい

級
きゅう

の幅
はば

が広
ひろ

い）とデータが少
すく

ない数
かず

の階
かい

級
きゅう

に 集
しゅう

中
ちゅう

して傾
けい

向
こう

がわからない形
かたち

になります。上
じょう

手
ず

に作
つく

れば平
へい

均
きん

値
ち

や標
ひょう

準
じゅん

偏
へん

差
さ

などの分
ぶん

布
ぷ

の状
じょう

況
きょう

が目
め

に見
み

える形
かたち

になります。

正
せい
の相
そう
関
かん

負
ふ
の相
そう
関
かん

相
そう
関
かん
なし 直

ちょく
線
せん
的
てき
でない相

そう
関
かん
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どのような相
そう

関
かん

関
かん

係
けい

があるか
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ヒストグラムには大
おお

きく６つの型
かた

が現
あらわ

れます。

ア．�一
いっ

般
ぱん

型
がた

　正
せい

規
き

分
ぶん

布
ぷ

の状
じょう

況
きょう

がわかりやすく現
あらわ

れます。平
へい

均
きん

値
ち

やばらつき

の大
おお

きさが見
み

てわかりやすく、製
せい

品
ひん

や製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

の状
じょう

況
きょう

だけでなく課
か

題
だい

を担
たん

当
とう

者
しゃ

の間
あいだ

で共
きょう

有
ゆう

しやすくなります。

イ．�ふた山
やま

（二
ふた

つの山
やま

）型
がた

　平
へい

均
きん

値
ち

が違
ちが

う複
ふく

数
すう

のグループのデータが混
こん

在
ざい

し

ているときに現
あらわ

れます。混
こん

在
ざい

するグループが多
おお

いときには山
やま

がない台
だい

型
けい

になることもあります。データ全
ぜん

体
たい

を観
かん

察
さつ

して層
そう

別
べつ

することが必
ひつ

要
よう

です。

ウ．�歯
は

抜
ぬ

け型
がた

　ヒストグラムの作
つく

り方
かた

に課
か

題
だい

があるときに起
お

きます。階
かい

級
きゅう

を多
おお

くして階
かい

級
きゅう

の幅
はば

が狭
せま

すぎたり、データの処
しょ

理
り

に統
とう

一
いつ

がないときに

現
あらわ

れます。階
かい

級
きゅう

数
すう

を減
へ

らしたり、階
かい

級
きゅう

の境
きょう

界
かい

を見
み

直
なお

しましょう。

エ．�すそ引
ひ

き型
がた

　管
かん

理
り

が揃
そろ

っていないときに起
お

きます。軽
けい

量
りょう

品
ひん

（規
き

格
かく

より

軽
かる

い製
せい

品
ひん

）管
かん

理
り

は厳
げん

格
かく

に実
じっ

施
し

しているのに、過
か

量
りょう

品
ひん

（規
き

格
かく

より重
おも

い製
せい

品
ひん

）は何
なに

も管
かん

理
り

していないときなどに現
あらわ

れます。

オ．�絶
ぜっ

壁
ぺき

型
がた

　管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

が厳
きび

しく、基
き

準
じゅん

外
がい

が除
のぞ

かれた後
のち

の合
ごう

格
かく

品
ひん

に見
み

られや

すい形
かたち

です。軽
けい

量
りょう

品
ひん

が多
おお

く出
で

た後
のち

の合
ごう

格
かく

品
ひん

のヒストグラムは、規
き

格
かく

下
か

限
げん

で絶
ぜっ

壁
ぺき

になります。

カ．�離
はな

れ小
こ

島
じま

型
がた

　ふた山
やま

型
がた

の極
きょく

端
たん

な形
かたち

です。全
まった

く異
こと

なったグループのデー

タが混
こん

在
ざい

したり、計
けい

測
そく

方
ほう

法
ほう

を間
ま

違
ちが

えたときなどに起
お

きます。
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ヒント　階
かい

級
きゅう

の境
きょう

界
かい

値
ち

（境
きょう

界
かい

を区
ち

切
ぎ

る数
すう

データが階
かい

級
きゅう

の境
きょう

界
かい

値
ち

にあると、どちらの階
かい

級
きゅう

に入
い

れるか判
はん

断
だん

に困
こま

る

ことがあります。歯
は

抜
ぬ

け型
がた

のヒストグラムになる原
げん

因
いん

の１
ひと

つです。データ

の数
すう

値
ち

の下
した

の位
くらい

と階
かい

級
きゅう

の幅
はば

は同
おな

じにし、境
きょう

界
かい

値
ち

はデータの数
すう

値
ち

の１
ひと

つ下
した

の位
くらい

にするとうまく作
つく

れます。例
たと

えば、データが 0.9、1.0、1.1 のよう

小
しょう

数
すう

以下
てん

１桁
けた

刻
きざ

みなら、  境
きょう

界
かい

値
ち しょう

数
すう

点
てん

２桁
い

にするとヒストグラムが作
つく

を 0.95、1.05 のように 小

一
いっ
般
ぱん
型
がた

すそ引
ひ
き型

がた

絶
ぜっ
壁
ぺき
型
がた 離

はな
れ小

こ
島
じま
型
がた

ふた山
やま
型
がた

歯
は
抜
ぬ
け型

がた

値）
く

点に

りやすくなります。以下
けたか

かい
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⑤管
かん

理
り

図
ず

重
じゅう

量
りょう

管
かん

理
り

やＣＣＰ管
かん

理
り

のように、管
かん

理
り

中
ちゅう

心
しん

線
せん

（管
かん

理
り

する数
すう

字
じ

の目
もく

標
ひょう

値
ち

を示
しめ

す線
せん

）を基
もと

に、上
じょう

限
げん

管
かん

理
り

限
げん

界
かい

線
せん

（ＵＣＬ）、下
か

限
げん

管
かん

理
り

限
げん

界
かい

線
せん

（LCL）

の範
はん

囲
い

内
ない

に収
おさ

める必
ひつ

要
よう

がある製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

の管
かん

理
り

に使
し

用
よう

します。縦
たて

軸
じく

を管
かん

理
り

指
し

標
ひょう

、横
よこ

軸
じく

を時
じ

系
けい

列
れつ

として、 予
あらかじ

め管
かん

理
り

線
せん

は引
ひ

いておきます。上
じょう

下
げ

の管
かん

理
り

限
げん

界
かい

線
せん

から外
そと

に出
で

たときは異
い

常
じょう

ですが、管
かん

理
り

図
ず

は、管
かん

理
り

限
げん

界
かい

の範
はん

囲
い

内
ない

で起
お

き

ている異
い

常
じょう

につながる動
うご

きを発
はっ

見
けん

することが目
もく

的
てき

です。

工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん

を扱
あつか

うＪＩＳ規
き

格
かく

では、異
い

常
じょう

が疑
うたが

われる８件
けん

の例
れい

をあげていま

す（コラム参
さん

照
しょう

）。しかし、食
しょく

品
ひん

は製
せい

品
ひん

特
とく

性
せい

が様
さま

々
ざま

なので、自
じ

社
しゃ

の製
せい

品
ひん

特
とく

性
せい

に合
あ

わせて異
い

常
じょう

の有
う

無
む

を確
かく

認
にん

するための基
き

準
じゅん

を決
き

めれば十
じゅう

分
ぶん

と考
かんが

えられ

ます。例
たと

えば、連
れん

続
ぞく

して数
すう

字
じ

が上
あ

がったり下
さ

がったりして管
かん

理
り

限
げん

界
かい

に近
ちか

付
づ

い

ている場
ば

合
あい

、常
つね

に中
ちゅう

心
しん

線
せん

より上
うえ

あるいは下
した

にデータがある場
ば

合
あい

に設
せつ

備
び

を確
かく

認
にん

して調
ちょう

整
せい

を行
おこな

う、などの基
き

準
じゅん

が考
かんが

えられます。

⑥チェックシート

チェックシートは、手
て

順
じゅん

を実
じっ

施
し

するための確
かく

認
にん

書
しょ

と記
き

録
ろく

を兼
か

ねる様
よう

式
しき

と

して使
し

用
よう

されます。また、問
もん

題
だい

の発
はっ

生
せい

記
き

録
ろく

などにも使
し

用
よう

されます。チェック

シートを使
し

用
よう

すると判
はん

断
だん

基
き

準
じゅん

を統
とう

一
いつ

することができて、記
き

録
ろく

を簡
かん

略
りゃく

化
か

でき

ます。２章
しょう

－３．－（２）－④のチェックシートも参
さん

照
しょう

して下
くだ

さい。

CL：管
かん
理
り
中
ちゅう
心
しん
線
せん

UCL：上
じょう
方
ほう
管
かん
理
り
限
げん
界
かい

上
じょう
限
げん
規
き
格
かく
値
ち

下
か
限
げん
規
き
格
かく
値
ち

LCL：下
か
方
ほう
管
かん
理
り
限
げん
界
かい

図
ず
３-１　管

かん
理
り
図
ず
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⑦特
とく

性
せい

要
よう

因
いん

図
ず

魚
ぎょ

骨
こつ

（フィッシュボーン）分
ぶん

析
せき

ともいわれます。製
せい

造
ぞう

時
じ

に品
ひん

質
しつ

に与
あた

える要
よう

因
いん

は無
む

数
すう

にあり、結
けっ

果
か

である製
せい

品
ひん

の特
とく

性
せい

も様
さま

々
ざま

です。原
げん

因
いん

と結
けっ

果
か

の関
かん

係
けい

を

言
げん

語
ご

情
じょう

報
ほう

として整
せい

理
り

して、特
とく

性
せい

に与
あた

える影
えい

響
きょう

をわかりやすく図
ず

示
し

したもの

です。

矢
や

印
じるし

の先
さき

に結
けっ

果
か

（特
とく

性
せい

）を記
き

入
にゅう

して、多
おお

くの要
よう

因
いん

が結
けっ

果
か

（特
とく

性
せい

）に対
たい

して

どのような関
かん

係
けい

になっているかを目
め

で見
み

てわかるように図
ず

で示
しめ

したものです。

不
ふ

良
りょう

要
よう

因
いん

４／１（月
げつ

）４／２（火
か

）４／３（水
すい

）４／４（木
もく

）４／５（金
きん

） 計
けい

重
じゅう

量
りょう

不
ふ

良
りょう

17

傷
きず

17

反
そ

り ７

欠
か

け ３

へこみ ４

汚
よご

れ 14

その他
た

７

計
けい

17 23 12 10 ７ 69

確
かく

認
にん

書
しょ

・記
き

録
ろく

用
よう

チェックシート

汚
よご
れ 洗

あら
い

鉱
こう
物
ぶつ

色
いろ
（染
せん
料
りょう
）

醤
しょう
油
ゆ

天
てん
日
ぴ

泥
どろ

服
ふく

洗
せん
剤
ざい

乾
かん
燥
そう

洗
せん
濯
たく
の

出
で
来
き
栄
ば
え

油
ゆ
脂
し

生
き
地
じ

洗
せん
濯
たく
機
き

ガス

食
た
べ物
もの

温
おん
度
ど

水
みず

粘
ねん
土
ど

形
かたち

手
て
洗
あら
い

機
き
械
かい

ソース

時
じ
間
かん

温
おん
度
ど

特
とく
性
せい
要
よう
因
いん
図
ず
のイメージ
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　～コラム～　管
かん

理
り

図
ず

の見
み

方
かた

と活
かつ

用
よう

管
かん

理
り

図
ず

は、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

の状
じょう

態
たい

を観
かん

察
さつ

するのに有
ゆう

効
こう

な手
しゅ

法
ほう

です。管
かん

理
り

線
せん

（管
かん

理
り

中
ちゅう

心
しん

線
せん

と上
じょう

下
げ

の管
かん

理
り

限
げん

界
かい

線
せん

）の策
さく

定
てい

は、品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

のために重
じゅう

要
よう

なので、

製
せい

品
ひん

の特
とく

性
せい

を基
もと

に管
かん

理
り

部
ぶ

門
もん

が行
おこな

うのが一
いっ

般
ぱん

的
てき

です。ここでは管
かん

理
り

図
ず

の見
み

方
かた

と活
かつ

用
よう

方
ほう

法
ほう

について説
せつ

明
めい

します。工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん

を扱
あつか

うＪＩＳ規
き

格
かく

では、次
つぎ

の

図
ず

３－２のように異
い

常
じょう

が疑
うたが

われる８件
けん

の例
れい

をあげていますが、ここでは

これを６つに分
ぶん

類
るい

してみました。

①異
い

常
じょう

１　　　管
かん

理
り

限
げん

界
かい

線
せん

を超
こ

えた点
てん

がある

②異
い

常
じょう

2,5,6　 点
てん

が連
れん

続
ぞく

して中
ちゅう

心
しん

線
せん

の片
かた

方
ほう

に集
あつ

まっている

③異
い

常
じょう

３　　　�点
てん

が連
れん

続
ぞく

して上
あ

がる、あるいは下
さ

がり、管
かん

理
り

限
げん

界
かい

線
せん

に近
ちか

付
づ

いている

④異
い

常
じょう

４　　　連
れん

続
ぞく

14 点
てん

が１回
かい

ずつ上
じょう

下
げ

する等
とう

の規
き

則
そく

性
せい

がある

⑤異
い

常
じょう

７　　　連
れん

続
ぞく

15 点
てん

が中
ちゅう

心
しん

線
せん

近
ちか

くにある

⑥異
い

常
じょう

８　　　連
れん

続
ぞく

する８点
てん

が中
ちゅう

心
しん

線
せん

近
ちか

くにない

活
かつ

用
よう

方
ほう

法
ほう

の例
れい

：

分
ぶん

類
るい

①は明
あき

らかに異
い

常
じょう

です。定
さだ

められた是
ぜ

正
せい

処
しょ

置
ち

を行
おこな

います。②は、

設
せっ

定
てい

が規
き

格
かく

の中
ちゅう

心
しん

線
せん

から上
うえ

あるいは下
した

にずれている可
か

能
のう

性
せい

があります。

設
せっ

定
てい

を中
ちゅう

心
しん

に戻
もど

します。③は、何
なに

かの理
り

由
ゆう

で平
へい

均
きん

値
ち

が動
うご

いています。原
げん

因
いん

を調
ちょう

査
さ

して中
ちゅう

心
しん

近
ちか

くに点
てん

が分
ぶん

布
ぷ

するようにします。④は、何
なに

か管
かん

理
り

外
がい

の物
もの

事
ごと

が工
こう

程
てい

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えています。原
げん

因
いん

を調
ちょう

査
さ

し、必
ひつ

要
よう

があれば調
ちょう

整
せい

します。⑤は、ばらつきが小
ちい

さくなっているかもしれません。管
かん

理
り

精
せい

度
ど

を

向
こう

上
じょう

できるかもしれません。⑥は、２つのデータが混
こん

在
ざい

しているかもし

れません。層
そう

別
べつ

してみます。

管
かん

理
り

図
ず

は、目
め

で見
み

て傾
けい

向
こう

や変
へん

動
どう

がわかるため、異
い

常
じょう

につながる動
うご

きを発
はっ

見
けん

し事
じ

前
ぜん

に対
たい

策
さく

を行
おこな

うことに役
やく

立
だ

ちます。食
しょく

品
ひん

は、製
せい

品
ひん

特
とく

性
せい

が様
さま

々
ざま

です

から、ＪＩＳ規
き

格
かく

の管
かん

理
り

図
ず

の見
み

方
かた

を参
さん

考
こう

にして自
じ

社
しゃ

の基
き

準
じゅん

を決
き

めれば十
じゅう

CL

CL

CL

CL CL

CL

CL

CL
UCL

UCL

UCL

UCL UCL

UCL

UCL

UCL

LCL

LCL

LCL

LCL

異
い
常
じょう
１ 異

い
常
じょう
２

異
い
常
じょう
３ 異

い
常
じょう
４

異
い
常
じょう
５ 異

い
常
じょう
６

異
い
常
じょう
７

管
かん
理
り
限
げん
界
かい
を超

こ
えた点

てん
がある 連

れん
続
ぞく
した９点

てん
が中

ちゅう
心
しん
線
せん
（CL）の片

かた

方
ほう
に集
あつ
まっている

6点
てん
が連
れん
続
ぞく
して上

あ
がるあるいは

下
さ
がる

14点
てん
が１回

かい
ずつ上

じょう
下
げ
する

連
れん
続
ぞく
する３点

てん
中
ちゅう
２点
てん
が管
かん
理
り
限
げん
界
かい

線
せん
に近
ちか
いところにある

連
れん
続
ぞく
する5点

てん
中
ちゅう
４点
てん
が管
かん
理
り
限
げん
界
かい

線
せん
に近
ちか
いところにある

連
れん
続
ぞく
する15点

てん
が中

ちゅう
心
しん
線
せん
（CL）に

近
ちか
いところにある

連
れん
続
ぞく
する８点

てん
が中

ちゅう
心
しん
線
せん
（CL）付

ふ
近
きん

にない

異
い
常
じょう
８

LCL

LCL

LCL

LCL
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分
ぶん

と考
かんが

えられます。職
しょく

長
ちょう

は、その基
き

準
じゅん

を理
り

解
かい

して異
い

常
じょう

につながる動
うご

き

を見
み

つけてください。

図
ず

３- ２　管
かん

理
り

図
ず

CL

CL

CL

CL CL

CL

CL

CL
UCL

UCL

UCL

UCL UCL

UCL

UCL

UCL

LCL

LCL

LCL

LCL

異
い
常
じょう
１ 異

い
常
じょう
２

異
い
常
じょう
３ 異

い
常
じょう
４

異
い
常
じょう
５ 異

い
常
じょう
６

異
い
常
じょう
７

管
かん
理
り
限
げん
界
かい
を超

こ
えた点

てん
がある 連

れん
続
ぞく
した９点

てん
が中

ちゅう
心
しん
線
せん
（CL）の片

かた

方
ほう
に集
あつ
まっている

6点
てん
が連
れん
続
ぞく
して上

あ
がるあるいは

下
さ
がる

14点
てん
が１回

かい
ずつ上

じょう
下
げ
する

連
れん
続
ぞく
する３点

てん
中
ちゅう
２点
てん
が管
かん
理
り
限
げん
界
かい

線
せん
に近
ちか
いところにある

連
れん
続
ぞく
する5点

てん
中
ちゅう
４点
てん
が管
かん
理
り
限
げん
界
かい

線
せん
に近
ちか
いところにある

連
れん
続
ぞく
する15点

てん
が中

ちゅう
心
しん
線
せん
（CL）に

近
ちか
いところにある

連
れん
続
ぞく
する８点

てん
が中

ちゅう
心
しん
線
せん
（CL）付

ふ
近
きん

にない

異
い
常
じょう
８

LCL

LCL

LCL

LCL
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　第
だ い

４章
しょう

　生
せ い

産
さ ん

管
か ん

理
り
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１．生
せい

産
さん

管
かん

理
り

とは

（１）生
せい

産
さん

活
かつ

動
どう

と生
せい

産
さん

管
かん

理
り

第
だい

３章
しょう

で製
せい

造
ぞう

会
がい

社
しゃ

の活
かつ

動
どう

では英
えい

語
ご

の最
さい

初
しょ

の文
も

字
じ

を取
と

ってＱＣＤと呼
よ

ばれる

重
じゅう

要
よう

な管
かん

理
り

要
よう

素
そ

があることを述
の

べ、このうちの Q（品
ひん

質
しつ

）について説
せつ

明
めい

しま

した。この第
だい

４章
しょう

では生
せい

産
さん

管
かん

理
り

として以
い

下
か

の２項
こう

目
もく

について説
せつ

明
めい

します。

C：「原
げん

価
か

（製
せい

品
ひん

を作
つく

るための費
ひ

用
よう

）」の管
かん

理
り

である「原
げん

価
か

管
かん

理
り

」

D：「納
のう

期
き

（製
せい

品
ひん

を納
おさ

めると約
やく

束
そく

した日
ひ

）」の管
かん

理
り

である「納
のう

期
き

管
かん

理
り

」

原
げん

価
か

管
かん

理
り

も納
のう

期
き

管
かん

理
り

も生
せい

産
さん

管
かん

理
り

という考
かんが

え方
かた

に含
ふく

まれます。職
しょく

長
ちょう

が預
あず

かる製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

では、原
げん

価
か

を直
ちょく

接
せつ

管
かん

理
り

することも製
せい

品
ひん

をお客
きゃく

様
さま

に直
ちょく

接
せつ

お届
とど

けすること

もありません。職
しょく

長
ちょう

は、現
げん

場
ば

の生
せい

産
さん

管
かん

理
り

を適
てき

切
せつ

に実
じっ

施
し

することで、結
けっ

果
か

とし

て良
りょう

好
こう

な原
げん

価
か

管
かん

理
り

と納
のう

期
き

管
かん

理
り

を実
じつ

現
げん

することになります。この章
しょう

では生
せい

産
さん

管
かん

理
り

として、製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

での原
げん

価
か

管
かん

理
り

と納
のう

期
き

管
かん

理
り

に環
かん

境
きょう

対
たい

策
さく

を加
くわ

えて、具
ぐ

体
たい

的
てき

な

項
こう

目
もく

に分
わ

けて説
せつ

明
めい

します。

（２）生
せい

産
さん

管
かん

理
り

の中
なか

の原
げん

価
か

管
かん

理
り

生
せい

産
さん

現
げん

場
ば

では直
ちょく

接
せつ

お金
かね

は使
つか

いませんが、コストは発
はっ

生
せい

しています。製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

でのコストは、働
はたら

いてくれる作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

に支
し

払
はら

う「労
ろう

務
む

費
ひ

」、使
し

用
よう

する原
げん

材
ざい

料
りょう

を購
こう

入
にゅう

するときに支
し

払
はら

う「原
げん

材
ざい

料
りょう

費
ひ

」、設
せつ

備
び

を動
うご

かすために必
ひつ

要
よう

な水
みず

、電
でん

気
き

、石
せき

油
ゆ

、ガス等
とう

動
どう

力
りょく

資
し

源
げん

の費
ひ

用
よう

である「動
どう

燃
ねん

費
ひ

」の３つに大
たい

別
べつ

できます。

原
げん

価
か

管
かん

理
り

とは、これらのコストを予
よ

定
てい

した範
はん

囲
い

内
ない

に収
おさ

めるための管
かん

理
り

です。

この後
のち

に説
せつ

明
めい

する生
せい

産
さん

性
せい

や原
げん

単
たん

位
い

は、人
ひと

や動
どう

力
りょく

資
し

源
げん

をどれだけ有
ゆう

効
こう

に利
り

用
よう

したかの指
し

標
ひょう

であり、歩
ぶ

留
どま

りは、原
げん

材
ざい

料
りょう

についての指
し

標
ひょう

になります。そして

この指
し

標
ひょう

を予
よ

定
てい

の範
はん

囲
い

内
ない

に収
おさ

めて一
いっ

層
そう

の改
かい

善
ぜん

を行
おこな

うことが生
せい

産
さん

管
かん

理
り

であり、

原
げん

価
か

管
かん

理
り

になります。

（３）生
せい

産
さん

管
かん

理
り

の中
なか

の納
のう

期
き

管
かん

理
り

製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

では計
けい

画
かく

通
どお

りに作
さ

業
ぎょう

を進
すす

めるための「進
しん

捗
ちょく

（作
さ

業
ぎょう

の進
すす

み具
ぐ

合
あい

）管
かん

理
り

」を行
おこな

います。これは会
かい

社
しゃ

全
ぜん

体
たい

としてお客
きゃく

様
さま

への納
のう

期
き

を保
ほ

証
しょう

する納
のう

期
き

管
かん

理
り

の重
じゅう

要
よう

な一
いち

部
ぶ

分
ぶん

です。製
せい

品
ひん

を納
のう

期
き

に合
あ

わせて生
せい

産
さん

するためには、それぞれの

製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

で予
よ

定
てい

通
どお

り作
さ

業
ぎょう

が進
しん

捗
ちょく

していることが必
ひつ

要
よう

だからです。この進
しん

捗
ちょく

管
かん
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理
り

も生
せい

産
さん

管
かん

理
り

の一
いち

部
ぶ

になります。

（４）生
せい

産
さん

管
かん

理
り

と生
せい

産
さん

計
けい

画
かく

生
せい

産
さん

管
かん

理
り

で最
さい

初
しょ

に決
けっ

定
てい

しなければならないことが「生
せい

産
さん

計
けい

画
かく

」です。会
かい

社
しゃ

は、

全
ぜん

体
たい

の事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

に基
もと

づき生
せい

産
さん

計
けい

画
かく

を立
た

てます。生
せい

産
さん

計
けい

画
かく

は、お客
きゃく

様
さま

の納
のう

期
き

を

満
まん

足
ぞく

させる製
せい

品
ひん

を販
はん

売
ばい

して必
ひつ

要
よう

な利
り

益
えき

を得
え

る計
けい

画
かく

になります。

最
さい

初
しょ

に、会
かい

社
しゃ

全
ぜん

体
たい

の生
せい

産
さん

計
けい

画
かく

を立
りつ

案
あん

します。ここでは生
せい

産
さん

量
りょう

や生
せい

産
さん

時
じ

期
き

を

決
き

め、生
せい

産
さん

性
せい

の向
こう

上
じょう

目
もく

標
ひょう

を立
た

て、要
よう

員
いん

（作
さ

業
ぎょう

に必
ひつ

要
よう

な人
ひと

）、設
せつ

備
び

や原
げん

材
ざい

料
りょう

の

調
ちょう

達
たつ

・購
こう

買
ばい

計
けい

画
かく

を決
き

めます。次
つぎ

に、この大
おお

きな生
せい

産
さん

計
けい

画
かく

を工
こう

場
じょう

単
たん

位
い

に展
てん

開
かい

し

て、工
こう

場
じょう

単
たん

位
い

の具
ぐ

体
たい

的
てき

な生
せい

産
さん

計
けい

画
かく

を立
りつ

案
あん

します。さらに工
こう

場
じょう

単
たん

位
い

の生
せい

産
さん

計
けい

画
かく

をもとに、個
こ

別
べつ

のラインや製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

単
たん

位
い

の生
せい

産
さん

計
けい

画
かく

を立
た

てます。

職
しょく

長
ちょう

は、工
こう

場
じょう

が決
けっ

定
てい

した生
せい

産
さん

計
けい

画
かく

や生
せい

産
さん

性
せい

向
こう

上
じょう

計
けい

画
かく

をもとに、自
じ

分
ぶん

が担
たん

当
とう

する製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

の作
さ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

や進
しん

捗
ちょく

計
けい

画
かく

を作
さく

成
せい

します。職
しょく

長
ちょう

は、このようにし

て作
さく

成
せい

した計
けい

画
かく

を実
じっ

施
し

し、生
せい

産
さん

性
せい

向
こう

上
じょう

を実
じつ

現
げん

します。

（５）生
せい

産
さん

性
せい

と原
げん

単
たん

位
い

「生
せい

産
さん

性
せい

」とは、「何
なに

かの成
せい

果
か

を得
え

るために投
とう

入
にゅう

した資
し

源
げん

に対
たい

して得
え

られた

成
せい

果
か

の比
ひ

率
りつ

」になります。成
せい

果
か

を工
こう

場
じょう

で製
せい

造
ぞう

した製
せい

品
ひん

の量
りょう

や金
きん

額
がく

あるいは利
り

益
えき

と考
かんが

えましょう。

例
たと

えば、製
せい

品
ひん

200 ㎏を５時
じ

間
かん

かけて生
せい

産
さん

した時
とき

の時
じ

間
かん

当
あ

たりの生
せい

産
さん

性
せい

は、

40 ㎏／時
じ

間
かん

と表
あらわ

されます。また、販
はん

売
ばい

価
か

格
かく

100 万
まん

円
えん

の製
せい

品
ひん

を４人
にん

で生
せい

産
さん

し

た時
とき

の生
せい

産
さん

性
せい

は 25 万
まん

円
えん

／人
ひと

となります。つまり、生
せい

産
さん

性
せい

の定
てい

義
ぎ

は、産
さん

出
しゅつ

量
りょう

（OUT PUT）を投
とう

入
にゅう

量
りょう

（IN PUT）で割
わ

ったものになります。なお、産
さん

出
しゅつ

量
りょう

を「出
で

来
き

高
だか

」と呼
よ

ぶことがあります。

生
せい
産
さん
性
せい
＝

産
さん
出
しゅつ
量
りょう
　（OUT�PUT）

投
とう
入
にゅう
量
りょう
　（IN�PUT）
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生
せい

産
さん

性
せい

は、上
うえ

の例
れい

のように産
さん

出
しゅつ

量
りょう

にあたる成
せい

果
か

や投
とう

入
にゅう

量
りょう

にあたる資
し

源
げん

を変
か

えてみると、生
せい

産
さん

活
かつ

動
どう

のいろいろな面
めん

を見
み

ることができます。

生
せい

産
さん

性
せい

を向
こう

上
じょう

させるには、分
ぶん

子
し

の産
さん

出
しゅつ

成
せい

果
か

（OUT PUT）を拡
かく

大
だい

する、また

は分
ぶん

母
ぼ

の資
し

源
げん

投
とう

入
にゅう

量
りょう

（IN PUT）を削
さく

減
げん

することが考
かんが

えられます。さらに、

投
とう

入
にゅう

資
し

源
げん

量
りょう

は増
ふ

えるもののそれ以
い

上
じょう

の割
わり

合
あい

で産
さん

出
しゅつ

成
せい

果
か

が増
ぞう

加
か

するとき、ま

たは、産
さん

出
しゅつ

成
せい

果
か

は減
げん

少
しょう

するものの資
し

源
げん

投
とう

入
にゅう

量
りょう

がそれ以
い

上
じょう

の割
わり

合
あい

で削
さく

減
げん

する

ときも生
せい

産
さん

性
せい

は向
こう

上
じょう

します。それぞれの製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

に適
てき

した方
ほう

法
ほう

で生
せい

産
さん

性
せい

の向
こう

上
じょう

を目
め

指
ざ

すことが必
ひつ

要
よう

です。

生
せい

産
さん

性
せい

は、投
とう

入
にゅう

量
りょう

に対
たい

する産
さん

出
しゅつ

成
せい

果
か

を評
ひょう

価
か

するものですが、一
いっ

方
ぽう

で製
せい

品
ひん

単
たん

位
い

当
あ

たりの資
し

源
げん

投
とう

入
にゅう

量
りょう

を示
しめ

す指
し

標
ひょう

でもあります。これを「原
げん

単
たん

位
い

」といいま

す。原
げん

単
たん

位
い

の定
てい

義
ぎ

は、投
とう

入
にゅう

量
りょう

（IN PUT）を産
さん

出
しゅつ

量
りょう

（OUT PUT）で割
わ

った

もので、生
せい

産
さん

性
せい

の逆
ぎゃく

数
すう

（分
ぶん

子
し

と分
ぶん

母
ぼ

が逆
ぎゃく

の数
すう

値
ち

）になります。

なお、生
せい

産
さん

性
せい

の計
けい

算
さん

に使
つか

う産
さん

出
しゅつ

量
りょう

の指
し

標
ひょう

は自
じ

由
ゆう

に選
えら

べますが、原
げん

単
たん

位
い

の場
ば

合
あい

は、製
せい

品
ひん

生
せい

産
さん

量
りょう

が産
さん

出
しゅつ

量
りょう

の指
し

標
ひょう

になります。単
たん

位
い

当
あ

たりの製
せい

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

す

るために、どれだけの資
し

源
げん

を投
とう

入
にゅう

したかという指
し

標
ひょう

になります。

生
せい

産
さん

性
せい

の説
せつ

明
めい

で使
つか

った例
れい

では、200 ㎏の製
せい

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

するのに５時
じ

間
かん

（300

分
ふん

）かかっているので、原
げん

単
たん

位
い

は 1.5 分
ふん

／㎏となります。生
せい

産
さん

管
かん

理
り

の目
もく

的
てき

は、

製
せい

品
ひん

の原
げん

価
か

を低
てい

減
げん

することです。これは、製
せい

品
ひん

単
たん

位
い

当
あ

たりの資
し

源
げん

投
とう

入
にゅう

量
りょう

を削
さく

減
げん

することであり、原
げん

単
たん

位
い

を下
さ

げることです。繰
く

り返
かえ

しになりますが、生
せい

産
さん

管
かん

理
り

の目
もく

的
てき

は原
げん

価
か

を低
てい

減
げん

することであり、そのための重
じゅう

要
よう

な手
しゅ

段
だん

の１
ひと

つが生
せい

産
さん

性
せい

を向
こう

上
じょう

することになります。

原
げん
単
たん
位
い
＝

産
さん
出
しゅつ
量
りょう
　（OUT�PUT）

投
とう
入
にゅう
量
りょう
　（IN�PUT）

分
ぶん

母
ぼ

の産
さん

出
しゅつ

量
りょう

は、製
せい

品
ひん

の生
せい

産
さん

量
りょう

であることが一
いっ

般
ぱん

的
てき

。

製
せい

品
ひん

単
たん

位
い

当
あ

たりどれだけの資
し

源
げん

が必
ひつ

要
よう

かを示
しめ

している。
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（６）標
ひょう

準
じゅん

時
じ

間
かん

による進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

と工
こう

数
すう

管
かん

理
り

「標
ひょう

準
じゅん

時
じ

間
かん

」とは、一
いっ

定
てい

の単
たん

位
い

の製
せい

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

するのに必
ひつ

要
よう

であると認
みと

めら

れた時
じ

間
かん

のことです。標
ひょう

準
じゅん

時
じ

間
かん

は、その製
せい

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

する各
かく

工
こう

程
てい

で必
ひつ

要
よう

とされ

る時
じ

間
かん

を合
ごう

計
けい

したものです。標
ひょう

準
じゅん

時
じ

間
かん

を設
せっ

定
てい

することが重
じゅう

要
よう

なのは、進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

に必
ひつ

要
よう

だからです。「進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

」とは、作
さ

業
ぎょう

の進
しん

行
こう

状
じょう

況
きょう

を把
は

握
あく

し、毎
まい

日
にち

の作
さ

業
ぎょう

の進
すす

み具
ぐ

合
あい

を調
ちょう

整
せい

することです。

また、出
で

来
き

高
だか

を分
ぶん

子
し

、標
ひょう

準
じゅん

時
じ

間
かん

を分
ぶん

母
ぼ

として算
さん

出
しゅつ

される「標
ひょう

準
じゅん

出
で

来
き

高
だか

」は、

生
せい

産
さん

性
せい

の指
し

標
ひょう

としても利
り

用
よう

できます。同
どう

様
よう

に、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の工
こう

数
すう

を分
ぶん

母
ぼ

とするこ

とでも、生
せい

産
さん

性
せい

を把
は

握
あく

することができます（これを「人
にん

時
じ

生
せい

産
さん

性
せい

」または「労
ろう

働
どう

生
せい

産
さん

性
せい

」といいます）。

　事
じ

例
れい

４－１

あるラインでは、製
せい

品
ひん

500 ㎏を製
せい

造
ぞう

するための標
ひょう

準
じゅん

時
じ

間
かん

が 40 分
ふん

に設
せっ

定
てい

されています。また、このラインの標
ひょう

準
じゅん

要
よう

員
いん

は 10 人
にん

です。

ある日
ひ

、要
よう

員
いん

を 11 人
にん

にして６時
じ

間
かん

稼
か

働
どう

して 4,800 ㎏の製
せい

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

し

ました。このラインの進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

と生
せい

産
さん

性
せい

の管
かん

理
り

はどのように行
おこな

えばいい

でしょうか。

　解
かい

説
せつ

４－１

事
じ

例
れい

４－１では、１分
ふん

毎
ごと

に製
せい

品
ひん

が 12.5 ㎏（500 ㎏÷ 40 分
ふん

）出
で

来
き

上
あ

がっ

ていることが進
しん

捗
ちょく

の標
ひょう

準
じゅん

になります。進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

では、進
しん

捗
ちょく

の標
ひょう

準
じゅん

より

出
で

来
き

高
だか

が少
すく

なければ、ラインに何
なに

かの課
か

題
だい

があることになります。

進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

は、進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

図
ず

を利
り

用
よう

するとわかりやすくなります。進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

図
ず

（図
ず

４－１）は、３章
しょう

の４－（３）－⑤で紹
しょう

介
かい

した管
かん

理
り

図
ず

を応
おう

用
よう

したものです。

縦
たて

軸
じく

に出
で

来
き

高
だか

（累
るい

積
せき

の生
せい

産
さん

量
りょう

）、横
よこ

軸
じく

に時
じ

間
かん

をおいて標
ひょう

準
じゅん

線
せん

（標
ひょう

準
じゅん

値
ち

の 直
ちょく

線
せん

）を引
ひ

きます。さらに標
ひょう

準
じゅん

線
せん

の上
じょう

下
げ

にばらつきの許
きょ

容
よう

幅
はば

（管
かん

理
り

限
げん

界
かい

線
せん

）を

引
ひ

き、出
で

来
き

高
だか

の進
しん

捗
ちょく

状
じょう

況
きょう

がわかるようにしたものです。その管
かん

理
り

図
ず

上
じょう

に実
じっ

績
せき
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を折
お

れ線
せん

で記
き

入
にゅう

して課
か

題
だい

の有
う

無
む

を判
はん

断
だん

します。標
ひょう

準
じゅん

線
せん

の上
うえ

のエリアに実
じっ

績
せき

が

あれば予
よ

定
てい

以
い

上
じょう

、下
した

のエリアであれば進
しん

捗
ちょく

に遅
おく

れがあるということになります。

（７）ラインの生
せい

産
さん

性
せい

と作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の生
せい

産
さん

性
せい

生
せい

産
さん

性
せい

には、ラインの生
せい

産
さん

性
せい

と作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の生
せい

産
さん

性
せい

という２つの見
み

方
かた

があります。

①ラインの生
せい

産
さん

性
せい

事
じ

例
れい

４－１でラインは６時
じ

間
かん

稼
か

働
どう

したので、標
ひょう

準
じゅん

出
で

来
き

高
だか

は 4,500 ㎏（式
しき

a.）になります。実
じっ

際
さい

の出
で

来
き

高
だか

は 4,800 ㎏なので、生
せい

産
さん

性
せい

は 107％（式
しき

ｂ .）

になり、ラインは標
ひょう

準
じゅん

よりも高
たか

い生
せい

産
さん

性
せい

を実
じつ

現
げん

したことになります。

式
しき

a．12.5 ㎏ / 分
ふん

× 360 分
ふん

＝ 4,500 ㎏　b. 4,800 ÷ 4,500 ＝ 107％

②作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の生
せい

産
さん

性
せい

作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の生
せい

産
さん

性
せい

を評
ひょう

価
か

する単
たん

位
い

として、「工
こう

数
すう

」があります。これは、

１
ひ と り

人が１時
じ

間
かん

働
はたら

いた場
ば

合
あい

を１人
にん

時
じ

（ＭＨ）として表
あらわ

します。時
じ

間
かん

の単
たん

位
い

を

日
ひ

や月
つき

とする場
ば

合
あい

もありますが、その場
ば

合
あい

は人
にん

日
にち

、人
にん

月
げつ

という工
こう

数
すう

単
たん

位
い

にな

ります。

事
じ

例
れい

４－１では、１時
じ

間
かん

に 750 ㎏（500 ㎏× 60 分
ふん

/40 分
ふん

）を 10 人
にん

で

製
せい

造
ぞう

することになるので、標
ひょう

準
じゅん

の人
にん

時
じ

生
せい

産
さん

性
せい

（労
ろう

働
どう

生
せい

産
さん

性
せい

）は 75 ㎏／Ｍ

図
ず
４-１　進

しん
捗
ちょく
管
かん
理
り
図
ず

出
で
来
き
高
だか

時
じ
間
かん

管
かん
理
り
限
げん
界
かい
線
せん
（上

じょう
限
げん
）

標
ひょう
準
じゅん
線
せん

実
じっ
績
せき

管
かん
理
り
限
げん
界
かい
線
せん
（下

か
限
げん
）
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Ｈになります。ところが実
じっ

際
さい

は 4,800 ㎏を 11 人
にん

で６時
じ

間
かん

かけて製
せい

造
ぞう

して

いるので、この時
とき

の工
こう

数
すう

は 66MH（式
しき

c.）となり、人
にん

時
じ

生
せい

産
さん

性
せい

は 72.7 ㎏

／ MH（式
しき

d.）になります。標
ひょう

準
じゅん

に対
たい

して 97％（式
しき

e.）でした。

式
しき

c．11 人
にん

×６時
じ

間
かん

＝ 66MH

d. 4,800 ㎏÷ 66MH ＝ 72.7 ㎏／ MH

e. 72.7MH ÷ 75MH ＝ 97%

③経
けい

営
えい

者
しゃ

による判
はん

断
だん

事
じ

例
れい

４－１では標
ひょう

準
じゅん

と比
くら

べてライン生
せい

産
さん

性
せい

は向
こう

上
じょう

したのに労
ろう

働
どう

生
せい

産
さん

性
せい

は

低
てい

下
か

しました。両
りょう

方
ほう

向
こう

上
じょう

させることがベストですが、製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

ではよく発
はっ

生
せい

する困
こま

った事
じ

象
しょう

です。このときに、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

を多
おお

く投
とう

入
にゅう

して生
せい

産
さん

数
すう

量
りょう

を上
あ

げるか、生
せい

産
さん

数
すう

量
りょう

を減
へ

らしても作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

を増
ふ

やさないかは、それぞれの企
き

業
ぎょう

が置
お

かれた環
かん

境
きょう

で経
けい

営
えい

者
しゃ

が判
はん

断
だん

することになります。職
しょく

長
ちょう

や管
かん

理
り

者
しゃ

は、こ

のような事
じ

実
じつ

を分
ぶん

析
せき

して、経
けい

営
えい

者
しゃ

に報
ほう

告
こく

することも重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

です。

２．現
げん

場
ば

で実
じっ

施
し

する生
せい

産
さん

管
かん

理
り

（１）作
さ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

と進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

の職
しょく

長
ちょう

が行
おこな

う作
さ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

の策
さく

定
てい

と進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

業
ぎょう

務
む

の流
なが

れについて、

ラインの稼
か

働
どう

前
まえ

、稼
か

働
どう

中
ちゅう

、稼
か

働
どう

終
しゅう

了
りょう

後
ご

の３つに分
わ

けて説
せつ

明
めい

します。

①稼
か

働
どう

前
まえ

工
こう

場
じょう

の生
せい

産
さん

計
けい

画
かく

に基
もと

づいて自
じ

分
ぶん

の製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

で行
おこな

う作
さ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

を立
た

て、原
げん

材
ざい

料
りょう

や要
よう

員
いん

を算
さん

出
しゅつ

します。業
ぎょう

種
しゅ

や企
き

業
ぎょう

により原
げん

材
ざい

料
りょう

の調
ちょう

達
たつ

・手
て

配
はい

の方
ほう

法
ほう

は

異
こと

なりますが、必
ひつ

要
よう

なものが必
ひつ

要
よう

な数
すう

量
りょう

揃
そろ

っていることを確
かく

認
にん

します。不
ふ

足
そく

があれば手
て

配
はい

しますが、手
て

配
はい

が間
ま

に合
あ

わない場
ば

合
あい

は、担
たん

当
とう

部
ぶ

門
もん

に連
れん

絡
らく

して

工
こう

場
じょう

の生
せい

産
さん

計
けい

画
かく

の見
み

直
なお

しを依
い

頼
らい

します。

また、設
せつ

備
び

が異
い

常
じょう

なく稼
か

働
どう

することを確
かく

認
にん

し、必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて調
ちょう

整
せい

、修
しゅう

理
り

を行
おこな

います。
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②稼
か

働
どう

中
ちゅう

解
かい

説
せつ

４－１で説
せつ

明
めい

した進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

図
ず

や単
たん

位
い

時
じ

間
かん

ごとの出
で

来
き

高
だか

を記
き

録
ろく

する

チェックリストを作
さく

成
せい

して、標
ひょう

準
じゅん

出
で

来
き

高
だか

に対
たい

する進
しん

捗
ちょく

を把
は

握
あく

します。

稼
か

働
どう

を開
かい

始
し

してからかかった時
じ

間
かん

で進
しん

捗
ちょく

を把
は

握
あく

することも重
じゅう

要
よう

ですが、

ラインの異
い

常
じょう

を早
そう

期
き

に発
はっ

見
けん

するためには、直
ちょっ

近
きん

の進
しん

捗
ちょく

データに注
ちゅう

意
い

する

ことが必
ひつ

要
よう

です。直
ちょっ

近
きん

の進
しん

捗
ちょく

データが標
ひょう

準
じゅん

より低
てい

下
か

したときには、ただ

ちに原
げん

因
いん

を突
つ

き止
と

めて対
たい

策
さく

を行
おこな

うことが必
ひつ

要
よう

です。

また、最
さい

初
しょ

は管
かん

理
り

許
きょ

容
よう

範
はん

囲
い

内
ない

の進
しん

捗
ちょく

遅
ち

延
えん

だった小
ちい

さな異
い

常
じょう

が、徐
じょ

々
じょ

に拡
かく

大
だい

する場
ば

合
あい

があります。これをチェックリストだけで早
そう

期
き

発
はっ

見
けん

するのは困
こん

難
なん

なことが多
おお

いので、進
しん

捗
ちょく

状
じょう

態
たい

が一
ひと

目
め

でわかる進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

図
ず

の使
し

用
よう

を推
すい

奨
しょう

し

ます。

進
しん

捗
ちょく

が低
てい

下
か

する要
よう

因
いん

の例
れい

としては、以
い

下
か

のことが考
かんが

えられます。

・�前
ぜん

工
こう

程
てい

で異
い

常
じょう

があり、供
きょう

給
きゅう

される仕
かかり

掛品
ひん

（製
せい

造
ぞう

途
とち

中
ゅう

の未
み

完
かん

成
せい

品
ひん

）の数
すう

量
りょう

が減
へ

った。

・原
げん

材
ざい

料
りょう

のロットが変
か

わって作
さ

業
ぎょう

の手
て

間
ま

が増
ふ

えた。

・自
じ

工
こう

程
てい

（自
じ

分
ぶん

が管
かん

理
り

する工
こう

程
てい

）の設
せつ

備
び

に異
い

常
じょう

が発
はっ

生
せい

している。

・�体
たい

調
ちょう

不
ふ

良
りょう

（体
からだ

の調
ちょう

子
し

が悪
わる

い）などの理
り

由
ゆう

で作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の作
さ

業
ぎょう

ペースが落
お

ち

ている。

前
ぜん

工
こう

程
てい

が異
い

常
じょう

なく仕
し

掛
かかり

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

していれば、２番
ばん

目
め

以
い

降
こう

の要
よう

因
いん

により進
しん

捗
ちょく

が低
てい

下
か

していることが考
かんが

えられ、自
じ

工
こう

程
てい

に仕
し

掛
かかり

品
ひん

が大
たい

量
りょう

にたまって製
せい

品
ひん

品
ひん

質
しつ

に大
おお

きな悪
わる

い影
えい

響
きょう

を与
あた

える可
か

能
のう

性
せい

があります。そのため、可
か

能
のう

な限
かぎ

り異
い

常
じょう

を早
そう

期
き

発
はっ

見
けん

し、設
せつ

備
び

を調
ちょう

整
せい

修
しゅう

理
り

したり、要
よう

員
いん

を投
とう

入
にゅう

して、進
しん

捗
ちょく

の遅
おく

れを

解
かい

消
しょう

するための対
たい

応
おう

を行
おこな

う必
ひつ

要
よう

があります。また、前
ぜん

工
こう

程
てい

に連
れん

絡
らく

して、一
いち

時
じ

的
てき

に前
ぜん

工
こう

程
てい

の製
せい

造
ぞう

スピードを落
お

としてもらうことも必
ひつ

要
よう

かもしれません。

③稼
か

働
どう

終
しゅう

了
りょう

後
ご

稼
か

働
どう

終
しゅう

了
りょう

後
ご

は、製
せい

造
ぞう

日
にっ

報
ぽう

などに当
とう

日
じつ

の稼
か

働
どう

状
じょう

況
きょう

や原
げん

材
ざい

料
りょう

の受
うけ

払
はらい

や在
ざい

庫
こ

を記
き

録
ろく

し、上
じょう

司
し

に報
ほう

告
こく

します。当
とう

日
じつ

発
はっ

生
せい

した課
か

題
だい

や改
かい

善
ぜん

点
てん

があれば、前
ぜん

後
ご

し
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の
こう

程
てい

の 職
しょく

長
ちょう

や作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

と共
きょう

有
ゆう

し、次
つぎ

の日
ひ

以
い

降
こう

の作
さ

業
ぎょう

に役
やく

立
だ

てます。

清
せい

掃
そう

作
さ

業
ぎょう

時
じ

に設
せつ

備
び

点
てん

検
けん

を行
おこな

い、設
せつ

備
び

・備
び

品
ひん

に破
は

損
そん

がないことを確
かく

認
にん

しま

す。異
い

常
じょう

がなければ、次
つぎ

の日
ひ

の準
じゅん

備
び

を行
おこな

います。設
せつ

備
び

・備
び

品
ひん

に破
は

損
そん

があっ

たときは、ただちに破
は

損
そん

部
ぶ

分
ぶん

の確
かく

認
にん

を行
おこな

い、上
じょう

司
し

に連
れん

絡
らく

します。破
は

損
そん

部
ぶ

分
ぶん

の破
は

片
へん

が発
はっ

見
けん

されないときは、製
せい

品
ひん

への混
こん

入
にゅう

の可
か

能
のう

性
せい

を検
けん

討
とう

して品
ひん

質
しつ

保
ほ

証
しょう

部
ぶ

門
もん

に連
れん

絡
らく

します。

ライン作
さ

業
ぎょう

の進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

では、前
ぜん

後
ご

の工
こう

程
てい

とのバランスが非
ひ

常
じょう

に重
じゅう

要
よう

で

す。１
ひと

つの工
こう

程
てい

だけが進
しん

捗
ちょく

がよくても、全
ぜん

体
たい

の進
しん

捗
ちょく

が良
よ

くなるわけではあ

りません。一
いっ

方
ぽう

で、１
ひと

つの工
こう

程
てい

のトラブルで全
ぜん

体
たい

が大
おお

きく遅
おく

れることがあり

ます。

職
しょく

長
ちょう

は、自
じ

工
こう

程
てい

の進
しん

捗
ちょく

を管
かん

理
り

したうえで、ライン全
ぜん

体
たい

の進
しん

捗
ちょく

がどうなっ

ているかを把
は

握
あく

することも必
ひつ

要
よう

です。前
ぜん

後
ご

の工
こう

程
てい

の職
しょく

長
ちょう

と協
きょう

力
りょく

して、ラ

インスピードを調
ちょう

整
せい

したり、トラブル時
じ

には要
よう

員
いん

を必
ひつ

要
よう

な工
こう

程
てい

に応
おう

援
えん

に出
だ

したりして、ライン全
ぜん

体
たい

が最
さい

適
てき

な進
しん

捗
ちょく

になるように行
こう

動
どう

することが望
のぞ

まれ

ます。

（２）歩
ぶ

留
どま

りの管
かん

理
り

「歩
ぶ

留
どま

り」は、原
げん

料
りょう

と製
せい

品
ひん

の間
あいだ

の生
せい

産
さん

性
せい

を表
あらわ

す指
し

標
ひょう

です。一
いっ

般
ぱん

に食
しょく

品
ひん

製
せい

造
ぞう

では、投
とう

入
にゅう

した原
げん

料
りょう

の重
じゅう

量
りょう

に対
たい

する出
で

来
き

高
だか

重
じゅう

量
りょう

の比
ひ

率
りつ

で表
あらわ

します。生
せい

産
さん

性
せい

の算
さん

出
しゅつ

式
しき

と同
おな

じです。

①食
しょく

品
ひん

特
とく

有
ゆう

の製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

と歩
ぶ

留
どま

り

一
いっ

般
ぱん

に他
ほか

の産
さん

業
ぎょう

では、歩
ぶ

留
どま

りは高
たか

い方
ほう

が良
よ

いと考
かんが

えられていますが、食
しょく

品
ひん

製
せい

造
ぞう

では適
てき

切
せつ

な歩
ぶ

留
どま

りになるように管
かん

理
り

することが必
ひつ

要
よう

なときがありま

歩
ぶ
留
どま
り＝

投
とう
入
にゅう
原
げん
料
りょう
の合
ごう
計
けい
重
じゅう
量
りょう

出
で
来
き
高
だか
重
じゅう
量
りょう

工
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す。これは以
い

下
か

の３つの要
よう

素
そ

があるからです。歩
ぶ

留
どま

りの管
かん

理
り

は、基
き

本
ほん

的
てき

に工
こう

程
てい

単
たん

位
い

で行
おこな

います。

ア．原
げん

料
りょう

処
しょ

理
り

工
こう

程
てい

がある

食
しょく

品
ひん

の原
げん

料
りょう

である野
や

菜
さい

や魚
さかな

・肉
にく

は、全
すべ

てが食
た

べられるわけではありま

せん。野
や

菜
さい

では皮
かわ

や芯
しん

、魚
さかな

では骨
ほね

やヒレ、肉
にく

では筋
すじ

や腱
けん

などの不
ふ

可
か

食
しょく

部
ぶ

位
い

（食
た

べられない部
ぶ

分
ぶん

）を除
じょ

去
きょ

します。また、傷
いた

んでいて利
り

用
よう

する事
こと

が不
ふ

適
てき

切
せつ

な部
ぶ

位
い

が混
ま

ざっていることもあります。

良
りょう

質
しつ

な原
げん

料
りょう

は不
ふ

可
か

食
しょく

部
ぶ

位
い

が少
すく

ないので、原
げん

料
りょう

処
しょ

理
り

の歩
ぶ

留
どま

りは高
たか

くなり

ますが、それでも 100％にはなりません。原
げん

料
りょう

を処
しょ

理
り

するときに無
む

理
り

して

歩
ぶ

留
どま

りを上
あ

げようとすると、皮
かわ

や骨
ほね

が残
のこ

って異
い

物
ぶつ

クレームの原
げん

因
いん

となること

があります。なお、処
しょ

理
り

済
ず

み原
げん

料
りょう

を購
こう

入
にゅう

して使
し

用
よう

している場
ば

合
あい

は、この管
かん

理
り

は必
ひつ

要
よう

ありません。

イ．加
か

熱
ねつ

調
ちょう

理
り

工
こう

程
てい

がある

食
しょく

品
ひん

製
せい

造
ぞう

では加
か

熱
ねつ

調
ちょう

理
り

を行
おこな

うことがあります。加
か

熱
ねつ

調
ちょう

理
り

では必
かなら

ず一
いっ

定
てい

量
りょう

の水
すい

分
ぶん

が蒸
じょう

発
はつ

するので、調
ちょう

理
り

後
ご

の重
じゅう

量
りょう

は軽
かる

くなります。例
たと

えば野
や

菜
さい

炒
いた

めを作
つく

る場
ば

合
あい

に芯
しん

が残
のこ

る程
てい

度
ど

に軽
かる

く炒
いた

めるときは、しっかり火
ひ

が通
とお

るまで炒
いた

めるときよりも歩
ぶ

留
どま

りは高
たか

くなります。ただ、料
りょう

理
り

としてどちらがおいし

いかは別
べつ

の問
もん

題
だい

です。一
いち

番
ばん

おいしくなる加
か

熱
ねつ

条
じょう

件
けん

を決
き

めて、歩
ぶ

留
どま

り管
かん

理
り

も

その条
じょう

件
けん

に合
あ

わせて行
おこな

います。

ウ．原
げん

料
りょう

として水
みず

を加
くわ

えることがある

一
いっ

般
ぱん

に、食
しょく

品
ひん

製
せい

造
ぞう

では、原
げん

料
りょう

に水
みず

を加
くわ

えて調
ちょう

理
り

します。また、原
げん

料
りょう

の

農
のう

畜
ちく

産
さん

物
ぶつ

や水
すい

産
さん

物
ぶつ

は、季
き

節
せつ

や産
さん

地
ち

により品
ひん

質
しつ

にばらつきがあり、最
さい

終
しゅう

製
せい

品
ひん

の品
ひん

質
しつ

を一
いっ

定
てい

にするために加
くわ

える水
みず

の量
りょう

を調
ちょう

整
せい

して管
かん

理
り

することがありま
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す。このため、特
とく

定
てい

の原
げん

材
ざい

料
りょう

に対
たい

する歩
ぶ

留
どま

りを管
かん

理
り

することがあります。

例
たと

えば炊
すい

飯
はん

は、米
こめ

に水
みず

を加
くわ

えて加
か

熱
ねつ

調
ちょう

理
り

しますが、生
なま

米
ごめ

に対
たい

して出
で

来
き

上
あ

がったご飯
はん

の量
りょう

の歩
ぶ

留
どま

りを「炊
すい

飯
はん

歩
ぶ

留
どま

り」として管
かん

理
り

します。200％を超
こ

えることが普
ふ

通
つう

なので、歩
ぶ

留
どま

りではなく「炊
すい

飯
はん

倍
ばい

率
りつ

」と呼
よ

ぶことが多
おお

いで

す。加
くわ

える水
みず

の量
りょう

を増
ふ

やせば歩
ぶ

留
どま

りは向
こう

上
じょう

しますが、やわらかいお粥
かゆ

のよ

うなご飯
はん

になります。この場
ば

合
あい

も、歩
ぶ

留
どま

りは高
たか

い方
ほう

が良
よ

いのではなく、管
かん

理
り

目
もく

標
ひょう

内
ない

にあることが必
ひつ

要
よう

です。

②歩
ぶ

留
どま

りの管
かん

理
り

歩
ぶ

留
どま

りは、向
こう

上
じょう

させるだけではなく、範
はん

囲
い

内
ない

で維
い

持
じ

管
かん

理
り

することも必
ひつ

要
よう

であることを説
せつ

明
めい

しました。この管
かん

理
り

目
もく

標
ひょう

と管
かん

理
り

手
しゅ

法
ほう

の違
ちが

いについて説
せつ

明
めい

します。

ア．歩
ぶ

留
どま

り 100％を目
め

指
ざ

す管
かん

理
り

これは歩
ぶ

留
どま

り低
てい

下
か

の理
り

由
ゆう

が、「食
しょく

品
ひん

ロスの発
はっ

生
せい

」である場
ば

合
あい

です。食
しょく

品
ひん

ロ

ス発
はっ

生
せい

の理
り

由
ゆう

としては、製
せい

造
ぞう

ミス、容
よう

器
き

・設
せつ

備
び

内
ない

の残
ざん

渣
さ

、不
ふ

良
りょう

品
ひん

の発
はっ

生
せい

、

工
こう

程
てい

外
がい

への落
らっ

下
か

・流
りゅう

失
しつ

、重
じゅう

量
りょう

管
かん

理
り

の失
しっ

敗
ぱい

あるいは設
せつ

備
び

精
せい

度
ど

不
ふ

良
りょう

による過
か

剰
じょう

重
じゅう

量
りょう

、設
せつ

備
び

トラブル、などが考
かんが

えられます。「食
しょく

品
ひん

ロスの発
はっ

生
せい

」に対
たい

す

る必
ひつ

要
よう

な管
かん

理
り

手
しゅ

法
ほう

は、失
しっ

敗
ぱい

・ミスの再
さい

発
はつ

防
ぼう

止
し

、工
こう

程
てい

管
かん

理
り

水
すい

準
じゅん

の向
こう

上
じょう

、設
せつ

備
び

管
かん

理
り

運
うん

営
えい

能
のう

力
りょく

の向
こう

上
じょう

になります。

イ．歩
ぶ

留
どま

りを目
もく

標
ひょう

範
はん

囲
い

内
ない

に維
い

持
じ

する管
かん

理
り

これは歩
ぶ

留
どま

り低
てい

下
か

の理
り

由
ゆう

が、「品
ひん

質
しつ

基
き

準
じゅん

や製
せい

造
ぞう

条
じょう

件
けん

」である場
ば

合
あい

です。こ

の場
ば

合
あい

は、製
せい

造
ぞう

する仕
し

掛
かかり

品
ひん

あるいは製
せい

品
ひん

の品
ひん

質
しつ

が正
ただ

しく基
き

準
じゅん

内
ない

になるよう

に工
こう

程
てい

を管
かん

理
り

します。原
げん

料
りょう

処
しょ

理
り

歩
ぶ

留
どま

りや加
か

熱
ねつ

調
ちょう

理
り

歩
ぶ

留
どま

りが代
だい

表
ひょう

的
てき

な例
れい

です。

歩
ぶ

留
どま

りを特
とく

に意
い

識
しき

して管
かん

理
り

する必
ひつ

要
よう

はなく、良
りょう

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

した結
けっ

果
か

の歩
ぶ

留
どま

りが目
もく

標
ひょう

範
はん

囲
い

内
ない

にあれば問
もん

題
だい

ありません。歩
ぶ

留
どま

りが目
もく

標
ひょう

範
はん

囲
い

外
がい

にあるとき

には調
ちょう

査
さ

が必
ひつ

要
よう

です。歩
ぶ

留
どま

りが低
ひく

いときは、何
なん

らかのロスがあるか製
せい

品
ひん

品
ひん

質
しつ

に問
もん

題
だい

があるかもしれないからです。同
どう

様
よう

に必
ひつ

要
よう

以
い

上
じょう

に高
たか

い歩
ぶ

留
どま

りも品
ひん

質
しつ

を悪
わる

くしている可
か

能
のう

性
せい

があります。
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ウ．その他
ほか

原
げん

料
りょう

処
しょ

理
り

では、正
ただ

しい処
しょ

理
り

作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

うよう管
かん

理
り

します。原
げん

料
りょう

処
しょ

理
り

の歩
ぶ

留
どま

りが低
ひく

い場
ば

合
あい

や高
たか

い場
ば

合
あい

は、原
げん

因
いん

をよく分
ぶん

析
せき

する必
ひつ

要
よう

があります。歩
ぶ

留
どま

りが

低
ひく

いときは、処
しょ

理
り

作
さ

業
ぎょう

の手
て

順
じゅん

や器
き

具
ぐ

が不
ふ

適
てき

切
せつ

であるか、原
げん

料
りょう

の品
ひん

質
しつ

が不
ふ

適
てき

切
せつ

である可
か

能
のう

性
せい

があるので、この点
てん

を意
い

識
しき

した処
しょ

置
ち

が必
ひつ

要
よう

です。

一
いっ

般
ぱん

に、歩
ぶ

留
どま

りが高
たか

いことはいいことですが、原
げん

料
りょう

を規
き

定
てい

量
りょう

使
し

用
よう

してい

ないときでも、あるいは加
くわ

えた水
みず

の量
りょう

が多
おお

いときも歩
ぶ

留
どま

りは高
たか

くなります。

このときの製
せい

品
ひん

は、目
もく

標
ひょう

としている、「おいしさ」を実
じつ

現
げん

できず、不
ふ

良
りょう

品
ひん

に

なります。想
そう

定
てい

以
い

上
じょう

に歩
ぶ

留
どま

りが高
たか

いときは、適
てき

切
せつ

に原
げん

料
りょう

が使
し

用
よう

されている

かを確
かく

認
にん

することも必
ひつ

要
よう

です。

③歩
ぶ

留
どま

り管
かん

理
り

と算
さん

出
しゅつ

の事
じ

例
れい

　事
じ

例
れい

４－２

A 工
こう

場
じょう

では袋
ふくろ

に詰
つ

めた製
せい

品
ひん

B を製
せい

造
ぞう

しています。

製
せい

品
ひん

B の重
じゅう

量
りょう

規
き

格
かく

は 50g ／袋
ふくろ

です。ある日
ひ

100 ㎏の原
げん

料
りょう

を使
し

用
よう

し

て製
せい

品
ひん

B を製
せい

造
ぞう

しました。出
で

来
き

高
だか

は重
じゅう

量
りょう

では 95 ㎏、数
すう

量
りょう

は 1,800 袋
ふくろ

でした。原
げん

料
りょう

からの製
せい

品
ひん

の歩
ぶ

留
どま

りはいくらになりますか。

　解
かい

説
せつ

４－２

この場
ば

合
あい

の歩
ぶ

留
どま

りには、以
い

下
か

の２つの考
かんが

え方
かた

があります。

ア�、製
せい

品
ひん

B を袋
ふくろ

の数
かず

にかかわらず重
じゅう

量
りょう

単
たん

位
い

で販
はん

売
ばい

する場
ば

合
あい

…

この場
ば

合
あい

の歩
ぶ

留
どま

りは、95 ㎏÷ 100 ㎏＝ 95％になります。

イ�．製
せい

品
ひん

B の販
はん

売
ばい

単
たん

位
い

は重
じゅう

量
りょう

ではなく袋
ふくろ

の数
かず

の場
ば

合
あい

…

計
けい

算
さん

式
しき

は２通
とお

りあります。

・袋
ふくろ

の数
かず

から求
もと

める

100 ㎏の原
げん

料
りょう

から 50g（0.05 ㎏）の製
せい

品
ひん

を作
つく

るので、2,000 袋
ふくろ

（式
しき

a.）できるはずです。ところができた袋
ふくろ

の数
かず

は 1,800 なので、歩
ぶ

留
どま

りは 90%（式
しき

b.）になります。これが、袋
ふくろ

の数
かず

から求
もと

める歩
ぶ

留
どま

りです。
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・重
じゅう

量
りょう

から歩
ぶ

留
どま

りを求
もと

める

重
じゅう

量
りょう

規
き

格
かく

が決
き

まっているので、１袋
ふくろ

の重
じゅう

量
りょう

が規
き

格
かく

より重
おも

くても価
か

値
ち

はありません。そのため、製
せい

品
ひん

の重
じゅう

量
りょう

は実
じっ

際
さい

とは関
かん

係
けい

なく規
き

格
かく

重
じゅう

量
りょう

であるとして計
けい

算
さん

します。すると、出
で

来
き

高
だか

重
じゅう

量
りょう

は 90 ㎏（式
しき

c.）にな

ります。実
じっ

際
さい

には製
せい

品
ひん

は 95 ㎏製
せい

造
ぞう

しているのに、90 ㎏の価
か

値
ち

しかな

いことになります。そして歩
ぶ

留
どま

りは 90%（式
しき

d.）になります。

式
しき

a.100 ㎏÷ 0.05 ㎏／袋
ふくろ

＝ 2,000

b.1,800 袋
ふくろ

÷ 2,000 袋
ふくろ

＝ 90％

c.1,800 袋
ふくろ

× 0.05 ㎏＝ 90 ㎏

d.90 ㎏÷ 100 ㎏＝ 90％

販
はん

売
ばい

単
たん

位
い

袋

ふくろ

の場
ば

合
あい

は、袋
ふくろ

の数
かず

から求
もと

めても重
じゅう

量
りょう

から求
もと

めても

歩
ぶ

留
どま

りは 90% になりました。

製
せい

品
ひん

の規
き

格
かく

や販
はん

売
ばい

単
たん

位
い

によって歩
ぶ

留
どま

りが変
か

わることがあるという事
じ

例
れい

です。

重
じゅう

量
りょう

単
たん

位
い

で製
せい

品
ひん

を販
はん

売
ばい

するときには、製
せい

品
ひん

の重
じゅう

量
りょう

管
かん

理
り

は必
かなら

ずしも重
じゅう

要
よう

な

管
かん

理
り

項
こう

目
もく

ではありません。しかし、規
き

格
かく

重
じゅう

量
りょう

が決
き

まっていて個
こ

数
すう

単
たん

位
い

で販
はん

売
ばい

する場
ば

合
あい

は、製
せい

品
ひん

の重
じゅう

量
りょう

管
かん

理
り

は歩
ぶ

留
どま

り管
かん

理
り

の重
じゅう

要
よう

な課
か

題
だい

になります。事
じ

例
れい

４

－２では、1,800 袋
ふくろ

の重
じゅう

量
りょう

が 95 ㎏あったので、１袋
ふくろ

は平
へい

均
きん

52.8 ｇあった

ことになります。もし平
へい

均
きん

重
じゅう

量
りょう

を 51 ｇに管
かん

理
り

できれば 1,862 袋
ふくろ

（式
しき

e．）

の製
せい

品
ひん

ができることになります。歩
ぶ

留
どま

りは 93.1％に上
あ

がります。

式
しき

e．95 ㎏÷ 0.051 ㎏／袋
ふくろ

＝ 1,862 袋
ふくろ

　事
じ

例
れい

４－３

重
じゅう

量
りょう

規
き

格
かく

50g の製
せい

品
ひん

A は、連
れん

続
ぞく

した工
こう

程
てい

１と工
こう

程
てい

２で加
か

工
こう

されます。

ある日
ひ

、原
げん

料
りょう

100 ㎏を使
し

用
よう

して製
せい

品
ひん

を 1,700 個
こ

製
せい

造
ぞう

しました。工
こう

程
てい

１か

らは不
ふ

良
りょう

品
ひん

が６㎏発
はっ

生
せい

しましたが、工
こう

程
てい

２での不
ふ

良
りょう

品
ひん

はありませんでした。

歩
ぶ

留
どま

りを改
かい

善
ぜん

する場
ば

合
あい

、工
こう

程
てい

１と工
こう

程
てい

２どちらを優
ゆう

先
せん

するべきでしょう

か。工
こう

程
てい

１・２いずれも加
か

工
こう

中
ちゅう

のロスはないものとします。

が袋

ふくろ
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　解
かい

説
せつ

４－３

歩
ぶ

留
どま

りは、良
りょう

品
ひん

出
で

来
き

高
だか

を使
し

用
よう

して算
さん

出
しゅつ

するのが基
き

本
ほん

ですが、この例
れい

の

ように直
ちょく

接
せつ

、良
りょう

品
ひん

の出
で

来
き

高
だか

が量
はか

れず、不
ふ

良
りょう

品
ひん

の出
で

来
き

高
だか

が量
はか

れる場
ば

合
あい

は、

不
ふ

良
りょう

品
ひん

の量
りょう

を使
し

用
よう

して歩
ぶ

留
どま

りを算
さん

出
しゅつ

します。

工
こう

程
てい

１では不
ふ

良
りょう

品
ひん

が６㎏ですから良
りょう

品
ひん

は 94 ㎏（式
しき

a.）製
せい

造
ぞう

して工
こう

程
てい

２に送
おく

ったと考
かんが

えられるので、歩
ぶ

留
どま

りは 94％（式
しき

b.）になります。

また工
こう

程
てい

２は 94 ㎏の原
げん

料
りょう

を受
う

け取
と

りました。出
で

来
き

高
だか

は 85 ㎏（式
しき

c.）

になるので歩
ぶ

留
どま

りは 90.4％（式
しき

d.）になります。不
ふ

良
りょう

品
ひん

が発
はっ

生
せい

せず良
りょう

好
こう

に見
み

える工
こう

程
てい

２に、歩
ぶ

留
どま

りの点
てん

では工
こう

程
てい

１より大
おお

きな問
もん

題
だい

があることが

わかりました。

なお、工
こう

程
てい

１と工
こう

程
てい

２の連
れん

続
ぞく

した工
こう

程
てい

での歩
ぶ

留
どま

りは、85％（式
しき

e.）です。

連
れん

続
ぞく

した工
こう

程
てい

の歩
ぶ

留
どま

りは、個
こ

別
べつ

の工
こう

程
てい

の歩
ぶ

留
どま

りのかけ算
ざん

になります。工
こう

程
てい

１と工
こう

程
てい

２の歩
ぶ

留
どま

りをかけると 85％（式
しき

f.）となり、式
しき

e．と同
おな

じ結
けっ

果
か

になります。

式
しき

a.100 ㎏－６㎏＝ 94 ㎏

　 b.94 ㎏÷ 100 ㎏＝ 94％

　 c.1,700 個
こ

× 0.05 ㎏＝ 85 ㎏

　 d.85 ㎏÷ 94 ㎏＝ 90.4％

　 e.85 ㎏（出
で

来
き

高
だか

）÷ 100 ㎏（原
げん

料
りょう

）＝ 85％

　 f.94％× 90.4％＝ 85％

　事
じ

例
れい

４－４

工
こう

場
じょう

A では、炊
すい

飯
はん

を行
おこな

って製
せい

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

しています。使
し

用
よう

する生
なま

米
ごめ

のロッ

トが変
か

わって吸
きゅう

水
すい

率
りつ

が変
か

わったので、配
はい

合
ごう

を変
へん

更
こう

しました。

これまでは１釜
かま

に５㎏の生
なま

米
ごめ

と７㎏の水
みず

を入
い

れて炊
すい

飯
はん

していましたが、

新
あたら

しい配
はい

合
ごう

では水
みず

を 6.5 ㎏に減
へ

らしました。これまでは１釜
かま

で 11.5 ㎏

の炊
すい

飯
はん

米
まい

が炊
た

けましたが、新
あたら

しい配
はい

合
ごう

では 11.25 ㎏になりました。歩
ぶ

留
どま

りの比
ひ

較
かく

はどうなるでしょうか。
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　解
かい

説
せつ

４－４

単
たん

純
じゅん

に歩
ぶ

留
どま

りを計
けい

算
さん

しましょう。これまでの配
はい

合
ごう

では 95.8％（式
しき

a.）、

新
しん

配
はい

合
ごう

は 97.8％（式
しき

b.）となり、新
しん

配
はい

合
ごう

の歩
ぶ

留
どま

りの方
ほう

が高
たか

くなりました。

これでいいでしょうか。水
みず

には原
げん

価
か

がないと仮
か

定
てい

します。原
げん

価
か

が掛
か

かって

いる生
なま

米
ごめ

を基
き

準
じゅん

に炊
すい

飯
はん

歩
ぶ

留
どま

りを算
さん

出
しゅつ

すると、これまでは 230％（式
しき

c.）、

新
しん

配
はい

合
ごう

は 225%（式
しき

d.）になります。生
なま

米
ごめ

の原
げん

価
か

が同
おな

じだとすると、新
あたら

しい配
はい

合
ごう

では炊
すい

飯
はん

歩
ぶ

留
どま

りが下
さ

がり、原
げん

価
か

が上
あ

がったことになります。

式
しき

a.11.5 ㎏÷（５㎏＋７㎏）＝ 95.8％

　 b.11.25 ㎏÷（５㎏＋ 6.5 ㎏）＝ 97.8％

　 c.11.5 ㎏÷５㎏＝ 230％

　 d.11.25 ㎏÷５㎏＝ 225%

（３）稼
か

働
どう

率
りつ

と生
せい

産
さん

性
せい

工
こう

場
じょう

では人
ひと

と設
せつ

備
び

が働
はたら

いて生
せい

産
さん

活
かつ

動
どう

を行
おこな

います。働
はたら

いて成
せい

果
か

を出
だ

すために

は、２つの重
じゅう

要
よう

な要
よう

素
そ

があります。「働
はたら

くべき時
じ

間
かん

内
ない

にどれだけ働
はたら

いたか」

と「働
はたら

いた内
ない

容
よう

がどれだけ優
すぐ

れていたか」です。この２つの要
よう

素
そ

のかけ算
ざん

が

成
せい

果
か

になります。設
せつ

備
び

の稼
か

働
どう

が生
せい

産
さん

量
りょう

を左
さ

右
ゆう

するような業
ぎょう

種
しゅ

や工
こう

場
じょう

では特
とく

に

重
じゅう

要
よう

な指
し

標
ひょう

の１
ひと

つです。

①稼
か

働
どう

率
りつ

「働
はたら

くべき時
じ

間
かん

内
ない

にどれだけの時
じ

間
かん

働
はたら

いたか」を示
しめ

す指
し

標
ひょう

です。稼
か

働
どう

可
か

能
のう

日
び

が年
ねん

間
かん

250 日
にち

、稼
か

働
どう

可
か

能
のう

時
じ

間
かん

が１日
にち

10 時
じ

間
かん

のラインを考
かんが

えましょう。

このラインは年
ねん

間
かん

2,500 時
じ

間
かん

の稼
か

働
どう

可
か

能
のう

時
じ

間
かん

があります。しかし、実
じっ

際
さい

に

は 2,500 時
じ

間
かん

すべて動
うご

くことはありません。工
こう

場
じょう

でミーティングを行
おこな

うと

きや、定
てい

期
き

的
てき

な点
てん

検
けん

・修
しゅう

理
り

や大
おお

掃
そう

除
じ

で計
けい

画
かく

的
てき

にラインは停
てい

止
し

します。とき

にはお客
きゃく

様
さま

からの注
ちゅう

文
もん

が少
すく

なくて稼
か

働
どう

できないこともあるかもしれません。

このような「稼
か

働
どう

しないと決
き

めた計
けい

画
かく

」による停
てい

止
し

を原
げん

因
いん

とする稼
か

働
どう

率
りつ

低
てい
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下
か

の改
かい

善
ぜん

は、経
けい

営
えい

者
しゃ

や管
かん

理
り

者
しゃ

が解
かい

決
けつ

すべき課
か

題
だい

になります。

職
しょく

長
ちょう

が現
げん

場
ば

で管
かん

理
り

すべき重
じゅう

要
よう

な稼
か

働
どう

率
りつ

は、「稼
か

働
どう

すると計
けい

画
かく

した時
じ

間
かん

」

に対
たい

して、「実
じっ

際
さい

に稼
か

働
どう

した時
じ

間
かん

」の比
ひ

率
りつ

（計
けい

画
かく

に対
たい

する稼
か

働
どう

率
りつ

）になります。

この章
しょう

では、特
とく

に断
ことわ

らない限
かぎ

り「計
けい

画
かく

に対
たい

する稼
か

働
どう

率
りつ

」を稼
か

働
どう

率
りつ

と呼
よ

び

説
せつ

明
めい

していきます。例
たと

えば、定
てい

時
じ

（決
き

まった就
しゅう

業
ぎょう

時
じ

間
かん

）から準
じゅん

備
び

清
せい

掃
そう

と

休
きゅう

憩
けい

の時
じ

間
かん

を引
ひ

いた時
じ

間
かん

が、「稼
か

働
どう

すると計
けい

画
かく

した時
じ

間
かん

」になります。

「実
じっ

際
さい

に稼
か

働
どう

した時
じ

間
かん

」とは、人
ひと

でも設
せつ

備
び

でも製
せい

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

するための仕
し

事
ごと

をしている時
じ

間
かん

になります。ライン作
さ

業
ぎょう

で設
せつ

備
び

が故
こ

障
しょう

なく稼
か

働
どう

すれば高
たか

い

稼
か

働
どう

率
りつ

になりますが、現
げん

実
じつ

には、設
せつ

備
び

トラブル、原
げん

料
りょう

切
ぎ

れ、前
ぜん

後
ご

工
こう

程
てい

の進
しん

捗
ちょく

遅
おく

れ等
とう

の要
よう

因
いん

でラインは停
てい

止
し

します。

また「チョコ停
てい

」と呼
よ

ばれる数
すう

分
ふん

単
たん

位
い

の停
てい

止
し

も隠
かく

れた稼
か

働
どう

率
りつ

低
てい

下
か

の原
げん

因
いん

になります。ラインの停
てい

止
し

中
ちゅう

は作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

もやることがなくなるので、このよ

うな時
じ

間
かん

を「アイドルタイム（Idle Time）」と呼
よ

びます。作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の場
ば

合
あい

は

「手
て

待
ま

ち時
じ

間
かん

」と呼
よ

びます。

稼
か

働
どう

率
りつ

の把
は

握
あく

は、稼
か

働
どう

時
じ

間
かん

の開
かい

始
し

時
じ

間
かん

と停
てい

止
し

時
じ

間
かん

を記
き

録
ろく

して算
さん

出
しゅつ

しますが、

下
した

の図
ず

のようなチャートで示
しめ

すとわかりやすくなります。

　事
じ

例
れい

４－５

午
ご

前
ぜん

８時
じ

45 分
ふん

に稼
か

働
どう

開
かい

始
し

、昼
ひる

１時
じ

間
かん

停
てい

止
し

して 16 時
じ

20 分
ふん

まで稼
か

働
どう

す

る計
けい

画
かく

の設
せつ

備
び

があります。

実
じっ

際
さい

には、原
げん

料
りょう

待
ま

ちのため９時
じ

10 分
ふん

に稼
か

働
どう

開
かい

始
し

しましたが、設
せつ

備
び

トラ

ブルで 11 時
じ

10 分
ふん

から 11 時
じ

30 分
ふん

まで停
てい

止
し

しました。12 時
じ

から 13 時
じ

まで停
てい

止
し

し午
ご

後
ご

は順
じゅん

調
ちょう

に 16 時
じ

20 分
ふん

まで稼
か

働
どう

しました。

図
ず
４-２　稼

か
働
どう
表
ひょう

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

1号
ごう
機
き

2号
ごう
機
き

停
てい
止
し
時
じ
間
かん
を赤

あか
帯
おび
で表

あらわ
す



－ 101－©OTAFF

　解
かい

説
せつ

４－５

計
けい

画
かく

した稼
か

働
どう

時
じ

間
かん

は、午
ご

前
ぜん

３時
じ

間
かん

15 分
ふん

、午
ご

後
ご

３時
じ

間
かん

20 分
ふん

の合
ごう

計
けい

６時
じ

間
かん

35 分
ふん

（395 分
ふん

）です。実
じっ

際
さい

の稼
か

働
どう

は、午
ご

前
ぜん

２時
じ

間
かん

30 分
ふん

、午
ご

後
ご

３時
じ

間
かん

20 分
ふん

で合
ごう

計
けい

５時
じ

間
かん

50 分
ふん

（350 分
ふん

）ですから、稼
か

働
どう

率
りつ

は 350 ÷ 395 ＝

88.7% になります。

②稼
か

働
どう

率
りつ

の分
ぶん

析
せき

稼
か

働
どう

率
りつ

を測
そく

定
てい

して分
ぶん

析
せき

する目
もく

的
てき

は、停
てい

止
し

頻
ひん

度
ど

と停
てい

止
し

理
り

由
ゆう

を把
は

握
あく

して設
せつ

備
び

を

効
こう

率
りつ

的
てき

に稼
か

働
どう

させることです。停
てい

止
し

時
じ

間
かん

を記
き

録
ろく

するときには、チェックリス

ト様
よう

式
しき

に理
り

由
ゆう

を記
き

録
ろく

することを推
すい

奨
しょう

します。

稼
か

働
どう

率
りつ

が低
てい

下
か

する要
よう

因
いん

には、古
ふる

くなった設
せつ

備
び

や、整
せい

備
び

・調
ちょう

整
せい

不
ぶ

足
そく

などの

設
せつ

備
び

要
よう

因
いん

、原
げん

料
りょう

切
ぎ

れや操
そう

作
さ

ミスなどの管
かん

理
り

要
よう

因
いん

、前
ぜん

後
ご

工
こう

程
てい

とのラインバラ

ンスが合
あ

わなかったことなどがあります。パレート図
ず

などを使
し

用
よう

して分
ぶん

析
せき

し

ます。

稼
か

働
どう

率
りつ

は、余
よ

裕
ゆう

があることがいいと言
い

われることがあります。これは、会
かい

社
しゃ

や工
こう

場
じょう

全
ぜん

体
たい

の稼
か

働
どう

率
りつ

について説
せつ

明
めい

したものです。全
ぜん

体
たい

の稼
か

働
どう

率
りつ

に余
よ

裕
ゆう

が

なければ新
あたら

しいお客
きゃく

様
さま

からの注
ちゅう

文
もん

も取
と

れず、急
きゅう

な需
じゅ

要
よう

増
ぞう

にも対
たい

応
おう

できな

いからです。計
けい

画
かく

的
てき

な稼
か

働
どう

率
りつ

の余
よ

裕
ゆう

の設
せっ

定
てい

は、経
けい

営
えい

者
しゃ

や管
かん

理
り

者
しゃ

が判
はん

断
だん

します。

製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

の職
しょく

長
ちょう

が目
め

指
ざ

すべき稼
か

働
どう

率
りつ

は、100% です。計
けい

画
かく

した稼
か

働
どう

時
じ

間
かん

は

ロスなく稼
か

働
どう

させることが職
しょく

長
ちょう

の責
せき

任
にん

です。

③稼
か

働
どう

時
じ

の生
せい

産
さん

性
せい

働
はたら

いた時
じ

間
かん

内
ない

の成
せい

果
か

に対
たい

する指
し

標
ひょう

です。決
き

まった用
よう

語
ご

はありませんが、

パフォーマンス（実
じっ

施
し

効
こう

率
りつ

：Performance）という用
よう

語
ご

を使
つか

うことがあり

ます。設
せつ

備
び

の状
じょう

態
たい

を把
は

握
あく

するには標
ひょう

準
じゅん

に対
たい

する稼
か

働
どう

スピード（回
かい

転
てん

数
すう

や

ショット数
すう

）、生
せい

産
さん

能
のう

力
りょく

を評
ひょう

価
か

するには標
ひょう

準
じゅん

に対
たい

する単
たん

位
い

時
じ

間
かん

当
あ

たりの出
で

来
き

高
だか

を指
し

標
ひょう

にとります。

製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

を改
かい

善
ぜん

するために使
つか

うときは、自
じ

工
こう

程
てい

の課
か

題
だい

がわかりやすく表
あらわ

される指
し

標
ひょう

にします。稼
か

働
どう

率
りつ

とパフォーマンスのかけ算
ざん

が工
こう

程
てい

の生
せい

産
さん

性
せい

に
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なります。稼
か

働
どう

率
りつ

と同
どう

様
よう

に稼
か

働
どう

時
じ

間
かん

中
ちゅう

の作
さ

業
ぎょう

効
こう

率
りつ

を向
こう

上
じょう

させることが必
ひつ

要
よう

です。

　事
じ

例
れい

４－６

事
じ

例
れい

４－５の設
せつ

備
び

の標
ひょう

準
じゅん

ショット数
すう

は 50 個
こ

／分
ふん

です。

午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

は設
せつ

備
び

の調
ちょう

子
し

が悪
わる

かったために 45 個
こ

／分
ふん

で運
うん

転
てん

しました。

午
ご

後
ご

からは整
せい

備
び

の効
こう

果
か

が現
あらわ

れて55個
こ

／分
ふん

で運
うん

転
てん

することができました。

この日
ひ

の設
せつ

備
び

の稼
か

働
どう

状
じょう

況
きょう

について評
ひょう

価
か

してください。不
ふ

良
りょう

品
ひん

は無
な

かっ

たものとします。

　解
かい

説
せつ

４－６

午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

の稼
か

働
どう

率
りつ

は 76.9%（式
しき

a.）、パフォーマンスは 90%（式
しき

b.）、トー

タルの設
せつ

備
び

の効
こう

率
りつ

は 69.2%（式
しき

c.）で、かなり低
ひく

くなっています。

午
ご

後
ご

の稼
か

働
どう

率
りつ

は停
てい

止
し

がないので 100%、パフォーマンスは 110%（式
しき

d.）ですから、午
ご

後
ご

の設
せつ

備
び

効
こう

率
りつ

は110%（式
しき

e.）で頑
がん

張
ば

ったことになります。

１日
にち

全
ぜん

体
たい

で見
み

ると、稼
か

働
どう

率
りつ

は 88.7%（解
かい

説
せつ

４－５）、平
へい

均
きん

ショット数
すう

は

50.7 個
こ

／分
ふん

（式
しき

ｆ.）になり、パフォーマンスは101.4%（式
しき

ｇ.）です。

全
ぜん

体
たい

の設
せつ

備
び

効
こう

率
りつ

は 89.9%（式
しき

h.）になります。午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

のトラブルの影
えい

響
きょう

を午
ご

後
ご

で取
と

り返
かえ

そうとしたが、取
と

り返
かえ

せませんでした。

これを出
で

来
き

高
だか

で算
さん

出
しゅつ

する生
せい

産
さん

性
せい

と比
ひ

較
かく

します。計
けい

画
かく

では 19,750 個
こ

（式
しき

i.）製
せい

造
ぞう

する予
よ

定
てい

でした。実
じっ

際
さい

は、17,750 個
こ

（式
しき

j.）でした。生
せい

産
さん

性
せい

は 89.9%（式
しき

k.）です。稼
か

働
どう

率
りつ

とパフォーマンスから算
さん

出
しゅつ

した値
あたい

と

同
おな

じになります。

単
たん

に生
せい

産
さん

性
せい

を算
さん

出
しゅつ

するのであれば、出
で

来
き

高
だか

を計
けい

画
かく

と実
じっ

績
せき

で比
ひ

較
かく

すれば簡
かん

単
たん

ですが、設
せつ

備
び

稼
か

働
どう

に対
たい

する評
ひょう

価
か

は、稼
か

働
どう

率
りつ

とパフォーマンスで分
わ

けて

算
さん

出
しゅつ

すると課
か

題
だい

が見
み

えてくることがあります。



－ 103－©OTAFF

式
しき

a.2 時
じ

間
かん

30 分
ふん

÷３時
じ

間
かん

15 分
ふん

＝ 150 分
ふん

÷ 195 分
ふん

＝ 76.9%

　 b.45 個
こ

／分
ふん

÷ 50 個
こ

／分
ふん

＝ 90%

　 c.76.9% × 90% ＝ 69.2%

　 d.55 個
こ

／分
ふん

÷ 50 個
こ

／分
ふん

＝ 110%

　 e.100% × 110% ＝ 110%

　 f.（45 個
こ

／分
ふん

× 150 分
ふん

＋ 55 個
こ

／分
ふん

× 200 分
ふん

）÷ 350 ＝ 50.7 個
こ

／分
ふん

　 g.50.7 個
こ

／分
ふん

÷ 50 個
こ

／分
ふん

＝ 101.4%

　 h.88.7% × 101.4% ＝ 89.9%

　 i.50 個
こ

／分
ふん

× 395 分
ふん

＝ 19,750 個
こ

　 j.45 個
こ

／分
ふん

× 150 分
ふん

＋ 55 個
こ

／分
ふん

× 200 分
ふん

＝ 17,750 個
こ

　 k.17,750 個
こ

÷ 19,750 個
こ

＝ 89.9%

④人
ひと

の稼
か

働
どう

率
りつ

と生
せい

産
さん

性
せい

稼
か

働
どう

率
りつ

と生
せい

産
さん

性
せい

は人
ひと

の作
さ

業
ぎょう

でも評
ひょう

価
か

することができます。設
せつ

備
び

の稼
か

働
どう

に

合
あ

わせて人
ひと

が働
はたら

くライン作
さ

業
ぎょう

と、１
ひ と り

人あるいはグループで人
ひと

が機
き

械
かい

や器
き

具
ぐ

を操
そう

作
さ

して働
はたら

く作
さ

業
ぎょう

では手
しゅ

法
ほう

は少
すこ

し異
こと

なります。

ア．ライン作
さ

業
ぎょう

での人
ひと

の稼
か

働
どう

率
りつ

と生
せい

産
さん

性
せい

稼
か

働
どう

率
りつ

は設
せつ

備
び

稼
か

働
どう

率
りつ

と同
おな

じですが、生
せい

産
さん

性
せい

は要
よう

員
いん

数
すう

によって変
か

わります。

生
せい

産
さん

量
りょう

が同
おな

じであれば要
よう

員
いん

が多
おお

ければ低
ひく

く、少
すく

なければ高
たか

くなります。要
よう

員
いん

を増
ぞう

減
げん

することで生
せい

産
さん

量
りょう

が変
か

わる場
ば

合
あい

の生
せい

産
さん

性
せい

の考
かんが

え方
かた

は事
じ

例
れい

４－１で

示
しめ

しました。

イ．人
ひと

が中
ちゅう

心
しん

の作
さ

業
ぎょう

の稼
か

働
どう

率
りつ

と生
せい

産
さん

性
せい

人
ひと

の動
うご

きは、機
き

械
かい

のように on/off が明
めい

確
かく

でなく、実
じっ

績
せき

を記
き

録
ろく

するのも手
て

間
ま

がかかります。また、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の意
い

欲
よく

と技
ぎり

量
ょう

によりパフォーマンスの差
さ

が

大
おお

きいことから、稼
か

働
どう

率
りつ

を個
こ

別
べつ

にとらないで生
せい

産
さん

性
せい

を評
ひょう

価
か

することが一
いっ

般
ぱん

的
てき

です。生
せい

産
さん

性
せい

の評
ひょう

価
か

は、人
にん

時
じ

生
せい

産
さん

性
せい

（㎏／ MH）を実
じっ

績
せき

と標
ひょう

準
じゅん

で比
くら

べます。

このほか、作
さ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

や工
こう

数
すう

の実
じっ

績
せき

と標
ひょう

準
じゅん

を比
ひ

較
かく

することもあります。
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（４）設
せつ

備
び

管
かん

理
り

設
せつ

備
び

の故
こ

障
しょう

や不
ふ

良
りょう

は生
せい

産
さん

性
せい

の大
おお

きな低
てい

下
か

につながります。そのため、故
こ

障
しょう

してから設
せつ

備
び

を修
しゅう

理
り

するのではなく、故
こ

障
しょう

や不
ふ

良
りょう

が発
はっ

生
せい

する前
まえ

にきちんと設
せつ

備
び

を保
ほ

全
ぜん

することが重
じゅう

要
よう

です。この活
かつ

動
どう

を「予
よ

防
ぼう

保
ほ

全
ぜん

（ＰＭ：Preventive 

Maintenance）」といいます。専
せん

門
もん

的
てき

な設
せつ

備
び

の計
けい

画
かく

的
てき

な保
ほ

全
ぜん

や故
こ

障
しょう

修
しゅう

理
り

は、

設
せつ

備
び

を専
せん

門
もん

とする要
よう

員
いん

が行
おこな

います。

以
い

下
か

のような日
にち

常
じょう

的
てき

な設
せつ

備
び

の維
い

持
じ

管
かん

理
り

や調
ちょう

整
せい

は、現
げん

場
ば

が実
じっ

施
し

する必
ひつ

要
よう

があ

ります。

①始
し

業
ぎょう

・終
しゅう

業
ぎょう

点
てん

検
けん

と衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

始
し

業
ぎょう

時
じ

には、設
せつ

備
び

と周
しゅう

辺
へん

が汚
よご

れていないか確
かく

認
にん

します。特
とく

に、前
ぜん

日
じつ

の清
せい

掃
そう

の残
ざん

渣
さ

や整
せい

備
び

に使
し

用
よう

した潤
じゅん

滑
かつ

油
ゆ

等
とう

が付
ふ

着
ちゃく

していないか等
とう

の確
かく

認
にん

が必
ひつ

要
よう

で

す。汚
よご

れがないことを確
かく

認
にん

し、遅
おそ

いスピードで運
うん

転
てん

を行
おこな

って異
い

音
おん

や振
しん

動
どう

、動
どう

作
さ

不
ふ

良
りょう

等
とう

の異
い

常
じょう

がないことを確
かく

認
にん

します。問
もん

題
だい

がなければ稼
か

働
どう

開
かい

始
し

します。

終
しゅう

業
ぎょう

時
じ

は清
せい

掃
そう

を行
おこな

い、設
せつ

備
び

や部
ぶ

品
ひん

に破
は

損
そん

や異
い

常
じょう

がないことを確
かく

認
にん

しま

す。最
さい

後
ご

に試
し

験
けん

運
うん

転
てん

を行
おこな

って異
い

常
じょう

なく稼
か

働
どう

することを確
かく

認
にん

します。必
ひつ

要
よう

が

あれば消
しょう

耗
もう

部
ぶ

品
ひん

を交
こう

換
かん

したり、運
うん

転
てん

調
ちょう

整
せい

を行
おこな

います。

始
し

業
ぎょう

・終
しゅう

業
ぎょう

点
てん

検
けん

を実
じっ

施
し

したことを必
かなら

ず記
き

録
ろく

し、部
ぶ

品
ひん

交
こう

換
かん

や調
ちょう

整
せい

を行
おこな

っ

た場
ば

合
あい

にはその内
ない

容
よう

を記
き

載
さい

します。

②精
せい

度
ど

調
ちょう

整
せい

と精
せい

度
ど

管
かん

理
り

設
せつ

備
び

が、製
せい

品
ひん

の重
じゅう

量
りょう

や形
けい

状
じょう

を設
せっ

定
てい

する充
じゅう

填
てん

機
き

や成
せい

型
けい

機
き

のときは、始
し

業
ぎょう

時
じ

に加
くわ

えて稼
か

働
どう

中
ちゅう

にも適
てき

切
せつ

な頻
ひん

度
ど

で精
せい

度
ど

測
そく

定
てい

を行
おこな

います。重
じゅう

量
りょう

の精
せい

度
ど

測
そく

定
てい

では、平
へい

均
きん

値
ち

とばらつきが管
かん

理
り

範
はん

囲
い

内
ない

にあるかを確
かく

認
にん

し、範
はん

囲
い

外
がい

にある場
ば

合
あい

には調
ちょう

整
せい

を行
おこな

います。頻
ひん

度
ど

は、設
せつ

備
び

特
とく

性
せい

から判
はん

断
だん

しますが、30 分
ふん

から１

時
じ

間
かん

とすることが多
おお

いようです。精
せい

度
ど

測
そく

定
てい

の結
けっ

果
か

は、記
き

録
ろく

します。平
へい

均
きん

値
ち

x̅

と最
さい

大
だい

値
ち

と最
さい

小
しょう

値
ち

の差
さ

（R：Range）をプロットする x̅ － R 管
かん

理
り

図
ず

等
とう

を活
かつ

用
よう

すると異
い

常
じょう

を早
そう

期
き

発
はっ

見
けん

することができます。
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③稼
か

働
どう

率
りつ

管
かん

理
り

稼
か

働
どう

中
ちゅう

にはチョコ停
てい

を発
はっ

生
せい

させないことを意
い

識
しき

しましょう。稼
か

働
どう

時
じ

間
かん

は、

正
せい

確
かく

に記
き

録
ろく

して、１週
しゅう

間
かん

や１か月
げつ

単
たん

位
い

で評
ひょう

価
か

します。チョコ停
てい

の発
はっ

生
せい

が多
おお

い場
ば

合
あい

は、原
げん

因
いん

を調
ちょう

査
さ

して対
たい

策
さく

を行
おこな

います。設
せつ

備
び

に問
もん

題
だい

がありそうなとき

は、上
じょう

司
し

と設
せつ

備
び

専
せん

門
もん

要
よう

員
いん

に相
そう

談
だん

します。

④消
しょう

耗
もう

部
ぶ

品
ひん

管
かん

理
り

設
せつ

備
び

固
こ

有
ゆう

の消
しょう

耗
もう

部
ぶ

品
ひん

がある場
ば

合
あい

には、部
ぶ

品
ひん

の在
ざい

庫
こ

管
かん

理
り

を行
おこな

い、交
こう

換
かん

記
き

録
ろく

を付
つ

けることが必
ひつ

要
よう

です。交
こう

換
かん

記
き

録
ろく

から部
ぶ

品
ひん

の寿
じゅ

命
みょう

を想
そう

定
てい

することで、故
こ

障
しょう

する前
まえ

に部
ぶ

品
ひん

交
こう

換
かん

してライン停
てい

止
し

を未
み

然
ぜん

に防
ぼう

止
し

できるかもしれません。

３. 会
かい

社
しゃ

全
ぜん

体
たい

で取
と

り組
く

む生
せい

産
さん

管
かん

理
り

（１）環
かん

境
きょう

対
たい

策
さく

企
き

業
ぎょう

の社
しゃ

会
かい

的
てき

責
せき

任
にん

の１
ひと

つに環
かん

境
きょう

に対
たい

する配
はい

慮
りょ

があります。工
こう

場
じょう

での生
せい

産
さん

活
かつ

動
どう

でも環
かん

境
きょう

負
ふ

荷
か

を出
で

来
き

るだけ低
てい

減
げん

する必
ひつ

要
よう

がありますが、これには製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

での生
せい

産
さん

管
かん

理
り

の成
せい

果
か

が大
おお

きく影
えい

響
きょう

します。そのため、ここでは環
かん

境
きょう

対
たい

策
さく

も生
せい

産
さん

管
かん

理
り

の１
ひと

つとして説
せつ

明
めい

します。代
だい

表
ひょう

的
てき

な環
かん

境
きょう

指
し

標
ひょう

で説
せつ

明
めい

します。

①使
し

用
よう

水
すい

の削
さく

減
げん

日
に

本
ほん

は、水
みず

資
し

源
げん

に恵
めぐ

まれた国
くに

ですが、季
き

節
せつ

や地
ち

域
いき

によって水
みず

不
ぶ

足
そく

が発
はっ

生
せい

す

ることがあります。また、食
しょく

品
ひん

に限
かぎ

らず多
おお

くの工
こう

場
じょう

は地
ち

下
か

水
すい

を汲
く

み上
あ

げて

利
り

用
よう

していますが、地
じ

盤
ばん

沈
ちん

下
か

や地
ち

下
か

水
すい

面
めん

の低
てい

下
か

などの過
か

剰
じょう

使
し

用
よう

が問
もん

題
だい

とさ

れている地
ち

域
いき

があります。そのため、工
こう

場
じょう

で使
し

用
よう

する水
みず

は、できるだけ削
さく

減
げん

し、効
こう

率
りつ

的
てき

に使
し

用
よう

する必
ひつ

要
よう

があります。

食
しょく

品
ひん

工
こう

場
じょう

では、製
せい

品
ひん

に添
てん

加
か

する製
せい

造
ぞう

水
すい

が必
ひつ

要
よう

ですが、一
いっ

般
ぱん

に最
もっと

も使
し

用
よう

が

多
おお

いのは洗
せん

浄
じょう

水
すい

です。洗
せん

浄
じょう

水
すい

は、原
げん

料
りょう

の洗
せん

浄
じょう

や冷
れい

却
きゃく

または清
せい

掃
そう

作
さ

業
ぎょう

のと

きに大
たい

量
りょう

に使
し

用
よう

されます。水
みず

の一
いち

部
ぶ

は循
じゅん

環
かん

システムにより再
さい

利
り

用
よう

されます

が、多
おお

くはそのまま排
はい

水
すい

として工
こう

場
じょう

外
がい

に排
はい

出
しゅつ

されます。清
せい

掃
そう

時
じ

の水
みず

の使
し

用
よう

量
りょう

が最
もっと

も多
おお

いため、職
しょく

長
ちょう

の役
やく

割
わり

は、清
せい

掃
そう

を効
こう

率
りつ

的
てき

に実
じっ

施
し

して、不
ふ

要
よう

な水
みず

散
さん

布
ぷ

をしないよう指
し

導
どう

監
かん

督
とく

することです。
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②二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

排
はい

出
しゅつ

量
りょう

の削
さく

減
げん

二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

排
はい

出
しゅつ

量
りょう

は、電
でん

気
き

、石
せき

油
ゆ

、ガス等
とう

のエネルギーの使
し

用
よう

量
りょう

から算
さん

出
しゅつ

します。これら全
すべ

てが製
せい

造
ぞう

に必
ひつ

要
よう

な資
し

源
げん

のため、水
みず

のように単
たん

純
じゅん

な削
さく

減
げん

はできません。そのため、製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

では直
ちょく

接
せつ

に削
さく

減
げん

を目
め

指
ざ

すのではなく、

生
せい

産
さん

性
せい

の向
こう

上
じょう

を目
め

指
ざ

します。

例
たと

えば、８時
じ

間
かん

かけて製
せい

造
ぞう

していたものが、生
せい

産
さん

性
せい

を向
こう

上
じょう

して７時
じ

間
かん

で

完
かん

成
せい

できるようにしたら、１時
じ

間
かん

分
ぶん

のエネルギーを節
せつ

約
やく

できたことになりま

す。製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

の努
ど

力
りょく

で二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

排
はい

出
しゅつ

量
りょう

を削
さく

減
げん

したことになります。

③食
しょく

品
ひん

ロスの削
さく

減
げん

食
しょく

品
ひん

工
こう

場
じょう

で発
はっ

生
せい

する食
しょく

品
ひん

ロスは、発
はっ

生
せい

原
げん

因
いん

により２つに分
わ

けられます。

１
ひと

つは、原
げん

料
りょう

を処
しょ

理
り

するときに発
はっ

生
せい

するロスです。もう１
ひと

つは、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

内
ない

に付
ふ

着
ちゃく

した残
ざん

渣
さ

や不
ふ

良
りょう

品
ひん

によるロスです。前
ぜん

者
しゃ

は、処
しょ

理
り

歩
ぶ

留
どま

りを向
こう

上
じょう

さ

せることが必
ひつ

要
よう

です。後
こう

者
しゃ

は、エネルギーや人
ひと

の手
て

間
ま

をかけた後
のち

のロスなの

で、生
せい

産
さん

性
せい

の悪
あっ

化
か

に大
おお

きく影
えい

響
きょう

します。そのため、歩
ぶ

留
どま

りを上
あ

げるという

努
ど

力
りょく

が食
しょく

品
ひん

ロスの削
さく

減
げん

という効
こう

果
か

につながります。

④排
はい

水
すい

の削
さく

減
げん

と環
かん

境
きょう

負
ふ

荷
か

低
てい

下
か

工
こう

場
じょう

排
はい

水
すい

は、法
ほう

律
りつ

や地
ち

域
いき

の条
じょう

例
れい

で定
さだ

められた「排
はい

水
すい

基
き

準
じゅん

」に適
てき

合
ごう

するま

で排
はい

水
すい

処
しょ

理
り

を行
おこな

って下
げ

水
すい

や河
か

川
せん

に流
なが

します。排
はい

水
すい

処
しょ

理
り

は、自
じ

社
しゃ

で施
し

設
せつ

を運
うん

営
えい

したり、協
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

や行
ぎょう

政
せい

の施
し

設
せつ

に処
しょ

理
り

を依
い

頼
らい

する場
ば

合
あい

があります。

排
はい

水
すい

の処
しょ

理
り

には、排
はい

水
すい

の量
りょう

と水
すい

質
しつ

の問
もん

題
だい

があります。水
すい

質
しつ

とは排
はい

水
すい

中
ちゅう

に

含
ふく

まれる油
ゆ

脂
し

や糖
とう

質
しつ

・たんぱく質
しつ

等
とう

の有
ゆう

機
き

質
しつ

の量
りょう

のことです。排
はい

水
すい

の量
りょう

が

多
おお

過
す

ぎたり、水
すい

質
しつ

が悪
わる

過
す

ぎたりすると処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

が対
たい

応
おう

できなくなり、排
はい

水
すい

の

受
う

け入
い

れができなくなります。排
はい

水
すい

が受
う

け入
い

れられないと水
みず

を使
し

用
よう

できず、

工
こう

場
じょう

は稼
か

働
どう

できません。そのため、排
はい

水
すい

の量
りょう

的
てき

な削
さく

減
げん

と水
すい

質
しつ

の改
かい

善
ぜん

が必
ひつ

要
よう

になります。

排
はい

水
すい

量
りょう

の削
さく

減
げん

は、使
し

用
よう

水
すい

の削
さく

減
げん

の項
こう

目
もく

で説
せつ

明
めい

した内
ない

容
よう

で実
じつ

現
げん

できます。

排
はい

水
すい

の水
すい

質
しつ

の改
かい

善
ぜん

で必
ひつ

要
よう

なことは、食
しょく

品
ひん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

を排
はい

水
すい

に流
なが

さないことです。

食
しょく

品
ひん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

が排
はい

水
すい

に流
なが

れる大
おお

きな要
よう

素
そ

は、原
げん

料
りょう

処
しょ

理
り

場
じょう

の洗
せん

浄
じょう

水
すい

と清
せい

掃
そう

水
すい



－ 107－©OTAFF

にあります。特
とく

に、清
せい

掃
そう

のときに機
き

器
き

に付
ふ

着
ちゃく

した残
ざん

渣
さ

を徹
てっ

底
てい

的
てき

に除
じょ

去
きょ

して

から清
せい

掃
そう

する必
ひつ

要
よう

があります。

⑤廃
はい

棄
き

物
ぶつ

の削
さく

減
げん

と適
てき

切
せつ

な廃
はい

棄
き

工
こう

場
じょう

では、原
げん

材
ざい

料
りょう

の包
ほう

装
そう

材
ざいり

料
ょう

である紙
かみ

類
るい

やプラスチック類
るい

のゴミが日
にち

常
じょう

的
てき

に発
はっ

生
せい

します。また、金
きん

属
ぞく

部
ぶ

品
ひん

や電
でん

気
き

機
き

器
き

、有
ゆう

害
がい

物
ぶっ

質
しつ

等
とう

を廃
はい

棄
き

することも

あります。これらは通
つう

常
じょう

、産
さん

業
ぎょう

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

として行
ぎょう

政
せい

や行
ぎょう

政
せい

が認
みと

めた産
さん

廃
ぱい

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

（産
さん

業
ぎょう

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

を処
しょ

理
り

する会
かい

社
しゃ

）が回
かい

収
しゅう

します。職
しょく

長
ちょう

は、製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

で発
はっ

生
せい

した廃
はい

棄
き

物
ぶつ

を適
てき

切
せつ

に分
ぶん

類
るい

し、定
さだ

められた方
ほう

法
ほう

で廃
はい

棄
き

物
ぶつ

置
お

き場
ば

に廃
はい

棄
き

します。

⑥企
き

業
ぎょう

としての環
かん

境
きょう

対
たい

策
さく

現
げん

場
ば

で実
じっ

施
し

する環
かん

境
きょう

対
たい

策
さく

は、品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

と生
せい

産
さん

管
かん

理
り

の対
たい

策
さく

を着
ちゃく

実
じつ

に実
じっ

施
し

す

ることで効
こう

果
か で

が出てきます。他
た

方
ほう

で、工
こう

場
じょう

全
ぜん

体
たい

や会
かい

社
しゃ

全
ぜん

体
たい

の場
ば

合
あい

にはもう

少
すこ

し異
こと

なったアプローチを行
おこな

います。特
とく

に重
じゅう

要
よう

なものが設
せつ

備
び

投
とう

資
し

です。具
ぐ

体
たい

的
てき

には、省
しょう

エネ・省
しょう

力
りょく

化
か

投
とう

資
し

、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーの利
り

用
よう

、製
せい

造
ぞう

プロセ

スの見
み

直
なお

し、受
じゅ

発
はっ

注
ちゅう

システムの見
み

直
なお

しなどの施
し

策
さく

を行
おこな

います。

企
き

業
ぎょう

は、工
こう

場
じょう

単
たん

位
い

あるいは会
かい

社
しゃ

全
ぜん

体
たい

での環
かん

境
きょう

指
し

標
ひょう

を把
は

握
あく

して改
かい

善
ぜん

に努
つと

め

ています。このときによく使
し

用
よう

される指
し

標
ひょう

が、原
げん

単
たん

位
い

です。具
ぐ

体
たい

的
てき

には、

製
せい

品
ひん

１トンを製
せい

造
ぞう

するのに水
みず

を何
なん

トン使
つか

ったか、二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を何
なん

トン排
はい

出
しゅつ

したか、食
しょく

品
ひん

ロスはどれだけだったかということです。これを月
つき

単
たん

位
い

ある

いは年
ねん

単
たん

位
い

で比
ひ

較
かく

して、改
かい

善
ぜん

の確
かく

認
にん

や課
か

題
だい

の抽
ちゅう

出
しゅつ

を行
おこな

います。そして検
けん

討
とう

された課
か

題
だい

が、個
こ

々
こ

の工
こう

場
じょう

それぞれの製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

に具
ぐ

体
たい

的
てき

な改
かい

善
ぜん

テーマとし

て取
と

り入
い

れられるのです。

（２）工
こう

場
じょう

全
ぜん

体
たい

の生
せい

産
さん

性
せい

向
こう

上
じょう

製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

の生
せい

産
さん

性
せい

や稼
か

働
どう

率
りつ

を最
さい

大
だい

にすることは重
じゅう

要
よう

です。しかし、工
こう

場
じょう

全
ぜん

体
たい

の運
うん

営
えい

では、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

間
かん

のバランスをとって全
ぜん

体
たい

が最
さい

適
てき

になるようにする必
ひつ

要
よう

があります。また、歩
ぶ

留
どま

りと稼
か

働
どう

率
りつ

は製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

が直
ちょく

接
せつ

管
かん

理
り

する指
し

標
ひょう

ですが、

工
こう

場
じょう

や企
き

業
ぎょう

全
ぜん

体
たい

の効
こう

率
りつ

を見
み

る指
し

標
ひょう

も重
じゅう

要
よう

です。ここでは、ライン全
ぜん

体
たい

の最
さい

適
てき

化
か

を求
もと

めるための手
しゅ

法
ほう

と、ラインや工
こう

場
じょう

という比
ひ

較
かく

的
てき

大
おお

きな規
き

模
ぼ

での生
せい

産
さん
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性
せい

指
し

標
ひょう

を紹
しょう

介
かい

します。

①ボトルネック工
こう

程
てい

の解
かい

消
しょう

連
れん

続
ぞく

した製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

があるラインで、製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

間
かん

の進
しん

捗
ちょく

具
ぐ

合
あい

を調
ちょう

整
せい

して、

ライン全
ぜん

体
たい

の生
せい

産
さん

性
せい

を最
さい

適
てき

化
か

するため、必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて設
せつ

備
び

投
とう

資
し

または標
ひょう

準
じゅん

要
よう

員
いん

の変
へん

更
こう

を行
おこな

うための考
かんが

え方
かた

です。

　事
じ

例
れい

４－７

３つの製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

（初
はじ

めの方
ほう

から A、B、C）が連
れん

続
ぞく

したラインがあります。

工
こう

程
てい

A は 200 ㎏／時
じ

の標
ひょう

準
じゅん

能
のう

力
りょく

があります。工
こう

程
てい

B の標
ひょう

準
じゅん

能
のう

力
りょく

は

160 ㎏／時
じ

、工
こう

程
てい

C の標
ひょう

準
じゅん

能
のう

力
りょく

は 240 ㎏／時
じ

です。

このラインの生
せい

産
さん

性
せい

を向
こう

上
じょう

するにはどうすればいいですか。

　解
かい

説
せつ

４－７

工
こう

程
てい

B の能
のう

力
りょく

が一
いち

番
ばん

低
ひく

いため、工
こう

程
てい

A は能
のう

力
りょく

があるのに工
こう

程
てい

B 以
い

上
じょう

の能
のう

力
りょく

を出
だ

すことができません。ラインの生
せい

産
さん

能
のう

力
りょく

は 160 ㎏／時
じ

になり

ます。工
こう

程
てい

B がライン全
ぜん

体
たい

の能
のう

力
りょく

を制
せい

限
げん

していますが、このような工
こう

程
てい

を「ボトルネック工
こう

程
てい

（律
りっ

速
そく

工
こう

程
てい

）」といいます。

ラインの生
せい

産
さん

性
せい

を向
こう

上
じょう

させるためには、工
こう

程
てい

B の能
のう

力
りょく

を強
きょう

化
か

してボト

ルネック状
じょう

態
たい

を解
かい

消
しょう

すればいいことになります。一
いっ

般
ぱん

に連
れん

続
ぞく

工
こう

程
てい

では、初
はじ

めの方
ほう

から終
お

わりの方
ほう

に向
む

けて徐
じょ

々
じょ

に能
のう

力
りょく

を拡
かく

大
だい

する方
ほう

が効
こう

率
りつ

的
てき

であると

考
かんが

えられています。初
はじ

めの方
ほう

の工
こう

程
てい

を全
すべ

て稼
か

働
どう

させ、終
お

わりの方
ほう

ではトラ

ブルなどの予
よ

測
そく

できない不
ふ

測
そく

の事
じ

態
たい

に対
たい

応
おう

できる余
よ

裕
ゆう

ができるからです。

事
じ

例
れい

４－７では、工
こう

程
てい

B の能
のう

力
りょく

を 210 ～ 220 ㎏／時
じ

程
てい

度
ど

まで拡
かく

大
だい

す

れば、効
こう

率
りつ

的
てき

な稼
か

働
どう

ができるでしょう。なお、この考
かんが

え方
かた

は、作
さ

業
ぎょう

A が

終
お

わらなければ作
さ

業
ぎょう

B ができないというような連
れん

続
ぞく

的
てき

な現
げん

場
ば

の作
さ

業
ぎょう

を改
かい

善
ぜん

するときにも応
おう

用
よう

できます。
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②工
こう

場
じょう

全
ぜん

体
たい

の生
せい

産
さん

性
せい

指
し

標
ひょう

例
れい

工
こう

場
じょう

には、ラインのように製
せい

品
ひん

を直
ちょく

接
せつ

、製
せい

造
ぞう

する部
ぶ

門
もん

だけではありま

せん。品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

、設
せつ

備
び

管
かん

理
り

、事
じ

務
む

等
とう

をはじめとする多
おお

くの分
ぶん

野
や

がそれぞれ

の機
き

能
のう

を果
は

たして間
かん

接
せつ

的
てき

に製
せい

品
ひん

の製
せい

造
ぞう

に関
かか

わっています。これら間
かん

接
せつ

部
ぶ

門
もん

の機
き

能
のう

が十
じゅう

分
ぶん

に発
はっ

揮
き

されなければ、工
こう

場
じょう

全
ぜん

体
たい

を効
こう

率
りつ

的
てき

かつ円
えん

滑
かつ

に運
うん

営
えい

す

ることはできません。

ただ、間
かん

接
せつ

部
ぶ

門
もん

の場
ば

合
あい

、生
せい

産
さん

性
せい

指
し

標
ひょう

を部
ぶ

門
もん

別
べつ

にとらえることは困
こん

難
なん

なた

め、工
こう

場
じょう

全
ぜん

体
たい

の指
し

標
ひょう

を使
つか

って工
こう

場
じょう

の生
せい

産
さん

性
せい

の状
じょう

態
たい

を評
ひょう

価
か

します。

代
だい

表
ひょう

的
てき

な指
し

標
ひょう

を示
しめ

します。

ア．単
たん

位
い

時
じ

間
かん

当
あ

たりの生
せい

産
さん

量
りょう

　　㎏／時
じ

、トン／日
にち

、食
しょく

／時
じ

、食
しょく

／日
にち

イ．単
たん

位
い

時
じ

間
かん

当
あ

たりの金
きん

額
がく

　　　売
うり

上
あげ

（円
えん

）／時
じ

、付
ふ

加
か

価
か

値
ち

（円
えん

）／時
じ

ウ．単
たん

位
い

工
こう

数
すう

当
あ

たりの生
せい

産
さん

量
りょう

　　㎏／人
にん

時
じ

、トン／人
にん

日
にち

、食
しょく

／人
にん

時
じ

、

エ．単
たん

位
い

工
こう

数
すう

当
あ

たりの金
きん

額
がく

　　　売
うり

上
あげ

（円
えん

）／人
にん

時
じ

、付
ふ

加
か

価
か

値
ち

（円
えん

）／人
にん

時
じ

分
ぶん

母
ぼ

を時
じ

間
かん

または工
こう

数
すう

、分
ぶん

子
し

を出
で

来
き

高
だか

の生
せい

産
さん

量
りょう

や金
きん

額
がく

で算
さん

出
しゅつ

することが一
いっ

般
ぱん

的
てき

です。工
こう

場
じょう

の特
とく

性
せい

に合
あ

わせて分
ぶん

母
ぼ

・分
ぶん

子
し

を選
えら

び、独
どく

自
じ

の生
せい

産
さん

性
せい

指
し

標
ひょう

を

使
つか

って生
せい

産
さん

性
せい

を評
ひょう

価
か

することもできます。分
ぶん

子
し

を生
せい

産
さん

量
りょう

としたものを「物
ぶっ

的
てき

生
せい

産
さん

性
せい

」、分
ぶん

子
し

を付
ふ

加
か

価
か

値
ち

としたものを「付
ふ

加
か

価
か

値
ち

生
せい

産
さん

性
せい

」、分
ぶん

母
ぼ

を工
こう

数
すう

とした

ものを「労
ろう

働
どう

生
せい

産
さん

性
せい

」と呼
よ

ぶことがあります。

　～コラム～　付
ふ

加
か

価
か

値
ち

一
いっ

般
ぱん

に付
ふ

加
か

価
か

値
ち

とは、会
かい

社
しゃ

の活
かつ

動
どう

で新
あら

たに作
つく

った価
か

値
ち

のことです。例
たと

え

ば、ある会
かい

社
しゃ

が米
こめ

と水
みず

からおにぎりを作
つく

り販
はん

売
ばい

しました。おにぎりは、原
げん

料
りょう

の米
こめ

と水
みず

にかかった値
ね

段
だん

よりも高
たか

い値
ね

段
だん

で販
はん

売
ばい

できました。この会
かい

社
しゃ

は、おにぎりを作
つく

るという活
かつ

動
どう

で、おにぎりの値
ね

段
だん

と原
げん

料
りょう

価
か

格
かく

との差
さ

の

付
ふ

加
か

価
か

値
ち

を生
う

み出
だ

したことになります。

付
ふ

加
か

価
か

値
ち

の算
さん

出
しゅつ

方
ほう

法
ほう

は、会
かい

社
しゃ

の業
ぎょう

種
しゅ

により様
さま

々
ざま

ですが、その意
い

味
み

は共
きょう

通
つう

です。「会
かい

社
しゃ

が作
つく

り出
だ

した、お客
きゃく

様
さま

がお金
かね

を出
だ

してその商
しょう

品
ひん

を買
か

いたい
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と思
おも

ってもらえる価
か

値
ち

」ということです。工
こう

場
じょう

での付
ふ

加
か

価
か

値
ち

は、製
せい

品
ひん

を

販
はん

売
ばい

した値
ね

段
だん

から原
げん

材
ざい

料
りょう

費
ひ

や現
げん

場
ば

で働
はたら

く作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の労
ろう

務
む

費
ひ

、電
でん

気
き

・ガス等
とう

の動
どう

燃
ねん

費
ひ

等
とう

の製
せい

造
ぞう

に直
ちょく

接
せつ

かかった経
けい

費
ひ

を引
ひ

いたものになります。
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　第
だ い

５章
しょう

　労
ろ う

働
ど う

安
あ ん

全
ぜ ん
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特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストでは、労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

の状
じょう

況
きょう

や災
さい

害
がい

防
ぼう

止
し

のための対
たい

策
さく

、異
い

常
じょう

事
じ

態
たい

や労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

が起
お

こったときの対
たい

応
おう

、危
き

険
けん

に気
き

がつく力
ちから

をつける

ための方
ほう

法
ほう

、主
おも

な災
さい

害
がい

事
じ

例
れい

などを学
まな

びました。

この章
しょう

では、職
しょく

長
ちょう

として労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

業
ぎょう

務
む

にどのようにかかわるか、また労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

防
ぼう

止
し

のためにどのような役
やく

割
わり

があるかについて説
せつ

明
めい

します。

１．職
しょく

長
ちょう

の労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

業
ぎょう

務
む

労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

では労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

についての責
せき

任
にん

は、ほとんどが事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

・会
かい

社
しゃ

にあります。

職
しょく

長
ちょう

は、会
かい

社
しゃ

・上
じょう

司
し

から責
せき

任
にん

者
しゃ

として任
まか

された業
ぎょう

務
む

を、責
せき

任
にん

をもって推
すい

進
しん

しなければなりません。

また、職
しょく

長
ちょう

は、製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

や、そこで働
はたら

く人
ひと

の業
ぎょう

務
む

で、労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

違
い

反
はん

が起
お

こったときには、責
せき

任
にん

が問
と

われることがあることも知
し

っておいてください。

（１）職
しょく

長
ちょう

に期
き

待
たい

される役
やく

割
わり

職
しょく

長
ちょう

が行
おこな

う労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

業
ぎょう

務
む

は、それぞれの会
かい

社
しゃ

・事
じ

業
ぎょう

所
しょ

が決
き

めるので、どの

会
かい

社
しゃ

・事
じ

業
ぎょう

所
しょ

でも同
おな

じということではありません。しかし、以
い

下
か

のような役
やく

割
わり

は、どの会
かい

社
しゃ

でも職
しょく

長
ちょう

に期
き

待
たい

しています。

①先
せん

取
しゅ

の（予
よ

防
ぼう

的
てき

な）労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

管
かん

理
り

先
せん

取
しゅ

の労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

管
かん

理
り

は、労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

活
かつ

動
どう

の基
き

本
ほん

です。製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

で働
はたら

く部
ぶ

下
か

が、ケガをせず健
けん

康
こう

に仕
し

事
ごと

を続
つづ

けられるように、予
よ

防
ぼう

的
てき

な管
かん

理
り

をします。

職
しょく

場
ば

のルールを身
み

につけて行
こう

動
どう

する職
しょく

長
ちょう

としての役
やく

割
わり

がありますので、こ

の章
しょう

で紹
しょう

介
かい

します。

②情
じょう

報
ほう

管
かん

理
り

毎
まい

日
にち

の作
さ

業
ぎょう

の内
ない

容
よう

が同
おな

じでも、製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

で人
ひと

や物
もの

の様
よう

子
す

は同
おな

じではあり

ません。小
ちい

さな変
へん

化
か

やいつもと様
よう

子
す

が違
ちが

うことがわかる感
かん

覚
かく

が、大
たい

切
せつ

です。

製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

の部
ぶ

下
か

の様
よう

子
す

をよく観
かん

察
さつ

して理
り

解
かい

し、上
じょう

司
し

とも製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

の細
こま

かい

様
よう

子
す

について情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

、意
い

見
けん

交
こう

換
かん

します。上
じょう

司
し

と部
ぶ

下
か

をつなげる役
やく

が 職
しょく
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長
ちょう

の役
やく

割
わり

です。

③部
ぶ

下
か

の育
いく

成
せい

職
しょく

長
ちょう

は、部
ぶ

下
か

に、作
さ

業
ぎょう

について教
きょう

育
いく

や助
じょ

言
げん

をします。職
しょく

長
ちょう

は、部
ぶ

下
か

が

労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

は大
たい

切
せつ

なことであるということを理
り

解
かい

し、自
じ

分
ぶん

で自
じ

分
ぶん

の身
み

を守
まも

り、

安
あん

全
ぜん

を確
かく

保
ほ

して作
さ

業
ぎょう

ができるように育
いく

成
せい

することも大
たい

切
せつ

な役
やく

割
わり

です。

（２）職
しょく

長
ちょう

の主
しゅ

要
よう

な労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

業
ぎょう

務
む

職
しょく

長
ちょう

が任
まか

せられる主
しゅ

要
よう

な労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

業
ぎょう

務
む

を紹
しょう

介
かい

します。これらの業
ぎょう

務
む

のすべ

てを職
しょく

長
ちょう

になってすぐに行
おこな

うことはありません。上
じょう

司
し

と相
そう

談
だん

しながら少
すこ

し

ずつ、製
せい

造
ぞう

現
げん

場
ば

の安
あん

全
ぜん

を守
まも

る立
たち

場
ば

で業
ぎょう

務
む

を増
ふ

やしていきます。それぞれの業
ぎょう

務
む

を出
で

来
き

るようになるための取
と

り組
く

みを考
かんが

えてみましょう。

①職
しょく

場
ば

の労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

についての計
けい

画
かく

の立
りつ

案
あん

・推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

の立
りつ

案
あん

や推
すい

進
しん

をするためには、職
しょく

場
ば

の状
じょう

況
きょう

を理
り

解
かい

して、職
しょく

場
ば

の解
かい

決
けつ

すべき問
もん

題
だい

点
てん

を考
かんが

えることから始
はじ

めます。問
もん

題
だい

点
てん

を解
かい

決
けつ

するために必
ひつ

要
よう

な取
と

り組
く

みを課
か

題
だい

にします。多
おお

くの課
か

題
だい

に取
と

り組
く

むために、計
けい

画
かく

をつくり、

職
しょく

場
ば

で取
と

り組
く

みます。

②職
しょく

場
ば

の労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

会
かい

議
ぎ

の開
かい

催
さい

小
ちい

さなグループで情
じょう

報
ほう

を共
きょう

有
ゆう

し事
じ

故
こ

防
ぼう

止
し

のための取
と

り組
く

みを検
けん

討
とう

できる

ようにします。定
てい

期
き

的
てき

な会
かい

議
ぎ

を通
つう

じて、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

１
ひと

人
り

１
ひと

人
り

の安
あん

全
ぜん

に対
たい

する意
い

識
しき

を高
たか

めます。

③作
さ

業
ぎょう

手
て

順
じゅん

書
しょ

などの整
せい

備
び

作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が、間
ま

違
ちが

わずに作
さ

業
ぎょう

するためには、作
さ

業
ぎょう

手
て

順
じゅん

書
しょ

がしっかりと作
つく

られている必
ひつ

要
よう

があります。職
しょく

場
ば

にある作
さ

業
ぎょう

手
て

順
じゅん

書
しょ

の内
ない

容
よう

を確
かく

認
にん

して、必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて修
しゅう

正
せい

したり、追
つい

加
か

で作
さく

成
せい

したりします。
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④職
しょく

場
ば

の安
あん

全
ぜん

指
し

導
どう

・教
きょう

育
いく

訓
くん

練
れん

会
かい

社
しゃ

、職
しょく

場
ば

の年
ねん

間
かん

の労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

に関
かん

する取
と

り組
く

みテーマに沿
そ

って、部
ぶ

下
か

の

指
し

導
どう

や教
きょう

育
いく

を行
おこな

います。また、作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の特
とく

徴
ちょう

に合
あ

わせた指
し

導
どう

や教
きょう

育
いく

を行
おこな

うことで、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

がより具
ぐ

体
たい

的
てき

に安
あん

全
ぜん

な作
さ

業
ぎょう

のやり方
かた

を学
まな

んで理
り

解
かい

するこ

とができます。

⑤作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の適
てき

正
せい

配
はい

置
ち

と安
あん

全
ぜん

指
し

示
じ

部
ぶ

下
か

の技
ぎ

能
のう

や能
のう

力
りょく

、仕
し

事
ごと

をするときの特
とく

徴
ちょう

を理
り

解
かい

して、それぞれの人
ひと

に

合
あ

う仕
し

事
ごと

を考
かんが

え、部
ぶ

下
か

への助
じょ

言
げん

、指
し

導
どう

を行
おこな

います。

⑥作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

と健
けん

康
こう

の管
かん

理
り

特
とく

定
てい

の部
ぶ

下
か

に仕
し

事
ごと

が集
しゅう

中
ちゅう

して、残
ざん

業
ぎょう

が発
はっ

生
せい

しないように指
し

導
どう

します。ま

た、部
ぶ

下
か

の健
けん

康
こう

状
じょう

態
たい

を把
は

握
あく

して、普
ふ

段
だん

と違
ちが

う様
よう

子
す

があるときには話
はな

しかけ

て、問
もん

題
だい

がないかを確
かく

認
にん

します。

⑦設
せつ

備
び

・作
さ

業
ぎょう

環
かん

境
きょう

等
とう

の維
い

持
じ

管
かん

理
り

設
せつ

備
び

を安
あん

全
ぜん

な状
じょう

態
たい

に管
かん

理
り

します（２．（２）で詳
くわ

しく説
せつ

明
めい

します）。また、

作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の温
おん

度
ど

、湿
しつ

度
ど

などの作
さ

業
ぎょう

環
かん

境
きょう

を適
てき

切
せつ

に管
かん

理
り

します。

⑧設
せつ

備
び

・作
さ

業
ぎょう

環
かん

境
きょう

や作
さ

業
ぎょう

方
ほう

法
ほう

の改
かい

善
ぜん

作
さ

業
ぎょう

場
じょう

での作
さ

業
ぎょう

の方
ほう

法
ほう

や使
し

用
よう

する設
せつ

備
び

や作
さ

業
ぎょう

環
かん

境
きょう

について常
つね

に改
かい

善
ぜん

が

できないかを考
かんが

えます。職
しょく

長
ちょう

が慣
な

れている作
さ

業
ぎょう

でも、部
ぶ

下
か

の作
さ

業
ぎょう

の様
よう

子
す

を見
み

て、改
かい

善
ぜん

できる点
てん

がないかを考
かんが

えます。

⑨異
い

常
じょう

時
じ

や災
さい

害
がい

発
はっ

生
せい

時
じ

の緊
きん

急
きゅう

措
そ

置
ち

職
しょく

長
ちょう

として異
い

常
じょう

時
じ

や災
さい

害
がい

発
はっ

生
せい

時
じ

に最
さい

初
しょ

に何
なに

をすべきかをよく理
り

解
かい

して、

指
し

示
じ

されなくても動
うご

けるようにします。また、作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の部
ぶ

下
か

たちの安
あん

全
ぜん

を

守
まも

り、被
ひ

害
がい

の拡
かく

大
だい

を防
ふせ

ぎます（６．で詳
くわ

しく説
せつ

明
めい

します）。
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⑩異
い

常
じょう

・災
さい

害
がい

の原
げん

因
いん

調
ちょう

査
さ

への情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

と再
さい

発
はつ

防
ぼう

止
し

対
たい

策
さく

検
けん

討
とう

への参
さん

加
か

異
い

常
じょう

や災
さい

害
がい

は、起
お

こった後
のち

の再
さい

発
はつ

防
ぼう

止
し

がとても大
たい

切
せつ

です。同
おな

じことが起
お

こらないように対
たい

策
さく

を考
かんが

えるとともに、似
に

たようなことが起
お

こらないよう

にすることも考
かんが

えます。そのために原
げん

因
いん

を調
ちょう

査
さ

するとともに、似
に

たような

設
せつ

備
び

や作
さ

業
ぎょう

を考
かんが

えて再
さい

発
はつ

防
ぼう

止
し

に取
と

り組
く

みます。

⑪リスクアセスメントへの情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

と参
さん

加
か

作
さ

業
ぎょう

の様
よう

子
す

や設
せつ

備
び

の運
うん

転
てん

の様
よう

子
す

をよく見
み

ます。新
あたら

しい設
せつ

備
び

や作
さ

業
ぎょう

が、今
いま

の設
せつ

備
び

や作
さ

業
ぎょう

と比
くら

べて違
ちが

う点
てん

を言
い

えるようにします（５．で詳
くわ

しく説
せつ

明
めい

し

ます）。

⑫部
ぶ

下
か

の災
さい

害
がい

防
ぼう

止
し

への関
かん

心
しん

を維
い

持
じ

する取
と

り組
く

み

職
しょく

場
ば

で 行
おこな

っている危
き

険
けん

予
よ

知
ち

活
かつ

動
どう

、ヒヤリ・ハット活
かつ

動
どう

、相
そう

互
ご

声
こえ

かけ活
かつ

動
どう

、改
かい

善
ぜん

提
てい

案
あん

活
かつ

動
どう

、５S 活
かつ

動
どう

などに積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り組
く

みます。また、会
かい

社
しゃ

が

取
と

り組
く

む労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

の活
かつ

動
どう

に合
あ

わせて、期
き

間
かん

を決
き

めて集
しゅう

中
ちゅう

した取
と

り組
く

みも行
おこな

います。

～コラム～　行
ぎょう

政
せい

が行
おこな

う労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

に関
かん

する取
と

り組
く

み

行
ぎょう

政
せい

は、毎
まい

年
とし

、各
かく

企
き

業
ぎょう

が労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

に取
と

り組
く

む期
き

間
かん

を、取
と

り組
く

むテーマ

とともに設
せっ

定
てい

しています。各
かく

企
き

業
ぎょう

は、この期
き

間
かん

を利
り

用
よう

して、テーマに沿
そ

っ

た取
と

り組
く

みを行
おこな

っています。

以
い

下
か

は、2025（令
れい

和
わ

７）年
ねん

度
ど

の取
と

り組
く

みとその期
き

間
かん

です。

STOP ！熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

クールワークキャンペーン（５月
がつ

１日
にち

～９月
がつ

30 日
にち

）

全
ぜん

国
こく

安
あん

全
ぜん

週
しゅう

間
かん

準
じゅん

備
び

期
き

間
かん

（６月
がつ

１日
にち

～ 30 日
にち

）

全
ぜん

国
こく

安
あん

全
ぜん

週
しゅう

間
かん

（７月
がつ

１日
にち

～７日
にち

）

全
ぜん

国
こく

労
ろう

働
どう

衛
えい

生
せい

週
しゅう

間
かん

準
じゅん

備
び

期
き

間
かん

（９月
がつ

１日
にち

～ 30 日
にち

）

全
ぜん

国
こく

労
ろう

働
どう

衛
えい

生
せい

週
しゅう

間
かん

（10 月
がつ

１日
にち

～７日
にち

）

年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

無
む

災
さい

害
がい

運
うん

動
どう

（12 月
がつ

１日
にち

～１月
がつ

15 日
にち

）

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

教
きょう

育
いく

促
そく

進
しん

運
うん

動
どう

（12 月
がつ

１日
にち

～４月
がつ

30 日
にち

）

化
か

学
がく

物
ぶっ

質
しつ

管
かん

理
り

強
きょう

調
ちょう

月
げっ

間
かん

（２月
がつ

１日
にち

～ 28 日
にち

）
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２．安
あん

全
ぜん

な職
しょく

場
ば

を保
たも

つための基
き

本
ほん

的
てき

な管
かん

理
り

（１）整
せい

理
り

整
せい

頓
とん

・５S の推
すい

進
しん

①�職
しょく

場
ば

での５S（整
せい

理
り

・整
せい

頓
とん

・清
せい

掃
そう

・清
せい

潔
けつ

・習
しゅう

慣
かん

付
づ

け）を推
すい

進
しん

し、職
しょく

場
ば

の

良
よ

い状
じょう

態
たい

が続
つづ

くように管
かん

理
り

します。職
しょく

長
ちょう

は、率
そっ

先
せん

垂
すい

範
はん

して厳
きび

しく指
し

導
どう

し

ます。

②�必
ひつ

要
よう

なものと不
ふ

要
よう

なものの判
はん

断
だん

基
き

準
じゅん

を示
しめ

すとともに、整
せい

頓
とん

のしかたを決
き

めて、担
たん

当
とう

者
しゃ

に責
せき

任
にん

を持
も

たせます。

③�職
しょく

長
ちょう

が、定
てい

期
き

的
てき

に状
じょう

態
たい

をパトロールして、必
ひつ

要
よう

があれば活
かつ

動
どう

の方
ほう

法
ほう

を改
かい

善
ぜん

します。

（２）設
せつ

備
び

点
てん

検
けん

①点
てん

検
けん

の目
もく

的
てき

設
せつ

備
び

は、使
し

用
よう

する時
じ

間
かん

とともに基
き

準
じゅん

の状
じょう

態
たい

からずれてきます。設
せつ

備
び

点
てん

検
けん

をすることで、設
せつ

備
び

が壊
こわ

れたり、設
せつ

備
び

でケガをしたりすることの無
な

いように

安
あん

全
ぜん

な状
じょう

態
たい

を保
たも

ちます。

②点
てん

検
けん

の種
しゅ

類
るい

点
てん

検
けん

には、作
さ

業
ぎょう

開
かい

始
し

前
まえ

点
てん

検
けん

、作
さ

業
ぎょう

後
ご

の点
てん

検
けん

に加
くわ

えて、定
てい

期
き

点
てん

検
けん

（定
てい

期
き

検
けん

査
さ

）があります。決
き

められた頻
ひん

度
ど

で必
かなら

ず点
てん

検
けん

をするように指
し

導
どう

します。

③点
てん

検
けん

記
き

録
ろく

の確
かく

認
にん

決
き

められた点
てん

検
けん

をしたときに、点
てん

検
けん

の結
けっ

果
か

が記
き

録
ろく

されていなければ点
てん

検
けん

し

ていないことと同
おな

じです。職
しょく

長
ちょう

は、点
てん

検
けん

がされていることと、それが正
ただ

し

く記
き

録
ろく

されていることを確
かく

認
にん

します。

④点
てん

検
けん

もれへの対
たい

応
おう

決
き

められた点
てん

検
けん

がされていないこと（点
てん

検
けん

もれ）を見
み

つけたときは、でき

るだけ早
はや

くその点
てん

検
けん

を行
おこな

うように指
し

示
じ

します。点
てん

検
けん

記
き

録
ろく

も、点
てん

検
けん

した正
ただ

し

い日
ひ

付
づけ

で記
き

録
ろく

を残
のこ

すように指
し

導
どう

します。点
てん

検
けん

する予
よ

定
てい

の日
ひ

付
づけ

で記
き

録
ろく

をしては

いけません。そして、点
てん

検
けん

されなかった理
り

由
ゆう

をはっきりさせて、点
てん

検
けん

が正
ただ

し
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くされるように点
てん

検
けん

の方
ほう

法
ほう

を改
かい

善
ぜん

します。

⑤法
ほう

定
てい

設
せつ

備
び

点
てん

検
けん

設
せつ

備
び

点
てん

検
けん

には、法
ほう

律
りつ

で決
き

められた「法
ほう

定
てい

設
せつ

備
び

点
てん

検
けん

」があります。法
ほう

定
てい

設
せつ

備
び

点
てん

検
けん

の実
じっ

施
し

が定
さだ

められている設
せつ

備
び

に点
てん

検
けん

が実
じっ

施
し

されていないことや、修
しゅう

理
り

や保
ほ

全
ぜん

が十
じゅう

分
ぶん

に行
おこな

われていないことがわかったときは、すぐに上
じょう

司
し

に報
ほう

告
こく

します。上
じょう

司
し

と相
そう

談
だん

して、対
たい

応
おう

の方
ほう

法
ほう

を決
き

めて、早
はや

く点
てん

検
けん

を実
じっ

施
し

します。

３. 労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

防
ぼう

止
し

のための職
しょく

場
ば

での活
かつ

動
どう

職
しょく

長
ちょう

は、職
しょく

場
ば

で労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

が起
お

こらないように、自
じ

分
ぶん

が気
き

をつけるだけでなく、

部
ぶ

下
か

が安
あん

全
ぜん

に対
たい

する意
い

識
しき

を高
たか

くもって、お互
たが

いを助
たす

け合
あ

って働
はたら

くように指
し

導
どう

し支
し

援
えん

します。

（１）危
き

険
けん

予
よ

知
ち

（ＫＹ）活
かつ

動
どう

特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストでは、職
しょく

場
ば

で行
おこな

われる危
き

険
けん

予
よ

知
ち

訓
くん

練
れん

に参
さん

加
か

し

て、危
き

険
けん

への感
かん

覚
かく

を養
やしな

うことを学
まな

びました。このテキストでは、ＫＹ活
かつ

動
どう

を

２
ふた

つに分
わ

けて、職
しょく

長
ちょう

がＫＹ活
かつ

動
どう

を行
おこな

う立
たち

場
ば

からさらに詳
くわ

しく説
せつ

明
めい

します。

ＫＹ活
かつ

動
どう

では、職
しょく

場
ば

や作
さ

業
ぎょう

に潜
ひそ

む危
き

険
けん

と、それによって起
お

こる災
さい

害
がい

につい

て、考
かんが

えたり話
はな

し合
あ

ったりします。未
み

熟
じゅく

練
れん

作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が、危
き

険
けん

への意
い

識
しき

や安
あん

全
ぜん

意
い

識
しき

を高
たか

めることに役
やく

立
だ

ちます。

①作
さ

業
ぎょう

前
まえ

のＫＹ活
かつ

動
どう

職
しょく

長
ちょう

は、毎
まい

日
にち

の作
さ

業
ぎょう

前
まえ

のミーティングで、部
ぶ

下
か

に対
たい

して予
よ

定
てい

する作
さ

業
ぎょう

のＫＹを行
おこな

います。Ｋ

Ｙを紹
しょう

介
かい

する人
ひと

を、毎
まい

日
にち

変
か

えるのもよいでしょ

う。ＫＹによって安
あん

全
ぜん

の意
い

識
しき

を高
たか

めて作
さ

業
ぎょう

を始
はじ

めます。

②危
き

険
けん

予
よ

知
ち

訓
くん

練
れん

（ＫＹＴ）

会
かい

議
ぎ

形
けい

式
しき

で行
おこな

う話
はな

し合
あ

いを通
つう

じたＫＹです。職
しょく

長
ちょう

は、この話
はな

し合
あ

いがうま
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く進
すす

むように指
し

導
どう

、助
じょ

言
げん

、支
し

援
えん

します。「ＫＹＴ基
き

礎
そ

４ラウンド法
ほう

」の手
て

順
じゅん

を

使
つか

って取
と

り組
く

むことが多
おお

いです。

表
ひょう

　危
き

険
けん

予
よ

知
ち

訓
くん

練
れん

の進
すす

め方
かた

（ＫＹＴ基
き

礎
そ

４ラウンド法
ほう

）

（２）ヒヤリ・ハット活
かつ

動
どう

特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストでは、ハインリッヒの法
ほう

則
そく

を基
もと

に、ヒヤリ・ハッ

トしたことと災
さい

害
がい

との関
かん

係
けい

を学
まな

びました。また、ヒヤリ・ハット活
かつ

動
どう

へ参
さん

加
か

す

ることの大
たい

切
せつ

さを学
まな

びました。

このテキストでは、職
しょく

長
ちょう

がヒヤリ・ハット情
じょう

報
ほう

を使
つか

って職
しょく

場
ば

の安
あん

全
ぜん

を管
かん

理
り

する方
ほう

法
ほう

を説
せつ

明
めい

します。

ヒヤリ・ハットは、職
しょく

場
ば

にある具
ぐ

体
たい

的
てき

な危
き

険
けん

を理
り

解
かい

するために大
たい

切
せつ

な情
じょう

報
ほう

です。

職
しょく

長
ちょう

は、以
い

下
か

の目
もく

的
てき

をはっきりと意
い

識
しき

して活
かつ

動
どう

を進
すす

めます。

①�未
み

熟
じゅく

練
れん

作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

に、職
しょく

場
ば

にどのような危
き

険
けん

があるかをわかりやすく説
せつ

明
めい

し

て理
り

解
かい

させる。

②�ヒヤリ・ハットを報
ほう

告
こく

することで、１
ひと

人
り

１
ひと

人
り

の危
き

険
けん

に気
き

付
づ

く力
ちから

への感
かん

度
ど

を高
たか

める。

ラウンド 話
はな

し合
あ

う事
じ

項
こう

進
すす

め方
かた

ラウンド１
どんな危

き

険
けん

が潜
ひそ

んで

いるか

イラストシートを使
つか

って、その中
なか

にひそむ危
き

険
けん

を発
はっ

見
けん

し、危
き

険
けん

要
よう

因
いん

とその要
よう

因
いん

がひきおこす

現
げん

象
しょう

をチームで出
だ

し合
あ

い、皆
みな

で共
きょう

有
ゆう

する。

ラウンド２
これが危

き

険
けん

のポイン

トだ

発
はっ

見
けん

した危
き

険
けん

のうち、重
じゅう

要
よう

だと思
おも

われる危
き

険
けん

を選
えら

び、話
はな

し合
あ

いでさらにしぼり、「危
き

険
けん

の

ポイント」として皆
みな

で確
かく

認
にん

する。（声
こえ

を出
だ

し

て読
よ

む）

ラウンド３ あなたならどうする
選
えら

んだ危
き

険
けん

ポイントを解
かい

決
けつ

するための具
ぐ

体
たい

的
てき

な対
たい

策
さく

案
あん

を出
だ

し合
あ

う。

ラウンド４ 私
わたし

たちはこうする

対
たい

策
さく

案
あん

を皆
みな

でしぼり、「 重
じゅう

点
てん

実
じっ

施
し

項
こう

目
もく

」と

し、これを実
じっ

践
せん

するための「チームの行
こう

動
どう

目
もく

標
ひょう

」を設
せっ

定
てい

する。（声
こえ

を出
だ

して確
かく

認
にん

する）



－ 119－©OTAFF

③�ヒヤリ・ハット情
じょう

報
ほう

を使
つか

って、危
き

険
けん

予
よ

知
ち

訓
くん

練
れん

やリスクアセスメントを

行
おこな

って自
じ

分
ぶん

の周
まわ

りの活
かつ

動
どう

に結
むす

び付
つ

ける。

職
しょく

長
ちょう

としての注
ちゅう

意
い

点
てん

は、以
い

下
か

の通
とお

りです。

①�毎
まい

日
にち

の終
しゅう

業
ぎょう

時
じ

に、ヒヤリ・ハット情
じょう

報
ほう

を決
き

まった書
しょ

式
しき

の用
よう

紙
し

で提
てい

出
しゅつ

し

てもらう。

②�ヒヤリ・ハット情
じょう

報
ほう

をできるだけ早
はや

く共
きょう

有
ゆう

して、同
おな

じことが起
お

こったり、

災
さい

害
がい

にならないようにする。

③�報
ほう

告
こく

した人
ひと

の責
せき

任
にん

を追
つい

及
きゅう

しない、共
きょう

有
ゆう

することを大
たい

切
せつ

にする。

④�ヒヤリ・ハット情
じょう

報
ほう

を改
かい

善
ぜん

に活
かつ

用
よう

して、職
しょく

場
ば

に隠
かく

れている危
き

険
けん

を減
へ

らす。

（３）ヒューマンエラーとその対
たい

策
さく

「ついうっかりしていた」状
じょう

態
たい

で事
じ

故
こ

や災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

することがあります。こ

れを「ヒューマンエラー」といいます。ヒューマンエラーの原
げん

因
いん

は、12 のタ

イプに分
ぶん

類
るい

されています。

12 のタイプの原
げん

因
いん

とそれぞれへの対
たい

策
さく

を説
せつ

明
めい

します。

①�知
ち

識
しき

がないこと、経
けい

験
けん

不
ぶ

足
そく

、不
ふ

慣
な

れ：新
しん

人
じん

や経
けい

験
けん

の浅
あさ

い者
もの

に発
はっ

生
せい

しやすい

エラー（ミス）。防
ぼう

止
し

には、十
じゅう

分
ぶん

な学
がく

習
しゅう

やトレーニングが必
ひつ

要
よう

です。

②�危
き

険
けん

軽
けい

視
し

、慣
な

れ：危
き

険
けん

を軽
けい

視
し

したり、慣
な

れから起
お

こるエラー。防
ぼう

止
し

には、

慣
な

れていることでも注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

です。

③�不
ふ

注
ちゅう

意
い

：一
いっ

般
ぱん

的
てき

であり、危
き

険
けん

を軽
けい

視
し

しなくても不
ふ

注
ちゅう

意
い

によるエラーは発
はっ

生
せい

します。防
ぼう

止
し

には、周
しゅう

知
ち

と注
ちゅう

意
い

喚
かん

起
き

が必
ひつ

要
よう

です。

④�連
れん

絡
らく

不
ぶ

足
そく

：ある人
ひと

が伝
つた

えたつもりでも、伝
つた

えられた人
ひと

が本
ほん

当
とう

は聞
き

いていな

いなどのコミュニケーションエラー。特
とく

に複
ふく

数
すう

人
にん

が関
かん

係
けい

する場
ば

合
あい

に発
はっ

生
せい

し

やすい。防
ぼう

止
し

には、組
そ

織
しき

全
ぜん

体
たい

の連
れん

絡
らく

方
ほう

法
ほう

について、改
かい

善
ぜん

が必
ひつ

要
よう

です。

⑤�集
しゅう

団
だん

欠
けっ

陥
かん

：組
そ

織
しき

全
ぜん

体
たい

における安
あん

全
ぜん

文
ぶん

化
か

の不
ふ

足
そく

から起
お

こるエラー。防
ぼう

止
し

に

は、集
しゅう

団
だん

としての意
い

識
しき

と改
かい

善
ぜん

が必
ひつ

要
よう

です。

⑥�近
ちか

道
みち

、省
しょう

略
りゃく

行
こう

動
どう

：大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

だと思
おも

い、手
て

順
じゅん

を守
まも

らずに行
こう

動
どう

することによる

エラー。防
ぼう

止
し

には、組
そ

織
しき

文
ぶん

化
か

の見
み

直
なお

しやコンプライアンスの強
きょう

化
か

が必
ひつ

要
よう

です。
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⑦�場
ば

面
めん

行
こう

動
どう

本
ほん

能
のう

：ある現
げん

場
ば

の状
じょう

況
きょう

に集
しゅう

中
ちゅう

しすぎることで他
ほか

の状
じょう

況
きょう

を見
み

落
お

としてしまうことによるエラー。防
ぼう

止
し

には、複
ふく

雑
ざつ

な作
さ

業
ぎょう

をするときの注
ちゅう

意
い

の仕
し

方
かた

の改
かい

善
ぜん

が必
ひつ

要
よう

です。

⑧�パニック：予
よ

期
き

せぬ状
じょう

況
きょう

に直
ちょく

面
めん

したり、緊
きん

張
ちょう

するときに発
はっ

生
せい

しやすい。

　�防
ぼう

止
し

には、事
じ

前
ぜん

に起
お

こりうる状
じょう

況
きょう

を想
そう

定
てい

して、そのときの対
たい

策
さく

を理
り

解
かい

し

ておくことが必
ひつ

要
よう

です。

⑨�錯
さっ

覚
かく

：正
ただ

しい情
じょう

報
ほう

を勘
かん

違
ちが

いして間
ま

違
ちが

った動
どう

作
さ

をするエラー。防
ぼう

止
し

には、

注
ちゅう

意
い

喚
かん

起
き

が必
ひつ

要
よう

です。

⑩�心
しん

身
しん

の機
き

能
のう

低
てい

下
か

：年
とし

をとることなどによる機
き

能
のう

の低
てい

下
か

によって起
お

こるエ

ラー。防
ぼう

止
し

には、トレーニングや周
まわ

りの人
ひと

からのサポートが必
ひつ

要
よう

です。

⑪�疲
ひ

労
ろう

：長
ちょう

時
じ

間
かん

の労
ろう

働
どう

や不
ふ

規
き

則
そく

な勤
きん

務
む

により、疲
つか

れがたまって起
お

こるエ

ラー。防
ぼう

止
し

には、適
てき

切
せつ

な休
きゅう

憩
けい

や休
きゅう

息
そく

を取
と

ることが必
ひつ

要
よう

です。

⑫�単
たん

調
ちょう

な作
さ

業
ぎょう

による意
い

識
しき

低
てい

下
か

：単
たん

調
ちょう

な作
さ

業
ぎょう

が続
つづ

くことで、集
しゅう

中
ちゅう

力
りょく

や意
い

識
しき

が低
てい

下
か

して起
お

こるエラー。防
ぼう

止
し

には、集
しゅう

中
ちゅう

力
りょく

を持
も

ち続
つづ

けられるような変
へん

化
か

を取
と

り入
い

れることが必
ひつ

要
よう

です。

発
はっ

生
せい

したヒューマンエラーへの根
こん

本
ぽん

的
てき

な対
たい

策
さく

職
しょく

長
ちょう

は、ヒューマンエラーを起
お

こした人
ひと

に注
ちゅう

意
い

するだけでは十
じゅう

分
ぶん

であ

りません。

ヒューマンエラーが起
お

こらないように、根
こん

本
ぽん

的
てき

な対
たい

策
さく

をとります。

その場
ば

合
あい

、ヒヤリ・ハットの情
じょう

報
ほう

なども有
ゆう

効
こう

に活
かつ

用
よう

することが大
たい

切
せつ

です。

①ソフト面
めん

　�作
さ

業
ぎょう

手
て

順
じゅん

書
しょ

や作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の表
ひょう

示
じ

などを見
み

直
なお

し、わかりやすいよ

うに改
かい

善
ぜん

して、間
ま

違
ちが

いを防
ぼう

止
し

する。

②ハード面
めん

　�設
せつ

備
び

の位
い

置
ち

や使
つか

いやすさを工
く

夫
ふう

し、作
さ

業
ぎょう

を間
ま

違
ちが

えないように

改
かい

善
ぜん

する。

③環
かん

境
きょう

の面
めん

　�作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の温
おん

度
ど

や明
あか

るさを改
かい

善
ぜん

し、作
さ

業
ぎょう

をしやすいように改
かい

善
ぜん

する。

④ヒトの面
めん

　�作
さ

業
ぎょう

をするときの指
し

差
さ

呼
こし

称
ょう

を習
しゅう

慣
かん

づけるなど、作
さ

業
ぎょう

する人
ひと

へ

の意
い

識
しき

づけ、再
さい

発
はつ

防
ぼう

止
し

のための対
たい

策
さく

を作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の仲
なか

間
ま

で共
きょう

有
ゆう

す

ること、作
さ

業
ぎょう

の引
ひき

継
つ

ぎなどを強
きょう

化
か

する。
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４．改
かい

善
ぜん

への取
と

り組
く

み

毎
まい

日
にち

行
おこな

っている決
き

まった作
さ

業
ぎょう

（定
てい

常
じょう

作
さ

業
ぎょう

）や時
とき

々
どき

行
おこな

う設
せつ

備
び

の点
てん

検
けん

や保
ほ

全
ぜん

の作
さ

業
ぎょう

（非
ひ

定
てい

常
じょう

作
さ

業
ぎょう

）でも、それがもっとも良
よ

いやり方
かた

で行
おこな

われているかを、

いつも考
かんが

えながら仕
し

事
ごと

をします。

ヒヤリ・ハットや作
さ

業
ぎょう

前
まえ

のＫＹ活
かつ

動
どう

で出
だ

された意
い

見
けん

や情
じょう

報
ほう

は、その場
ば

だけ

の対
たい

応
おう

ですませず、何
なに

か問
もん

題
だい

がないか考
かんが

えます。問
もん

題
だい

があるとわかれば、改
かい

善
ぜん

できる機
き

会
かい

があると考
かんが

えて、上
じょう

司
し

とも相
そう

談
だん

して改
かい

善
ぜん

に取
と

り組
く

みます。

改
かい

善
ぜん

の目
もく

的
てき

は、事
じ

故
こ

やケガを防
ぼう

止
し

すること、現
げん

場
ば

の作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する不
ふ

満
まん

や問
もん

題
だい

を取
と

り除
のぞ

いて職
しょく

場
ば

の部
ぶ

下
か

のやる気
き

を出
だ

させることです。その結
けっ

果
か

、生
せい

産
さん

性
せい

や

品
ひん

質
しつ

を向
こう

上
じょう

させることができます。

（１）作
さ

業
ぎょう

の改
かい

善
ぜん

①改
かい

善
ぜん

する作
さ

業
ぎょう

を選
えら

ぶ

事
じ

故
こ

や災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

した例
れい

、ヒヤリ・ハットで出
だ

された例
れい

だけでなく、どう

もやりにくいというような意
い

見
けん

も参
さん

考
こう

に選
えら

びます。

②手
て

順
じゅん

ごとに作
さ

業
ぎょう

を考
かんが

える

手
て

順
じゅん

を細
こま

かく分
わ

けて、何
なに

をすることが重
じゅう

要
よう

なことかをはっきりさせます。

③改
かい

善
ぜん

の考
かんが

え方
かた

を決
き

める

手
て

順
じゅん

を取
と

り除
のぞ

く、組
く

み合
あ

わせる、入
い

れ替
か

える、簡
かん

単
たん

にするの４つの視
し

点
てん

から改
かい

善
ぜん

できる方
ほう

法
ほう

を考
かんが

えます。これは、改
かい

善
ぜん

に関
かん

する４つの視
し

点
てん

として

英
えい

語
ご

でもＥＣＲＳと言
い

われています。ＥＣＲＳは、Eliminate（排
はい

除
じょ

）、

Combine（結
けつ

合
ごう

と分
ぶん

離
り

）、Rearrange（入
い

れ替
か

えと代
だい

替
たい

）、Simplify（簡
かん

素
そ

化
か

）の英
えい

語
ご

の最
さい

初
しょ

の文
も

字
じ

です。

④改
かい

善
ぜん

する案
あん

を確
かく

認
にん

する

改
かい

善
ぜん

する案
あん

ができたら、作
さ

業
ぎょう

する人
ひと

、その作
さ

業
ぎょう

の前
ぜん

後
ご

の作
さ

業
ぎょう

を担
たん

当
とう

する

人
ひと

に説
せつ

明
めい

して、確
かく

認
にん

します。

その後
ご

、上
じょう

司
し

に説
せつ

明
めい

して、作
さ

業
ぎょう

手
て

順
じゅん

書
しょ

を修
しゅう

正
せい

します。
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（２）設
せつ

備
び

の改
かい

善
ぜん

①�いつも使
つか

っている設
せつ

備
び

の使
つか

いにくい箇
か

所
しょ

や形
かたち

が変
か

わって危
あぶ

ないと思
おも

う箇
か

所
しょ

を選
えら

び、改
かい

善
ぜん

できる方
ほう

法
ほう

を考
かんが

えます。部
ぶ

下
か

だけでなく、工
こう

場
じょう

の設
せつ

備
び

担
たん

当
とう

の人
ひと

とも情
じょう

報
ほう

を共
きょう

有
ゆう

し、改
かい

善
ぜん

方
ほう

法
ほう

を相
そう

談
だん

します。

②本
ほん

質
しつ

安
あん

全
ぜん

化
か

を考
かんが

える

災
さい

害
がい

を防
ぼう

止
し

するためには、危
き

険
けん

となる原
げん

因
いん

を取
と

り去
さ

ることが大
たい

切
せつ

です。こ

れを「本
ほん

質
しつ

安
あん

全
ぜん

化
か

」と言
い

います。危
き

険
けん

がなくなる作
さ

業
ぎょう

に変
か

えることが理
り

想
そう

とする改
かい

善
ぜん

です。

これに加
くわ

えて、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

がミスをしても災
さい

害
がい

にならない機
き

能
のう

（フールプルー

フ）や機
き

械
かい

が故
こ

障
しょう

しても安
あん

全
ぜん

が保
たも

たれる機
き

能
のう

（フェールセーフ）を実
じつ

現
げん

す

ることも「本
ほん

質
しつ

安
あん

全
ぜん

化
か

」になります（「フールプルーフ」と「フェールセーフ」

については特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストで学
まな

びました）。

（３）作
さ

業
ぎょう

環
かん

境
きょう

の改
かい

善
ぜん

①改
かい

善
ぜん

対
たい

象
しょう

の特
とく

定
てい

作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の温
おん

度
ど

、湿
しつ

度
ど

、騒
そう

音
おん

、振
しん

動
どう

など、作
さ

業
ぎょう

しにくい、作
さ

業
ぎょう

に集
しゅう

中
ちゅう

し

にくい、長
なが

く作
さ

業
ぎょう

を続
つづ

けにくい要
よう

因
いん

を特
とく

定
てい

します。

②改
かい

善
ぜん

方
ほう

法
ほう

の提
てい

案
あん

作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の構
こう

造
ぞう

の変
へん

更
こう

、設
せつ

備
び

の入
い

れ替
か

え、作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の変
へん

更
こう

などで改
かい

善
ぜん

できる

方
ほう

法
ほう

がないかを考
かんが

えます。上
じょう

司
し

に改
かい

善
ぜん

方
ほう

法
ほう

を提
てい

案
あん

して、話
はな

し合
あ

いをして取
と

り組
く

みます。

③改
かい

善
ぜん

効
こう

果
か

の確
かく

認
にん

変
へん

更
こう

した後
のち

の作
さ

業
ぎょう

環
かん

境
きょう

を確
かく

認
にん

して、改
かい

善
ぜん

できたかを確
かく

認
にん

します。十
じゅう

分
ぶん

に

改
かい

善
ぜん

できないときは、保
ほ

護
ご

具
ぐ

、作
さ

業
ぎょう

着
ぎ

、作
さ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

などで作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

への負
ふ

担
たん

を

軽
かる

くできる方
ほう

法
ほう

を合
あ

わせて取
と

り組
く

みます。
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　～コラム～　設
せつ

備
び

の危
き

険
けん

源
げん

の除
じょ

去
きょ

設
せつ

備
び

の危
き

険
けん

源
げん

の除
じょ

去
きょ

の例
れい

には、次
つぎ

のようなものが考
かんが

えられます。

・操
そう

作
さ

盤
ばん

の電
でん

源
げん

電
でん

圧
あつ

が高
たか

いと漏
ろう

電
でん

が発
はっ

生
せい

し、感
かん

電
でん

災
さい

害
がい

が起
お

きる。

　⇒ DC24V などの低
てい

電
でん

圧
あつ

に変
へん

更
こう

すれば感
かん

電
でん

災
さい

害
がい

は無
な

くなる

・�設
せつ

備
び

の端
はし

が尖
とが

った形
かたち

をしていると刺
さ

すなどの災
さい

害
がい

につながる。

　⇒端
はし

を丸
まる

い形
かたち

に変
か

えて、リスクを小
ちい

さくする。

・�重
おも

くて厚
あつ

いドアに指
ゆび

がはさまれると、指
ゆび

などがつぶれる災
さい

害
がい

につながる。

　⇒�軽
かる

いドアに変
か

えて、軽
かる

いケガですむようにリスクを小
ちい

さくする。

５．リスクアセスメントを通
つう

じた災
さい

害
がい

防
ぼう

止
し

「リスクアセスメント」とは、ある状
じょう

況
きょう

において、特
とく

定
てい

のリスクがどの程
てい

度
ど

の頻
ひん

度
ど

で発
はっ

生
せい

するか、また、そのリスクが発
はっ

生
せい

したときの被
ひ

害
がい

はどの程
てい

度
ど

にな

るか、を評
ひょう

価
か

するための手
しゅ

法
ほう

です。

職
しょく

長
ちょう

として、リスクアセスメントを知
し

っているとリスクに対
たい

して取
と

るべき対
たい

策
さく

の優
ゆう

先
せん

順
じゅん

位
い

を適
てき

切
せつ

に決
き

めることができます。

職
しょく

長
ちょう

は、工
こう

場
じょう

が行
おこな

うリスクアセスメントに参
さん

加
か

して、作
さ

業
ぎょう

の場
ば

面
めん

でのリス

クを考
かんが

えて、対
たい

策
さく

を検
けん

討
とう

することがあります。リスクアセスメントの考
かんが

え方
かた

や評
ひょう

価
か

の仕
し

方
かた

を理
り

解
かい

してください。

（１）リスクアセスメントを行
おこな

う場
ば

面
めん

安
あん

全
ぜん

かどうかを判
はん

断
だん

するために、リスクアセスメントを行
おこな

って、リスクの

程
てい

度
ど

を評
ひょう

価
か

することがあります。

リスクアセスメントは、設
せつ

備
び

、原
げん

材
ざい

料
りょう

、作
さ

業
ぎょう

方
ほう

法
ほう

、作
さ

業
ぎょう

手
て

順
じゅん

を新
あたら

しくす

るときや変
へん

更
こう

するとき、長
なが

く使
し

用
よう

した設
せつ

備
び

の劣
れっ

化
か

によってリスクに変
へん

化
か

がある

と考
かんが

えられたときに行
おこな

います。

また、リスクアセスメントの結
けっ

果
か

に基
もと

づいて、そのリスクを除
じょ

去
きょ

、低
てい

減
げん

する

ことまでがリスクアセスメントで必
ひつ

要
よう

な手
て

順
じゅん

です。
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（２）リスクアセスメントの手
て

順
じゅん

リスクアセスメントは、以
い

下
か

の手
て

順
じゅん

で行
おこな

います。

手
て

順
じゅん

１　危
き

険
けん

性
せい

または有
ゆう

害
がい

性
せい

の特
とく

定
てい

手
て

順
じゅん

２　危
き

険
けん

性
せい

または有
ゆう

害
がい

性
せい

それぞれのリスクの見
み

積
つも

り

手
て

順
じゅん

３　リスク低
てい

減
げん

のための優
ゆう

先
せん

度
ど

の設
せっ

定
てい

、低
てい

減
げん

させるための方
ほう

法
ほう

の検
けん

討
とう

手
て

順
じゅん

４　リスク低
てい

減
げん

措
そ

置
ち

の実
じっ

施
し

①手
て

順
じゅん

１　危
き

険
けん

性
せい

または有
ゆう

害
がい

性
せい

の特
とく

定
てい

ここでの危
き

険
けん

性
せい

または有
ゆう

害
がい

性
せい

とは、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が接
せっ

近
きん

することにより危
き

険
けん

な

状
じょう

態
たい

が発
はっ

生
せい

することが想
そう

定
てい

されるものをいいます。重
じゅう

要
よう

なことは、職
しょく

場
ば

に

潜
ひそ

んでいる危
き

険
けん

性
せい

・有
ゆう

害
がい

性
せい

を発
はっ

見
けん

することです。設
せつ

備
び

や作
さ

業
ぎょう

が正
ただ

しい状
じょう

態
たい

からずれたときに、どのような危
き

険
けん

な状
じょう

態
たい

になるかを考
かんが

えます。発
はっ

見
けん

した

危
き

険
けん

性
せい

・有
ゆう

害
がい

性
せい

が労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

になるまでの状
じょう

態
たい

や流
なが

れを明
あき

らかにします。

②手
て

順
じゅん

２　危
き

険
けん

性
せい

または有
ゆう

害
がい

性
せい

それぞれのリスクの見
み

積
つも

り

手
て

順
じゅん

１で特
とく

定
てい

したすべての危
き

険
けん

性
せい

または有
ゆう

害
がい

性
せい

のリスクの程
てい

度
ど

を見
み

積
つも

り

ます。

リスクの見
み

積
つも

り方
ほう

法
ほう

は、リスクの要
よう

素
そ

を数
すう

値
ち

で表
ひょう

現
げん

する方
ほう

法
ほう

（数
すう

値
ち

化
か

す

る方
ほう

法
ほう

）と数
すう

値
ち

表
ひょう

現
げん

しない方
ほう

法
ほう

（数
すう

値
ち

化
か

しない方
ほう

法
ほう

）の大
おお

きく２つの方
ほう

法
ほう

があります。

このテキストでは、数
すう

値
ち

化
か

する例
れい

を紹
しょう

介
かい

します。

（数
すう

値
ち

化
か

によるリスクの見
み

積
つ

もりの例
れい

）

特
とく

定
てい

リスクの要
よう

素
そ

である「ケガまたは疾
しっ

病
ぺい

の発
はっ

生
せい

の可
か

能
のう

性
せい

」と「ケガまた

は疾
しっ

病
ぺい

が発
はっ

生
せい

したときの重
じゅう

大
だい

性
せい

」をそれぞれ数
すう

値
ち

化
か

し、それらを数
すう

値
ち

演
えん

算
ざん

（足
た

し算
ざん

）してリスクを見
み

積
つ

もる方
ほう

法
ほう

です。「危
き

険
けん

状
じょう

態
たい

が発
はっ

生
せい

する頻
ひん

度
ど

」を

加
くわ

える場
ば

合
あい

もあります。

算
さん

定
てい

した評
ひょう

価
か

点
てん

数
すう

からリスクレベルに応
おう

じて、実
じっ

施
し

すべき対
たい

策
さく

の優
ゆう

先
せん

度
ど

を決
き

めるまでがリスクの見
み

積
つも

りです。
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ア . ケガまたは疾
しっ

病
ぺい

が発
はっ

生
せい

する可
か

能
のう

性
せい

の区
く

分
ぶん

の例
れい

イ . ケガまたは疾
しっ

病
ぺい

の重
じゅう

大
だい

性
せい

の区
く

分
ぶん

の例
れい

ウ .�ケガまたは疾
しっ

病
ぺい

の発
はっ

生
せい

の可
か

能
のう

性
せい

と重
じゅう

大
だい

性
せい

を組
く

み合
あ

わせたリスクの数
すう

値
ち

化
か

の例
れい

ケガまたは疾
しっ

病
ぺい

の重
じゅう

大
だい

性
せい

致
ち

命
めい

的
てき

重
じゅう

大
だい

中
ちゅう

程
てい

度
ど

軽
けい

度
ど

ケガまたは疾
しっ

病
ぺい

の

発
はっ

生
せい

の可
か

能
のう

性
せい

の程
てい

度
ど

非
ひ

常
じょう

に高
たか

い ５ ５ ４ ３

比
ひ

較
かく

的
てき

高
たか

い ５ ４ ３ ２

可
か

能
のう

性
せい

がある ４ ３ ２ １

ほとんどない ４ ３ １ １

可
か

能
のう

性
せい

内
ない

容
よう

非
ひ

常
じょう

に高
たか

い
安
あん

全
ぜん

管
かん

理
り

対
たい

策
さく

がなされていない。表
ひょう

示
じ

や 標
ひょう

識
しき

があっても不
ふ

備
び

が多
おお

い状
じょう

態
たい

。

比
ひ

較
かく

的
てき

高
たか

い

防
ぼう

護
ご

柵
さく

や防
ぼう

護
ご

カバー、その他
ほか

の安
あん

全
ぜん

装
そう

置
ち

がない。あったとし

ても相
そう

当
とう

不
ふ

備
び

がある。非
ひ

常
じょう

停
てい

止
し

装
そう

置
ち

や 表
ひょう

示
じ

・ 標
ひょう

識
しき

は一
ひと

通
とお

り

設
せっ

置
ち

されている。

可
か

能
のう

性
せい

がある

防
ぼう

護
ご

柵
さく

・防
ぼう

護
ご

カバーその他
ほか

の安
あん

全
ぜん

装
そう

置
ち

等
とう

は設
せっ

置
ち

されている

が、柵
さく

が低
ひく

い、または間
かん

隔
かく

が大
おお

きいなどの不
ふ

備
び

がある。危
き

険
けん

な

場
ば

所
しょ

への侵
しん

入
にゅう

や危
き

険
けん

な物
もの

に触
ふ

れることが否
ひ

定
てい

できない。

ほとんどない
防
ぼう

護
ご

柵
さく

・防
ぼう

護
ご

カバーで覆
おお

われ、安
あん

全
ぜん

装
そう

置
ち

が設
せっ

置
ち

され、危
き

険
けん

な

場
ば

所
しょ

へ入
はい

ることが困
こん

難
なん

な状
じょう

態
たい

。

重
じゅう

大
だい

性
せい

内
ない

容
よう

致
ち

命
めい

的
てき

死
し

亡
ぼう

や、永
えい

久
きゅう

的
てき

に労
ろう

働
どう

が不
ふ

可
か

能
のう

になるケガや障
しょう

害
がい

が残
のこ

るケガなど

重
じゅう

大
だい

休
きゅう

業
ぎょう

につながる災
さい

害
がい

（完
かん

全
ぜん

に治
なお

るケガなど）

中
ちゅう

程
てい

度
ど

休
きゅう

業
ぎょう

につながらない災
さい

害
がい

軽
けい

度
ど

手
て

当
あて

後
ご

にただちにもとの作
さ

業
ぎょう

に戻
もど

れる軽
かる

いケガなど



－ 126－ ©OTAFF

③手
て

順
じゅん

３　リスク低
てい

減
げん

のための優
ゆう

先
せん

度
ど

の設
せっ

定
てい

、低
てい

減
げん

させるための方
ほう

法
ほう

の検
けん

討
とう

ア．リスク低
てい

減
げん

のための優
ゆう

先
せん

度
ど

の設
せっ

定
てい

表
ひょう

：リスク低
てい

減
げん

対
たい

策
さく

の優
ゆう

先
せん

度
ど

数
すう

値
ち

優
ゆう

先
せん

度
ど

５～４ 高
こう ただちにリスク低

てい

減
げん

を対
たい

策
さく

する。

対
たい

策
さく

が終
お

わるまで作
さ

業
ぎょう

を停
てい

止
し

する。

３～２ 中
ちゅう 速

すみ

やかにリスク低
てい

減
げん

を対
たい

策
さく

する。

対
たい

策
さく

が終
お

わるまで作
さ

業
ぎょう

を停
てい

止
し

することが理
り

想
そう

的
てき

である。

１ 低
てい

必
ひつ

要
よう

に応
おう

じてリスク低
てい

減
げん

措
そ

置
ち

を対
たい

策
さく

する。
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イ．リスク低
てい

減
げん

措
そ

置
ち

の検
けん

討
とう

リスク低
てい

減
げん

措
そ

置
ち

は、法
ほう

令
れい

で定
さだ

められた事
じ

項
こう

がある場
ば

合
あい

は、必
かなら

ず実
じっ

施
し

しま

す。そのうえで、以
い

下
か

のような優
ゆう

先
せん

順
じゅん

位
い

のうち可
か

能
のう

な限
かぎ

り高
たか

い優
ゆう

先
せん

順
じゅん

位
い

の

ものを実
じっ

施
し

します。

出
しゅっ

典
てん

：厚
せい

労
どう

生
しょう

「事
じ

例
れい

でわかる職
しょく

場
ば

のリスクアセスメント」

リスク低
てい
減
げん
措
そ
置
ち
の検
けん
討
とう
及
およ
び実
じっ
施
し

法
ほう
令
れい
に定
さだ
められた事

じ
項
こう
の実
じっ
施
し
（該
がい
当
とう
事
じ
項
こう
がある場

ば
合
あい
）

ア 設
せっ
計
けい
や計
けい
画
かく
の段
だん
階
かい
における措

そ
置
ち

イ 工
こう
学
がく
的
てき
対
たい
策
さく

高
こう

低
てい

ウ 管
かん
理
り
的
てき
対
たい
策
さく

エ 個
こ
人
じん
用
よう
保
ほ
護
ご
具
ぐ
の使

し
用
よう

危
き
険
けん
な作

さ
業
ぎょう
の廃
はい
止
し
・変
へん
更
こう
、危
き
険
けん
性
せい
や有
ゆう
害
がい
性
せい
の低
ひく
い材
ざい
料
りょう

への代
だい
替
たい
、より安

あん
全
ぜん
な施

せ
工
こう
方
ほう
法
ほう
への変

へん
更
こう
等
とう

ガード、インターロック、安
あん
全
ぜん
装
そう
置
ち
、局
きょく
所
しょ
排
はい
気
き
装
そう
置
ち
等
とう

マニュアルの整
せい
備
び
、立
た
ち入

い
り禁
きん
止
し
措
そ
置
ち
、ばく露

ろ
管
かん
理
り
、�

教
きょう
育
いく
訓
くん
練
れん
等
とう

上
じょう
記
き
ア〜ウの措

そ
置
ち
を講
こう
じた場

ば
合
あい
においても、除

じょ
去
きょ
・低
てい
減
げん

しきれなかったリスクに対
たい
して実

じっ
施
し
するものに限

かぎ
られ

ます

リスク低
てい
減
げん
措
そ
置
ち
の

優
ゆう
先
せん
順
じゅん
位
い

省働
こう ろう
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④手
て

順
じゅん

４　リスク低
てい

減
げん

措
そ

置
ち

の実
じっ

施
し

「イ．工
こう

学
がく

的
てき

対
たい

策
さく

」の例
れい

工
こう

学
がく

的
てき

対
たい

策
さく

には、次
つぎ

のような設
せつ

備
び

の設
せっ

計
けい

改
かい

善
ぜん

などが当
あ

てはまります。

・角
かど

を丸
まる

くする

・尖
とが

ったものを無
な

くす

・�手
て

指
ゆび

が入
はい

らない間
かん

隔
かく

をつくる（機
き

械
かい

の外
そと

側
がわ

の柵
さく

に手
て

が入
はい

らない格
こう

子
し

の網
あみ

を

設
せっ

置
ち

）

・自
じ

動
どう

化
か

、遠
えん

隔
かく

操
そう

作
さ

を可
か

能
のう

にする

６．異
い

常
じょう

時
じ

・災
さい

害
がい

発
はっ

生
せい

時
じ

の職
しょく

長
ちょう

の責
せき

務
む

特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキストでは、異
い

常
じょう

な状
じょう

態
たい

や災
さい

害
がい

と思
おも

われる状
じょう

況
きょう

を見
み

つけたときに、作
さ

業
ぎょう

場
じょう

の作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

がどのように行
こう

動
どう

するかを学
まな

びました。この

テキストでは、職
しょく

長
ちょう

の立
たち

場
ば

から、異
い

常
じょう

時
じ

、災
さい

害
がい

発
はっ

生
せい

時
じ

にどのように行
こう

動
どう

する

かを詳
くわ

しく説
せつ

明
めい

します。

（１）異
い

常
じょう

時
じ

「異
い

常
じょう

」は、正
せい

常
じょう

でないことです。異
い

常
じょう

な状
じょう

態
たい

をみつけるためには、正
せい

常
じょう

な状
じょう

態
たい

の判
はん

断
だん

基
き

準
じゅん

を客
きゃっ

観
かん

的
てき

に決
き

めて示
しめ

してあることが大
たい

切
せつ

です。その基
き

準
じゅん

からはずれたときが、異
い

常
じょう

な状
じょう

態
たい

といえます。

職
しょく

長
ちょう

の行
こう

動
どう

は、以
い

下
か

の通
とお

りとなります。

①早
そう

期
き

発
はっ

見
けん

職
しょく

場
ば

をパトロール（巡
じゅん

回
かい

）して異
い

常
じょう

を早
はや

く見
み

つけます。異
い

常
じょう

な状
じょう

態
たい

に

気
き

付
づ

かないと、大
おお

きな異
い

常
じょう

になるからです。

②正
せい

確
かく

な把
は

握
あく

異
い

常
じょう

な状
じょう

態
たい

を正
せい

確
かく

に把
は

握
あく

し、緊
きん

急
きゅう

連
れん

絡
らく

や、応
おう

急
きゅう

措
そ

置
ち

が必
ひつ

要
よう

かどうかを

判
はん

断
だん

します。
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③応
おう

急
きゅう

措
そ

置
ち

すぐに対
たい

応
おう

できることがあれば応
おう

急
きゅう

的
てき

な措
そ

置
ち

をとります。例
たと

えば、設
せつ

備
び

の使
し

用
よう

禁
きん

止
し

（禁
きん

止
し

の表
ひょう

示
じ

を含
ふく

む）や、修
しゅう

理
り

交
こう

換
かん

の指
し

示
じ

などです。

④報
ほう

・連
れん

・相
そう

職
しょく

場
ば

の部
ぶ

下
か

からの報
ほう

告
こく

、上
じょう

司
し

への連
れん

絡
らく

などの方
ほう

法
ほう

を 予
あらかじ

め決
き

めておきます。

⑤教
きょう

育
いく

・訓
くん

練
れん

発
はっ

生
せい

した異
い

常
じょう

が放
ほう

置
ち

されないように手
て

順
じゅん

を決
き

め、職
しょく

場
ば

内
ない

で周
しゅう

知
ち

して、日
ひ

頃
ごろ

から教
きょう

育
いく

・訓
くん

練
れん

をします。

⑥再
さい

発
はつ

防
ぼう

止
し

と予
よ

防
ぼう

措
そ

置
ち

同
おな

じ異
い

常
じょう

が発
はっ

生
せい

しないように再
さい

発
はつ

防
ぼう

止
し

措
そ

置
ち

を検
けん

討
とう

するとともに、似
に

た異
い

常
じょう

が発
はっ

生
せい

しないように予
よ

防
ぼう

措
そ

置
ち

も検
けん

討
とう

します。

（２）災
さい

害
がい

・事
じ

故
こ

発
はっ

生
せい

時
じ

災
さい

害
がい

や事
じ

故
こ

が発
はっ

生
せい

した場
ば

合
あい

は、人
ひと

の命
いのち

を第
だい

一
いち

に考
かんが

えて（人
じん

命
めい

尊
そんち

重
ょう

を重
じゅう

視
し

し）、すぐに適
てき

切
せつ

な措
そ

置
ち

を取
と

れるように、日
ひ

頃
ごろ

から十
じゅう

分
ぶん

な理
り

解
かい

と訓
くん

練
れん

が必
ひつ

要
よう

で

す。職
しょく

長
ちょう

は、現
げん

場
ば

の状
じょう

況
きょう

を把
は

握
あく

、理
り

解
かい

して行
こう

動
どう

のしかたを判
はん

断
だん

します。

職
しょく

長
ちょう

の行
こう

動
どう

は、以
い

下
か

の通
とお

りです。

①緊
きん

急
きゅう

措
そ

置
ち

ただちに機
き

械
かい

を非
ひ

常
じょう

停
てい

止
し

するなどの緊
きん

急
きゅう

措
そ

置
ち

を実
じっ

施
し

して二
に

次
じ

災
さい

害
がい

を防
ぼう

止
し

するとともに、被
ひ

災
さい

者
しゃ

の応
おう

急
きゅう

手
て

当
あて

など救
きゅう

急
きゅう

措
そ

置
ち

をとります。

②報
ほう

告
こく

・連
れん

絡
らく

現
げん

場
ば

の様
よう

子
す

と行
おこな

った措
そ

置
ち

を上
じょう

司
し

に報
ほう

告
こく

します。現
げん

場
ば

の状
じょう

態
たい

によっては、

消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

や救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

を呼
よ

ぶことが必
ひつ

要
よう

となるので、消
しょう

防
ぼう

や緊
きん

急
きゅう

の判
はん

断
だん

基
き

準
じゅん

を

予
あらかじ

め理
り

解
かい

しておきます。
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③教
きょう

育
いく

・訓
くん

練
れん

災
さい

害
がい

や事
じ

故
こ

が発
はっ

生
せい

すると、あわててしまい判
はん

断
だん

を間
ま

違
ちが

う可
か

能
のう

性
せい

がありま

す。このため、教
きょう

育
いく

と訓
くん

練
れん

を会
かい

社
しゃ

の指
し

示
じ

のもとで行
おこな

います。

④再
さい

発
はつ

および同
おな

じような災
さい

害
がい

の防
ぼう

止
し

会
かい

社
しゃ

が行
おこな

う災
さい

害
がい

や事
じ

故
こ

の発
はっ

生
せい

原
げん

因
いん

の究
きゅう

明
めい

の取
と

り組
く

みに協
きょう

力
りょく

し、再
さい

発
はつ

防
ぼう

止
し

と同
おな

じような災
さい

害
がい

の予
よ

防
ぼう

に向
む

けた対
たい

策
さく

をとります。

　～コラム～　災
さい

害
がい

に備
そな

えた準
じゅん

備
び

災
さい

害
がい

に備
そな

えて日
ひ

頃
ごろ

から準
じゅん

備
び

すべきことには、次
つぎ

のようなものがあります。

・救
きゅう

急
きゅう

用
よう

具
ぐ

の置
お

き場
ば

所
しょ

の決
けっ

定
てい

・救
きゅう

急
きゅう

用
よう

具
ぐ

の点
てん

検
けん

・職
しょく

場
ば

ごとに救
きゅう

急
きゅう

・救
きゅう

護
ご

措
そ

置
ち

を行
おこな

う者
もの

を決
き

めて、訓
くん

練
れん

を実
じっ

施
し

�・酸
さん

素
そ

が少
すく

なくなったり、ガスを吸
す

い作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の気
き

分
ぶん

が悪
わる

くなるおそれの

ある職
しょく

場
ば

の場
ば

合
あい

は、保
ほ

護
ご

具
ぐ

の整
せい

備
び

と点
てん

検
けん

・被
ひ

災
さい

者
しゃ

を搬
はん

送
そう

する医
い

療
りょう

機
き

関
かん

を決
き

めておく（救
きゅう

急
きゅう

隊
たい

の指
し

示
じ

を優
ゆう

先
せん

）

７．健
けん

康
こう

の保
ほ

持
じ

増
ぞう

進
しん

作
さ

業
ぎょう

場
じょう

で仕
し

事
ごと

をする作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の健
けん

康
こう

は、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

自
じ

身
しん

で守
まも

ることが原
げん

則
そく

です。

しかし、作
さ

業
ぎょう

場
じょう

には、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の努
ど

力
りょく

だけでは取
と

り除
のぞ

くことのできない健
けん

康
こう

障
しょう

害
がい

要
よう

因
いん

、ストレス要
よう

因
いん

や疾
しっ

病
ぺい

になりやすい要
よう

因
いん

があります。会
かい

社
しゃ

が実
じっ

施
し

す

る健
けん

康
こう

診
しん

断
だん

だけでなく、このような要
よう

因
いん

を減
へ

らす、または取
と

り除
のぞ

くことを通
つう

じ

て作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の健
けん

康
こう

の保
ほ

持
じ

を増
ぞう

進
しん

することは大
たい

切
せつ

です。

（１）日
にち

常
じょう

の健
けん

康
こう

管
かん

理
り

①健
けん

康
こう

チェックリストの使
し

用
よう

徹
てっ

底
てい

職
しょく

長
ちょう

は、部
ぶ

下
か

の１
ひと

人
り

１
ひと

人
り

の健
けん

康
こう

状
じょう

態
たい

に気
き

を付
つ

けます。特
とく

に始
し

業
ぎょう

時
じ

のミー

ティングで１
ひと

人
り

１
ひと

人
り

の体
たい

調
ちょう

を確
かく

認
にん

し、必
かなら

ず健
けん

康
こう

チェックリストを記
き

入
にゅう

する
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ように指
し

導
どう

します。

②健
けん

康
こう

チェックの点
てん

検
けん

職
しょく

長
ちょう

は、始
し

業
ぎょう

前
まえ

に部
ぶ

下
か

の１
ひと

人
り

１
ひと

人
り

が記
き

入
にゅう

する健
けん

康
こう

チェックリストを必
かなら

ず点
てん

検
けん

して、体
たい

調
ちょう

がよくない人
ひと

がいないかを確
かく

認
にん

します。しかし、健
けん

康
こう

チェッ

クリストに自
じ

分
ぶん

の状
じょう

態
たい

を書
か

きづらい人
ひと

もいるかもしれません。１
ひと

人
り

１
ひと

人
り

の

様
よう

子
す

をよく見
み

てください。

また、始
し

業
ぎょう

前
まえ

には体
たい

調
ちょう

に問
もん

題
だい

がなくても、仕
し

事
ごと

をしている間
あいだ

に体
たい

調
ちょう

が悪
わる

くなったり、帰
かえ

るころに体
たい

調
ちょう

が悪
わる

くなったりすることもあります。終
しゅう

業
ぎょう

時
じ

にも、皆
みな

が帰
かえ

る様
よう

子
す

をよく見
み

てください。

（２）メンタルヘルスケア

職
しょく

場
ば

におけるストレス要
よう

因
いん

が増
ぞう

加
か

して、心
こころ

の健
けん

康
こう

を害
がい

する人
ひと

が増
ふ

えています。

ストレス要
よう

因
いん

は、職
しょく

場
ば

、家
か

庭
てい

、社
しゃ

会
かい

の環
かん

境
きょう

など様
さま

々
ざま

で、人
ひと

によって感
かん

じ方
かた

も異
こと

なります。ストレス要
よう

因
いん

の影
えい

響
きょう

から問
もん

題
だい

のある行
こう

動
どう

（仕
し

事
ごと

のミス、アル

コールや薬
やく

物
ぶつ

への依
い

存
ぞん

など）を起
お

こしたり、ストレスを原
げん

因
いん

とする病
びょう

気
き

（う

つ病
びょう

、過
か

敏
びん

性
せい

腸
ちょう

炎
えん

など）になることがあります。

作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の心
こころ

の健
けん

康
こう

の保
ほ

持
じ

増
ぞう

進
しん

のための措
そ

置
ち

を「メンタルヘルスケア」とい

います。このため、会
かい

社
しゃ

や、作
さ

業
ぎょう

場
じょう

全
ぜん

体
たい

に加
くわ

えて、職
しょく

長
ちょう

として部
ぶ

下
か

のメン

タルヘルスケアを行
おこな

います。

①職
しょく

長
ちょう

が行
おこな

う支
し

援
えん

・職
しょく

場
ば

環
かん

境
きょう

の問
もん

題
だい

点
てん

の把
は

握
あく

と改
かい

善
ぜん

・「いつもと違
ちが

う」部
ぶ

下
か

の様
よう

子
す

の把
は

握
あく

と対
たい

応
おう

・部
ぶ

下
か

からの相
そう

談
だん

への対
たい

応
おう

・メンタルヘルス不
ふ

良
りょう

の部
ぶ

下
か

が職
しょく

場
ば

に戻
もど

ることへの支
し

援
えん

②職
しょく

長
ちょう

のアクション（行
こう

動
どう

）

・�日
ひ

頃
ごろ

から部
ぶ

下
か

に注
ちゅう

意
い

し、「いつもと違
ちが

う」様
よう

子
す

の気
き

付
づ

き

・部
ぶ

下
か

への声
こえ

かけ
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・部
ぶ

下
か

の話
はなし

をきく

・上
じょう

司
し

、産
さん

業
ぎょう

医
い

と話
はな

す

③対
たい

応
おう

の注
ちゅう

意
い

点
てん

それぞれの作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

の心
こころ

と身
しん

体
たい

の状
じょう

態
たい

は、個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

として守
まも

られるべき

ものです。

職
しょく

長
ちょう

は、上
じょう

司
し

、産
さん

業
ぎょう

医
い

などの限
かぎ

られた人
ひと

とだけこの情
じょう

報
ほう

を交
こう

換
かん

するよ

うに注
ちゅう

意
い

します。

　～コラム～　メンタルヘルスケアと部
ぶ

下
か

の様
よう

子
す

いつもと違
ちが

う　部
ぶ

下
か

の様
よう

子
す

の例
れい

・遅
ち

刻
こく

・早
そう

退
たい

・欠
けっ

勤
きん

（休
やす

み）が増
ふ

える

・無
む

断
だん

欠
けっ

勤
きん

（連
れん

絡
らく

をしない休
やす

み）がある

・残
ざん

業
ぎょう

、休
きゅう

日
じつ

出
しゅっ

勤
きん

が必
ひつ

要
よう

以
い

上
じょう

に増
ふ

える

・仕
し

事
ごと

の能
のう

率
りつ

が悪
わる

くなる。考
かんが

える力
ちから

、判
はん

断
だん

力
りょく

が低
てい

下
か

する

・業
ぎょう

務
む

の結
けっ

果
か

がなかなか出
で

てこない

・報
ほう

告
こく

や相
そう

談
だん

、職
しょく

場
ば

での会
かい

話
わ

がなくなる（またはその逆
ぎゃく

）

・表
ひょう

情
じょう

に活
かっ

気
き

がなく、動
どう

作
さ

にも元
げん

気
き

がない（あるいはその逆
ぎゃく

）

・普
ふ

通
つう

ではない言
げん

動
どう

が目
め

立
だ

つ

・ミスや事
じ

故
こ

が目
め

立
だ

つ

・普
ふ

通
つう

ではない服
ふく

装
そう

になり、衣
い

服
ふく

が不
ふ

潔
けつ

になっている

・何
なん

回
かい

もトイレに行
い

く
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　第
だ い

６章
しょう

　社
し ゃ

会
か い

の変
へ ん

化
か

と会
か い

社
し ゃ

の方
ほ う

針
し ん
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１章
しょう

から５章
しょう

では職
しょく

長
ちょう

の基
き

本
ほん

的
てき

役
やく

割
わり

や職
しょく

長
ちょう

に必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

を学
まな

びま

した。この章
しょう

では、社
しゃ

会
かい

が変
へん

化
か

する中
なか

で、職
しょく

長
ちょう

は、会
かい

社
しゃ

の目
もく

標
ひょう

や方
ほう

針
しん

（こ

の章
しょう

では「会
かい

社
しゃ

の方
ほう

針
しん

」といいます。）を理
り

解
かい

して、その達
たっ

成
せい

に向
む

けて取
と

り組
く

む必
ひつ

要
よう

があることを説
せつ

明
めい

します。

なお、１章
しょう

から５章
しょう

で学
まな

んだ事
じ

項
こう

に関
かん

係
けい

する法
ほう

律
りつ

やガイドラインなどをこ

の章
しょう

で改
あらた

めて説
せつ

明
めい

しません。

この章
しょう

の最
さい

後
ご

にリファレンスとして、関
かん

係
けい

法
ほう

律
りつ

や制
せい

度
ど

の一
いち

覧
らん

表
ひょう

を掲
けい

載
さい

して

いますので、学
がく

習
しゅう

のときに参
さん

照
しょう

してください。

１．飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

の会
かい

社
しゃ

と社
しゃ

会
かい

の変
へん

化
か

飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

の会
かい

社
しゃ

は、農
のう

業
ぎょう

者
しゃ

や漁
ぎょ

業
ぎょう

者
しゃ

が生
せい

産
さん

した農
のう

産
さん

物
ぶつ

、畜
ちく

産
さん

物
ぶつ

や

水
すい

産
さん

物
ぶつ

などを原
げん

材
ざい

料
りょう

として食
しょく

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

します。

製
せい

造
ぞう

された食
しょく

品
ひん

は、販
はん

売
ばい

業
ぎょう

者
しゃ

を通
つう

じて消
しょう

費
ひ

者
しゃ

に販
はん

売
ばい

されて、人
ひと

々
びと

の食
しょく

生
せい

活
かつ

を豊
ゆた

かにしています。

このような食
しょく

品
ひん

の供
きょう

給
きゅう

の流
なが

れを「フードサプライチェーン」といいます。

飲
いん

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

の会
かい

社
しゃ

は、フードサプライチェーンを通
とお

して、農
のう

業
ぎょう

者
しゃ

や漁
ぎょ

業
ぎょう

者
しゃ

、販
はん

売
ばい

業
ぎょう

者
しゃ

、消
しょう

費
ひ

者
しゃ

を始
はじ

め、利
り

害
がい

関
かん

係
けい

者
しゃ

（「ステークホルダー」といい

ます。）と関
かか

わって生
せい

産
さん

活
かつ

動
どう

を続
つづ

けていく必
ひつ

要
よう

があります。

ステークホルダーの要
よう

望
ぼう

や要
よう

求
きゅう

は変
へん

化
か

し、飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

の会
かい

社
しゃ

の周
しゅう

囲
い

の社
しゃ

会
かい

も変
へん

化
か

を続
つづ

けています。

２．会
かい

社
しゃ

の方
ほう

針
しん

と職
しょく

長
ちょう

の役
やく

割
わり

飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

の会
かい

社
しゃ

は、ステークホルダーの要
よう

望
ぼう

や要
よう

求
きゅう

と社
しゃ

会
かい

の変
へん

化
か

に対
たい

応
おう

するため、会
かい

社
しゃ

の方
ほう

針
しん

を立
た

てています。

会
かい

社
しゃ

の方
ほう

針
しん

は、会
かい

社
しゃ

によって様
さま

々
ざま

です。

フードサプライチェーン

原
げん
材
ざい
料
りょう
生
せい
産
さん
者
しゃ 飲

いん
食
しょく
料
りょう
品
ひん

製
せい
造
ぞう
業
ぎょう
者
しゃ 販

はん
売
ばい
業
ぎょう
者
しゃ

消
しょう
費
ひ
者
しゃ

食
しょく
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また、社
しゃ

会
かい

の変
へん

化
か

に伴
ともな

い、会
かい

社
しゃ

の方
ほう

針
しん

が変
へん

更
こう

されることもあります。

職
しょく

長
ちょう

は、会
かい

社
しゃ

の方
ほう

針
しん

を理
り

解
かい

し、作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

（チーム員
いん

）とともに、会
かい

社
しゃ

の方
ほう

針
しん

を

達
たっ

成
せい

するように取
と

り組
く

むことが重
じゅう

要
よう

です。

１章
しょう

から５章
しょう

で取
と

り上
あ

げた取
と

り組
く

みに加
くわ

え、次
つぎ

のような、新
あら

たな社
しゃ

会
かい

の変
へん

化
か

に対
たい

応
おう

した取
と

り組
く

みも重
じゅう

要
よう

になっています。

３．食
しょく

品
ひん

の意
い

図
と

的
てき

な異
い

物
ぶつ

混
こん

入
にゅう

とフードディフェンス

（１）食
しょく

品
ひん

の分
ぶん

野
や

での「バイオテロ」の防
ぼう

止
し

とフードディフェンス

2001 年
ねん

の世
せ

界
かい

同
どう

時
じ

多
たは

発
つ

テロを契
けい

機
き

に、食
しょく

品
ひん

の分
ぶん

野
や

ではアメリカが、2003

年
ねん

に「バイオテロ法
ほう

」、2011 年
ねん

には「食
しょく

品
ひん

安
あん

全
ぜん

強
きょう

化
か

法
ほう

（ＦＳＭＡ）」を制
せい

定
てい

しました。ＦＳＭＡでは食
しょく

品
ひん

への意
い

図
と

的
てき

な異
い

物
ぶつ

混
こん

入
にゅう

を防
ぼう

止
し

する食
しょく

品
ひん

防
ぼう

御
ぎょ

（フー

ドディフェンス）の考
かんが

え方
かた

が導
どう

入
にゅう

されました。

（２）日
に

本
ほん

におけるフードディフェンスの取
と

り組
く

み

日
に

本
ほん

では、2007 年
ねん

12 月
がつ

～ 2008 年
ねん

１月
がつ

に「中
ちゅう

国
ごく

産
さん

冷
れい

凍
とう

餃
ぎょう

子
ざ

への農
のう

薬
やく

混
こん

入
にゅう

事
じ

件
けん

」、2013 年
ねん

12 月
がつ

に「国
こく

内
ない

での冷
れい

凍
とう

食
しょく

品
ひん

への農
のう

薬
やく

混
こん

入
にゅう

事
じ

件
けん

」が発
はっ

生
せい

しました。

事
じ

件
けん

発
はっ

生
せい

を受
う

け、2014 年
ねん

４月
がつ

に農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

省
しょう

が「食
しょく

品
ひん

への意
い

図
と

的
てき

な毒
どく

物
ぶつ

等
とう

の混
こん

入
にゅう

の未
み

然
ぜん

防
ぼう

止
し

等
とう

に関
かん

する検
けん

討
とう

会
かい

」を開
かい

催
さい

し、同
どう

年
ねん

６月
がつ

に報
ほう

告
こく

書
しょ

をまとめ

ました。

その後
ご

、報
ほう

告
こく

書
しょ

の提
てい

言
げん

を受
う

け、日
に

本
ほん

企
き

業
ぎょう

や関
かん

係
けい

業
ぎょう

界
かい

団
だん

体
たい

がガイドラインを

作
さく

成
せい

するなど「フードディフェンス」の取
と

り組
く

みが進
すす

んでいます。

（３）「フードディフェンス」の具
ぐ

体
たい

的
てき

な取
と

り組
く

み

特
とく

定
てい

技
ぎ

能
のう

１号
ごう

学
がく

習
しゅう

用
よう

テキスト（２章
しょう

－３．－（３）参
さん

照
しょう

）では、フードディ

フェンスの取
と

り組
く

みとして、ポケットのない作
さ

業
ぎょう

服
ふく

の着
ちゃく

用
よう

やカメラの設
せっ

置
ち

な

どについて説
せつ

明
めい

しています。

カメラの設
せっ

置
ち

は、事
じ

故
こ

が起
お

こったときに作
さ

業
ぎょう

員
いん

を守
まも

るためにも重
じゅう

要
よう

であ

り、多
おお

くの企
き

業
ぎょう

で取
と

り組
く

まれています。
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しかし、農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

省
しょう

の報
ほう

告
こく

書
しょ

で指
し

摘
てき

されているように、フードディフェン

スでは会
かい

社
しゃ

のガバナンスの強
きょう

化
か

が最
もっと

も重
じゅう

要
よう

です。具
ぐ

体
たい

的
てき

には、意
い

図
と

的
てき

な混
こん

入
にゅう

をしたいと思
おも

わせない職
しょく

場
ば

を作
つく

ることが大
たい

切
せつ

とされています。

このため、職
しょく

長
ちょう

として、コミュニケーションの確
かく

立
りつ

に向
む

けた取
と

り組
く

みが必
ひつ

要
よう

です。

４．持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な社
しゃ

会
かい

の構
こう

築
ちく

に向
む

けた取
と

り組
く

みと人
じん

権
けん

問
もん

題
だい

への対
たい

応
おう

（１）持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

（ＳＤＧｓ）の策
さく

定
てい

2015 年
ねん

に開
かい

催
さい

された国
こく

連
れん

サミットは、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

（以
い

下
か

、「ＳＤ

Ｇｓ」といいます。）を決
き

めました。

世
せ

界
かい

中
じゅう

にある環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

・差
さ

別
べつ

・貧
ひん

困
こん

・人
じん

権
けん

問
もん

題
だい

といった課
か

題
だい

を世
せ

界
かい

の全
すべ

て

の人
ひと

で 2030 年
ねん

までに解
かい

決
けつ

していこうとする 17 の目
もく

標
ひょう

がＳＤＧｓです。

１章
しょう

から５章
しょう

で説
せつ

明
めい

した取
と

り組
く

みはすべてＳＤＧｓの目
もく

標
ひょう

の達
たっ

成
せい

に貢
こう

献
けん

す

るものです。

（参
さん

考
こう

）

貧
ひん
困
こん
をなくそう

�エネルギーを

みんなに

�気
き
候
こう
変
へん
動
どう
に�

具
ぐ
体
たい
的
てき
な対
たい
策
さく
を

飢
き
餓
が
をゼロに

�働
はたら
きがいも�

経
けい
済
ざい
成
せい
長
ちょう
も

�海
うみ
の豊
ゆた
かさを�

守
まも
ろう

�すべての人
ひと
に�

健
けん
康
こう
と福
ふく
祉
し
を

�産
さん
業
ぎょう
と技

ぎ
術
じゅつ
革
かく
新
しん

の基
き
盤
ばん
をつくろう

�陸
りく
の豊
ゆた
かさも�

守
まも
ろう

�質
しつ
の高
たか
い教

きょう
育
いく
を

みんなに

�人
ひと
や国
くに
の不

ふ
平
びょう
等
どう

をなくそう

�平
へい
和
わ
と公
こう
正
せい
を�

すべての人
ひと
に

�ジェンダー平
びょう
等
どう
を�

実
じつ
現
げん
しよう

�住
す
み続
つづ
けられる

まちづくり

�パートナーシップで�

目
もく
標
ひょう
を達
たっ
成
せい
しよう

�安
あん
全
ぜん
な水
みず
とトイレ�

を世
せ
界
かい
中
じゅう
に

�つくる責
せき
任
にん
�

つかう責
せき
任
にん

（出
しゅっ
典
てん
　ユニセフ）

SDGsの17の目
もく
標
ひょう
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（２）ＥＳＧ投
とう

資
し

と人
じん

権
けん

デューデリジェンス

ＳＤＧｓとともに、欧
おう

米
べい

を中
ちゅう

心
しん

にＥＳＧ投
とう

資
し

（※）の流
なが

れが広
ひろ

がっています。

「ＥＳＧ投
とう

資
し

」で重
じゅう

視
し

される課
か

題
だい

の中
なか

でも、特
とく

に最
さい

近
きん

では、「ビジネスと人
じん

権
けん

」が大
おお

きな課
か

題
だい

となっています。

（※）�「環
かん

境
きょう

（Environment）」「社
しゃ

会
かい

（Social）」「ガバナンス（Governance）」

の英
えい

語
ご

の最
さい

初
しょ

の文
も

字
じ

を取
と

ったもので、その３つの要
よう

素
そ

を考
こう

慮
りょ

した投
とう

資
し

方
ほう

法
ほう

を「ＥＳＧ投
とう

資
し

」といいます。

欧
おう

米
べい

では人
じん

権
けん

デューデリジェンス（DD）（※）の義
ぎ

務
む

化
か

が進
すす

むなど、環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

に次
つ

ぐ、大
おお

きなテーマとなっています。

（※）�企
き

業
ぎょう

が、事
じ

業
ぎょう

活
かつ

動
どう

とサプライチェーンを通
つう

じて直
ちょく

面
めん

する人
じん

権
けん

リスク

を特
とく

定
てい

して評
ひょう

価
か

するとともに、人
じん

権
けん

リスクを防
ぼう

止
し

または軽
けい

減
げん

するため

の措
そ

置
ち

を講
こう

じ、その効
こう

果
か

をモニタリングするプロセスのこと

日
に

本
ほん

でも、飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

の会
かい

社
しゃ

は、生
せい

産
さん

・製
せい

造
ぞう

・販
はん

売
ばい

・消
しょう

費
ひ

までのサ

プライチェーンの中
なか

で利
り

害
がい

関
かん

係
けい

者
しゃ

が多
おお

いという特
とく

徴
ちょう

があります。

このため、農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

省
しょう

は「食
しょく

品
ひん

企
き

業
ぎょう

向
む

け人
じん

権
けん

尊
そんち

重
ょう

の取
とり

組
くみ

のための手
て

引
び

き」

（令
れい

和
わ

５年
ねん

12 月
がつ

25 日
にち

）を定
さだ

めています。

この中
なか

で、強
きょう

制
せい

労
ろう

働
どう

や児
じ

童
どう

労
ろう

働
どう

といった人
じん

権
けん

リスクに対
たい

応
おう

するため、会
かい

社
しゃ

は、①人
じん

権
けん

方
ほう

針
しん

の策
さく

定
てい

、②人
じん

権
けん

デューデリジェンス（ＤＤ）の実
じっ

施
し

、③救
きゅう

済
さい

などの取
と

り組
く

みを進
すす

める必
ひつ

要
よう

があるとしています。

５．女
じょ

性
せい

の活
かつ

躍
やく

推
すい

進
しん

「女
じょ

性
せい

の職
しょく

業
ぎょう

生
せい

活
かつ

における活
かつ

躍
やく

の推
すい

進
しん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」が 2016 年
ねん

４月
がつ

から施
し

行
こう

されています。現
げん

在
ざい

、労
ろう

働
どう

者
しゃ

数
すう

101 人
にん

以
い

上
じょう

の事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

にも、１
ひと

つ以
い

上
じょう

の数
すう

値
ち

目
もく

標
ひょう

を定
さだ

めた女
じょ

性
せい

活
かつ

躍
やく

推
すい

進
しん

の行
こう

動
どう

計
けい

画
かく

の策
さく

定
てい

・公
こう

表
ひょう

が義
ぎ

務
む

化
か

されています。

2024 年
ねん

４月
がつ

、女
じょ

性
せい

活
かつ

躍
やく

の環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

に向
む

けた取
と

り組
く

みを加
か

速
そく

させるため、

「女
じょ

性
せい

の職
しょく

業
ぎょう

生
せい

活
かつ

における活
かつ

躍
やく

推
すい

進
しん

プロジェクトチーム」が厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

に設
せっ
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置
ち

され、2025 年
ねん

３月
がつ

20 日
にち

に報
ほう

告
こく

書
しょ

がまとめられました。

報
ほう

告
こく

書
しょ

では、男
だん

女
じょ

の間
あいだ

の賃
ちん

金
ぎん

格
かく

差
さ

が比
ひ

較
かく

的
てき

大
おお

きい産
さん

業
ぎょう

として５つの業
ぎょう

種
しゅ

が

指
し

定
てい

されました。

５つの業
ぎょう

種
しゅ

は、金
きん

融
ゆう

・保
ほ

険
けん

、食
しょく

品
ひん

製
せい

造
ぞう

、小
こ

売
うり

、電
でん

機
き

・精
せい

密
みつ

、航
こう

空
くう

運
うん

輸
ゆ

です。

食
しょく

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

も指
し

定
てい

されています。

指
し

定
てい

された業
ぎょう

種
しゅ

は、2025 年
ねん

を目
もく

標
ひょう

に男
だん

女
じょ

の間
あいだ

の賃
ちん

金
ぎん

格
かく

差
さ

を無
な

くすための

アクションプラン策
さく

定
てい

に着
ちゃく

手
しゅ

し、できるだけ早
そう

期
き

に公
こう

表
ひょう

する必
ひつ

要
よう

があります。

食
しょく

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

については、2025 年
ねん

７月
がつ

に公
こう

表
ひょう

されています。

●　食
しょく

品
ひん

産
さん

業
ぎょう

センター男
だん

女
じょ

賃
ちん

金
ぎん

格
かく

差
さ

解
かい

消
しょう

アクションプランの策
さく

定
てい

　　　　　　https://www.shokusan.or.jp/news/8717/　
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　リファレンス（参
さん

照
しょう

事
じ

項
こう

）

〈１章
しょう

関
かん

係
けい

〉

日
に

本
ほん

では次
つぎ

の法
ほう

律
りつ

に基
もと

づき、会
かい

社
しゃ

はハラスメントの防
ぼう

止
し

策
さく

を策
さく

定
てい

することが

義
ぎ

務
む

化
か

されています（法
ほう

律
りつ

の「事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

」とは、会
かい

社
しゃ

と同
おな

じ意
い

味
み

です）。

①�「労
ろう

働
どう

施
し

策
さく

の総
そう

合
ごう

的
てき

な推
すい

進
しん

並
なら

びに労
ろう

働
どう

者
しゃ

の雇
こ

用
よう

の安
あん

定
てい

及
およ

び職
しょく

業
ぎょう

生
せい

活
かつ

の充
じゅう

実
じつ

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」（略
りゃく

称
しょう

は「労
ろう

働
どう

施
し

策
さく

総
そう

合
ごう

推
すい

進
しん

法
ほう

」です。）では、事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

によるパワーハラスメントの防
ぼう

止
し

対
たい

策
さく

が義
ぎ

務
む

化
か

されています。

②�「雇
こ

用
よう

の分
ぶん

野
や

における男
だん

女
じょ

の均
きん

等
とう

な機
き

会
かい

及
およ

び待
たい

遇
ぐう

の確
かく

保
ほ

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」

（略
りゃく

称
しょう

は「男
だん

女
じょ

雇
こ

用
よう

機
き

会
かい

均
きん

等
とう

法
ほう

」です。）では、事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

によるセクシャ

ルハラスメントや妊
にん

娠
しん

・出
しゅっ

産
さん

等
とう

に関
かん

するハラスメントの防
ぼう

止
し

対
たい

策
さく

が義
ぎ

務
む

化
か

されています。

③�「育
いく

児
じ

休
きゅう

業
ぎょう

、介
かい

護
ご

休
きゅう

業
ぎょう

等
とう

育
いく

児
じ

または家
か

族
ぞく

介
かい

護
ご

を行
おこな

う労
ろう

働
どう

者
しゃ

の福
ふく

祉
し

に関
かん

す

る法
ほう

律
りつ

」（略
りゃく

称
しょう

は「育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

休
きゅう

業
ぎょう

法
ほう

」です。）では、事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

による育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

休
きゅう

業
ぎょう

等
とう

に関
かん

するハラスメントの防
ぼう

止
し

対
たい

策
さく

が義
ぎ

務
む

化
か

されています。

〈２章
しょう

関
かん

係
けい

〉

食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

法
ほう

の改
かい

正
せい

による衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

の強
きょう

化
か

食
しょく

についての環
かん

境
きょう

の変
へん

化
か

や国
こく

際
さい

化
か

等
とう

に対
たい

応
おう

して、 食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

法
ほう

が 2018

年
ねん

に改
かい

正
せい

され、第
だい

２ 章
しょう

で説
せつ

明
めい

したように、飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

の会
かい

社
しゃ

では、

Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰに沿
そ

った衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

は原
げん

則
そく

としてすべての食
しょく

品
ひん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が対
たい

象
しょう

となっ

ています。

しかし、規
き

模
ぼ

の小
ちい

さな食
しょく

品
ひん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、業
ぎょう

界
かい

団
だん

体
たい

が策
さく

定
てい

し、厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

が

内
ない

容
よう

を確
かく

認
にん

した手
て

引
びき

書
しょ

に従
したが

って、簡
かん

略
りゃく

化
か

されたアプローチによる衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を

行
おこな

うことになっています。

これを「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰの考
かんが

え方
かた

を取
と

り入
い

れた衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」と呼
よ

んでいます。
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Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰに基
もと

づく衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

と「Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰの考
かんが

え方
かた

を取
と

り入
い

れた衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

」のどちらのときでも、「衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

計
けい

画
かく

」を作
さく

成
せい

しなくてはなりません。

また、2018 年
ねん

の食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

法
ほう

の改
かい

正
せい

では、食
しょく

品
ひん

の安
あん

全
ぜん

を確
かく

保
ほ

するため、

（１）大
だい

規
き

模
ぼ

または広
こう

域
いき

におよぶ「食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

」への対
たい

策
さく

の強
きょう

化
か

（２）特
とく

定
てい

の食
しょく

品
ひん

による「健
けん

康
こう

被
ひ

害
がい

情
じょう

報
ほう

の届
とどけ

出
で

」の義
ぎ

務
む

化
か

（３）「食
しょく

品
ひん

用
よう

器
き

具
ぐ

・容
よう

器
き

包
ほう

装
そう

」へのポジティブリスト制
せい

度
ど

の導
どう

入
にゅう

（４）食
しょく

品
ひん

等
とう

の「自
じ

主
しゅ

回
かい

収
しゅう

（リコール）情
じょう

報
ほう

」の行
ぎょう

政
せい

への報
ほう

告
こく

の義
ぎ

務
む

化
か

等
とう

が措
そ

置
ち

されました。

〈３章
しょう

関
かん

係
けい

〉

（１）衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

などについての国
こく

際
さい

規
き

格
かく

食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

法
ほう

に基
もと

づくＨ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰは第
だい

三
さん

者
しゃ

による認
にん

証
しょう

を必
ひつ

要
よう

としません。

しかし、飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

の会
かい

社
しゃ

の中
なか

には、第
だい

三
さん

者
しゃ

による認
にん

証
しょう

を必
ひつ

要
よう

とす

る、次
つぎ

のようなマネジメントシステムを会
かい

社
しゃ

の方
ほう

針
しん

として取
と

り入
い

れ、目
もく

標
ひょう

を

定
さだ

めている会
かい

社
しゃ

があります。

①ＩＳＯ規
き

格
かく

国
こく

際
さい

標
ひょう

準
じゅん

化
か

機
き

構
こう

（ＩＳＯ）が策
さく

定
てい

する製
せい

品
ひん

やサービスに関
かん

する「国
こく

際
さい

的
てき

に通
つう

用
よう

する規
き

格
かく

」のことです。代
だい

表
ひょう

的
てき

なものとして次
つぎ

のようなものがあり

ます。

ア　ＩＳＯ 9001（品
ひん

質
しつ

マネジメントシステム）

商
しょう

品
ひん

・サービスの品
ひん

質
しつ

向
こう

上
じょう

を目
もく

的
てき

としたマネジメントシステム。

イ　ＩＳＯ 14001（環
かん

境
きょう

マネジメントシステム）

�会
かい

社
しゃ

の活
かつ

動
どう

による環
かん

境
きょう

への負
ふ

荷
か

を最
さい

小
しょう

限
げん

にすることを目
もく

的
てき

としたマネジ

メントシステム。

ウ　ＩＳＯ 22000（食
しょく

品
ひん

安
あん

全
ぜん

マネジメントシステム）

�安
あん

全
ぜん

な 食
しょく

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

するための仕
し

組
く

み作
づく

りのマネジメントシステム。

Ｈ
ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰを基
き

礎
そ

としてＩＳＯ 9001 も取
と

り入
い

れています。
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②ＦＳＳＣ 22000（食
しょく

品
ひん

安
あん

全
ぜん

マネジメントシステム）

オランダの食
しょく

品
ひん

安
あん

全
ぜん

認
にん

証
しょう

財
ざい

団
だん

が開
かい

発
はつ

し、所
しょ

有
ゆう

している認
にん

証
しょう

スキームです。

安
あん

全
ぜん

な食
しょく

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

するための仕
し

組
く

み作
づく

りのマネジメントシステムで、清
せい

掃
そう

などについて具
ぐ

体
たい

的
てき

に示
しめ

した「前
ぜん

提
てい

条
じょう

件
けん

プログラム」（略
りゃく

称
しょう

は「ＰＲＰｓ」

です。）が追
つい

加
か

で要
よう

求
きゅう

されています。

③ＳＱＦ

アメリカのＦＭＩ（Food Marketing Institute：食
しょく

品
ひん

マーケティング

協
きょう

会
かい

）が所
しょ

有
ゆう

・管
かん

理
り

する、一
いち

次
じ

生
せい

産
さん

から加
か

工
こう

･ 輸
ゆ

送
そう

･ 流
りゅう

通
つう

までのフードチェー

ン全
ぜん

体
たい

を対
たい

象
しょう

とした食
しょく

品
ひん

安
あん

全
ぜん

・品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

の認
にん

証
しょう

規
き

格
かく

です。認
にん

証
しょう

レベルには

３段
だん

階
かい

あり、レベル２と３がＧＦＳＩ（国
こく

際
さい

食
しょく

品
ひん

安
あん

全
ぜん

イニシアチブ）の承
しょう

認
にん

を受
う

けている国
こく

際
さい

的
てき

な規
き

格
かく

です。

④ＪＦＳ－Ｃ規
き

格
かく

日
に

本
ほん

の一
いっ

般
ぱん

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

食
しょく

品
ひん

安
あん

全
ぜん

マネジメント協
きょう

会
かい

が開
かい

発
はつ

・運
うん

営
えい

する食
しょく

品
ひん

の

安
あん

全
ぜん

管
かん

理
り

の取
と

り組
く

みを認
にん

証
しょう

する規
き

格
かく

です。食
しょく

品
ひん

製
せい

造
ぞう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

とした

ＪＦＳ規
き

格
かく

には４種
しゅ

類
るい

あります。

そのうち、ＪＦＳ－Ｃ規
き

格
かく

は、ＧＦＳＩ（国
こく

際
さいしょく

品
ひん

安
あん

全
ぜん

食 イニシアチブ）の
しょう

承認
にん う

受けている国
こく

際
さい

的
てき

な規
き

格
かく

です。

（２）トレーサビリティ

日
に

本
ほん

では、ＢＳＥの発
はっ

生
せい

や、事
じ

故
こ

米
まい

の不
ふ

正
せい

規
き

流
りゅう

通
つう

の事
じ

件
けん

を契
けい

機
き

に、日
に

本
ほん

国
こく

産
さん

の牛
うし

・牛
ぎゅう

肉
にく

とコメについて、次
つぎ

のように、法
ほう

律
りつ

でトレーサビリティが義
ぎ

務
む

化
か

されています。

①�「牛
うし

の個
こ

体
たい

識
しき

別
べつ

のための情
じょう

報
ほう

の管
かん

理
り

及
およ

び伝
でん

達
たつ

に関
かん

する特
とく

別
べつ

措
そ

置
ち

法
ほう

」（略
りゃく

称
しょう

は「牛
ぎゅう

トレーサビリティ法
ほう

」です。）では、牛
うし

を個
こ

体
たい

識
しき

別
べつ

番
ばん

号
ごう

により一
いち

元
げん

（一
いっ

箇
か

所
しょ

で）管
かん

理
り

するとともに、生
せい

産
さん

から流
りゅう

通
つう

・消
しょう

費
ひ

の各
かく

段
だん

階
かい

におい

て個
こ

体
たい

識
しき

別
べつ

番
ばん

号
ごう

を正
せい

確
かく

に伝
でん

達
たつ

することを義
ぎ

務
む

化
か

しています。

を
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②�「米
べい

穀
こく

等
とう

の取
とり

引
ひき

等
とう

に係
かか

る情
じょう

報
ほう

の記
き

録
ろく

及
およ

び産
さん

地
ち

情
じょう

報
ほう

の伝
でん

達
たつ

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」

（略
りゃく

称
しょう

は「米
こめ

トレーサビリティ法
ほう

」です。）では、米
こめ

を扱
あつか

う事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

に対
たい

し、

米
こめ

の販
はん

売
ばい

などに係
かか

る情
じょう

報
ほう

の記
き

録
ろく

や産
さん

地
ち

情
じょう

報
ほう

の伝
でん

達
たつ

を義
ぎ

務
む

化
か

しています。

③農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

省
しょう

における食
しょく

品
ひん

のトレーサビリティ普
ふ

及
きゅう

の取
と

り組
く

み

ア．「食
しょく

品
ひん

トレーサビリティシステム導
どう

入
にゅう

の手
て

引
び

き」（2008 年
ねん

第
だい

２版
はん

）

イ．�「食
しょく

品
ひん

トレーサビリティ「実
じっ

践
せん

的
てき

なマニュアル」」（2014 年
ねん

各
かく

論
ろん

　製
せい

造
ぞう

・加
か

工
こう

業
ぎょう

編
へん

）

〈４章
しょう

関
かん

係
けい

〉

環
かん

境
きょう

対
たい

策
さく

への取
と

り組
く

みは、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

防
ぼう

止
し

のために重
じゅう

要
よう

であり、フードサ

プライチェーン全
ぜん

体
たい

で様
さま

々
ざま

な取
と

り組
く

みが行
おこな

われています。

（１）食
しょく

品
ひん

ロス削
さく

減
げん

のための法
ほう

律
りつ

①�「食
しょく

品
ひん

循
じゅん

環
かん

資
し

源
げん

の再
さい

生
せい

利
り

用
よう

等
とう

の促
そく

進
しん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」（略
りゃく

称
しょう

は「食
しょく

品
ひん

リ

サイクル法
ほう

」です。）では、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、製
せい

造
ぞう

・加
か

工
こう

・調
ちょう

理
り

の過
か

程
てい

で生
しょう

じ

た食
しょく

品
ひん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

等
とう

について、①発
はっ

生
せい

抑
よく

制
せい

と減
げん

量
りょう

化
か

による最
さい

終
しゅう

処
しょ

分
ぶん

量
りょう

の減
げん

少
しょう

、②飼
し

料
りょう

や肥
ひ

料
りょう

等
とう

への利
り

用
よう

、熱
ねつ

回
かい

収
しゅう

等
とう

の再
さい

生
せい

利
り

用
よう

を進
すす

めることとしています。

②�「食
しょく

品
ひん

ロスの削
さく

減
げん

の推
すい

進
しん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」（略
りゃく

称
しょう

は「食
しょく

品
ひん

ロス削
さく

減
げん

推
すい

進
しん

法
ほう

」です。）では、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、国
くに

などが実
じっ

施
し

する食
しょく

品
ひん

ロスの削
さく

減
げん

に関
かん

す

る施
し

策
さく

に協
きょう

力
りょく

するよう努
つと

めるとともに、食
しょく

品
ひん

ロスの削
さく

減
げん

について積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り組
く

むよう努
つと

めることとしています。

③�「プラスチックに係
かか

る資
し

源
げん

循
じゅん

環
かん

の促
そく

進
しん

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」（略
りゃく

称
しょう

は「プラ

スチック新
しん

法
ぽう

」です。）では、食
しょく

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

者
しゃ

や関
かん

係
けい

者
しゃ

が、プラスチック

使
し

用
よう

製
せい

品
ひん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

やプラスチック副
ふく

産
さん

物
ぶつ

の排
はい

出
しゅつ

を抑
よく

制
せい

すること、プラスチッ

ク使
し

用
よう

製
せい

品
ひん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

の回
かい

収
しゅう

と再
さい

資
し

源
げん

化
か

等
とう

を促
そく

進
しん

することとされています。
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（２）二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

（CO2）排
はい

出
しゅつ

削
さく

減
げん

の取
と

り組
く

み

農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

省
しょう

は、2021 年
ねん

５月
がつ

、「みどりの食
しょく

料
りょう

システム戦
せんり

略
ゃく

」を策
さく

定
てい

し、

2050 年
ねん

までに農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

業
ぎょう

の CO2 排
はい

出
しゅつ

ゼロを目
め

指
ざ

すこととしています。この

ため、飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

を含
ふく

めたフードサプライチェーン全
ぜん

体
たい

で CO2 排
はい

出
しゅつ

削
さく

減
げん

に取
と

り組
く

むことが必
ひつ

要
よう

となっています。

〈５章
しょう

関
かん

係
けい

〉

労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

の発
はっ

生
せい

件
けん

数
すう

は長
ちょ

期
うき

的
てき

には減
げん

少
しょう

してきていますが、今
いま

なお、飲
いん

食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

の現
げん

場
ば

では、多
おお

くの労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

が起
お

こっています。

労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

防
ぼう

止
し

のため、職
しょく

場
ば

における労
ろう

働
どう

者
しゃ

の安
あん

全
ぜん

と健
けん

康
こう

を確
かく

保
ほ

するとともに、

快
かい

適
てき

な職
しょく

場
ば

環
かん

境
きょう

の形
けい

成
せい

を促
そく

進
しん

することを目
もく

的
てき

とした労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

があります。

労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

では、規
き

模
ぼ

に応
おう

じて、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が、安
あん

全
ぜん

に関
かん

する技
ぎ

術
じゅつ

的
てき

事
じ

項
こう

を管
かん

理
り

する「安
あん

全
ぜん

管
かん

理
り

者
しゃ

」や衛
えい

生
せい

に関
かん

する技
ぎ

術
じゅつ

的
てき

事
じ

項
こう

を管
かん

理
り

する「衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

者
しゃ

」を選
せん

任
にん

することになっています。

他
た

方
ほう

で、「先
さき

取
ど

り型
がた

」で「自
じ

主
しゅ

的
てき

」対
たい

策
さく

として、労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

の防
ぼう

止
し

を事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が

労
ろう

働
どう

者
しゃ

と一
いっ

体
たい

となって行
おこな

う、労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

マネジメントシステムも重
じゅう

要
よう

です。

（１）ＯＳＨＭＳ（労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

マネジメントシステム）

ＩＳＯ規
き

格
かく

には、品
ひん

質
しつ

マネジメントシステム（ＩＳＯ 9001）と同
どう

様
よう

に、Ｉ

ＳＯ 45001（労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

マネジメントシステム）が制
せい

定
てい

されています。

厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

では、労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

の指
し

針
しん

となるＯＳＨＭＳ（労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

マネジメン

トシステム）を定
さだ

めています。

（２）ＯＳＨＭＳ（労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

マネジメントシステム）の仕
し

組
く

み

ＯＳＨＭＳでは、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が労
ろう

働
どう

者
しゃ

の協
きょう

力
りょく

の下
もと

に「計
けい

画
かく

（Plan）－実
じっ

施
し

（Do）

－評
ひょう

価
か

（Check）－改
かい

善
ぜん

（Act）」（「ＰＤＣＡサイクル」です。）という一
いち

連
れん

の過
か

程
てい

を定
さだ

めます。

次
つぎ

に、ＯＳＨＭＳに従
したが

って、継
けい

続
ぞく

的
てき

な安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

を自
じ

主
しゅ

的
てき

に進
すす

めます。

この取
と

り組
く

みにより、①労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

の防
ぼう

止
し

と労
ろう

働
どう

者
しゃ

の健
けん

康
こう

増
ぞう

進
しん

、②快
かい

適
てき

な職
しょく

場
ば

環
かん

境
きょう

の形
けい

成
せい

、③事
じ

業
ぎょう

場
じょう

の安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

水
すい

準
じゅん

の向
こう

上
じょう

を図
はか

ります。
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A

A（Action）…………………………………………… 55

ＡＴＰ検
けん

査
さ

…………………………………………… 63

C

ＣＣＰ………………………………………………… 40,68,69,89

C（Check）… ………………………………………… 55

ＣＩＰ洗
せん

浄
じょう

… ………………………………………… 67

ＣＬ……………………………………………………… 81

correction… ………………………………………… 49

Cost… ………………………………………………… 54

D

ＤＤ……………………………………………………… 137

Delivery… …………………………………………… 54

D（Do）………………………………………………… 55

E

ＥＳＧ投
とう

資
し

…………………………………………… 137

　索
さく

　引
いん
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F

ＦＳＭＡ………………………………………………… 135

ＦＳＳＣ 22000……………………………………… 60,141

I

ＩＮＰＵＴ……………………………………………… 87,88

ＩＳＯ 14000………………………………………… 60

ＩＳＯ 22000………………………………………… 60,140

J

ＪＦＳ－Ｃ……………………………………………… 60,141

ＪＩＳ規
き

格
かく

…………………………………………… 81,83

K

ＫＹ……………………………………………………… 117,118,121

ＫＹＴ………………………………………………… 12,117,118

M

ＭＨ……………………………………………………… 90

O

ＯＪＴ………………………………………………… 14
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ＯＬ……………………………………………………… 47

ＯＳＨＭＳ……………………………………………… 143

ＯＵＴＰＵＴ………………………………………… 87,88

P

ＰＤＣＡサイクル……………………………………… 54,55,143

pH… …………………………………………………… 25,40,47,65,66

P（Plan）… …………………………………………… 55

ＰＭ……………………………………………………… 104

Q

ＱＣＤ………………………………………………… 54,86

ＱＣ７つ道
どう

具
ぐ

…………………………………………… 73,74

Quality………………………………………………… 54

S

ＳＤＣＡ………………………………………………… 54,55,60

ＳＤＧｓ………………………………………………… 136,137

ＳＯＰ………………………………………………… 28,29

ＳＱＦ………………………………………………… 60,141

ＳＳＯＰ………………………………………………  28,29

V

Verification… ……………………………………… 50

S（Standard）…    ……………………………………  55
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X

x：̅エックスバー……………………………………… 69,72,104

あ

か

改
かい

善
ぜん

措
そ

置
ち

の設
せっ

定
てい

………………………………………… 39,48

化
か

学
がく

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

………………………………………… 23,24,31,38

稼
か

働
どう

スピード…………………………………………… 101

稼
か

働
どう

率
りつ

…………………………………………………… �7,99,100,101,102,103,105,107

環
かん

境
きょう

規
き

格
かく

… …………………………………………… 60

環
かん

境
きょう

指
し

標
ひょう

……………………………………………… 105,107

監
かん

視
し

（モニタリング）方
ほう

法
ほう

の設
せっ

定
てい

…………………… 39,47

管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

… …………………………………………… �29,38,39,47,48,49,50,63,73,79

管
かん

理
り

基
き

準
じゅん

の決
けっ

定
てい

… …………………………………… 39,47

アイドルタイム ……………………………………  100

アウトプット ………………………………………  41,42,44,45

意図する用途及び対象となる消費者の確認 ……  39,40,41,42

インプット …………………………………………  41,42,44,45

ウ

永住権 ………………………………………………  2

ェブサイト ………………………………………  3

衛生標準作業手順 …………………………………  28

円グラフ ……………………………………………  75,76

帯グラフ ……………………………………………  76

 い    と よう と およ たいしょう しょうひ  しゃ かくにん

えいじゅうけん

えいせいひょうじゅんさ ぎょう  て   じゅん

えん

おび

折れ線グラフ ………………………………………  75,77
 お  せん
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管
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理
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容
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管
かん

理
り

図
ず

…………………………………………………… 72,81,83,84,89,92,104

管
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理
り

中
ちゅう

心
しん

線
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危
き

害
がい

要
よう

因
いん

の分
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析
せき

………………………………………… 39,40,41,42,45

危
き

険
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予
よ
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ち

活
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動
どう

…………………………………………… 115

危
き

険
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予
よ
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ち

訓
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練
れん

…………………………………………… 117,118,119

危
き

険
けん

予
よ

知
ち

トレーニング……………………………… 12

技
ぎ

術
じゅつ

的
てき

能
のう

力
りょく
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技
ぎ

能
のう

教
きょう

育
いく
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技
ぎ

能
のう

力
りょく

… ……………………………………………… 11

牛
ぎゅう

トレーサビリティ法
ほう

… …………………………… 141

許
きょ

容
よう

限
げん

界
かい

………………………………………………… 47,48,50

記
き

録
ろく

と保
ほ

存
ぞん

方
ほう

法
ほう

の設
せっ

定
てい

………………………………… 39

区
く

分
ぶん

衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

…………………………………………… 25,36,45

グリストラップ………………………………………… 28

軽
けい

車
しゃり

両
ょう

… ……………………………………………… 5

原
げん

価
か

管
かん

理
り

………………………………………………… 86

健
けん

康
こう

チェックリスト…………………………………… 130,131

検
けん

証
しょう

方
ほう

法
ほう

の設
せっ

定
てい

… …………………………………… 39,50

原
げん

単
たん

位
い

…………………………………………………… 86,87,88,107

工
こう

学
がく

的
てき

対
たい

策
さく

……………………………………………… 128

工
こう

数
すう

……………………………………………………… 64,89,90,91,103,109

校
こう

正
せい

……………………………………………………… 48,50,60,62

交
こう

通
つう

ルール…………………………………………… 5

コミュニケーション…………………………………… 3,10,11,12,14,16,18,119,136

米
こめ

トレーサビリティ法
ほう

………………………………… 142
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さ

在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

… …………………………………………… 2,8

作
さ

業
ぎょう

手
て

順
じゅん

書
しょ

…………………………………………… 113,120,121

殺
さっ

菌
きん

液
えき

…………………………………………………… 35,36,38,42,44,45

殺
さっ

菌
きん

作
さ

業
ぎょう

… …………………………………………… 64,67

サルモネラ属
ぞく

菌
きん

………………………………………… 23,24,35

サルモネラ属
ぞく

細
さい

菌
きん

……………………………………… 35,36

残
ざん

渣
さ

……………………………………………………… 29,65,95,104,106,107

産
さん

出
しゅつ

量
りょう

………………………………………………… 87,88

酸
さん

性
せい

洗
せん

剤
ざい

………………………………………………… 65,66

散
さん

布
ぷ

図
ず

…………………………………………………… 77

紫
し

外
がい

線
せん

殺
さっ

菌
きん

……………………………………………… 67

仕
し

掛
かかり

品
ひん

…………………………………………………… 62,65,92,95

自
じ

工
こう

程
てい

…………………………………………………… 92,93,101

資
し

産
さん

……………………………………………………… 2

持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

（SDGs）……………………… 136

弱
じゃく

アルカリ性
せい

洗
せん

剤
ざい

… ………………………………… 28,29

社
しゃ

告
こく

……………………………………………………… 35

重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

… ………………………………………… �36,37,38,39,46,47,48,49,50,52,…

57,62

重
じゅう

要
よう

管
かん

理
り

点
てん

の決
けっ

定
てい

… ………………………………… 39,46

終
しゅう

了
りょう

時
じ

清
せい

掃
そう

…………………………………………… 64

終
しゅう

了
りょう

時
じ

点
てん

検
けん

…………………………………………… 64

上
じょう

下
げ

管
かん

理
り

限
げん

界
かい

線
せん

… …………………………………… 82

除
じょ

菌
きん

洗
せん

浄
じょう

剤
ざい

… ………………………………………… 66
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職
しょく

長
ちょう

…………………………………………………… �2,8,9,10,11,12,14,19,22,23,24,

26,27,28,30,32,33,36,38,39,46,…

49,51,54,55,58,65,74,84,86,87,…

91 ,93 ,100 ,101 ,105 ,107 ,112 ,…

113,114,116,117,118,119,120,…

123,128,129,130,131,132,134,…

135,136

食
しょく

品
ひん

安
あん

全
ぜん

規
き

格
かく
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食
しょく

品
ひん

安
あん

全
ぜん

強
きょう

化
か

法
ほう

……………………………………… 135

食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

… …………………………………………… 21,22

食
しょく

品
ひん

衛
えい

生
せい

法
ほう

… ………………………………………… 39,51,59,139

食
しょく

品
ひん

関
かん

連
れん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

……………………………………… 39,51,59

食
しょく

品
ひん

の規
き

格
かく

基
き

準
じゅん

……………………………………… 59

食
しょく

品
ひん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

… ………………………………………… 64,65,106,142

食
しょく

品
ひん

表
ひょう

示
じ

法
ほう

…………………………………………… 59

食
しょく

品
ひん

リサイクル法
ほう

… ………………………………… 142

食
しょく

品
ひん

ロス… …………………………………………… 95,106,107,142

食
しょく

品
ひん

ロス削
さく

減
げん

推
すい

進
しん

法
ほう

… ……………………………… 142

女
じょ

性
せい

の活
かつ

躍
やく

推
すい

進
しん

………………………………………… 137

人
じん

権
けん

デューデリジェンス……………………………… 137

浸
しん

漬
せき

殺
さっ

菌
きん

………………………………………………… 67

進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

… …………………………………………… 86,89,91,92,93

進
しん

捗
ちょく

管
かん

理
り

図
ず

… ………………………………………… 89,92

水
すい

素
そ

イオン濃
のう

度
ど

……………………………………… 40,47

炊
すい

飯
はん

倍
ばい

率
りつ

………………………………………………… 95

炊
すい

飯
はん

歩
ぶ

留
どま

り……………………………………………… 95,99

水
すい

分
ぶん

活
かっ

性
せい

………………………………………………… 40,47

水
すい

分
ぶん

含
がん

量
りょう

… …………………………………………… 25
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ステークホルダー……………………………………… 134

3 σ（スリーシグマ）の管
かん り

    理    ………………………  72,73

正
せい

規
き

分
ぶん

布
ぷ

………………………………………………… 69,72,79

生
せい

計
けい

……………………………………………………… 2

生
せい

産
さん

管
かん

理
り

………………………………………………… �2 ,7 ,8 ,54 ,72 ,85 ,86 ,87 ,88 ,91 ,…

105,107

生産計画
せい

産
さん

性
せい

…………………………………………………… 86,87,88,89,90,91,93,99,101,102,

103,104,106,107,108,109, 121

清
せい

掃
そう

作
さ

業
ぎょう

… …………………………………………… 64,93,105

製
せい

品
ひん

規
き

格
かく

………………………………………………… 57

製
せい

品
ひん

説
せつ

明
めい

書
しょ

……………………………………………… 40,45

製
せい

品
ひん

説
せつ

明
めい

書
しょ

の作
さく

成
せい

……………………………………… 25,39,40

生
せい

物
ぶつ

的
てき

危
き

害
がい

要
よう

因
いん

………………………………………… 23,24,31,37,38

咳
せき

エチケット…………………………………………… 8

セクシャルハラスメント……………………………… 20,138

是
ぜ

正
せい

処
しょ

置
ち

（correctiveaction）……………………… 49

前
ぜん

工
こう

程
てい

…………………………………………………… 92

洗
せん

浄
じょう

作
さ

業
ぎょう

……………………………………………… 64,65,67

善
ぜん

良
りょう

… ………………………………………………… 2

層
そう

別
べつ

……………………………………………………… 69,71,77,79,83

素
そ

行
こう

……………………………………………………… 2

率
そっ

先
せん

垂
すい

範
はん

………………………………………………… 9,116

た

第
だい

三
さん

者
しゃ

認
にん

証
しょう

規
き

格
かく

… …………………………………… 58,60

態
たい

度
ど

教
きょう

育
いく

… …………………………………………… 13

生

………………………………………………… …87 ,91…
せい

さんけいかく
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代
だい

理
り

特
とく

性
せい
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妥
だ

当
とう

性
せい

確
かく

認
にん

……………………………………………… 50

チェックシート………………………………………… 33,34,81

知
ち

識
しき

教
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育
いく
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中
ちゅう

性
せい
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ざい
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てい
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定
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作
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定
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せい

的
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報
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てい
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来
き
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手
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投
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量
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能
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定
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能
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112,117,118,122,128,135

特
とく

定
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技
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能
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２号
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トレースバック………………………………………… 67,68
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な

妊
にん

娠
しん
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人
にん

時
じ

生
せい

産
さん

性
せい
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期
き

管
かん

理
り

………………………………………………… 86
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しゃ
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〈注
ちゅう

意
い

事
じ

項
こう

〉

◦
ちょさくけん

著作権について

いんようとう

◦免
めん

責
せき

について

「飲食料品製造業特定技能2号評価試験学習用テキスト」（「このテキスト」）  

［引用等について］

このテキストの引用は、 引用部分を区別して表記する、引用元としてこのテキ

ストを明示する、その他の公正な慣行に則って行ってください。

もち

こうせい かんこう 

いんよう 

おこなめい じ

の著作権は、一般社団法人　外国人食品産業技能評価機構に帰属します。

このテキストは、飲食料品製造業特定技能2号評価試験の受験生の学習やその

雇用先の工場、作業場での勉強会その他学習目的に限り利用できます。

［利用の際の制限について］

このテキストの利用にあたり、次の行為は認められていません。

（１）このテキストの複製、転載

（２）このテキストの編集、加工その他の改変

いんしょくりょうひんせい ぞう ぎょうとく てい　ぎ　のう ごうひょう か   し    けん がくしゅうよう

ちょ さく  けん いっ ぱん しゃ だん  ほうじん がいこくじん しょくひんさんぎょうぎ   のうひょう  か    き  こう き    ぞく

ちょ  さく  けん  ほう   ほ   ご

このテキストは、著作権法により保護されています。

いんしょくりょうひんせい ぞう ぎょうとく てい　ぎ　のう ごう ひょう か   し   けん じゅけんせい が くしゅう

こ よう さき こう じょう さぎょうじょう べんきょうかい   た   がくしゅう もく てき かぎ  り    よう

  り  よう  さい  せい げん

 り  よう  こう  い つぎ  みと

てん さいふく せい

  か   こうへんしゅう かいへんた

く  べつ ひょう  き いんようもと

容を編集・加工等した情報の利用を含む。）について、何ら責任を負いません。

またこのテキストの内容は、予告なく変更、削除等が行われることがあります。

◦リンクについて

リンクを行う場合には事前に当機構の許諾を得てください。
とう  き こう

り  よう しゃ

え 

おこな いっさい こう い ない

よう

当機構は、利用者がこのテキストを用いて行う一切の行為（このテキストの内
 か こう とう じょうほう り  よう ふく なん せきにん お

 ない よう

へんしゅう

 よ こく  へんこう  さくじょとう おこな

おこな ば あい じ ぜん

とう  き こう

きょだく

た 

［利用目的について］
  り よう もく てき

のっと 

いん よう ぶ  ぶん
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